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塚田村東w遺跡奈良・平安時代面南部全景 南から



1.塚田中原遺跡0区16号溝跡出土 奈良三彩

2.塚田中原遺跡0区40号住居跡出土 緑釉陶器

4. 引間松葉遺跡皿区17号土坑出土饒益神賓

3.塚田中原遺跡0区26号住居跡出土 鉄製錘



序

群馬県は、増大する交通量に対応するため、各地で道路の整備を進めて

います。その計画の中心として幹線道路整備があります。その一環として、

前橋市から富岡市を結ぶ西毛広域幹線道路の建設が計画されました。この

建設に伴う発掘調査は平成11年から 5年かけて実施され、整理事業は平成

12年より行われております。その調査報告書としては、当事業団調査報告

書第323集『元総社西川・塚田中原遺跡』が既に刊行されており、本報告

が2冊目となります。

本報告に掲載される塚田村東w遺跡、塚田中原遺跡0区、引間松葉遺跡
lil区の発掘調査は、この西毛広域幹線道路建設や関連する事業の事前調査

として平成15年4月から同年10月にかけて実施されたものです。

これら 3遺跡周辺には、上野国分僧寺や尼寺、山王廃寺などの著名な古

代寺院跡や、推定上野国府の跡等があり、古代群馬の中心地であったこと

が知られています。発掘調査では、古代の住居跡をはじめとして、中世や

近世、近代に至るまでの様々な資料を得ることができました。これらの成

果は、古代群馬の歴史を考える上ではもちろん、古代から現在に至る、こ

の地域の様々な変遷をたどる上で、貴重な資料の一つになるでしょう 。

最後になりますが、群馬県県土整備局高崎土木事務所・群馬県教育委員

会文化課・群馬町教育委員会、そして地元関係者の皆様には、発掘調査か

ら本報告書刊行まで終始ご協力を賜りましたことに、心から感謝の意を表

します。また、調査と整理にあたった各関係者の労をねぎらい、序といた

します。

平成17年3月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例 □

1.本書は、平成15年度に一般県道足門前橋線バイパス（西毛広域幹線道路）建設工事に伴い発据調査し、平

成16年度に一般県道足門前橋線バイパス（西毛広域幹線道路）建設工事に伴う整理委託契約に基づき実施

した「塚田村東w遺跡」、「塚田中原遺跡」、「引間松葉遺跡」の埋蔵文化財発掘調査報告書である。塚田村
東w遺跡の名称は、群馬町教育委員会による村東地区の調査で、「塚田村東III遺跡」まで設定されている
ため、今回の調査では、 4番目である「塚田村東W遺跡」の名称が設定された。なお、塚田中原遺跡は0.

I・II・III区に分かれるが、本報告では現道（足門前橋線）拡幅部である〇区の報告を行う 。また、引間

松葉遺跡は I・II・III区に分かれるが、本報告では現道（足門前橋線）拡幅部である皿区の報告を行う。

2.本書に所収の遺跡名と発掘調査地の所在地番は、以下の通りである。

遺跡名 所在地

塚田村東N遺跡

塚田中原遺跡0区

群馬県群馬郡群馬町大字塚田字村東60-1 • 2 • 3 • 4、148-4 

群馬県群馬郡群馬町大字塚田字中原218-1、218-4、223-2、228-2、

229-4 • 5、232-1 • 4 • 5 

群馬県群馬郡群馬町大字引間字松葉31-1 • 2※ 

字中原228-1、229-2、232-2 • 6 • 7、236-1 • 4は調査期間中の試

掘により、残存状態が悪く遺構が検出できなかったため、本調査を実施してい

ない。

引間松葉遺跡II1区 群馬県群馬郡群馬町大字引間字松葉33-1、33-6、34-3、34-4、48-1 

※塚田中原遺跡0区の18号溝跡は、塚田中原遺跡0区と引間松葉遺跡1II区の境にあるが、現在では字引間に位置することを記しておく 。

3.発掘調査及び整理事業は、群馬県教育委員会が調整し、群馬県土木部（県土整備局）と財団法人群馬県埋

蔵文化財調査事業団が委託契約を締結し、実施した。

4.調査履行期間 平成15年4月1日～平成15年10月31日

5.調査組織

事務担当

理事長 小野宇三郎 常務理事

管理部長 萩原利通 調査研究部長

住谷永市

右島和夫

総務課長 植原恒夫 調査研究部第 1課長 中束耕志

事業局長神保侑史

調査研究係長國定均 総務課係長 高橋房雄、竹内宏

総務課主幹 須田朋子、吉田有光

総務課主任 阿久澤玄洋 総務課主事 田中賢一

総務課補助員 今井もと子、内山佳子、若田 誠、佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、狩野真子、

松下次男、吉田茂

調査担当 菊池実（専門員）、石原良人（専門員、現伊勢崎市立第三中学校教諭）

渡會未央、小林正（調査研究員）

6.整理履行期間 平成16年4月1月～平成17年3月31日

7.整理組織

事務担当



理事長

管理部長

小野宇三郎

矢崎俊夫

常務理事 住谷永市

調査研究部長右島和夫

総務課長 丸岡道雄 資料整理課長相京建史

事業局長神保侑史

調査研究係長國定均 総務課係長 高橋房雄、竹内宏

総務課主幹 須田朋子、吉田有光

総務課主任 佐藤聖行、阿久澤玄洋、栗原幸代

総務課補助員 今井もと子、内山佳子、若田 誠、佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、狩野真子、

松下次男、吉田茂

整理担当 菊池実、楢崎修一郎、小林正

整理補助員 高橋裕美、戸神晴美、光安文子、吉澤照恵、石関富美代、土田三代子、大塚とし子、

萩原鈴代、阿部幸恵、松岡陽子、立川千栄子、田中富子、千代谷和子、茂木範子、

矢野純子、渡辺八千代、南雲繁子

8.本書作成担当

編集 小林正

執筆分担 第1章 1.発掘調査に至る経緯 齋藤英敏（群馬県教育委員会文化課）

第5章2.旧陸軍前橋飛行場に関わる遺構と遺物について

付編 l．塚田村東W遺跡 ・塚田中原遺跡0区出土人骨

菊池 実

楢崎修一郎

2.塚田村東w遺跡 ・塚田中原遺跡0区 ・引間松葉遺跡11I区出士獣骨 楢崎修一郎

その他 小林正

遺物観察 縄文土器 ：山口逸弘

灰釉・緑釉陶器 ：神谷佳明

陶磁器・瓦 ：大江正行

鉄滓 ：穴澤義功氏（たたら研究会）

ガラス製品 ：菊池実

石材鑑定 飯島静男氏（群馬地質研究会）

鉄器処理 関邦ー、土橋まり子、小材浩一

トレース 技研測量設計株式会社

遺構写真撮影 菊池実、石原良人、渡會未央、小林正

遺物写真撮影 佐藤元彦

機械実測 富沢スミ江、伊東博子、岸弘子、廣津真希子

9.本遺跡の記録図 ・記録写真 ・出土遺物は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が管理し、群馬県埋蔵文

化財調査センターに保管している。

10. 発掘調査及び本書作成にあたり、下記の関係機関 • 関係諸氏にご助言・ご指導・ご協力を得た。記して感

謝の意を表したい。 （敬称略）

新井重明、内田真澄、大塚京子、大塚美恵子、小川卓也、佐々木茂美、清水 豊、田辺芳昭、笛木広美、

水谷貴之、村上章義、山下歳信、山田琴子、依田賢仁、若狭 徹、群馬県県土整備局、群馬町教育委員会、

群馬県教育委員会文化課、地元関係者各位、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団の諸氏



凡例

1.挿図縮尺は図版に記載した。概要は以下の通りである。ただし、他の縮尺を用いる場合もある。

遺構 住居跡 1/60、井戸跡・土坑・ピット 1/40、溝跡・畠跡 1/100、付図 （全体図）l/200 

遺物 土器・瓦 1/3、金属器1/2、石器1/3、石鏃・銭貨1/1 

2.本書における遺構図の北は、座標上の北である。座標系は、国家座標第1X系 （旧測地系）である。

3.遺構図版中にある＋印とそれに記されるアルファベットと数字の組み合わせは、国家座標に基づいて、 5

m毎に設定した方眼杭の名称である。そこで使われているアルファベットは国家座標のY値を、数字はX

値を置き換えたものである。遺構の位置は、方眼杭の範囲で表している。

4.遺構断面実測図及び等商線に記した数値はL= mで表示し、標高値を示す。

5.遺構番号は調査時に設定したものをそのまま使用したため、欠番がある。塚田中原遺跡0区の遺構番号は、

本線部分の調査 （I~III区）に続けて設定したため、住居跡は25から、竪穴状遺構は 2から、土坑は89か

ら、ピットは103から、溝跡は 8から始まっている。塚田村東W遺跡・引間松葉遺跡皿区はすべて 1から

始まっている。

6.住居跡の床面積は、 1/20図上で、デジタルプラニメーターにより住居跡の壁の内側を 3回計測し、その

平均値である。

7.遺構の方位は、長軸の方位を記載した。住居跡で長軸が不明な場合は、残存状態の良い壁を選び、その方

位を記載した。

8.住居跡以外の遺構の計測では、 1/20か1/40図上で計測を行った。畠跡のサク間はサク溝の中央同士の距

離を測っている。

9.本書で使用したスクリーントーンは、下記の通りである。

遺構 焼土分布 灰分布

遺物 灰釉

羽口 （滓化）

緑釉 褐釉（三彩） 漆

羽口（還元） 擦り面（石器 ・石製品）

10. テフラの名称は次の略称で表した。

As-A・ • • ・浅間A降下軽石層：浅間山噴出、 1783（天明3)年降下



As-B • 

As-C • 

Hr-FA 

・浅間B降下軽石層 ：浅間山噴出、 1108（天仁元）年降下

・浅間C降下軽石層 ：浅間山噴出、 4世紀初頭降下 (3世紀に遡る可能性もある）

・榛名ニッ岳渋川テフラ（ニッ岳火山灰） ：榛名山噴出、 6世紀初頭降下

テフラの名称は、以下の文献を参考にして、表記した。

参考文献：石川正之助ほか編 1979「月刊 考古学ジャーナル」Nol57 特集 ・火山堆積物と遺跡I

群馬県史編さん委員会 1990「群馬県史」通史綱 l 原始古代 1 群馬県

新井房夫組 1993「火山灰考古学」古今書院

かみつけの里博物館 1998「第二回特別展 人が動く・土器も動く 」

11.遺物番号は、原則として遺構ごとに登録した。しかし一部の土坑やピット、溝跡などでは、複数の遺構の

遺物をまとめて番号付けした。遺物番号は、本文、挿図、観察表、写真図版と同一である。

12.土器の実測図は原則として四分割法をとった。残存量が1/2以下の遺物は180゚ 展開して図上復元とし、

中心線は破線で示した。

13.鉄滓については、穴澤義功氏による、磁石（強力磁石 TAJIMA PUP-M、標準磁石）と金属探知器

(MR-SOB 几型 • 特 L 型〕）を使用した測定と肉眼観察による分類を行った。

(1)磁着度

鉄関連遺物分類用の「標準磁石」を用いて、資料との反応の程度を数値化したものである。数値が大き

いほど、磁石との反応が強い。

(2)メタル度

金属探知器により金属の量を測定し、反応の度合いに応じて分類したものである。なし、銹化（△）、

H (0)、M （◎）、 L （●）、特L (*)の順で金属量が多いことを示す。

14.土器 ・瓦の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監

修、新版標準士色帖(1996年）によった。
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2. 12（左） ・13（右） ・14（右奥）号住居跡掘り方全屎西から

3. 15号住居跡北から

4. 15号住居跡調査風景 北から

5. 1号竪穴状追構 （左） ．46号土坑（右） 南から

6. 2 （中） ・19（左）・ 20（右）号土坑北から
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5. 57号土坑南から

6. 58号土坑南から

7. 59号土坑南から

8. 60号土坑南から
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4. 84号土坑中面東から

5. 84号土坑下面西から

6. 85号土坑人骨出土状況東から

7. 86号土坑人骨出土状況 東から

8. 85（右） • 86 （左）号土坑西から

9. 87号土坑南から

10. 93号土坑南から

11. 94号土坑南から

12. 95号土坑南から

13. 1号ピット 南から

14. 2号ピット 南から

15. 3 （右）． 4 （左）号ピット 南から

16. 6号ビット 南から

17. 7号ピット 南から

18. 8号ピット 南から

19. 9 （前）・ 10（奥）号ピット 南から

20. 11（前） ・15（奥）号ビット 南から

PL. 9 

1. 12（右）・ 13（左）号ピット 南から

2. 14号ピット 南から

3. 16号ピット 北から

4. 17号ピ ット 北から

5. 21（左）． 41（右）号ピット 南から

6. 22（左）・ 23（右）号ピット 南から

7. 24号ピット 南から

8. 25号ピット 南から

9. 26号ピット 南から

10. 27（右）・ 28（左）号ピット 西から

11. 29号ピット 南から

12. 30号ピット 南から

13. 31号ピット 南から

14. 32（左）． 33（右）号ビット 南から

15. 34号ピット 西から

16. 35号ピット 西から

17. 36号ピット 西から

18. 37号ピット 南から

19. 38号ピット 南から

20. 39号ピット 南から

21. 40号ピット 南から

22. 42（前） • 69 （奥）号ピット 南から

23. 44号ピット 南から

24. 45（前）． 46（奥）号ピット 南から

PL.10 

1. 47号ピット 南から

2. 50 • 51 • 54（奥から）号ピット 南から

3. 52号ピット 西から

4. 55（右）． 56（左）． 57（前）号ピット 南から

5. 59号ピット 南から

6. 61号ピット 南から

7. 62号ピット 南から

8. 63号ピット 北から

9. 64号ピット 北から

10. 65号ピj卜 北から

11. 67号ピット 南から

12. 68（左） •69 （右）号ピット 南から

13. 1号溝跡西から

14. 2号溝跡北から

15. 3号溝跡北から

16. 4号溝跡南西から

P L.11 



1. 5号溝跡北から

2. 6号溝跡北から

3. 1号畠跡北から

4. 2号畠跡西から

5. 3号畠跡北西から

6. 3 （奥）．4 （前）号畠跡北から

7. 5 （奥）． 6 （前）号畠跡北から

8. 7 （奥）．8 （前）号畠跡南から

P L.12 

1. 9 （右横）・10（右縦）．11（左縦）号畠跡南から

2. 12号畠跡南から

3. 13号畠跡南から

4. 14号畠跡北から

5. 15号畠跡北から

6. 16号畠跡北から

7. 17号畠跡南から

8. 18号畠跡南から

P L.13 

縄文時代の追物、 1号住居跡出土遺物

P L.14 

2~6号住居跡出土遺物

P L.15 

6 • 8 • 9号住居跡出土逍物

P L.16 

9~13号住居跡出土遺物

P L.17 

13号住居跡出土遺物

P L.18 

13号住居跡出土遺物

P L.19 

13~15号住居跡出土遺物

P L.20 

15号住居跡 ・ 1 号竪穴状遺構・ 奈良 •平安時代の土坑出土遺物

P L.21 

奈良 •平安時代の土坑 ・ 溝跡・畠跡出土遺物

P L.22 

中世の遺構出土遺物

P L.23 

近世の遺構出土遺物

P L.24 

近世の遺構出土遺物

P L.25 

近世の遺構出土遺物

P L.26 

近世の遺構・近世以降の遺構・遺構外出土迫物

塚田中原遺跡0区

P L.27 

1. 0 -I区東側全景南東から

2. 0 -I区西側全娯 西から

3. 0 -2区全景東から

P L.28 

1. 0 -3区全娯西から

2. 0 -5区東側As-B混下全景西から

3. 0 -5区西側全扱東から

4. 0 -5区東側全景西から

5. 0 -6区全景東から

P L.29 

1. 25号住居跡全景西から

2. 25号住居跡揺り方全景 西から

3. 26（中）・29（右）号住居跡全景西から

4. 26号住居跡遺物出土状況 西から

5. 26（中）・29（右）号住居跡掘り方全娯 西から

6. 27号住居跡全景西から

7. 27号住居跡掘り方全最 西から

8. 28号住居跡東側 西から

P L.30 

1. 28号住居跡西側 西から

2. 31（右奥）．33（左奥）．34（左前）．35（右前）号住居跡全景

西から

3. 31 • 33 • 34 • 35 • 44（中やや左）号住居跡掘り方全景 西から

4. 32号住居跡全景 西から

5. 32号住居跡掘り方全景 西から

6. 36（奥） ．37（前）号住居跡全景西から

7. 36（奥） ．37（前）号住居跡掘り方全景 西から

8. 38（右） ．42（左） ．43（奥）号住居跡全娯西から

P L.31 

1. 38（右） ．42（左） ．43（奥）号住居跡掘り方全景 西から

2. 38号住居跡貯蔵穴西から

3. 39号住居跡全景 西から

4. 39号住居跡遺物出土状況 西から

5. 39号住居跡堀り方全景 西から

6. 40 • 41号住居跡全景 西から

7. 40号住居跡緑釉陶器(Nul4)出土状況（奥） 西から

8. 40 • 41号住居跡掘り方全県 西から

P L.32 

1. 89（右） •90 （左） 号土坑南から

2. 91号土坑東から

3. 92号土坑南から

4. 93（左） ．94（右）号士坑西から

5. 95（中）• 96 （中下） ． 97 （右外）号土坑西から

6. 98（前） •99 （奥） ・ 100 （右）号土坑西から

7. 101号土坑南から

8. 102号土坑北から

9. 103号土坑西から

10. 104号土坑西から



II. 104号土坑人骨出土状況 北から

12. 105（右）・106（左）号土坑南から

13. 107（奥） ・108（中） ・109（左）号土坑南から

14. llO号土坑北から

15. ]]]号土坑西から

16. 112号土坑北から

17. 113号土坑北から

18. 114号土坑北から

P L.33 

1. 115号土坑西から

2. 116号土坑南から

3. 117号土坑西から

4. 120号土坑南から

5. 122号土坑南から

6. 125号土坑南から

7. 126号土坑南から

8. 128号土坑北から

9. 129（右）・130（左）号土坑西から

10. 131（右）・132（左） 号土坑北から

11. 134号土坑北から

12. 135（右奥）・ 136（前）・137（左奥）号土坑西から

13.右から138• 139 • 140号土坑西から

14. 143号土坑西から

15. 144号土坑北から

16. 145（右）・146（左）号土坑西から

17. 147号土坑東から

18. 148号土坑東から

P L.34 

1. 149号土坑北から

2. 150号土坑西から

3. 151号土坑南から

4. 152（右）・164（左）号土坑南から

5. 153号土坑南から

6. 154号土坑東南から

7. 155（左）・156（右）号土坑南から

8. 157（前）・158（奥）号土坑北東から

9. 159号土坑東から

10. 160（中）・161（奥）・162（前）号土坑南から

11. 163号土坑西から

12. 165号土坑東から

13. 103号ピット 東から

14. 104号ピット 東から

15. 105号ピット 東から

16. 106（右）・107（左）号ピット 東から

17. 108号ピット 東から

18. 109号ピット 東から

19. 110号ピット 東から

20. 111号ピット 南から

P L.35 

1. 112（右）・113（左）号ピット 南から

2.前から114• 115 • 116号ピット 西から

3. 117号ピット 北から

4. 118号ピ ット 西から

5. 119号ピット 北から

6. 120号ピット 北から

7. 121（左）・122（奥）・125（右）号ピット 北から

8. 126（左前）・127（右奥）号ピット 西から

9. 128号ピット 北から

10. 129（左）・130（右）号ピット北から

11. 132号ピット 北から

12. 133（左）・134（右）号ピット 西から

13. 135（奥）・ 136（前）号ピット 北から

14. 137（左）・138（右）号ピット 西から

15. 139号ピット 西から

16. 140号ピット 西から

17. 142（前）・143（奥）号ピット 南から

18. 144（前）・145（右）・146（左） 号ピット 南から

19. 147（前）・148（奥）号ピット 南から

20. 150（左）・151（右）号ピソト 西から

21. 152号ピット 北から

22. 153（前）・154（奥）号ピット 北から

23. 155号ピット 北から

24. 156号ピット 東から

P L.36 

1. 9号溝跡東から

2. 9 （右）・10（左）号溝跡東から

3. 11号溝跡東から

4. 12号溝跡南から

5. 13号溝跡北から

6. 14号溝跡南から

7. 15号溝跡東から

8. 16号溝跡奈良三彩 (Nu7)出土状況南から

P L.37 

1. 17号溝跡北から

2. 18号溝跡南から

3. 18号溝跡北から

4. 1号畠跡西から

5. 5号畠跡西から

6. 6号畠跡東から

7. 0 -1区西側調査風景西から

8. 25号住居跡調査風景西から

P L.38 

縄文時代の辿物・ 25• 26号住居跡出土遺物

P L.39 

26号住居跡出土遺物

P L.40 



26~28号住居跡出土追物

P L.41 

28 • 29 • 31号住居跡出土辿物

P L.42 

31 • 32号住居跡出土遺物

P L.43 

32号住居跡出土逍物

P L.44 

32号住居跡出土辿物

P L.45 

32~34 • 36~38号住居跡出土遺物

P L.46 

38 • 39号住居跡出土遺物

P L.47 

39 • 40号住居跡出土遺物

P L.48 

40 • 41号住居跡出土遺物

P L.49 

40~43号住居跡 ・2号竪穴状遺構出土遺物

P L.50 

土坑出土の遺物

P L.51 

土坑・ビット・溝跡出土迫物

P L.52 

溝跡出土遺物

P L.53 

溝跡・遺構外出土遺物

引間松葉遺跡m区
P L.54 

1. Ill -1区全景西から

2. Ill-2区東側全景西から

3. 皿ー 2区西側全景西から

4. Ill-3区全景西から

P L.55 

1. 1号住居跡全最西から

2. 2号住居跡全景西から

3. 2号住居跡掘り方全景 西から

4. 3・4・10・11号住居跡全娯西から

5. 3・4・10・11号住居跡掘り方全景 西から

6. 5 • 6 • 7号住居跡全景東から

7. 8 • 9 • 17号住居跡全景西から

8. 12 • 13 a b • 16号住居跡全景西から

P L.56 

1. 14号住居跡全景西から

2. 14号住居跡掘り方全景 西から

3. 15号住居跡全景西から

4. 15号住居跡掘り方全景 西から

5. 18（中）・ 19（右）・ 20（左）号住居跡全景西から

6. 21号住居跡全景西から

7. 22（前）・ 23（中）・ 24（中右）号住居跡全景西から

8. 23号住居跡カマド出土迫物 西から

P L.57 

1. 25号住居跡全漿西から

2. 26号住居跡全最西から

3. 26号住居跡掘り方全景 西から

4. 27号住居跡全景西から

5. 1 （中） ．2 （左）号土坑東から

6. 3 （奥）． 5 （前）号土坑西から

7. 4号土坑南から

8. 6 （左）． 7 （右）号土坑西から

9. 8号土坑北から

10. 9 （中）・ 10（左）号土坑北から

11. 11号土坑西から

12. 12号土坑西から

13. 13号土坑南から

P L.58 

1. 14（左） ・15（中） ・16（右奥）号土坑西から

2. 18号土坑北から

3. 19（左） ・21（右）号土坑西から

4. 19（中）．60（前）号土坑南から

5. 19号土坑遺物出土状況 西から

6. 20（右）・26（中）・ 27（左）号土坑南から

7. 22（前）・ 23（左奥）号土坑西から

8. 24号土坑西から

9. 24（前）・ 25（右奨）号土坑南から

10. 32号土坑北から

11. 33号土坑北から

12. 34号土坑南から

13. 37（奥） •38 （前）号土坑北から

14. 39号土坑北から

15. 40（右奥） ．41（前）号土坑南から

16. 43（中）． 44（前）号土坑北から

17. 45（奥）． 47（前）号土坑南から

18. 46号土坑南から

P L.59 

1. 48号土坑南から

2. 49号土坑南から

3. 51号土坑西から

4. 54（左奥） ．55（前）．56（右奥） 号土坑北から

5. 57（左） • 58 （右）号土坑西から

6. 61号土坑北から

7. 64号土坑西から

8. 65号土坑西から

9. 71・72・90・96号土坑北から

10. 78（右）．79（左）号土坑東から



11. 92号土坑東から

12. 95号土坑北から

13. 100号土坑西から

14. 101号土坑西から

15. 106号土坑西から

16. 107号土坑西から

17. 108号土坑西から

18. 109号土坑西から

P L.60 

1. 1号溝跡北部全娯南から

2. 1号溝跡南部全景北から

3. 2~4号溝跡全景南から

4. 5号溝跡全屎北から

5.出土迫撃砲砲弾

6. 出土迫撃砲砲弾調査状況

7. 出土迫繋砲砲弾処理状況

8. 出土したものと同形の九四式軽迫撃砲砲弾

PL.61 

縄文時代の遺物、 1~5号住居跡出土遺物

P L.62 

3 • 5~7号住居跡出土逍物

P L.63 

6~8号住居跡出土遺物

P L.64 

8号住居跡出土遺物

P L.65 

8 • 9号住居跡出土逍物

P L.66 

9~11号住居跡出土退物

P L.67 

11~13号住居跡出土迎物

P L.68 

13 • 14号住居跡出土遺物

P L.69 

14~16号住居跡出土遺物

PL. 70 

16~19号住居跡出土追物

PL. 71 

21~23 • 25号住居跡出土追物

p L. 72 

24~27号住居跡・各住居跡出土遺物

PL. 73 

27号住居跡・各住居跡・土坑出土遺物

PL. 74 

土坑出土追物

PL. 75 

土坑出土遺物

PL. 76 

土坑出土遺物

PL. 77 

土坑 ・ピ ット・溝跡出土遺物

PL. 78 

溝跡・遺構外出土遺物



第 1章序章

1.発掘調査に至る経緯

事業地は、群馬町大字棟高・引間・塚田地内にあ

る。一般県道足門前橋線は、前橋・高崎県央地域の

一部であるとともに、前橋市と群馬町を連絡する幹

線道路である。本事業地である群馬町は、前橋・高

崎のベッドタウンとして人口増加が著しく、路線も

朝夕の交通渋滞が慢性化しているため、 一般県道足

門前橋線（西毛広域幹線道路）国分寺工区として、

バイパスを整備することとなった。

高崎土木事務所からの依頼により、県教育委員会

文化財保護課が、平成11年度及び平成13年度に、エ

事前の試掘調査を実施した。その結果、竪穴住居跡・

溝跡などの遺構、及び土師器 ・須恵器などの遺物が

確認され、遺構密度に濃淡の差はあるが、ほぼ全域

から遺構 ・遺物が確認されたため、全面調査が必要

となった。この試掘結果を受けて、高崎土木事務所

と文化財保護課 （平成14年度から文化課）とで発掘

調査についての調整を行い、 （財）群馬県埋蔵文化財

調査事業団が発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、平成12~15年度まで行われ、奈良・

平安時代の竪穴住居跡をはじめ、多くの遺構・遺物

が調査された。また、平成15年10月から整理作業を

実施している。 （齋藤英敏）

2.発掘調査の経過と方法

(1)発掘調査の経過

塚田村東w遺跡・塚田中原遺跡0区は、群馬郡群
馬町大字塚田に、引間松葉遺跡m区は、同町大字引

間に所在する。発掘調査は、 一般県道足門前橋線バ

イパス （西毛広域幹線道路）建設に伴う事前調査と

して、平成15年4月14日に開始した。これらの遺跡

は一連のものであり、群馬町では周辺を国府南部遺

跡群として調査を行っている。

1.発掘調査に至る経緯

塚田中原遺跡0区と引間松葉遺跡1I1区は、現県道

足門前橋線の拡幅工事に伴う発掘調査であるが、調

査前の試掘で、削平等によって遺構の存在が確認で

きなかった地点については、調査対象地より除外さ

れた。また、塚田村東W遺跡は町道105号線の建設

に伴う調査である。

調査日誌抄録

平成15年

04/11 高崎土木事務所・文化課との打ち合わせ

04/14 塚田村東W遺跡の試掘調査

04/21 塚田村東W遺跡 （南側）の重機による表土

掘削開始

05/29 塚田村東w遺跡 （北側）の重機による表土
掘削開始

06/24 塚田中原遺跡0区を高崎土木事務所、文化

課立会の元、試掘調査

06/26 塚田中原遺跡0-1区の重機による表土掘

削開始

07/03 塚田村東N遺跡の調査終了

07/11 塚田中原遺跡0-1区の調査終了

07/12 塚田中原遺跡0-2区の重機による表土掘

削開始

07/17 塚田中原遺跡0-3区の重機による表土掘

削開始

07/22 塚田中原遺跡0-4区の重機による表土掘

削開始

塚田中原遺跡0-2区の調査終了

07/24 引間松葉遺跡III-2区の重機による表土掘

削開始

塚田中原遺跡0-4区の調査終了

08/06 塚田中原遺跡0-3区の調査終了

08/08 塚田中原遺跡0-2区の調査終了

08/18 塚田中原遺跡0-5区の重機による表土掘

削開始

08/19 引間松葉遺跡1Il-1区の重機による表土掘

削開始

09/19 引間松葉遺跡III-1 • 2区の調査終了
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第1図 遺跡位置図（国土地理院1:50,000「前橋」・「高崎」使用）
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10/01 引間松葉遺跡ill-2区の埋め戻し作業中に、

旧日本軍の迫撃砲砲弾が出土

引間松葉遺跡m-3区の重機による表土掘

削開始

10/02 塚田中原遺跡0-5区の調査終了

10/06 塚田中原遺跡0-6区の重機による表土掘

削開始

10/10 引間松葉遺跡1Il-3区の調査終了

10/24 塚田中原遺跡0-6区の調査終了

10/29 器材、プレハブ等の撤去

(2)調査区の設定

塚田中原遺跡0区や引間松葉遺跡1lI区は、現道の

拡幅工事に伴う調査であり、人家前の道路沿いのた

め、細長く、小区画に分割して設定することとなっ

た。これは、現有道路や水道管、人家への出入り口

などを残す必要があったためである。なお、塚田村

東w遺跡は一部が離れて存在するだけであったため、
調査に際しては、調査区の設定は行っていない。

塚田中原遺跡は、既に本線部分の調査において I

区～ 1II区までが設定されていたため、0区とし、現

有道路等によって 0-1区、 0-2区、 0-3区、

0-4区、 0-5区、 0-6区と細分して設定した。

引間松葉遺跡も、既に本線部分の調査において I

区と II区が設定されていたため、現道拡幅部を皿区

とし、現有道路によってIII-1区、皿ー 2区、 III-

3区と細分して設定した。

3.基本土層

塚田村東N遺跡、塚田中原遺跡0区、引間松葉遺

跡1I1区は共に、榛名山東南麓に広がる相馬ヶ原扇状

地の先端近くに立地する。榛名山の影響を大きく受

けているのはもちろん、浅間山噴出物の堆積も見ら

れる土層である。層序は3遺跡でほぽ共通であるが、

塚田村東N遺跡では、削平が少なかったためか、遺

存状態がもっとも良い。

2.発掘調査の経過と方法

最上層は現耕作土で、圃場整備などで動かされて

いる（ I)。その下には、 As-Bが混じる粘質土が

あり、塚田村東w遺跡の近世以降の面はこの層上で
確認している (II)。次にAs-Bが多く混じる層が

あり（皿）、その下のAs-Cがわずかに混じる暗褐

色の層上で中世面を確認している (W)。次にHr-

FAとAs-Cを含む黒褐色ないし暗褐色の層があり 、

この層上で奈良•平安、古墳時代の面を確認してい

る(VII)。最後のV層は 3遺跡とも確認できる。しか

い塚田中原遺跡〇区では、 W層は一部のみしか確

認できず、引間松葉遺跡III区では、 VII層より上は残

っていなかった。 V層の下は、 As-Cを含まない二

次堆積のローム層が存在する (VIII)。V層までが失わ

れていた、塚田中原遺跡0-1区では、この面で遺

構を確詔している。

また、塚田村東w遺跡では、遺跡中部でAs-B層
(V)と、その直下で暗褐色の耕作土 (VI)を確認す

ることができた。

I
-
I
I
-
I
I
I
-
W
 

VIII 

I層：暗褐色土。表土であり 、

現耕作土。 As-A含。細か

い砂粒からなる。締まり弱

・粘性なし

II層：暗褐色土。粘質土でAs_B

含。締まり・粘性中 近現

代・近世面

III層 ：暗灰掲色土。 As-B多含。

締まり弱 ・粘性なし

N層 ：暗褐色土。粘質土でAs-C

少含。締まり・桔性中

v層： As-Bの層

VI層：暗褐色土。As-B直下の畠の耕作土。締まり・

粘性弱

V11層：黒褐色．暗褐色土。粘質土でAs-C含。締ま

り・枯性中 奈良 • 平安 ・ 古墳時代面

VII1層：暗黄褐色土。粘質土で二次堆積ローム層。締

まり中。粘性強。

3
 



第1章序章

口

：

口

/

[

-

]

口

□

ニ

[

]

口

F

-

[

VI主ー
ニ

―

,. ,.,:'’':-

0

0

-

／
 

.
,
1
 

.. ,
 ... ,. 

．．
 
.

,

'

・

 

9
/i山

{

4



4.遺跡の地理的・歴史的環境

(1)地理的環境

遺跡の立地

塚田村東N遺跡は群馬郡群馬町大字塚田字村東に

所在し、塚田中原遺跡0区は、同町大字塚田字中原

に、引間松葉遺跡皿区は同町大字引間字松葉に所在

する。

本3遺跡が所在する大字塚田や引間は、前橋市の

中心部から約4km西に位置する。塚田中原遺跡0区

と引間松葉遺跡I11区が隣接する一般県道前橋足門線

は、南東から北西に通る。また、 300~500m東には

関越自動車道が南北に通る。本3遺跡の北には、染

谷川を挟んで国史跡上野国分僧寺跡がある。遺跡地

からは榛名山や赤城山、妙義山の上毛三山などを見

渡せる。本3遺跡の標高は122~125mである。

地理的環境

本遺跡地は、榛名山の東南麓に広がる相馬ヶ原扇

状地の東端部近くにあり、傾斜は緩く前橋台地へと

移り変わっていく場所に立地する。本 3遺跡でも、

もっとも北西に位置する引間松葉遺跡1I1区の標高が

一番高く、塚田村東w遺跡の南端が最も低いが、そ

の差は少なく、平坦に近い。

相馬ヶ原扇状地は、榛名山南東麓の水沢と白川と

の間に広がる。その分布は、標高600m付近を扇頂

として、標高110m付近にまで達している。これは

行政区域でいえば、北は渋川市南部からはじまり、

北群馬郡榛東村、吉岡町、群馬郡箕郷町北東部、そ

して群馬町にまで至る。扇状地を構成する堆積物は、

層厚40m以上の祖馬ヶ原扇状地礫層からなるとさ

れ（森山 1971)、これは榛名山の活動に伴う噴出

物及び山体崩壊によると考えられている。

榛名山は那須火山帯の最南端にあたる第四期複合

成層火山で、海抜1449m（掃部ヶ岳）ある。現在で

は基底の直径約22kmに達する円形の大型火山である

が、その形成は 5期に分類される（大島 1986)。

第1期は主成層火山体の形成期、第2期は主成層火

4.遺跡の地理的・歴史的環境

山体の爆発的崩壊・再構築期、第 3期は側噴火期、

第四期は火砕流噴出 ・カルデラ形成期、第 5期は溶

岩円頂丘期となっている。特に相馬ヶ原扇状地に関

わりあるものとして、第4期の火砕流噴出による堆

積物と山体崩壊に伴う堆積物があり、第 5期では、

陣馬岩屑なだれによる堆積と、その上の総社砂層 （早

田 1990)が挙げられる。これらによる相馬ヶ原扇

状地の形成は、約1.7万年前に始まり、縄文時代前期

の約5千年前まで続いた。陣馬岩屑なだれによる堆

積の上層には、浅間板鼻黄色軽石が堆積しており、

その年代から約1.4万年前には、扇状地の大部分が

形成されていたことになる。一方、新しい堆積物で

ある総社砂層は、前橋台地から相馬ヶ原扇状地にか

けて広く分布し、浅間総社軽石層より上位に位置す

ることから、約 1万年前以降に始まったと考えられ

ている。そして、その上位には縄文時代前期以降の

遺跡が分布している。そのことから、総社砂層の堆

積が終了した年代は、まだ確実ではないが、約 5千

年前と考えられている。

本3遺跡に隣接する元総社西川 ・塚田中原遺跡で

は、総社砂層の上位からAs-Knらしきテフラ、 As

-c、Hr-FA、As-B、As-Aが検出されている。

参考文献

大島 治 1986「榛名火山」 「日本の地質」3関東地方共立出版

鬼形芳夫 2001「原始古代の群馬町」 「群馬町誌」通史編上 群馬

町史編纂委員会

群馬県地質図作成委員会 1999「群馬県10万分の 1地質図解説書」

内外地図株式会社

早田 勉 1900「群馬県の自然と風土」 「群馬県史」通史福 1 原

始古代 1 群馬県史編さん委員会

森山昭雄 1971「榛名火山東・ 南麓の地形ーと くに軽石流の地形

について→ 「地理学報告」36• 37合併号

矢口裕之•新井雅之 1996「II-2．地理的環境」 「元総社寺田遺

跡m〈本編〉一一般河川牛池川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書第 3集ー」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団
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(2) 歴史的環境

地理的環境において触れたように、本3遺跡地は、

相馬ヶ原扇状地上に立地している。その厨状地の堆

積が終了し、安定したのが約 5千年前とされる。そ

のため、周辺で遺跡が見られるようになるのは縄文

時代前期後半以降であり、それ以前の遺跡は確認で

きていない。

ここでは時代毎に略述し、周辺の土地利用の変遷

を概観したい。

縄文時代

縄文時代前期後半から、遺跡が見られるようにな

る。しかし前期では、遺構を伴う遺跡は限られてい

る。上野国分僧寺 ・尼寺中間地域では諸磯C式期の

竪穴住居跡が1軒あるのみである。集落なども含め

て、遺跡の増加が見られるのは、中期の加曽利E式

期である。上野国分僧寺 ・尼寺中間地域で竪穴住居

や士坑が多数確認されているほか、北原遺跡、産業

道路東遺跡などで遺構が確認されている。後期にな

ると遺跡はやや減少するようである。産業道路西遺

跡で遺構が確認されているほか、上野国分僧寺・尼

寺中間地域・西国分II遺跡・諏訪西遺跡などで遺物

が出土している。晩期では、鳥羽遺跡や上野国分僧

寺・尼寺中間地域で遺構と遺物が確認されている。

本3遺跡や元総社西川 ・塚田中原遺跡などでも前

期から後期に属する遺物が出土しているが、遺構は

確認できていない。

弥生時代

当該期の遺構や遺物の数は少ない。前期末に属す

る遺物が西三社免遺跡で出士している。中期では、

上野国分僧寺・尼寺中間地域や北原遺跡で遺物が出

土している。遺構が確認できるようになるのは、後

期以降である。上野国分僧寺・尼寺中間地域や下東

西遺跡で、集落が確認されている。本3遺跡では、

弥生時代に属する遺物や遺構は検出されていないが、

元総社西川遺跡では弥生時代末から古墳時代初頭に

4.遺跡の地理的 ・歴史的環境

かけてに位置付けられる土坑や竪穴住居跡が確認さ

れている。

古墳時代

古墳時代になると周辺地域における遺跡の数が増

加してくる。本3遺跡の北東には、遠見山古墳、王

山古墳、総社二子山古墳、愛宕山古墳、 宝塔山古墳、

蛇穴山古墳などからなる総社古墳群があり、やや離

れた南西には井出二子山古墳、八幡塚古墳、薬師塚

古墳などからなる保渡田古墳群がある。しかし、本

遺跡地近辺には大型の古墳はなく、集落が広がって

いる。弥生時代後期から集落が営まれている上野国

分僧寺 ・尼寺中間地域では、断絶はあるが、前期か

ら集落が確認されている。他に鳥羽遺跡、西三社免

遺跡、小池遺跡、元総社西川遺跡、塚田中原遺跡、

稲荷塚道東遺跡などでも竪穴住居跡など前期の集落

が確認できている。

中期になると、三ッ寺遺跡周辺で遺跡の密度が急

速に高まる。しかし、本3遺跡周辺では、そのよう

な極端な変化はない。鳥羽遺跡、西三社免遺跡、小

池遺跡、後疋間遺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、

稲荷塚道東遺跡などで中期の集落が営まれている。

また、北谷遺跡では、 三ッ寺 I遺跡にあるような豪

族居館が確認された。

後期も引き続き各所で集落が営まれている。本3

遺跡地において、継続的に土地利用がなされるよう

になるのが、この時期からである。鳥羽遺跡、上野

国分僧寺 ・尼寺中間地域、後疋間遺跡、小池遺跡、

西国分遺跡、諏訪西遺跡、冷水村東遺跡、元総社西

川遺跡などで集落など遺構が確認できる。また、元

総社西川 ・塚田中原遺跡では、 Hr-FA下の畠跡が確

認されている。今回の調査でも塚田村東N遺跡や塚

田中原遺跡0区において、同様の畠跡が検出できて

おり、この周辺に後期の畠が広がっていたことがわ

かる。また、引間松葉遺跡II1区では、 6~ 7世紀代

の竪穴住居跡が1軒検出できた。遺跡地は後期集落

の中心からは外れているが、この時期から本格的な

開発が始まったのだろう 。

7 
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奈良・平安時代

周辺では古墳時代に引き続き、集落などの遺跡が

増加するようになる。

特に前橋市元総社町に置かれたと考えられる国府

や群馬町から前橋市にかけての地域に置かれた国分

僧寺・尼寺により、このあたりは上野国の中心地と

して栄えるようになっていく 。前橋市西部から群馬

町東部にかけての地域で、官街や寺院と何らかの関

係を持つ集落が濃い密度で分布している。上野国分

僧寺・尼寺中間地域や鳥羽遺跡、国分境遺跡、北原

遺跡などを代表として、周辺はほぼ集落で埋め尽く

されているといっても過言ではない。本3遺跡や近

隣の元総社西川・塚田中原遺跡でもこの時代が遺跡

の中心である。しかし、これらの集落は11世紀まで

で、それ以降は不明瞭となっていく 。竪穴住居が造

られなくなることや、土器類の減少がその原因であ

る。西国分 I遺跡や本報告の塚田村東w遺跡のよう

にAs-Bが良好に残存しているところでは、水田や

畠跡が検出されており、少なくとも、 12世紀初頭に

於いても生活が営まれていたことは確眩できる。

中世

鎌倉時代に属する遺構や遺物は明らかではない。

しかし、時代は下るが室町時代でも土坑墓や大溝な

ど遺構が確認できることから、古代に引き続き土地

利用が続けられていたことが推測できる。国分境1lI

遺跡、西国分六ッ割遺跡、元総社西川 ・塚田中原遺

跡などで、中世に属する遺構や遺物が確認されてい

る。古代から続く重要地域であったためか、城跡も

多い。15世紀に上野国守護代長尾氏が、国術内に蒼

海城を築くが、その他にも金尾城跡など、周辺には

いくつかの城跡が確認されている。上野国街に関す

る遺構がきちんと確認できないのは、蒼海城を築い

たことによる破壊が、その理由として考えられてい

る。

その後、 16世紀に入るとしだいに長野氏が勢力を

伸ばすようになる。上野国分僧寺 ・尼寺中間地域や

鳥羽遺跡では、長尾 • 長野両氏に関する遺構が確認

8 

されている。しかし、この時代になると、北条、武

田、上杉といった有力戦国大名が上野国を奪い合う

ようになる。長野氏は武田信玄によって滅ぼされ、

その後、武田氏は織田信長によ って滅ぼされるなど、

戦国時代の上野国は政治的に不安定な状態が続いた。

本3遺跡では、戦国時代の様相を表すような資料

は出士していない。しかしながら、土坑墓や溝跡な

ど、時期の特定は困難であるが、中世に属すると考

えられる遺構が多数検出されている。

近世以降

徳川家康が北条氏滅亡後に関東に入ると安定した

状態となった。江戸幕府が開かれると、譜代大名や

旗本領などとなり、天狗岩用水の開削や、新田開発

が行われた。

この時代も文献資料はあっても、遺跡は多くない。

上野国分僧寺・尼寺中間地域では寺院跡と推定され

る溝・土坑墓が、元総社西川遺跡では大溝が、小池

遺跡では土坑墓が確認されるなどしている。本報告

の塚田村東N遺跡でも、畠跡や土坑墓が検出される

など、郊外の土地利用の一端が伺える。

昭和になると、大字棟高に飛行場が建設される。

詳細は該当報告書において触れられる予定であるが、

本報告の塚田村東w遺跡においても関連する遺構が

検出されている。

参考文献

「群馬県史」通史編 1 原始古代 11990 群馬県史編さん委員会

「群馬町誌」通史編上 2001 群馬町史福纂委員会

「前橋市史」1• 2 1971 • 1973 前橋市史編さん委員会 1971 

笹澤泰史 2001「元総社西川遺跡」 （財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団
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表l 主な周辺遺跡一覧表

Nu 遺跡名 主な時代 主な文献

1 塚田村東N遺跡 古墳～近現代 本報告

2 塚田中原遺跡0区 古培～中世 本報告

3 引間松葉遺跡皿区 古墳～近現代 本報告

4 塚田中原遺跡 平安～近現代 次報告

引間松場遺跡 I • ll区・塚田的
5 
場追跡

平安～中・近世 次報告

6 引間六石迫跡 奈良 • 平安～中 ・ 近世 次報告

7 棟高辻久保逍跡 弥生～近現代 次報告

8 東久保追跡 古墳～近現代 次報告

， 塚田中原遺跡 古墳～近世 「国府南部遺跡群 I • II」群馬町教育委員会 2000 

10 引間松葉・塚田的場辿跡 古墳～近世 「国府南部遺跡群 I • II」群馬町教育委員会 2000 

11 塚田村東追跡 平安 「塚田村東辿跡調査概報J群馬町教育委員会 1986 

12 塚田村東11I遺跡 奈良 • 平安 「国府南部逍跡群w」群馬町教育委員会 2002 

13 元総社西川・ 塚田中原辿跡 古培～中世 「元総社西川・ 塚田中原遺跡」県埋文事業団 2003 

14 元総社西川追跡 古墳～中世 「元総社西川遺跡」県埋文事業団 2001 

15 上野国分寺参道遺跡 古墳～平安 「上野国分寺参道遺跡」前橋市埋文調査団 1997 

16 引間字石堂 縄文 「群馬町誌」資料編 l 群馬町誌編纂委員会 1998 

17 上野国分僧寺 奈良～ 「史跡上野国分寺跡発掘調査報告書」群馬県教育委員会 ］989ほか

18 上野国分二寺中間地域 奈良 • 平安 「上野国分尼寺跡 ・上野国分二寺中間地域」県埋文事業団・県教委 1993 

19 引間字花園 ・三社免 縄文 「群馬町誌」汽料緬 l 群馬町誌編慕委員会 1998 

20 引間字花園 縄文 「群馬町誌」資料組 1 群馬町誌編慕委貝会 1998 

21 後疋間字屋敷廻・引間字古屋敷 縄文 「群馬町誌」資料編 1 群馬町誌綱謀委員会 1998 

22 後疋間遺跡 古墳～平安 「後疋問辿跡(Il~(m)」群馬町教育委員会 1986~1988 

23 引間古屋敷1I遺跡 平安 「町内遺跡x」群馬町教育委員会 2003 

西国分字薬師廻り・東国分字元
24 
屋敷

縄文 県台帳2502

25 国分境m遺跡 古墳～平安・中世 「国分境m遺跡」群馬町教育委貝会 1993 

26 西国分I遺跡 縄文 ・弥生 ・古墳～中世 「西国分 I遺跡」群馬町教育委貝会 1989 

27 西国分11遺跡 縄文・弥生・古墳～中枇 「西国分1I遺跡j群馬町教育委員会 1990 

28 北谷遺跡 古墳 「平成13年度調査遺跡発表会」県埋文事業団 2001 

29 引間城址 中世 「群馬町誌」資料編 1 群馬町誌組纂委員会 1998 

30 冷水村東11追跡・北谷遺跡 古墳 「町内遺跡IX」群馬町教育委員会 2001 

31 西国分六ッ割遺跡 古墳後～中世 「西国分六ツ割遺跡」群馬町教育委員会 1997 

32 北原字下屋敷・ボックイ 縄文・古墳 「群馬町誌」汽料緬 1 群馬町誌編纂委員会 1998 

33 西国分字向原 縄文 「群馬町誌」資料組 1 群馬町誌編謀委員会 1998 

34 熊野谷遺跡 縄文 • 平安 「熊野谷遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1989 

35 柳原遺跡 奈良・平安 「消里南部遺跡群m」前橋市教育委員会 1981 

36 松ノ木遺跡 平安 ・近世 「消里南部迫跡m」前橋市教育委貝会 1981 

37 下東西清水上遺跡 縄文～中・近世 「下東西清水上遺跡」県埋文事業団 1998 

38 青梨子砦跡 中世 山崎 一「群馬県古城塁址の研究j上巻 群馬県文化事業振興会 1971 

39 中嶋逍跡 奈良•平安 ・中世 「中島迫跡発掘調査概報」前橋市教育委員会 1980 

40 薬師前遺跡 縄文 ・奈良～近世 r富田遺跡群•西大室遺跡・清里南部遺跡群J 前橋市教育委員会 1980 

41 冷水字牛池遺跡 縄文 「群馬町誌」脊料編 1 群馬町誌編纂委員会 1998 

42 冷水村東遺跡 古墳～中世 「冷水村東遺跡 ・西国分新田遺跡・ 金古十三町追跡」県埋文事業団 1998 

43 北寝保窪古墳 古墳後 「群馬県追跡台帳J（西毛編）群馬県教育委員会 1972 

44 諏訪西追跡 古墳～平安 ・近世 「諏訪西追跡」群馬町教育委員会 ］995 

45 棟高北寝保窪b号古墳 古墳 「町内遺跡 I」群馬町教育委員会 1993 「町内遺跡VIII」群馬町教育委員会2000

46 棟高北寝保窪c号古瑣 古墳 「町内退跡 I」群馬町教育委員会 1993 

47 棟高南寝保窪 II辿跡 古墳～平安 「町内辿跡x」群馬町教育委員会 2003 
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48 小池遺跡 古墳～平安・近世 「小池遺跡」群馬町教育委貝会 1992 

49 棟高辻ノ内 1I遺跡 古墳 「町内遺跡1X」群馬町教育委貝会 2001 

50 棟高辻ノ内III遺跡 古墳～平安 「町内遺跡x」群馬町教育委貝会 2003 

51 棟高平石遺跡 古墳 「町内追跡1I」群馬町教育委貝会 1994 

52 棟高南八幡街道遺跡 古墳～平安か 「町内追跡珊」群馬町教育委員会 2000 

53 棟高南八幡街道11遺跡 古墳～平安か 「町内追跡VIII」群馬町教育委員会 2000 

54 稲荷台東金尾境辿跡 平安 「町内追跡VIII」群馬町教育委員会 2000 

55 棟高字村北 縄文 「群馬町誌J資料編 l 群馬町誌編謀委員会 ］998 

塚田村前11遺跡
縄文 ・ 奈良•平安 ・中

「国府南部遺跡群V」群馬町教育委員会 2003 56 
・近世

塚田村前遺跡
縄文 ・ 奈良•平安 ・ 中 「国府南部遺跡群V」群馬町教育委員会 2003 「国府南部遺跡群1V」群馬町

57 
・近世 教育委員会 2002 

塚田村東11・稲荷台村北遺跡
縄文・奈良•平安・中

「国府南部遺跡群I11」群馬町教育委員会 2001 58 
・近世

稲荷台村南遺跡
縄文・奈良•平安 ・ 中

「国府南部遺跡群II1」群馬町教育委員会 2001 59 
・近世

60 西三社免遺跡 古墳中～平安 「西三社免追跡」群馬町教育委員会 1990 

61 三ツ寺字南八幡街道 縄文 「群馬県遺跡台帳」 （西毛編）群馬県教育委員会 1972 

62 棟蘭字東弥三郎街道 縄文 「群馬町誌」資料編 1 群馬町誌編纂委員会 1998 

菅谷城跡 中世
山崎 一 「群馬県古城塁址の研究J下巻 群馬県文化事業振興会 1972 「群

63 
馬町誌」査料組 1 群馬町誌編幕委員会 1998 

64 中泉中筋逍跡 古代 「中泉中筋遺跡J群馬町埋文調査報告 第60集町内遺跡IX

65 小八木志志貝戸 縄文・古墳～平安 「小八木志志貝戸辿跡群 1~4」県埋文事業団 1999~2002 

66 推定東山道 奈良•平安 「推定東山道」群馬町教育委員会 1986 

67 金尾城（中尾城） 中世 「前橋市史」 1 前橋市教育委員会 1971 

68 菅谷遺跡 弥生•平安 「菅谷遺跡発掘調査報告J群馬町教育委員会 1980 

69 正観寺逍跡群 弥生 「正観寺追跡群 I~IV」高崎市教育委員会 1979~1982 

70 福島諸口V追跡 弥生～古墳後 「町内遺跡 1X」群馬町教育委員会 2001 

菅谷石塚遺跡 古墳
「小八木志志貝戸辿跡群 1• 2 J県埋文事業団 1999 • 2001 「菅谷石塚遺跡」

71 
県埋文事業団 2003 

72 正観寺西原 古代 「小八木志志貝戸辿跡群 1• 2」県埋文事業団 1999 • 2001 

73 諸口逍跡 弥生～古墳 「諸口遺跡I11」群馬町教育委貝会 1985 

74 下東西遺跡 縄文前～中世 r下東西遺跡J県埋文事業団 1987 

北原遺跡
縄文中・弥生古墳後～

「北原遺跡j群馬町教育委員会 1986 75 
平安

76 国分境遺跡 古墳後～平安 「国分境遺跡」県埋文事業団 1990 

77 上野国分僧寺・尼寺中間地域 縄文中～中・近世 「上野国分僧寺 ・尼寺中間地域 1~8」県埋文事業団 1987~1992 

78 鳥羽遺跡 古墳～中近世 「島羽遺跡」県埋文事業団 1986 • 1988 • 1990 • 1992 

79 消里南部遺跡群（下東西遺跡） 古墳・奈良•平安 「清里南部追跡群m」前橋市教育委員会 1986 

80 高井桃ノ木遺跡 縄文～中世 r嵩井桃ノ木遺跡」大友町西通線遺跡調査会 1999 
81 柿木遺跡 縄文～中・近世 「柿木遺跡J前橋市教育委員会 1984 

82 稲荷山古墳 古墳 「稲荷山古墳j前橋市教育委員会 1988 

83 総社二子山古墳 古墳後 r群馬総社古墳群j観光査源保護財団 1977 
84 大小路山古墳 古墳 「柿木辿跡」前橋市教育委員会 1984 

85 愛宕山古墳 古墳 「群馬総社古項群」観光資源保護財団 1977 

86 遠見山古墳 古墳 「平成 6年度市内追跡発掘調査報告書」前橋市教育委員会 1995 

87 総社城跡 近世 山崎 一 「群馬県古城塁址の研究」上巻 群馬県文化事業振興会 1971 

88 宝塔山古墳 古墳後 「群馬県史」資料福 3 群馬県教育委員会 1981 

89 蛇穴山古墳 古墳中 「群馬総社古墳群」観光資源保護財団 1977 

90 北原一町畑皿辿跡 奈良 • 平安 「町内遺跡IX」群馬町教育委貝会 2001 

91 国分境w遺跡 古墳～平安 「国分境w遺跡」群馬町教育委員会 1998 

92 国分境1I遺跡 古墳・奈良 「国分境1I逍跡」前橋市教育委員会 1992 
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93 大屋敷遺跡群 縄文中・古墳前～中世 「大屋敷辿跡 I~w」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1993~1996 

94 大友屋敷皿遺跡 縄文・古墳～中・近世 「大友屋敷皿遺跡」前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1987 

95 山王鹿寺 白鳳～平安 「山王廃寺跡発掘調査概報 1~8」前橋市教育委員会 1976~1982 

96 東国分高井道東11遺跡 古墳 「町内遺跡JXJ群馬町教育委員会 2001 

97 上野国分尼寺跡北辺遺跡 奈良 •平安 「上野国分尼寺跡北辺遺跡」群馬町教育委員会 2002 

98 昌楽寺廻向遺跡・ 1I遺跡 奈良•平安 「昌楽寺廻向1I遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1988 

99 村東遺跡 古墳～平安 「村東遺跡」前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1988 

100 産業道路東遺跡 縄文前～中 「前橋市史」前橋市教育委員会 1971 

101 稲荷塚道東遺跡 古墳～中世 「稲荷塚道東遺跡J県埋文事業団 2003 

102 産業道路西遺跡 縄文前～中 「前橋市史」前橋市教育委員会 1971 

103 上野国分尼寺 奈良 •平安 「上野国分尼寺跡調査報告書」群馬県教育委員会 1969 • 1970 

104 元総社小見遺跡 縄文・古墳～平安 「元総社小見遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2001 

105 元総社小見1I遺跡 縄文・古墳～中世 「元総社小見1I遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003 

106 元総社小見内III遺跡 弥生・古墳～近世 「元総社小見内皿遺跡J前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002 

総社甲稲荷塚大道西遺跡、総社
「総社甲稲荷塚大道西遺跡・総社閑泉明神北11遺跡・総社甲稲荷塚大道西11遺

107 古墳～平安 跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002 「総社甲稲荷塚大道西皿遺跡・総社
甲稲荷塚大道西II・ III遺跡

閑泉明神北m遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003 

108 元総社草作v遺跡 古墳～中世 「元総社小見皿遺跡・元総社草作V遺跡」前橋市埋文発掘調査団 2003 

109 元総社小見11I遺跡 縄文・古墳～中世 「元総社小見1I1遺跡・元総社草作v遺跡」前橋市埋文発掘調査団 2003 

「総社閑泉明神北遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000 「総社甲稲荷塚

総社閑泉明神北遺跡・総社閑泉 大道西遺跡・総社閑泉明神北II遺跡・総社甲稲荷塚大道西II遺跡」前橋市埋蔵
llO 古墳•平安～中世
明神北11・皿遺跡 文化財発掘調査団 2002 「総社甲稲荷塚大道西m遺跡・総社閑泉明神北m遺

跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003 

111 閑泉樋遺跡 奈良 •平安 「閑泉樋遺跡」前橋市教育委員会 1983 

112 元総社宅地遺跡 古墳～平安
「元総社宅地遺跡・上野国分尼寺寺域確認調査1I」前橋市埋蔵文化財発掘調査

団 2001

113 閑泉樋南遺跡 古墳～奈良•平安 「閑泉樋南遺跡」前橋市教育委員会 1986 

114 屋敷遺跡 古墳～中・近世 「屋敷遺跡」前橋市教育委員会 1987 

115 草作遺跡 縄文～中・近世 「草作遺跡」前橋市埋蔵文化財調査団 1985 

116 堰越1I遺跡 奈良•平安 r堰越1l遺跡」前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財調査団 1988 
117 堰越遺跡 奈良•平安 r堰越遺跡J山武考古学研究所 1988 
118 上野国府推定域 奈良～ 「閑泉樋南遺跡」前橋市教育委員会 1983 

119 蒼海城退跡 中世 山崎 ー 「群馬県古城塁址の研究」上巻 群馬県文化事業振興会 1971 

120 元総社小学校校庭遺跡 奈良•平安 「前橋市史」第I巻 前橋市教育委員会 1971 

121 弥勒遺跡 古墳～奈良•平安 「弥勒遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1990 

122 染谷川古墳 古墳

123 元総社寺田遺跡 縄文～中・近世 「元総社寺田遺跡 I~m」県埋文事業団 1993 • 1994 • 1996 

124 寺田遺跡 奈良•平安 「寺田遺跡」前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1987 

125 早道遺跡 奈良～中世 「平成 6年度 市内遺跡発掘調査報告書」前橋市教育委員会 1995 

126 中尾遺跡 古墳～中世 「中尾遺跡」県埋文事業団 1983 • 1984 

127 疇遺跡 縄文～中世 「元島名B・ 吹屋遺跡」県埋文事業団 1982 

128 H高遺跡 弥生～平安 「日高遺跡j県埋文事業団 1982 ほか

12 
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第5図 塚田村東W遺跡位置図

P 13の写真

塚田村東W遺跡北半部
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古墳 ・ 奈良 • 平安時代の面



1.塚田村東w遺跡の概要

1.塚田村東IV遺跡の概要

塚田村東w遺跡では、縄文時代の遺物から、近代

以降の遺構に至るまで、様々な時代の資料を検出す

ることができた。

縄文時代では、遺構は確認できていない。遺物が

少量出土しただけであった。

古墳時代では、 Hr-FA下の畠が検出された。しか

し、遺物は出土せず、集落域からはややずれていた

ようである。

奈良•平安時代は、周辺地同様に資料が最も多い

時期である。住居跡15軒を中心として、多数の遺構

や遺物が検出された。時期は 8世紀前葉から 9世紀

後葉に至るまでみられる。本遺跡では8世紀前半が

2.塚田村東IV遺跡の遺構と遺物

(1)縄文時代の遺物 （第6図、遺物PL.13)

本遺跡では、縄文時代に属する遺構は確認できて

いない。縄文士器片や石器が少量出土している。石

鏃 (No2) は3号ピット覆土からの出士であるが、

この柱穴状の遺構はAs-Bを含む覆士であり、縄文

多く、 9世紀末以降の住居跡が検出されていない。

9世紀の住居跡からは、瓦が出土しているものの、

灰釉陶器は小破片が出土したのみであった。

中世の遺構は、 As-B混土層の下で検出された。

遺物はほとんどなく、詳しい時期などは明らかにで

きなかったが、畠や土坑墓などが検出されている。

近世も中世と同様に、土坑墓が検出されている。

17世紀の土坑墓からは、陶器や銭貨といった副葬品

のほか、人骨も出土した。

近代以降では、旧陸軍前橋飛行場関連の土坑とし

て、飛行場防衛のための機関銃座が検出された。

時代の遺構とは考えられない。何らかの流れ込みと

判断される。その他の遺物は、 As-Cを含む層の上

などで出土している。

り
9
4
 

0 1:1 2cm 

一0 1 : 3 10cm 

2 (1/2) 

こ
3
 

第6図縄文時代出土遺物

縄文時代 遺物観察表
挿図番号 種別 出土位置

計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考
図版番号 器種 残存状態
第6図1 縄文土器 確認面 口 胎砂粒多黒色・白色鉱物 横位隆帯と弧状隆帯 一本 中期中葉

深鉢 底 焼酸化焔良好 描きの沈線が側縁する
PL.13 口破片 厚 1.2 色明褐
挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

石材 特徴
図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第6図2 石器 3ビット覆土
(2.4) 19 03 黒色安山岩

基部が凹む無茎石鏃
PL 13 石鏃 先端部欠損
第6図3 石器 確認面

(8.3) 7.1 2.1 細粒輝石安山岩
バチ形であろうか。両側から扶りが加えられる。

PL 13 打製石斧 刃部欠損 表面には全体に加工が入り、裏面の一部に自然面を残す

15 



第2章 塚田村東w遺跡の調査

(2)古墳時代の遺構

本遺跡では、古墳時代に属すると考えられ

る遺構に畠跡が挙げられる。確認できた面は

As-Cを含む層上である。遺物は出土してい

ないものの、サクにはHr-FAが堆積しており、

古墳時代の遺構と判断した。

18号畠跡 （第7図、遺構PL.12)

位置： Cj~Ck-82~86

方位： N-7°-W

概要 ：調査区域外にまで広がるため、全容は

明らかにできなかった。サク溝は 7本で、最

長5.5mである。サク溝の方向は概ね一致して

おり、サクの間隔も1.02m~1.14mであり、

ばらつきは少ない。サク溝の幅はややばらっ

きがあり、 0.4m~0.94mであり、深度は0.22

~0.4mである。

その他： 遺物は出土していないものの、サク

溝にはHr-FAが堆積しており、その降下年代

から、本畠跡が埋没したのは 6世紀初頭の畠

と判断される。

ー
ー
ー
、
‘
＿

0

[
 8 

区

域

外

調

査

Ck吋—

平
1=122. 50m 、1 ト 78号土坑 1 

l’← --- I-- ヽ l-/

臨＇

、---

18号畠跡

1.暗褐色土 Hr-FAプロック主体、締ま りやや強・ 粘性弱

゜

0 1 :50 1 m 
| I I 

1:100 3m 

第7図 18号畠跡
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

( 3 ) 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

ー 竪穴住居

1号住居跡 （第8~10図、遺構PL.1、遺物PL.13)

位置 ：Ci~Cj-l11~113

長軸方位 ：N-7°-E 

規模・形状 ：3.53mX 2.76mの隅丸長方形を呈する。

床面積は8.56対で、壁の高さは0.3mである。

カマド ：東壁中央よりやや南側に構築されていた。

燃焼部の幅は0.7m、張り出しは壁から0.84mであっ

た。袖の構築材には瓦が使われていた。

内部施設 ：北東、北西及び南西角を除く北壁、西壁

下に壁溝が巡る。貯蔵穴などは検出できなかった。

床面：平坦で、固く締ま っていた。南東部やや中央

よりから灰が薄く層状に検出された。

出土遺物：須恵器坪 (No6)、須恵器皿 (Noll) は

床面直上より出土した。土師器甕 (No1)、平瓦 (No

16)はカマ ド北側の袖からの出土であった。

その他：出土遺物の傾向より、本住居跡の時期は 9

世紀第3四半期と判断される。
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1号住居跡

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.黒褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

As-C多、ローム粒・小礫・焼土粒・炭化物少含

As-C・ローム粒・小礫・焼土粒・炭化物少含

As-C・白褐粘質土プロックやや多、焼土粒少含

As-C少、白褐粘質土プロック多含

As-Cやや多含、締まり弱

As-C・ローム粒少含、締まり弱

ローム粒・焼土粒・白褐粘質土プロックやや多含

ロームプロックやや多含、床土、締まり強

ロームプロソク少含、締まり弱

カマド

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

ロームブロック・ As-C・焼土粒少含

ローム粒． As-C・焼土粒少含

ロームプロックやや多、 As-C・灰少含

ローム粒． As-C少、灰やや多含

ロームブロック・焼土粒・灰少含

ロームプロック・灰やや多含、焼土粒少含

ローム粒・焼土粒少含

灰 ・焼土粒少、ローム粒やや多含、締まり弱

ロームブロックやや多含

0 1 :60 1 m 
| | | 

第8図 1号住居跡

17 



第2章塚田村東N遺跡の調査
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

□二
□, I 

ロニニ

I I 16 

゜
1 : 3 10cm 

第10図 1号住居跡出土遺物 （2)
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第2章塚田村東N遺跡の調査

1号住居跡観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成・色調

図版番号 器種 残存状態

第9図1 土師器 カマド 口 (19.0) 胎細砂粒少 白色 ・黒色鉱物

甕 口～体上半 底 焼酸化焔良好

PL 13 1/5 高 (14 2) 色橙

第9因2 士師器 覆士 口 (196) 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物

甕 底 焼酸化焔良好

PL.13 口1/8 古回 (5.6) 色明赤褐

第9図3 土師器 覆土 口 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物

甕 底 焼酸化焔良好

PL 13 体下半 高 (85) 色黒褐

第9図4 土師器 覆土 口 胎細砂粒少白色・黒色鉱物

小型甍 底 焼酸化焔良好

PL 13 口～体1/8 高 (4.3) 色橙

第9図5 土師器 覆土 口 胎細砂粒少白色・黒色鉱物

台付き甕 底 (8.7) 焼酸化焔良好

PL. 13 脚部1/4 高 (4.9) 色灰褐

第9図6 須恵器 床直上 口 (126) 胎粗砂粒少白色鉱物

坪 底 (67) 焼還元焔良好

PL. 13 口～底1/3 高 (2.9) 色灰

第9図7 須恵器 覆土 口 胎 rp 2 mmの小礫 白色鉱物
均 底 (68) 焼還元焔良好

PL. 13 体～底1/3 高 (20) 色灰

第9図8 須恵器 覆土 口 胎 Q) 3 111111の小礫 白色 ・黒色鉱物

塊 体～底底 底 8.2 焼還元焔良好

PL 13 部ほぽ完 嵩 (29) 色灰

第9図9 須恵器 覆土 口 胎の 3mmの小礫黒色鉱物

椀 体～底底 底 6.4 焼遠元やや軟

PL 13 部ほぽ完 高 (3.0) 色灰黄

第9図10 須恵器 覆土 口 胎砂粒少白色鉱物

碗 体～底底 底 6.8 焼還元焔良好

PL. 13 部ほぽ完 高 (2.1) 色浅黄

第9図11 須恵器 床直上 口 13.6 胎細砂粒少白色・黒色鉱物

皿 底 7.4 焼還元焔良好

PL. 13 口～底5/6 高 27 色灰白

第9図12 須恵器 覆土 口 胎緻密
g ギ 底部ほぼ完 底 焼遠元焔良好

PL. 13 高台破損 高 (26) 色浅黄

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布目痕（合目

瓦種
色調 一枚作り可能性

取表・裏・ ．擦消） ・瓦
図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕

第10図13 覆土 胎 並 製 不明 表 X 合 X 

平瓦
小破片

焼 並 桶 裏

゜
擦 X 

PL.13 色 黄灰 不明 接 X 乾 X 

第10図14 覆土 胎 並 製 2枚型寄木 表 △ 合 △ 

平瓦
破片

焼 並 桶 裏 X 擦 X 

PL. 13 色 灰黄 接

゜
乾 X 

第10図15 覆土 胎 硬 製 表

゜
ムロ X 

平瓦
破片

焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 

PL 13 色にぶい褐 あり 接 X 乾 X 

第10図16 カマド 胎 並 製 表

゜
合 X 

平瓦
破片

焼 並 桶 なし 裏

゜
擦 X 

PL 13 色 灰白 あり 接 X 乾 X 
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器形 ・技法等の特徴 備考

外面：口縁部横ナデ、体部上

半ヘラ削り 内面：口縁部横

ナデ、体部上半ナデ

外面：口縁部横ナデ、体部へ

ラ削り 内面：口縁部横ナデ

外面：口縁部横ナデ、体部上

半ヘラ削り 内面’ナデ

外面：口縁部横ナデ、体部へ

ラ削り 内面：ナデ

外面：ナデ内面：ナデ

輛櫨整形（右回転） 底部'

回転糸切り

輛輯整形（右回転） 底部：

回転糸切り

輛櫨整形（右回転） 底部：

回転糸切り後付け高台

糖輯整形（右回転） 底部：

回転糸切り後付け高台

糖轄整形（右回転） 底部：

回転糸切り後付け高台

輛櫨整形（右回転） 底部：

回転糸切り後付け高台

輛轄整形

輛輯使用・
側部

叩き技法・
面取

備考

型式名称

輛 X 笠懸窯 8世紀中～後葉

叩
格子

型

鞘 X 吉井窯 8世紀後葉

叩
平行

3 

型

輛 X 笠懸窯 8世紀中～後葉

叩
素文

2 

型

饒 X 秋間窯 9世紀前葉

叩
縄叩

1 

型



2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

2号住居跡 （第11• 12図、遣構PL.l、遣物PL.14)

位置： Cj~Ck-112~113

長軸方位：不明

規模 ・形状： 本住居跡の大半が調査区域外であり、

カマドのみの検出のため不明である。

カマド：東向きのカマドの一部のみが検出された。

燃焼部の幅は検出した所で0.73m、張り出しは0.67

mであった。袖の構築材には礫が使われていた。中

央には支脚として使われていた礫が検出された。

内部施設：不明

出土遺物：須恵器甕 (No3)はカマド袖より、土師

器甕 (No1、

した。

2)はカマド袖から火床にかけて出土

その他 ：出土した土師器甕より、本住居跡の時期は

9世紀前半と判断される。
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2号住居跡

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

10.暗褐色土

11.暗褐色土

As-C・焼土粒やや多、灰少含
焼土粒やや多、 As-C・ローム粒少含
焼土粒多、灰少含、締まり弱
焼土粒多、灰やや多含、締まり弱
灰やや多、焼土粒・ローム粒少含、
締まり弱
ローム粒多、焼土粒少含、
締まり弱
灰多、焼土粒やや多含、
締まり弱
灰やや多含、締まり弱
As-C ・灰少含
焼土粒．灰・炭化物少含、

締まり弱
焼土粒多、灰やや多含、
締まり弱

゜
1 : 30 lm 

第11図 2号住居跡

21 



第2章塚田村東W遺跡の調査
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゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 6 20cm 

第12図 2号住居跡出土遺物

2号住居跡遺物観察表
挿図番号 種別 出土位置

計測値 (cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考
図版番号 器種 残存状態

第12図1 土師器 カマド 口 (212) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ
甕 底 (40) 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：口縁部横ナデ、

PL.14 口～底1/3 古回 27.6 色橙 体部ナデ
第12図2 土師器 カマド 口 (212) 胎粗砂粒やや多 白色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部上

甕 口～体上半 底 焼酸化焔良好 半ヘラ削り 内面：口縁部横
PL 14 1/3 高 (167) 色にぶい褐 ナデ、体部上半ナデ
第12図3 須恵器 カマド 口 胎 q, 3 mmの小礫 白色鉱物 外面．体部下端ヘラ削り 内

甕 体下半～底 底 (20.5) 焼還元焔良好 面’横ナデ
PL.14 1/8 高 (140) 色橙

3号住居跡 （第13図、遺構PL.2、遺物PL.14)

位置 ：Cj~Ck-110~112 

東壁方位： N-8°-E

規模 ・形状 ：本住居跡西部は調査区域外であり、全

容は伺えない。南北3.7mX東西検出部で1.45mで、

隅丸方形状であろう。床面積は検出部で3.3m¥壁の

裔さは0.32mである。

カマド：東壁中央よりやや南側に構築されていた。

燃焼部の幅は0.85m、張り出しは壁から0.49mであ

った。南側の袖は不明瞭で、落ち込みとなっていた。

内部施設 ：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

22 

床面：カマドの北西部がやや落ち込んでいた。床の

締まりはやや固かった。

出土遺物：須恵器坪 (No4) は床面直上より出土し

た。土師器甕 (NQl、2、3) は掘り方土より出上

した。鉄鏃 (No6) は覆土からの出土であった。

その他：掘り方が深く、何らかの遺構が存在した可

能性が考えられたが、確証が得られなかった。出土

した土師器甕、須恵器杯から、本住居跡の時期は 8

世紀後葉と判断される。



2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物
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3号住居跡

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4. 暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

カマド

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4. 暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

As-C多、焼土粒 ・炭化物・ローム

ブロック少含

As-C少含、締まり弱

As-C・ロームプロック・焼土粒 ・

灰少含

As-C・ロームブロック・焼土粒・

白褐粘質土プロノク少含、床土、

締まりやや強

ローム粒・白褐粘質土ブロック

やや多含

灰やや多、ローム粒少含、締まり弱

0 1 :60 1 m 
| I I 

As-C多、焼土粒 ・ロ ーム粒少含

As-Cやや多、焼土粒・ローム粒

少含

As-C・ロームプロック ・焼土粒．

炭化物少含

As-C・ロームブロック ・炭化物

少含

As-Cやや多、焼土粒・ローム粒

少含

As-C・焼土粒 ・ローム粒少含

ローム粒やや多、焼土粒少含、

締まり弱

8.暗褐色土 ローム粒少含、締まり弱

9. 暗灰褐色土 ローム粒多、灰やや多含、

締まり弱

ロームプロック多含

ロームプロック ・炭化物やや多含

10. 暗褐色土

11.暗褐色土
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第13図 3号住居跡、出土遺物
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第 2章

3号住居跡

塚田村東N遺跡の調査

逍物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形 ・技法等の特徴 備考図版番号 器種 残存状態

第13図1 土師器 掘り方 口 (23.7) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

売 口～体上半 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面．口縁部横ナデ、
PL 14 1/8 高 (8.5) 色橙 体部横ナデ
第13図2 土師器 掘り方 口 (196) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

売 口～体上半 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：口縁部横ナデ
PL 14 1/8 高 (5.6) 色 にぷい赤褐
第13図3 土師器 掘り方 口 (7.2) 胎 QJ 3 mmの小礫 白色・黒色鉱物 外面：ヘラ削り 内面：ヘラ

甕 体下半～底 底 (131) 焼酸化焔良好 ナデ
PL. 14 2/5 高 (65) 色橙

第13図4 須恵器 床直上 口 121 胎緻密 鞘轍整形（右回転） 底部：
均 底 7.0 焼還元焔良好 回転ヘラ切り後、部分的にナ

PL 14 口～底2/3 古回 4.1 色灰 デ調整
第13図5 須恵器 覆土 口 (11.8) 胎粗砂粒少白色鉱物 輔轄成形（右回転） 底部：

坪 底 (7.0) 焼還元焔良好 回転糸切り
PL. 14 口～底1/3 高 41 色灰白
挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

特徴
図版番号 器種 残存状態 長さ I 幅 | 厚さ I重醤(g)
第13図6 鉄製品 覆土

(4.4) (2.3) 05 ， 有茎の鉄鏃
PL 14 鉄鏃 茎部欠損

4号住居跡 （第14• 15図、遺構PL.2、遺物PL.14)

位置 ：Cj~Ck-107~108

長軸方位 ：不明

規模 ・形状 ：本住居跡の大半が調査区域外であり、

カマドのみの検出のため不明である。

カマド：土坑の下から東向きカマドの一部のみが検

出された。燃焼部の幅は検出した所で0.69m、張り

出しは0.8mであった。袖の構築材には礫が使われて

内部施設：不明

出土遺物 ：火床からその下にかけて、土師器坪 (No

6、

l)、土師器甕 (No.3)、須恵器塊 (No.5）、鉄滓 (No.

7)、薦編石 (No8)が 出士した。

いた。焼土塊や灰などはあまり残っていない。

［ 
鴇 ー、――→--

訃．

重複遺構：本住居跡の上全体で37号土坑と重複し、

新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、

本住居跡が古いと判断される。

その他： カマドのみの検出であり、全容は明らかに

できなかった。出土した遺物の様相から 8世紀前葉

と判断される。
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4号住居跡カマド

1.暗褐色土 焼土粒，灰やや多、ローム粒少含、締まり弱

2.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒少含

3.暗褐色土 ロームプロック・ As-C少含

4.暗褐色土 ロームブロック多含

5.暗褐色土 ロームプロック・焼土粒少含

6.暗褐色土 焼土粒少含、締まり弱

7.暗褐色土 焼土粒・ローム粒 ，炭化物少含

8.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒少含

゜
1 : 30 lm 

調査 区域外

第14図 4号住居跡
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物
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4号住居跡掘り方、出土遺物
口

4号住居跡 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第15図1 土師器 カマド 口 (13.4) 胎粗砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 口唇部内湾 外面 ’口縁部～

杯 底 焼酸化焔良好 体部上半横ナデ、体部下半へ

PL.14 口～底3/8 高 (3.3) 色にぶい褐 ラ削り 内面：ナデ

第15図2 土師器 カマド覆土 口 (14.6) 胎 cp 3 mmの小礫赤色鉱物 外面・口縁部横ナデ、体部～

坪 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：ナデの

PL 14 口～底1/3 高 4.0 色にぶい橙 後、体部放射状暗文

第15図3 土師器 カマド 口 (19.0) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部上

甕 口～体上半 底 焼酸化焔良好 半ヘラ削り 内面：横ナデ

PL 14 1/6 古回 (5.6) 色橙

第15図4 須恵器 カマド覆土 口 (135) 胎細砂粒少白色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部：

坪 底 (84) 焼還元焔良好 回転ヘラ切り後ナデ調整

PL.14 口～底1/8 高 34 色灰

第15図5 須恵器 カマド 口 胎緻密黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部 '

塊 底 (13.0) 焼遠元焔良好 回転ヘラ切り後ナデ調整し、

PL.14 体～底1/8 高 (24) 色灰 付け高台
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第 2章 塚田村東w遺跡の調査

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重枇(g)

第15図6 鉄滓 カマド
5.8 (3.6) 20 47 

椀形鍛冶滓（極小、含鉄） 鍛錬鍛冶滓、磁着度3.

PL 14 椀形鍛冶滓 欠損あり メタル度（△）

第15図7 鉄滓 カマド
6.0 61 41 102 

椀形鍛冶滓（小） 精錬、または鍛錬鍛冶滓、磁着度

椀形鍛冶滓 ほぽ完 3.メタル度（△）

挿図番号 種別 出土位骰 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第15図8 石製品 カマド
12.0 39 21 雲母石英片岩 先端部に敲打痕

PL 14 胞編石か ほぽ完

5号住居跡 （第16• 17図、遺構PL.2、遺物PL.14)

位置： Cj~Ck-106~108 

東壁軸方位： N-5゚30'-W

規模・形状 ：本住居跡西部は調査区域外であり、全

容は伺えない。南北3.72mX東西の検出部0.8mで隅

丸方形であろう。ただし、南東角は形が崩れている。

床面積は検出部で2.3lm¥壁の高さは0.14mである。

カマド：ほぼ東壁中央に構築されていた。燃焼部の

—こ□二戸□三三W06 1ZI 1 
謬――-- l 可

平浮

幅はO.Sm、張り出しは壁から0.7mであった。袖の

構築材には砂岩が使われていた。

内部施設： 壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面 ：平坦であるが、締まりはあまり強 くない。

出土遺物：土師器甕 (No2) は床面直上から出土し

た。須恵器坪 (No4) は掘り方土からの出土である。

その他：出土した土師器杯、甕から 8世紀中葉と判

断される。
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5号住居跡

1.暗灰褐色 As-B多、 As-C少含、締まり弱

2.暗褐色土 As-Cやや多、 As-B少含

3.暗灰褐色土 焼土粒． As-C少含、締まりやや強

4.暗灰褐色土焼土粒．灰少含

5.暗褐色土 ロームプロック・焼土粒やや多含

6.暗褐色土 炭化物多、 As-Cやや多、焼土粒少含

7.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒・炭化物少含

8.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒少含

9.暗褐色土 As-C・焼土粒少含

10.暗褐色土 As-C・ロームブロック・焼土粒 ・炭化物少含

11.暗褐色土 ¢2~3mmの小礫やや多、 As-C少含、締まり弱

12.暗褐色土 As-Cやや多、炭化物 ・焼土粒少含

13.暗褐色土 As-C・ロームブロックやや多含

14.暗褐色土 As-Cやや多含

第16図

26 

カマド

1.暗灰褐色土

2.暗灰褐色土

3.暗灰褐色土

黄褐プロック少含、締まり強

焼土粒 ．As-Cやや多含、締まり強

焼土粒． As-Cやや多含、黄褐粒少含、

締まり強

4.暗灰褐色土 焼士粒・灰プロック少含、締まり弱

5.暗灰褐色土 焼土粒・灰少含

6.暗褐色土 As-C・ロームプロック・焼土粒・炭化物少含

7.暗褐色土 灰やや多含、焼土粒． As-C少含

8.暗褐色土焼土粒少含

9.暗褐色土焼土粒． As-C少含

10.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒・炭化物少含

11.暗褐色土 ロームブロックやや多含

12.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒極少含、締まり弱

0 1:60 lm 
| | | 

5号住居跡



2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物
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第17図 5号住居跡、出土遺物

5号住居跡

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第17図1 土師器 覆土 口 (136) 胎細砂粒少白色・黒色鉱物 口唇部内湾外面・口縁部横

均 底 焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL 14 口～底1/5 高 (29) 色 にぶい赤褐 内面：ナデ

第17図2 土師器 床直上 口 (230) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデでヘラ痕

疫ゃ 口～体上半 底 焼酸化焔良好 あり、体部上半ヘラ削り 内

PL.14 1/5 高 (62) 色橙 面：ヘラナデ

第17図3 須恵器 覆土 口 (14.2) 胎細砂粒少白色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 外面'

杯 底 焼遠元焔良好 体部下半回転ヘラ削り

PL 14 口～体1/8 高 (4.1) 色黄灰

第17図4 須恵器 掘り方 口 胎細砂粒少白色鉱物 饒櫨整形（右回転） 外面：

坪 体下半～底 底 (82) 焼還元焔やや不良 回転ヘラ削り 底部：ヘラ切

PL 14 1/5 高 (1.8) 色灰 り後ナデ調整

遺物観察表

6号住居跡 （第18• 19図、遺構PL.2、遺物PL.14• 15) 

位置 ：Cj~Ck-110~111

長軸方位 ：不明

規模・形状 ：本住居跡は 3号溝跡に切られ、 さらに

大半は調査区域外にあると考えられる。カマドのみ

の検出のため規模などは不明である。

七
u
l
,f
3

芦
ー「
3

カマド ：東向きカマドの一部のみが検出された。燃

焼部の幅は検出した所で0.57m、張り出しは0.42m

であった。

内部施設：不明

出土遺物：カマドの掘り込みの全体に遺物が広がっ

ていた。土師器甕 (No1~4) はいずれもカマドの

袖から火床にかけて出土した。

重複遺構 ：カマド西部で3号溝跡と重複し、新旧関

～ ‘l  

員． 6号住 乱．

E
0
0
・
z
a
"
1

．訃

6号住居跡カマド

1.暗灰褐色土 焼土粒少含、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 黄褐ブロック多含、締まり ・粘性弱

3.暗灰褐色土 焼土粒極少含、締まり弱

4.暗褐色土 焼土粒・黄褐粒やや多含、締まり ・粘性弱

5.暗褐色土 ロームプロック・焼土粒やや多含、締まり弱

6.暗褐色土焼土粒少、灰やや多含

7.暗褐色土 ロームプロックやや多、灰少含

8.暗褐色土 ロームプロック多含

゜
1 :30 lm 

調査 区域外

第18図 6号住居跡
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第2章 塚田村東w遺跡の調査
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係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、本住

居跡が古いと判断される。

その他：カマドのみの検出であり、全容は明らかに

できなかった。出土した遺物の様相から 9世紀第3

四半期と判断される。
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第19図 6号住居跡掘り方、出土遺物

6号住居跡

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第19図1 土師器 カマド 口 (196) 胎細砂粒少黒色 ・白色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面・ヘラナデ

PL 15 口～体1/2 高 (165) 色にぶい橙
第19図2 土師器 カマド 口 (17.4) 胎砂粒少白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 口～体上半 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面’ヘラナデ

PL.14 1/6 高 (7.5) 色にぶい褐
第19図3 土師器 カマド 口 (20.0) 胎細砂粒少白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 口～体上半 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：ヘラナデ
PL.14 1/3 高 (9.7) 色橙
第19図4 土師器 カマド 口 (19.2) 胎細砂粒少白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ ・指頭圧

甕 底 焼酸化焔良好 痕・ヘラ痕、体部ヘラ削り

PL 15 口～体1/8 古回 (135) 色にぶい橙 内面：ヘラナデ

遺物観察表

28 



2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

7号住居跡 （第20図、遺構PL.2) 

位置 ：Cj~Ck-99~100

西壁軸方位： N-9 °-E 

規模・形状：本住居跡東部は調査区域外であり、西

壁と南壁の一部が確認できたに過ぎない。南北の検

出部2.37mX東西の検出部0.46mで隅丸方形であろ

う。床面積は検出部で0.33m¥壁の高さは0.36mで

ある。

可
ト3

魯艮
I | 

Cj-100＋ず

油

H-

］ 
Cj-1点

[
、
一

艮’

艮

早 ．．露

L=l21. 60m豆

カマド ：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面：西壁下の検出部北よりがやや落ち込む。床は

固く締まっていた。

出土遺物：土師器の破片が少量出土したのみであり、

図示できるものはなかった。

その他：遺物が少なく、時期は明らかにできなかっ

たが、古墳～平安時代に属すると考えられる。

7号住居跡

1.暗褐色土 As-B • As-Cやや多含

2.暗褐色土 暗褐粘質土プロック多． As-C少含

3.暗褐色土 暗褐粘質土プロ、ノクやや多含

4.暗褐色土 暗褐粘質土プロソク多含、床土、締まり強

0 1 :60 1 m 
| | | 

第20図 7号住居跡

8号住居跡 （第21~23図、遺構PL.3、遺物PL.15)

位置 ：Ci~Ck-100~102

長軸方位： N-25°-W

規模・形状：本住居跡の北西角は調査区域外であり、

検出できなかった。4.24mX 3.28mの隅丸長方形を

呈する。床面積は検出部で11.02対であり、壁の高

さは0.41mである。

カマド：東壁の南側に構築されていた。燃焼部の幅

は0.72m、煙道部の先端まで含めて張り出しは、壁

から0.97mであった。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面：西壁中央付近がやや高ま っている。床は固く

締まっていた。

出土遺物：土師器坪 (Na1)は床面直上より出上し

た。土師器甕 (Na3) はカマド火床直下から、鉄滓

(Nall、14)は掘り方土からの出土であった。

重複遺構：カマド北側で48号土坑と47号ピットに重

複し新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況

から、本住居跡が新しいと判断される。

その他：羽口や鉄滓が出土するなど、本住居跡は鉄

生産との何らかの関連があったことを示している。

出土している土師器坪や士師器甕より、本住居跡の

時期は 8世紀中葉と判断される。
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第2章塚田村東w遺跡の調査
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8号住居跡

1.暗褐色土 As-C多、焼土粒少含

2.暗褐色土 暗褐粘質土プロソク多、 As

-cやや多、焼土粒少含
3.暗褐色土 暗褐粘質士プロックやや多、

As-C ・炭化物少含

4.暗褐色土 As-C・暗褐粘質土

ブロックやや多含

5.暗褐色土 暗褐粘質土プロソクやや多、

As-C少含、締まり弱

6.暗褐色土 白褐 ・暗褐粘質土プロソク

多、As-C少含

7.暗褐色土 白褐・暗褐粘質土

プロソク多含

芦

・腐

カマド

1.暗褐色土 As-C多、焼土粒少含

2.暗褐色土 As-C多、焼土粒・暗褐粘質土プロソク少

含

3.暗褐色土 暗褐粘質土プロックやや多、As-C少含

4.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒・ローム粒少含

5.暗褐色土 白褐粘質土ブロックやや多、焼土粒少含

6.暗褐色土 白褐粘質土プロックやや多、焼土粒．

灰少含、床土、 締まり強

7.暗褐色土 焼土粒多、灰少含

8.暗褐色土 白褐粘質土プロソクやや多、焼土粒少含

9.暗褐色土 焼土粒 ．灰やや多、白褐粘質土プロック少

含

10.暗褐色土 焼土粒． As-Cやや多含

11. 暗褐色土 焼土粒．灰やや多含

12.暗褐色土焼土粒．灰多含

13.暗褐色土 灰多含、締まり弱

14.暗褐色土 焼土粒．灰やや多、白褐粘質土ブロック

少含

15.暗黄褐色土 焼土粒少含

16.暗褐色土 灰多、焼土粒やや多、ロームプロック

少含

17. 白褐色土 白褐粘質土プロソク多、焼土粒少含

18.暗褐色土 灰・焼土粒 ・白褐粘質土ブロック少含

19.暗褐色土 灰・焼土粒・白褐粘質土プロソクやや多含

0 1:60 lm 
| 1 | 

第21図 8号住居跡
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物
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第22図 8号住居跡カマド、出土遺物 (1)
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第2章塚田村東1V遺跡の調査
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第23図 8号住居跡出土遺物 （2)

8号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第22図l 土師器 床直上 口 (12.4) 胎細砂粒やや多 黒色・白色鉱物 口唇部内湾 外面：口縁部横

杯 底 焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL 15 口～底1/4 高 32 色にぶい褐 内面：ナデ

第22図2 土師器 覆土 口 (160) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

坪 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面’横ナデ

PL 15 口～体1/6 高 (3.3) 色にぶい褐

第22図3 土師器 カマド 口 (25.0) 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL.15 口1/5 高 (31) 色橙
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

第22図4 土師器 覆土 口 (22.2) 胎粗砂粒少 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ
罪ゃ 口～体上半 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：ヘラナデ

PL.15 1/8 高 (6.7) 色橙

第22図5 土師器 覆土 口 胎粗砂粒やや多 白色鉱物 外面：ヘラ削り 内面：ヘラ

甕 体下半～底 底 5.0 焼酸化焔良好 ナデ

PL 15 2/3 高 (3.7) 色にぶい橙

第22図6 須恵器 覆土 口 胎緻密 外面：平行叩き目 内面：青

甕 底 焼逗元焔良好 海波文

PL 15 体破片 高 色灰白

第23図7 羽口 覆土 長 (8.0) 胎粗砂粒やや多 白色鉱物 外面：ナデ 内面： 一段段 外面の一部は

外径 (6.2) 焼酸化焔良好 差がつく、粗い作り 遥元化してい

PL.15 体破片 内径 （36) 色明黄褐 る

第23図8 羽口 覆上 長 (7.3) 胎粗砂粒少白色鉱物 外面：ナデ 外面の一部は

外径 (5.8) 焼酸化焔良好

PL. 15 体破片 内径 (1.5) 色淡黄

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅

第23図9 鉄滓 覆土
6.7 (3.9) 

PL 15 椀形鍛冶滓 欠損あり

第23図10 鉄滓 覆土
(4.3) (34) 

PL.15 椀形鍛冶滓 欠損あり

第23図11 鉄滓 覆土
58 (3.6) 

粘土質溶解物 欠損あり

第23図12 鉄滓 覆土
(86) (56) 

PL.15 椀形鍛冶滓 欠損あり

第23図13 鉄滓 覆土
45 34 

PL.15 椀形鍛冶滓 ほぼ完

第23図14 鉄滓 覆土
2.6 2.5 

粘土質浴解物 ほぼ完

第23図15 鉄滓 覆土
(31) (22) 

PL.15 粘土質溶解物 欠損あり

第23図16 鉄滓 覆土
2.1 2.0 

椀形鍛冶滓 欠損あり

第23図17 鉄滓 獲土
(2.0) (23) 

PL. 15 椀形鍛冶滓 欠損あり

9号住居跡 （第24• 25図、遺構PL.3、遺物PL.15• 16) 

位置 ：Ci~Ck-104~105

長軸方位 ：N-8°-W

規模 ・形状 ：4.63mX 3.07 mの隅丸長方形を呈する。

床面積は12.12m'で、壁の高さは0.53mである。

カマド：東壁中央より南側に構築されていた。燃焼

部の幅は0.5m、張り出しは壁から0.84mであった。

内部施設：東壁南部や南壁東部を除く壁下に壁溝が

巡る。貯蔵穴らしき土坑がカマド南袖下付近にある。

0.54m X 0.42mで、深さは0.26mである。特に遺物

は出土していない。ピットは検出できなかった。ま

た、掘り方段階で、住居跡のほぼ中央に土坑状の落

ち込みが、南東角で小型の土坑が確認できている。

これらは本住居跡に伴うかどうかは明らかでなく、

10号住居跡との関連も考えられる。

床面 ：ほぼ平坦だが、北壁よりが若干低い。床はや

や固く締まっていた。

厚さ

1.4 

18 

2.0 

3.3 

2.1 

16 

1.7 

1.3 

1.3 

還元化してい

る

重益(g)
特徴

24 
椀形鍛冶滓（極小） 鍛錬鍛冶滓、磁舒度2.メタル

度（△）

22 
椀形鍛冶滓（極小） 鍛錬鍛冶滓、磁着度2.メタル

度（△）

47 
鍛冶滓の粘土質溶解物（エ具痕付き） 磁着度0.メ

タル度なし

93 
椀形鍛冶滓（小、エ具痕付き） 精錬、または鍛錬鍛

冶滓、磁着度 2.メタル度（△）

34 
椀形鍛冶滓（極小） 鍛錬鍛冶滓、エ具痕付か、磁着

度2・メタル度（△）

5 
鍛冶滓の粘土質溶解物 磁沼度0.メタル度なし

5 
鍛冶滓の粘土質溶解物か磁着度0.メタル度なし

4 
椀形鍛冶滓（極） 鍛錬鍛冶滓、磁着度2・メタル度

（△） 

3 
椀形鍛冶滓 鍛錬鍛冶滓、磁着度 1・メタル度（△）

出土遺物 ：須恵器長頸壺 (Nol2)は床面直上からの

出士である。土師器坪 (No1) は床面直上から掘り

方にかけて出土した。土師器坪 (No2) は掘り方土

からの出土であった。また、覆土からの出土である

土師器甕 (No4)や須恵器蓋 (No9) は 8世紀後半

以降の遺物と判断され、本住居跡堆積時に何らかの

形で流れ込んだものと考えられる。

重複遺構 ：本住居跡の東壁と南壁東部を除く大半で

10号住居跡と重複する。新旧関係は遺構の平面確認

時と埋上断面の状況から、本住居跡が新しいと判断

される。また、北壁の東よりで33号土坑と重複する。

平面と断面の状況から本住居跡が古いと判断される。

その他 ：8号住居跡ほどの量はないが、羽口や鉄滓

が出土するなど、本住居跡も鉄生産との何らかの関

連があったことを示している。出土している土師器

杯や上師器甕より、本住居跡の時期は 8世紀前半と

判断される。
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第2章塚田村東IV遺跡の調査

]
甜
’

ヽ
員ヽ 訃

ユ
e. 

じ

p 

R s E: 

/ I I I / II 
；； I Iマ朴け2
上

9号住

．謎逍' ¥ ¥ 11 醤

D 

10号住

員
顕 ．L=I21.60m 俎追：

二 ト 土坑1 +ピットか

E
0
9
 ・
1
z
1
"
1

・員 0 1:60 lm 
| I I 

頁^’

ーミ

1
1
 

’

育
'
I
3

I
I
I
I
 

ー

ー

ー

塁坑士号3
 
3
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ピット 1

1.暗灰褐色土 As-C・白黄褐粒やや

多含、床土、締まりや

や強

2.暗灰褐色土 As-Cやや多含

ピット 2

1.暗灰褐色土 As-C・白黄褐粒やや

多含、床土、締まりや

や強

2.暗灰褐色土 焼土ブロック・白黄褐

ブロック少含、締まり

弱

9号住居跡

1.暗褐色土 As-C・黄褐粒多含、焼上粒少含、締まりやや強

2.暗褐色土 As-C・黄褐粒・焼土粒．灰プロノクやや多含、締

まりやや強

3.暗褐色土 黄褐ブロックやや多含、 As-C少含、締まり弱

4.暗灰褐色土 As-C・白黄褐粒やや多含、床土、締まりやや強

5.暗褐色土 黄褐ブロソク多含、しまりやや弱

6.暗褐色土 白黄褐ブロックやや多含、締まり強

7.暗褐色土 白黄褐粒やや多含、締ま り強

8.暗褐色土 白黄褐プロック多含

9.暗褐色土 白黄褐プロノク、焼土粒少含

第24図 9号住居跡
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カマド

1.暗褐色土 As-C・焼土粒やや多含、粘性弱

2.暗褐色土 焼土粒やや多、As-C少含、粘性弱

3.暗褐色土 As-C・焼土粒やや多含、粘性弱

4.暗褐色土 焼土プロック ・灰多含

5.暗褐色土 焼土粒・焼土プロックやや多含、粘性弱

6.暗褐色土焼土粒多含

7.暗褐色土 焼土プロノク多含、締まり弱

2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

8.暗灰褐色土 焼土粒やや多含、締まり ・粘性弱

9.暗灰褐色土 焼土粒 ・黄褐ブロックやや多含、締まり・粘性弱

10.暗灰褐色土 焼土プロックやや多含、粘性弱

11. 暗灰褐色土 焼土プロック多含、粘性弱

12.暗褐色土 焼土粒やや多含、黄褐粒少含

13.暗灰褐色土灰 ・焼土粒多含

14.暗褐色土 黄褐粒多、焼土粒やや多含、粘性弱

15.暗褐色土 黄褐プロソク・焼土粒多含、粘性弱
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第2章塚田村東N遺跡の調査

9号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態

第25図l 土師器 床直上・掘 口 12.9 

均 り方 底

PL. 15 ほぼ完 高 35 

第25図2 土師器 掘り方覆土 口 14.4 

杯 底 96 

PL 15 ほぼ完 高 89 

第25図3 土師器 覆土 口 (13.7) 

均 底 (6.0) 

PL 15 口～底1/8 話 28 

第25図4 土師器 覆土 口 07.8) 

甕 口～体上半 底

PL 15 1/6 高 (43) 

第25図5 須恵器 覆土 口 (13 6) 

杯 底 (9.2) 

PL.15 口～底1/4 古回 (33) 

第25図6 須恵器 覆土 口 (126) 

杯 底 (8.6) 

PL.15 口～底1/6 高 3.0 

第25図7 須恵器 覆土 口 (13.0) 

碗 底

PL 16 口～体1/4 瀾 33 

第25図8 須恵器 覆土 口 (134) 

蓋 口～天井 摘

PL.16 1/8 古四 (1.5) 

第25図9 須恵器 覆土 口

蓋 摘～天井 摘 44 

PL 16 摘2/3 高 (20) 

第25図10 須恵器 覆土 ロ
蓋 摘

PL.16 体1/6 古四 (56) 

第25図11 須恵器 覆土 口

小壺 底

PL.16 体1/8 高 (3.3) 

第25図12 須恵器 床直上 口

長頸壺 底 (12.2) 

PL.16 体～底1/2 高 (14.1) 

第25図13 須恵器 覆土 口
g ＝ 底

PL 16 体1/6 蘭 (4.4) 

第25図14 羽口 覆土 長 (5.0) 

先端～体破 外径 (8.4) 

PL.16 片 内径一

挿図番号 種別 出士位置

図版番号 器種 残存状態 長さ l 

胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

胎砂粒やや多 黒色 ・白色鉱物 口唇部内湾 外面’口縁部横

焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

色にぶい橙 内面：横ナデ

胎 <P 3 mmの小礫 白色・黒色鉱物 外面：口縁部～底部ヘラ削り

焼酸化焔良好 内面：ナデの後、体部放射状

色橙 暗文、底部「十」字状の刻み

胎砂粒やや多 白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～底部

焼酸化焔良好 ヘラ削り 内面ナデの後、体部

色明赤褐 放射状暗文・底部螺旋状暗文

胎細砂粒やや多 白色鉱物 外面 口縁部横ヘラナデ、体

焼酸化焔良好 部ヘラ削り 内面：横ナデ

色 にぶい赤褐

胎細砂粒少白色鉱物 饒韻整形（右回転） 底部：

焼還元焔良好 回転ヘラ切り後ナデ調整

色灰

胎細砂粒少白色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

焼還元焔やや不良 回転ヘラ切り後ナデ調整

色灰

胎砂粒抄白色・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 外面'

焼還元焔良好 自然釉付着

色灰

胎細砂粒少白色鉱物 観櫨整形（右回転） 外面．

焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ切り

色灰

胎 <P 2 mmの小礫 白色鉱物 輛櫨整形（右回転） 外面：

焼還元焔良好 天井部回転ヘラ切り

色灰

胎砂粒少白色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 外面：

焼退元焔良好 天井部上半回転ヘラ切り

色灰

胎細砂粒少黒色鉱物 轍輯整形

焼還元焔良好

色灰

胎 ¢ 3 mm小礫白色鉱物 鞘轄整形（右回転） 体部：

焼還元焔良好 下半ヘラ削り 底部：回転へ

色灰 ラ切り後、付け高台

胎粗砂粒少白色鉱物 輛櫨整形

焼還元焔良好

色灰

胎砂粒少白色鉱物 外面：ナデ 先端部付近は

焼酸化焔良好 遥元化してい

色 にぶい黄橙 る

計測値 (cm)
特徴

幅 | 厚さ 重乱(g)

第25図15 鉄滓 覆土
(6.7) (6.1) 1.6 75 

椀形鍛冶滓（極小） 鍛錬鍛冶滓、磁粁度2.メタル

PL 16 椀形鍛冶滓 欠損あり

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態 長さ I 
第25図16 石製品 覆土

11.3 
PL 16 旗編石か ほぽ完

10号住居跡 （第26• 27図、遺構PL.3、遺物PL.16)

位置： Ci~CK-104~105

長軸方位： N-13°-W 

幅

4.4 

I 

規模・形状：本住居跡は西壁付近と北壁付近を除く

大半が重なっている 9号住居跡に切られていた。検

出部での計測で、 4.90mX3.47mの隅丸長方形を呈

すると推測される。床面積は不明で、壁の高さは0.5

mである。

36 

厚さ

2.4 

度（△）

石材 特徴

雲母石英片岩
先端部に敲打痕

カマド：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面 ：平坦で、やや固く締まっていた。

出土遺物：図示しえた遺物はすべて覆土からの出土

であった。

重複遺構：本住居跡より少しだけ東南にずれて重な

るように 9号住居跡が重複し、新旧関係は遺構の平



面確認時と埋土断面の状況から、本住居跡が古いと

判断される。また、 北壁東端で33号土坑とも重複し、

同様に本住居跡が古いと判断される。

その他： 出土遺物の時期や場所は 9号住居跡と極め

2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

て近いことから、建て替えなどが行われた可能性が

ある。出上している須恵器坪と重複関係より 、本住

居跡の時期は 8世紀前葉と判断される。
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焼土粒極少含、締まり

やや強 ・粘性弱

黄褐プロソクやや多、

As-C極少含

4.暗灰褐色土 As-C・白黄褐粒や

や多含、締まりやや

強

白黄褐粒やや多含、

締まりやや強

5.暗灰褐色土
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第26図 10号住居跡
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第 2章塚田村東N遺跡の調査

＼ニニーノ l
＼＼ニニ二

゜
1 : 3 10cm 

第27図 10号住居跡出土遺物

10号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第27図1 須恵器 覆土 口 (13.1) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部'

杯 底 (9.1) 焼還元焔良好 回転ヘラ切り後、回転ヘラ調

PL. 16 口～底1/3 高 37 色灰色 整

第27図2 須恵器 覆士 口 胎砂粒少白色鉱物 観轄整形（右回転） 底部： 内面底部はス

杯 体～底 底 80 焼遠元焔良好 回転ヘラ切り後、部分的にヘ レ、転用硯か

PL. 16 底完他l/4古回 (2.6) 色灰 ラナデ調整

11号住居跡 （第28• 29図、逍構PL.3、遺物PL.16)

位置 ：Cj~Cl-84~86

長軸方位： N-14°-E 

規模 ・形状： 3.85mX2.92mの隅丸長方形を呈する。

床面積は9.75吋で、壁の高さは0.28mである。

カマド ：燃焼部の幅は0.53mで、張り出しは壁から

0.51mであった。

頁

血．

ー坑土

唸□]ー 11号住

到

瞑

贅も
0
2
 

・計
83号土坑

血． L=J22.40m ．直

＿＿＿--

内部施設 ：本住居跡北東部のほぼ中央で焼土が円形

状に広がっていた。 0.61mX0.59mで、焼土の分布

は南西部と中央がやや落ち込んでいた。断面で見る

と、鉄滓状のものを多く含む固い層が焼土塊層の上

に広がっていた。鉄生産と関連しだ炉の一種と考え

られる。壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

言
｀

訃

・計

土坑 1
平 ．L=J22.30m ．平＇

亨

11号住居跡

1.暗褐色土 As-C多、黄褐土粒やや多含

2.暗褐色土 黄褐粒少含、締まり強

3.暗褐色土 As-Cやや多含、床土、締

まり強

4.暗褐色土 黄褐土粒 ・ロームブロック

やや多含、締まりやや強

5.暗灰褐色土 黄褐土粒多、砂質土少含、

締まり弱

土坑1

1.暗褐色土 As-C・黄褐粒 ・焼土粒少含、

粘性弱

2.暗褐色土 黄褐粒・焼土粒極少含

3.暗褐色土 灰・黄褐粒やや多含

4.暗褐色土 灰少含、締まりやや強 ・

粘性弱

5.暗赤褐色土 焼土塊層、締まり強・粘性

なし

6.暗赤褐色土 焼土陪、締まり強 ・粘性

なし

0 1:60 lm 
| I I 

第28図 11号住居跡
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床面：ほぽ平坦だが、北から南にかけて緩やかに傾

斜していた。床は固く締まっていた。

出土遺物： 土師器杯（No1)は床上3cm以内の床に

近いところから出土した。羽口 (No 2) は床面直上

の出土である。覆土からの出土であるが、鉄釘 (No

3) も出土している。鉄製品で図示しえたのは 1点

だけだが、他にも鉄製品の破片が数点出土している。

重複遺構：本住居跡の西壁北よりで83号土坑と重複

ー 闘

2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況

から、本住居跡が新しいと判断される。また、北西

部では床下から倒木痕を検出した。

その他：出土した土師器坪より、本住居跡の時期は

8世紀前葉と判断される。本住居跡からは、炉跡や

羽口、鉄製品を伴っており、鉄生産との関係が深い

住居跡である。
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カマド

1.暗褐色土焼土粒少含

2.暗褐色土焼土粒多、黄褐粒少含

3.暗褐色土 焼土粒・黄褐粒少含

4.暗黄褐色土 焼土粒 ・焼土塊多含、粘性なし

5.暗褐色土焼土プロソク多含

6.暗褐色土 黄褐粒やや多含、締まり強

83号土坑
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第29図 11号住居跡掘り方、出士遺物

11号住居跡

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第29図l 土師器 床上1~3cm 口 12.2 胎砂粒少白色鉱物 口唇部やや内湾 外面．口縁

杯 底 焼酸化焔良好 部横ナデ、体部～底部ヘラ削

PL 16 口～底3/4 古回 3.8 色橙 り 内面：横ナデ

第29図2 羽口 床直上 長 (96) 胎粗砂粒やや多 白色鉱物 外面’先端部付近に、ヘラ痕 体部の一部は

外径 73 焼酸化焔良好 状の沈線が入る 還元化してい

PL.16 先端～体部 内径 33 色明褐色 る

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重屈(g)

第29図3 鉄製品 覆土
69 12 11 18 

頭部折り曲げの角釘

PL.16 釘 頭部欠損

遺物観察表
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第2章塚田村東N遺跡の調査

12号住居跡 （第30• 31図、遺構PL.4、遺物PL.16)

位置： Ci~Cl-92~93

北壁軸方位： N-89°-E

規模・形状：本住居跡は南側を中心として多くが13

号住居跡によって切られている。検出部で東西2.75

mX南北0.93mあり、隅丸方形を呈すると考えられ

る。床面積は不明であり、壁の高さは0.54mである。

カマド：東壁に構築されていた。燃焼部の一部と南

側の袖は13号住居跡によって切られていた。燃焼

部の幅は不明で、張り出しは壁から0.64mであった。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面 ：一部しか残存していないが、平坦で、やや固

薩

： 
血． 12号住 1 塁

87号土坑
◇ 

万 聾2 1 

平． L=!21.90m ．証

87号：こここ］：号住

12号住居跡

1.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒・炭化物少含
2.暗褐色土 焼土粒やや多、 As-C・炭化物・白褐粘質土

プロック少含

3.暗褐色土 炭化物・白褐・暗黄褐粘質土プロック少含、
締まりやや強

く締まっていた。

出土遺物：上師器杯 (No2)は床面直上からの出士

である。

重複遺構 ：本住居跡の南側で13号住居跡と重複し、

新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、

本住居跡が古いと判断される。また、北壁では87号

土坑と重複するが、平面と断面の状況から本住居跡

が新しいと判断される。

その他： 出土している土師器杯より、本住居跡の時

期は 8世紀前葉と判断される。
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カマド

1.暗褐色土 暗黄褐粘質土ブロソクやや多、 As-C・焼土粒少含
2.暗褐色土 焼土粒やや多、 As-C・暗黄褐粘質土ブロ、ノク少含
3.暗褐色土 焼土粒多、 As-C・炭化物少含
4.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒．灰・炭化物少含
5.暗褐色土 焼土粒 ．灰やや多含
6.暗赤褐色土 焼土粒多、灰やや多含
7.暗褐色土 暗褐粘質土プロック多、焼土粒少含
8.暗黄褐色土 暗黄褐粘質土プロック主体
9.暗褐色土焼土粒多、 As-C少含
10.暗褐色土焼土粒少含
11.暗褐色土 焼土粒多、 As-C・灰少含
12.暗褐色土 焼土粒・暗黄褐プロック少含
13.暗黄褐色土 暗黄褐ブロック多、焼土粒少含、締まり強
14.暗褐色土 焼土粒．灰やや多含
15.暗褐色土 灰やや多、焼土粒少含
16.暗褐色土焼土粒．灰多、 As-C少含

0 1 :60 1 m 
| I I 

第30図 12号住居跡
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物
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第31図 12号住居跡堀 り方、出上遺物

12号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土 ・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第31図1 土師器 覆土 口 (16.7) 胎砂粒やや多 白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

坪 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：ナデ

PL.16 口～底2/5 高 (5.7) 色橙

第31図2 土師器 床直上 口 189 胎砂粒少黒色・白色鉱物 口唇部外反外面．口縁部横

坪 底 焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL 16 口～底3/4 高 41 色橙 内面．ナデ

第31図3 須恵器 覆土 口 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 外面．格子状叩き目 内面：

甕 底 焼遥元焔良好 並行当て具

PL.16 体破片 高 色灰

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ I 幅 | 厚さ
第31図4 石製品 覆土

(80) 1 5.0 29 変質安山岩
先端部に敲打痕、中央部付近に擦り面

PL.16 薦編石か 欠損あり
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第2章 塚田村東w遺跡の調査

13号住居跡 （第32~37図、遺構PL.4、遺物PL.16~19)

位置 ：Cj~Cl-92~94

長軸方位： N-2°-W

規模 ・形状： 4.32mX3.25mの隅丸長方形を呈する。

床面積はll.46m2で、壁の高さは0.52mである。

カマド：東壁中央よりやや南側に構築されていた。

燃焼部の幅は0.83m、煙道部も含めて、張り出しは

壁から1.13mであった。袖の構築材には礫や瓦が使

われていた。

内部施設：北西、南西角を除く西壁下に壁溝が巡る。

貯蔵穴が南壁下やや東よりにあり、1.26mX0.96m 

で、深度0.15mであった。また、南東角、北壁下や

や西より、 カマドの北西にそれぞれ土坑状の落ち込

みが検出されている。 ピットは検出できなかった。

床面 ：ほぼ平坦で、固く締まっていた。

出上遺物：瓦(No25)は床面直上より出土した。
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瓦 (No2l)は床から掘り方土にかけての出土であっ

た。土師器甕 (No2)は床面直上と貯蔵穴から出土

した。カマドからは土師器甕 (NQ4、

腐

．塁

6)、須恵器坪

(No 9、12)、須恵器皿(Nol8)が出土した。貯蔵穴か

らは土師器甕(No3)、須恵器杯(NolO)、須恵器皿(No

19)、瓦 (No23、24)が出土した。また、須恵器椀

(Nol 7)と鉄釘(No28)は土坑 lから、須恵器杯(Noll)

は土坑2の出士である。

重複遺構：本住居跡の北側で12号住居跡と、南部で

14号住居跡と重複し、新旧関係は遺構の平面確認

時と埋土断面の状況から、本住居跡が新しいと判断

される。

その他 ：出土遺物の傾向より、本住居跡の時期は 9

世紀第3四半期と判断される。
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13号住居跡

1.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒・白褐粘質土プロック
少含

2.暗褐色土 As-C・焼土粒・炭化物少含
3.暗褐色土 As-C・焼土粒・炭化物・白褐粘質上ブロック少含
4.暗灰褐色土 暗褐粘質土プロソク少含
5.暗褐色土 焼土粒・炭化物・白褐粘質土プロソク少含
6.暗褐色土 白褐・暗黄褐粘質土ブロソクやや多、焼土粒．

炭化物少含、床土、締まり強

7.暗褐色土
8.暗褐色上

9.暗褐色土
10.暗褐色土
11.暗褐色土
12.暗褐色土

白褐・暗黄褐粘質土プロックやや多含、締まり強
焼土粒・炭化物・灰やや多、暗褐粘質土ブロJク
少含
焼土粒．灰・暗褐粘質土プロック少含
暗褐粘質土ブロックやや多含
白褐・暗黄褐粘質土ブロソクやや多含
灰多、焼土粒・暗褐粘質土プロノク少含、
締まり弱

第32図 13号住居跡
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物
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カマド

1. 暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

卑 7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

10. 暗褐色土

： 

士坑3

早． L=I21.90m ．芦

13.暗褐色土

¥ l4．暗褐色土

15.暗褐色土

16. 暗褐色土

17.暗褐色土

18.暗褐色土

19.暗褐色土

20.暗褐色土

21.暗褐色土

22.暗褐色土

23. 暗褐色土

土坑3

1.暗褐色土

2.暗褐色土

As-Cやや多、焼土粒 ・炭化物少含

焼土粒 ．As-C・暗褐粘質土プロノ

ク少含

暗黄褐粘質土プロックやや多含

焼土粒多含、締まり強 ・粘性弱

As-C・焼土粒やや多、炭化物少含

暗黄褐粘質土プロックやや多、

As-C・焼土粒・炭化物少含、締ま

り弱

As-C・焼土粒・暗黄褐粘質土ブロ

ック少含

暗黄褐粘質土ブロックやや多、

As-C・焼土粒少含

As-C・焼土粒少含

暗黄褐粘質土プロックやや多、

焼土粒少含、締まり弱

暗黄褐粘質土プロソクやや多含

暗黄褐粘質土プロックやや多、

焼土粒少含

焼土粒多

焼土粒少含、締まり弱

焼土粒やや多含、締まり強

灰やや多含、締まり弱 ・粘性弱

焼土・炭化物多含、締まり強・粘性弱

焼土 ・炭化物多含、粘性弱

暗褐粘質土プロックやや多、

焼土粒少含

灰多 ・焼土粒やや多含、締まり強・

粘性弱

焼土粒やや多、灰・炭化物少含

灰多、焼土粒 ・炭化物少含

灰・焼土粒多含

焼土粒 ・炭化物 ・暗褐粘質土プロッ

ク少含

暗褐粘質土プロソクやや多、焼土粒

少含
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第33図 13号住居跡掘り方、 カマド出土遺物（ 1)
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第2章 塚田村東w遺跡の調査
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第34図

三 ニー

゜13号住居跡出土遺物 (2)
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

21 

＼
 

‘ゞ

／
 

／
 

I I 

0 1 : 3 10cm ：ニニ：＼
第35図 13号住居跡出土遺物 （3)
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第2章塚田村東w遺跡の調査
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第36同 13号住居跡出土遺物（ 4)
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

＼
 

口
ベ

リ28 (1/2) L,J ¥.J.I L. J 

こ□□〉／／

゜ ゜ ゜
1 : 2 5cm 

゜
1 3 10cm 

第37図 13号住居跡出土遺物 (5)

13号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第33図l 土師器 覆土 口 (12.2) 胎砂粒少白色 ・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～

坪 底 (8.0) 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：ナデ

PL.16 口～底2/5 高 38 色橙

第33図2 土師器 床直上 ・貯 口 19.6 胎砂粒少白色 ・黒色鉱物 外面・口縁部横ナデ、頸部に

甕 蔵穴 底 焼酸化焔良好 ヘラ痕が残る、体部ヘラ削り

PL 16 口～体2/3 高 (7.7) 色にぶい褐 内面．横ナデ

第33図3 土師器 貯蔵穴 口 (19.2) 胎粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面．口縁部横ナデ、頸部に

甕 底 焼酸化焔良好 指頭状圧痕 内面：横ナデ

PL.16 口～体2/3 古四 (36) 色明褐

第33図4 土師器 カマド 口 (21.7) 胎粗砂粒やや多 白色 ・黒色 ・赤色鉱物 外面 ．口縁部横ナデ、頸部に

甕 底 焼酸化焔良好 指頭状圧痕、体部ヘラ削り

PL 17 口～体2/3 高 (75) 色明褐 内面 ：横ナデ

第34図5 土師器 貯蔵穴 口 (192) 胎砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL.17 口～体上2/5 古四 (6.9) 色橙
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第2章塚田村東N遺跡の調査

第34図6 土師器 カマド 口 (208) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 17 口～体上1/5 古向 (11.5) 色明褐色

第34図7 土師器 カマド覆土 口 (216) 胎細砂粒少白色•黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、頚部に

甕 底 焼酸化焔良好 指頭圧痕残る、体部ヘラ削り

PL 17 口～体上2/5高 (6.4) 色にぶい褐 内面：横ナデ

第34図8 須恵器 毅土 口 (131) 胎細砂粒少黒色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 底部'

坪 口～底底 底 65 焼遠元焔良好 回転糸切り

PL 17 5/6 他1/3 高 38 色灰

第34図9 須恵器 カマド 口 (137) 胎細砂粒少白色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部 ：

坪 底 (7.4) 焼酸化焔良好 回転糸切り

PL. 17 口～底1/3 高 78 色 にぶい黄橙

第34図10 須恵器 貯蔵穴 口 (13.2) 胎 ¢4mm小礫細砂粒少白色鉱物 輛轄整形（右回転） 底部．

坪 底 7.8 焼退元焔良好 回転糸切り

PL. 17 口～底1/3 高 38 色灰黄

第34図11 須恵器 土坑 2 口 (132) 胎 ¢2mm小礫砂粒少白色・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部．

坪 底 (62) 焼酸化焔良好 回転糸切り

PL 17 口～底317 高 3.9 色灰白

第34図12 須恵器 カマド 口 (16.8) 胎q,2mm小礫砂粒少白色鉱物 観櫨整形

底 焼還元焔良好

PL 17 口～体1/6 高 (51) 色灰白

第34図13 須恵器 覆土 口 14.2 胎砂粒少 白色・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

口～底底 底 7.5 焼還元焔やや軟 回転糸切り後、付け高台

PL. 17 完他1/2 高 65 色灰黄

第34図14 須恵器 覆土 口 04.8) 胎 qJ3mm小礫砂粒少白色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部：

底 8.3 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 17 口～底1/3 高 5.7 色灰

第34図15 須恵器 覆土 口 胎砂粒少白色鉱物 輛櫨整形 （右回転） 底部：

口～底底 底 72 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 17 ほぽ完他1/8高 (4.4) 色灰黄褐

第34図16 須恵器 覆土 口 (242) 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 帷輯整形 口縁部が外反する

底 焼遠元焔良好

PL 17 口～体1/6 高 (8.7) 色灰

第34図17 須恵器 土坑 l 覆 口 胎 ,p2mm小礫砂粒やや多白・黒色鉱物 饒輯整形（右回転） 底部：
土 底 8.2 焼還元焔良好 回転ヘラ切り後、付け高台

PL.17 底ほぽ完 高 (19) 色灰

第34図18 須恵器 カマド 口 (13 0) 胎細砂粒少黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

JJil 底 (7.1) 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 17 口～底1/4 古「司 2.6 色灰

第34図19 須恵器 貯蔵穴 口 14.0 胎細砂粒少黒色鉱物 輛轄整形（右回転） 底部：

Jill 底 73 焼還元焔良好 回転糸切 り後、付け高台

PL 17 口～底5/6 高 31 色灰白

第34図20 須恵器 覆土 口 胎粗砂粒やや多 白色鉱物 観輯整形（右回転）
宮・ギ 底 焼還元焔良好

PL.17 体破片 高 色灰

挿図番号 出土位骰 胎土・焼成・ 製作法・桶痕・
粘土板（剥 布目痕（合目 輛輯使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第35図21 床直上・ 胎 並 製 不明 表 X 合 X 観 X 吉井窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦 掘り方 焼 並 桶 裏

゜
擦 X 

叩・ タテ削
2 世紀初

PL.17 破片 色 灰黄 不明 接 X 乾 X 型

第35図22 覆土 胎 並 製 2枚 表 X 合

゜
輻

゜
笠懸窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦 焼 並 桶 裏

゜
擦 X 叩回転撫後 2 世紀初

PL.18 破片 色 黄灰 接 X 乾 X 型タテ撫

第35図23 貯蔵穴 胎 並 製 表 X 合 X 輛 X 笠懸窯 8世紀後葉

丸瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫

2 

PL.19 破片 色 灰 あり 接 X 乾 X 型

第36図24 貯蔵穴 胎 並 製 表

゜
合 X 輛

゜
非陶土質 8世紀後葉

丸瓦 焼 密 桶 △ 裏 X 擦 X 叩 2 

PL 18 破片 色 橙 接

゜
乾 X 型

縄消

第36図25 床直上 胎 軟 製 表

゜
合 X 饒 X 笠懸窯 ・非陶土質 8世

平瓦 焼 並 桶 △ 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫 2 紀後葉～ 9世紀初

PL.18 破片 色 黄灰 あり 接 X 乾 X 型

第37図26 覆土 胎 軟 製 表

゜
ムロ X 鞘 X 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫

世紀初

PL.19 破片 色 黄灰 あり 接 X 乾 X 型

第37図27 土坑l覆土 胎 締 製 表

゜
ムロ X 輛 X 吉井窯 8世紀後葉～ 9

平瓦 焼 密 桶 なし 裏 X 擦 X 叩
素文

世紀前葉

PL 18 破片 色 灰白 あり 接 X 乾 X 型
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm) | 
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重批(g)I 
第37図28 鉄製品 土坑1覆土

(7.8) 08 07 8 
I頭部が欠損した角釘か

PL 19 棒状品 欠損あり

第37図29 鉄製品 覆土
(65) 07 06 5 

I頭部と先端部が欠損した角釘か

PL 19 棒状品 欠損あり

14号住居跡 （第38• 39図、遺構PL.4、遺物PL.19)

位置 ：Cj~Ck-92~94

東壁軸方位： N-3°-E

規模 ・形状： 本住居跡は東側を除いた大半が13号住

居跡によって切られている。検出部で南北2.7mX

東西0.6mあり、隅丸方形を呈すると考えられる。

床面積は不明であり、壁の高さは0.14mである。

カマド：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面： 一部しか残存していないが、平坦でやや固く

締まっていた。

出土遺物：瓦 (No1)は床面直上からの出土である。

直複遺構 ：本住居跡は東側の一部を除いた大半が13

号住居跡と重複し、新旧関係は遺構の平面確認時と

埋土断面の状況から、本住居跡が古いと判断される。

その他：図示できた遺物は瓦だけであり、時期の特

定は困難である。重複関係より、 9世紀第3四半期

以前と考えられ、 土器の破片資料より、 9世紀前葉

から中葉としておきたい。

．
 
V
d
S
 

13号住

87号土坑

古，
1
3

12号住

全，
1
3

八

□『CI

14号住居跡

1.暗褐色士 As-Cやや多、焼土粒少含

0 1:60 lm 
| I I 

第38図 14号住居跡
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第2章塚田村東w遺跡の調査

／
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I I 

／
 □’
 

＼
 

こ ＼

2
 

゜
1 : 3 10cm 

第39図 14号住居跡出土遺物

14号住居跡遺物観察表

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布目痕（合目 輛櫨使用 ・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第39図l
鐙男
床直上 胎 並 製 2枚型寄木 表 X ムロ X 轍 X 笠懸窯 8世紀中～後葉

部 破片
焼 並 桶 裏

゜
擦 X 

型叩 タテ削
3 

PL 19 色灰オリープ 接 X 乾 X 

第39図2
丸瓦

覆土 胎 並 製 2枚 表 X 合 X 輛

゜
笠懸窯 8世紀中～後葉

有段 小破片
焼 並 桶 裏 X 擦 X 

叩 回転撫
2 

PL.19 色 灰黄 接 X 乾 X 型
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

15号住居跡 （第40• 41図、遺構PL.4、遺物PL.19• 20) 

位置 ：Cg~Ch-116~117

北壁軸方位： N-34°-W

規模 ・形状：大半は調査区域外であり、本住居跡は

北壁の一部と、そこから南東に向かった部分が細長

く検出できただけである。検出部で南北2.2mX東西

0.87mあるが、形状・面積は不明である。壁の高さ

は0.3mである。

カマド：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面：平坦で、床は固く締まっていた。

出土遺物：土師器杯 (No1) と土師器甕 (No2) は

床面直上より出土した。土師器甕 (No3)と須恵器

壺 (No6)、須恵器甕 (No9)は掘り方土からの出土

であった。

重複遺構 ：遺構との重複はないが、検出部南端で本

住居跡より新しい倒木痕が存在する。

その他：出土している土師器須恵器の様相より、本

住居跡の時期は 8世紀前葉と判断される。

Ch-!ず Ch-Iサ

＼唸 1 ＼ ］ 

15号住

魯

ホ

Ch-I 17＋ず Ch-I 17＋叶

平

L=121. 745m 

皿

0 1:60 lm 
| I | 

15号住居跡

1.暗灰褐色土 As-C・ローム粒少含、締ま り・粘性弱
2.暗灰褐色土 As-Cやや多含、 1層より黒い、締まり・粘性弱
3.暗灰褐色土 As-C・ロームプロソク少、焼土粒・炭化物極少

含、床土、締まり強
4.暗白褐色土 白褐粘質土プロックやや多含、粘性やや強
5.暗白褐色土 白褐粘質土プロソクやや多含、締まり弱
6.黒褐色土 As-Cやや多含、締まり弱

＼
 

り

、＼＼ 
3
 

~
 ~

~
 

4
 ゜

1 : 3 10cm 

第40図 15号住居跡、出土遺物 (1)
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第2章 塚田村東N遺跡の調査
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第41因 15号住居跡出士遺物 （2)

15号住居跡 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎士・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第40図l 上師器 床直上 口 (13 3) 胎砂粒少白色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部～

坪 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面．ヘラナ

PL.19 口～底3/7 古向 4.3 色橙 デ、ヘラ痕残る

第41図2 土師器 床直上 口 (23.1) 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面・横ヘラナデ、

PL.19 口～体1/4 古回 (19.7) 色橙 ヘラ痕残る

第40図3 土師器 掘り方 口 (20.8) 胎 <J, 2mm小礫砂粒少 白色・黒色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ヘラナデ

PL 19 口～体上3/7高 (7.4) 色橙

第40図4 土師器 覆土 口 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 外面：体部～底ヘラ削り 内

甕 底 (5.0) 焼酸化焔良好 面：ヘラナデ、ヘラ痕残る

PL.19 体下～底2/5 古四 (3.4) 色にぶい褐

第41図5 須恵器 覆士 口 (170) 胎細砂粒少白色鉱物 鞘輯整形外面：口唇部・底

高台付杯 底 (12 0) 焼還元焔良好 部に自然釉 内面：口縁～体

PL. 20 口～底1/5 蘭 37 色灰白 部に自然釉

第41図6 須恵器 掘り方 口 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 輛鑢整形 内面：粘土帯痕残
宮・ギ 底 焼還元焔良好 る

PL. 20 体3/7 古向 (8.1) 色灰

第41図7 須恵器 覆土 口 胎粗砂粒少白色鉱物 観櫨整形

互一 底 焼還元焔良好

PL 20 体1/3 高 (4.0) 色灰

第41図8 須恵器 覆土 口 (16.8) 胎細砂粒少黒色・白色鉱物 輛輯整形（右回転） 外面天

蓋 摘 焼遥元焔良好 井部上半回転ヘラ削り

PL 20 口～底1/3 高 (22) 色灰

第41図9 須恵器 掘り方 口 胎砂粒少白色・黒色鉱物 外面：格子状叩き目 内面：

衷」 底 焼還元焔良好 青海波文

PL. 20 体破片 高 色灰白
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

II 
竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 （第42図、遺構PL.4、遺物PL.20)

位置 ：Ci~Cj-102~104

長軸方位 ：N-34°-W

概要：調査区域外にまで広がるため、全容は明らか

にできなかった。形状は方形を呈すると考えられ、

竪穴住居跡の可能性もある。

出土遺物：土師器坪 (No1)は、底面付近で出土し

た。

重複遺構：本竪穴状遺構は東側で46号土坑と重複し、

新旧関係は遺構の平面確認時と埋士断面の状況から、

本遺構が新しいと判断される。また、南端で31号ピ

ットと重複するが、平面と断面の状況から本遺構が

古いと判断される。

その他： 出土した土師器坪より、本遺構の時期は 8

世紀中葉と判断される。

調査

--~'I  -

平．

一

区域外

訃

46号土坑 2 c:9 

皿．
L=l2l. 60m 

SPA' 

盲
'
[
+
r
3

臨

訃．

e
0
9
'
!
Z
l
"
1
 

・問

1号竪穴状遺構

1.暗褐色土 As-C ・炭化物極少含

2.暗灰褐色土 As-C極少含

3.暗褐色土 暗褐粘質土プロック多含、粘性強

4.暗灰褐色土 炭化物極少含、締まり弱

5.暗褐色土 白褐粘質土プロック多含

6.暗褐色土 As-C少含、締まり弱

ロ
゜

1 : 3 10cm 

第42図

¥

/

 三一三、三
/~\ 

1号竪穴状遺構、出土遺物

1号竪穴状遺構 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土 ・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第42図1 土師器 底面 口 (13.2) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部～

均 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：ナデ

PL 20 口～底1/5 高 33 色橙
第42図2 土師器 底面 口 (220) 胎砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 20 口～体上1/8 古回 (4.6) 色橙

53 



皿

第2章

土坑

塚田村東w遺跡の調査

本遺跡で検出された士坑の中で、奈良•平安時代

に属すると考えられるものは41基である。これらの

土坑の時期判別は、奈良•平安時代の住居跡と同じ

確認面であることや、覆土、遺物などによる。

各土坑の大きさや形状は様々で、遺物出土量も異

なる。不定型なものを除くと、円形を呈する土坑が

最も多く、次に隅丸長方形となっている。遺物は土

師器や須恵器が主体で、時期は 8世紀～10世紀の中

に収まるものがほとんどであると判断される。遺物

出上量が多い土坑を除いて、時期の判断は行ってい

ないが、ここで紹介する土坑の時期は基本的に8~1

0世紀に属すると考え られる。

土坑の中で、焼土面の存在や遺物の出土が多いな

ど、特徴のある 37号 ・ 46号 • 84号・ 92号土坑につ

いては記述する。その他の士坑についての詳細は、

計測表を参照されたい。

l
‘
-

饂 ．

咸

外

痘

区

閥

証

24号士坑

．逗

血 ．
L=122. OOm 

饂

戸—

2 

L=12l：：＼：早

塁

I
|
l
v
、

T
．皿

早． ．顕
L=129. 20m 

＿て～ヅ

Cj ― l吋—
塁 ． 芦

[
、

一

平． ．直

L=12 1. 80m ~ 

塁皐

L=J22.00m ¥ここ丁

23~27号土坑

1. 暗褐色土 As-Cやや多含

2.暗黄褐色土 ローム粒やや多、 As-C少含、締まり弱

3.暗褐色士 As-C・ロームプロック少含

4.暗褐色土 As-C多含

゜
1 :40 lm 

第43図 23~27号土坑

54 



29号土坑

-1 
早ゾ＼： 平

ロ2
 
2
 

ー――
 ー

平 ．
L=!21. 90m 

平□□＼

2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

28~30号土坑

1.暗褐色土 As-Cやや多含

2.暗褐色土 As-C・ロームブロック

極少含、締まり弱

3.暗褐色土 ロームプロック少含、締

まり弱

4.暗褐色土 ローム粒極少含、締まり

弱

5.暗褐色土 As-Cやや多、ローム粒

少含、締まり弱

6.暗褐色土 As-Cやや多含

塁
＼ 

| 32号土h¥-| 
早．塁

立 ．露

L0!29.20m~ーノ

皿

L•I29. 20m 

．芦

＼ 

□□/ 

/ 35号土坑

．泣瓦
一

軍 ．．辿

L=J21. 70m 
＼ 2 r 

卑

L=l29. 20m 

露

¥ 1 ____,)― 表土

早

L=121. 90m 

芦

□
 

ー

、

ー

ー

ー

↓

ー

S
P
A
-
s
P
A＿
枷ー2

 

ー――
 

L
 

穴 ― 7 三
平． 心皿

L=!2I. 60m 

-¥__ 2-7― 

32~36 • 38 • 39号土坑
1.暗灰褐色土 細砂粒多、 As-C少含、締まり ・粘性弱

2.暗褐色土 As-C多、ロームブロック少含

3.暗褐色土 細砂質土やや多含

4.暗褐色土 As-C少含

5.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

6.暗褐色土 As-C多、 As-B少含

7.暗褐色土 As-C・焼土粒・暗褐粘質土プロック少含
0 1 :40 lm 

第44図 28~30 • 32~36 • 38 • 39号土坑
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第2章塚田村東w遺跡の調査

37号土坑 （第45図、遺構PL.6、遺物PL.20)

位置： Cj~Ck-107~108 

長軸方位： N-78°-E 

概要：調査区域外にまで広がるため、全容は明

らかにできなかった。掘り込みは浅く、形状は

隅丸長方形を呈すると考えらる。4号住居跡の

上に掘り込まれているため、出土遺物には、そ

の住居跡のものが含まれている可能性がある。

重複遺構：本士坑の西側で4号住居跡と重複し、

新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況

から、本土坑が新しいと判断される。

艮

•四'

応奇

ソ

ば
I
N
I
"
T

V
d
S
 

血

L=l2I. 60m 

醒

ーニロニ
37号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3. 暗褐色土

4.暗褐色土

焼土粒・ロームプロック少含

As-Cやや多、焼土粒少含

As-C・焼土粒 ・白褐粘質土プロソク少含

As-Cやや多、ローム粒少含、締まり弱 ゜
1 :40 lm 

2
 

ーーニニ］

-—-ヒ----
4 

口／

ロ／ ーニ□
l ／

 

／
 
¥¥ 3 

□□ 6 

゜
1 : 3 10cm 

第45図 37号土坑、出士遺物

37号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第45図l 土師器 覆土 口 02.0) 胎細砂粒少白色鉱物 口縁部直立 外面’口縁部横

坪 底 焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL 20 口～底1/5 古回 (2.6) 色にぶい橙 内面．ナデ

第45図2 土師器 覆土 口 14.1 胎 if, 3 mmの小礫 白色鉱物 外面：口縁部～底部ヘラ削り 内面底部の残

杯 底 焼酸化焔良好 内面’ナデの後、体部放射状 存は不良

PL. 20 ほぼ完 古回 4.2 色橙 暗文、底部螺旋状暗文

第45図3 土師器 覆土 口 (21 7) 胎砂粒少白色鉱物 外面’口縁部横ヘラナデ、体

甕 底 焼酸化焔良好 部ヘラ削り 内面：横ナデ

PL. 20 口～体上1/4高 (54) 色橙

第45図4 須恵器 覆土 口 (13.1) 胎細砂粒やや多赤色鉱物 鞘麒整形（右回転） 底部：

均 口～底底 底 8.5 焼遠元焔良好 回転ヘラ切り

PL 20 ほぽ完他1/2高 40 色灰白

第45図5 須恵器 覆土 口 131 胎 ¢ 4mm小礫細砂粒少黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

杯 底 9.0 焼遥元焔良好 回転ヘラ切り後ナデ調整

PL. 20 口～底1/6 高 3.7 色灰

第45図6 須恵器 底面 口 14.5 胎 </J 4 mm小礫細砂粒少白色鉱物 輛櫨整形（右回転）口縁部面

蓋 摘 50 焼還元焔良好 取りにより、断面三角形外

PL 20 摘～口1/2 高 34 色灰 面：天井部上半回転ヘラ削り
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

その他：出土遺物と重複遺構より、本土坑の時期は

8世紀後半以降と判断される。

ロ
詢資
な破匁

皿□□
平．

L=l21. 60m 

立
40号土坑

1.暗灰褐色土 細砂粒多、 As-C少含、

締まり・粘性弱

2.暗褐色土 細砂質土やや多含

3. 暗黄褐色土 ロームブロック多含、

締まり ・粘性強

塁

饂

調査区域外

血 ロ ー

表土

1 

平．．注

L=121. 70m 

了
43号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

2.暗褐色土 As-C多、 As-B少含

3.暗褐色土 As-C少、砂質土やや多含、

粘性弱

4. 暗褐色土 砂質土・暗褐粘質土プロック

やや多含

／睾

48号土坑

露

8号住

皿． ．謳

L= l2 1. 60m~玄―

48号土坑

1.暗褐色土焼土粒やや多、

As-C少含

2.暗褐色土 As-C・焼土粒

少含

3.暗褐色土焼土粒少含

゜
1 :40 lm 

第46図 40 • 43 • 48号土坑

46号土坑 （第47• 48図、遺構PL.4、遺物PL.20)

位置： Ci~Cj-102~104

長軸方位 ：不明

概要：調査区域外にまで広がるため、全容は明らか

にできなかった。掘り込みは深く、検出部で見る限

りは、楕円形状を呈する。規模はかなりの大型とな

る可能性が高い。

重複遺構 ：本土坑の南西部で 1号竪穴状遺構と重複

し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況

から、本土坑が古いと判断される。

その他： 出土遺物と重複遺構より 、本土坑の時期は

8世紀前半と判断される。

゜
1 : 3 10cm 

第47図 46号土坑出土遺物

46号土坑遺物観察表

墨
PL. 20 

出土位置

残存状態

覆土

体破片

計測値(cm)

長 (6.6)

外径 7.7 

内径 （3.3) 

胎土・焼成・色調

胎粗砂粒やや多 白色鉱物

焼酸化焔良好

色橙

器形 ・技法等の特徴

外面：ヘラ削り

備考

外面 ：一部は還

元化、滓化して

いる
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第 2章 塚田村東w遺跡の調査

,_~~‘I  -
調査 区域外

--—血． ーヽ
員．

46号土坑
‘ ヽヽ

l.,'' 

．逗ー＿

31号ヒ ッ゚ト
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¥ → ------
一←―- : -----------
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1号竪穴状遺構

．計 虐
ー[+r
3

表土

血
L=121. 60m 

．注'

46号土坑

1. 暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4. 暗褐色土

皿．

皿．．皿

L=I29. 20mベニニ丁

早

l‘

—— 

＼ 皿

70号土坑

c 露

血．．皿
l.=122. 50m 

4 

As-C多、焼土粒極少含、締まりやや強 ・粘性弱

As-C多、黄褐粒少含、粘性弱

As-C・白褐プロック少、黄褐粒極少含、粘性弱

白褐プロソク多含、締まり弱

皿

卑．

皿． ．皿

l.=122. 50m--二—/

＼
 

．霊

卑 ． ．露

L=l22. 50mこ 平．しK-oと＇．淀

L=J22. 50m 

ー 、

68~72号土坑

1. 暗褐色土 As-C少含、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 砂質性強、 As-C・黄褐プロック少含、

締まりやや弱 ・粘性弱

砂質性強、黄褐プロック多含、締まり・

粘性弱

As-C多含、締まりやや強 ・粘性弱

黄褐粒やや多含、粘性弱

3.暗灰褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

゜
1 :40 lm 

第48図 46 • 68~72号土坑
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

□K./¥ 

L=l22. 50m 

六 2 ノ―

／ 
血＼（78号土坑：／ ） 饂

皿．．饂'

L=122. 50m、

臨．．紐A'

饂

L-122 40m: 

73~83号土坑

1. 暗灰褐色土 As-B多、黄褐粒やや多含、締まり ・粘性弱

2.暗灰褐色土 砂質性強、 As-C・黄褐プロック少含、締まり・粘性弱

3.暗灰褐色土 砂質性強、黄褐プロック多含、締まり ・粘性弱

4.暗灰褐色土 黄褐プロソク多含、締まり ・粘性弱

5.黒褐色土 As-C多含、締まり・粘性弱

6.暗褐色土 黄褐粒少含、締まり弱

7.暗褐色土 As-C・暗黄褐砂質ブロソク多含、粘性弱

8.暗黄褐色土 As-C極少含、締まり・粘性強

9.暗黄褐色土 暗褐プロックやや多含、締まり ・粘性弱

10. 暗褐色土 暗褐プロック少含、締まりやや強 ・粘性弱 。
1 :40 lm 

第49図 73~83号土坑
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第2章塚田村東N遺跡の調査

84号土坑 （第50• 51図、遺構PL.8、遺物PL.20)

位置 ：Ci~CK-96~97

長軸方位： N-2°-E 

概要 ：本土坑は6号溝跡の北岸に造られていた。楕

円形を呈する形状で、北側に突起状の張り出しと、

その張り出しの西側付け根に、浅いピット状の落ち

込みがある。掘り込みは南北両端と中央がやや深く

—~~J'---+-

• ‘̀ ／クー
ヽ ー“”
‘̀ -̀------

84号土坑

1.暗褐色土 焼土粒・黄褐粒少含、

締まりやや強

2.暗褐色土 焼土粒やや多含、締まり

やや強・粘性強

3.暗褐色土 焼土粒多含、締まり

逗' やや弱

4.暗褐色土焼土粒多含

5.暗褐色土焼土粒・ As-C少含

皿
L=J21. 50m 

6.暗赤褐色土 焼土プロソクの塊、

締まり強・粘性なし

7.暗褐色土 焼土粒少、黄褐粒極少含、

締まりやや強

8.暗褐色土焼土粒多、黄褐粒少含、

締まりやや強

9.暗褐色土 As-C・黄褐粒極少含

10.暗褐色土 黄褐粒少含、締まりやや強

皿 11．暗褐色土 焼土粒・焼土プロック多含、

粘性強

-~~J'I  - 醤． 迅．

`‘‘__グ__—
‘‘̀-------

烈

謎

皿
L=J2!. 50m 

証'

E
0
9
 
日

゜
1 :20 lm 

第50図 84号土坑
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なっていた。土坑の中央には焼土面が形成されてお

り、その中心部はやや落ち込んでいた。その焼土面

を取り除くと、極めて固い、鉄滓状のものを伴う焼

士塊が現れた。この焼土塊の形状は不整形で、 一部

は地山までくい込んでいた。焼士塊は東側に張り出

しのようなものがあり、横穴状に形成されていた。

本土坑で何らかの作業が行われていたとすれば、こ

こが作業口となっていた可能性がある。しかし、鉄

滓の出土は少なく、鉄生産との関連は明らかでない。

出土遺物：少量の士師器と須恵器、鉄滓が出士した。

/~三1

2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

図示しえたのは、須恵器短頸壺 (Na1)と鉄滓 (No

2)だけである。

重複遺構：本土坑は 6号溝跡の北岸で検出された。

新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、

本士坑の埋没は古いと判断される。しかし、 6号溝

跡の開削時期は明らかでなく、 6号溝跡に伴ってい

た時期がある可能性がある。

その他：出土した須恵器より、本土坑の時期は8世

紀代と判断される。

＼ 

゜
1 : 2 5cm 

゜
1 : 3 10cm 

第51図 84号土坑出土遺物

84号土坑遺物観察表

挿図番号

図版番号

第51図1

PL. 20 
挿図番号

図版番号

第51図2

PL. 20 

種別 出土位置
器種 残存状態 計測値（cm) 胎土・焼成・色調

須恵器 覆土 口 （12.2) 胎砂粒少白色鉱物

短頸壺 底 ー 焼還元焔良好

口～体1/6 高 （4.2) 色褐灰

種別 出土位置 計測値 (cm)

器種 残存状態 長さ 幅 原さ

鉄滓 覆土

椀形鍛冶滓 欠損あり
(6.4) I s.o I 2.6 

三特徴

三り：9冶滓 （中）

備考

精錬鍛冶滓、磁着度4.メタル度

92号土坑 （第52図、遺物PL.20)

位置 ：Ck~Cl-86~87

概要 ：本土坑は調査区域外にまで広がるため、全容

は明らかでない。小型で形状は円形を呈すると考え

られ、掘り込みは極めて浅い。上面は何らかの削平

を受けていると考えられ、残存部には焼土粒が密に

確認できた。本土坑は基部の焼士が残存しているの

みであるが、多くの鉄滓が出士していることから、

鉄生産と関連のある遺構と判断できる。また、本士

坑の北東近くには、やはり鉄生産との関連があった

と考えられる11号住居跡が存在し、何らかの関係が

あったと考えられる。しかし、屋外での小鍛治の存

在は考えにくく、本土坑内に焼土塊が形成されてい

た様相が無いことから、鉄の生産そのものが行われ

た場ではなく、廃棄の場であった可能性も考えられ

るだろう 。

出士遺物：鉄滓が覆土に混じって多く出土した。鉄

滓の大きさや形状は様々である。

その他：土器類の出土が無く、時期判定を行うのは
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第2章塚田村東w遺跡の調査

困難である 。 ただし、覆土の様相から、奈良•平安

時代に属するのは明らかである。 さらに鉄滓が出土

していることから、本遺跡において鉄関連資料が出

土している時期を踏まえると 8世紀前半に位置付け

られる可能性が高いだろう。

俎． ．露

L=122. 30m - -
1 

92号土坑

1. 暗褐色土焼土粒多含、

締まりやや強

゜
1 :40 lm 

3 □ 1(1/3 

口
／ ‘ 

爪 戸I'(^ ご↑ン

｀ 
5 < 口 口2 

4 

口
ーロ ゜

1 : 2 5cm 

゜
1 • 3 10cm 

第52図 92号土坑、出土遺物

92号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 原さ 重屈 (g)

第52図l 鉄滓 覆土
8.3 10.5 5.9 204 

椀形鍛冶滓 （小） 精錬又は鍛錬鍛冶滓、磁着度3.

PL. 20 椀形鍛冶滓 ほぼ完 メタル度 （△）

第52図2 鉄滓 覆土
4.0 33 2.0 26 

鍛冶滓の粘土質溶解物 磁着度 0.メタル度なし

粘士質溶解物 欠損あり

第52図3 鉄滓 覆土
(6.8) (5.3) 3.6 100 

椀形鍛冶滓（極小） 精錬又は鍛錬鍛冶滓、磁着度

PL. 20 椀形鍛冶滓 欠損あり 3・メタル度 （△）
第52図4 鉄滓 覆土

(55) (57) 27 119 
椀形鍛冶滓（中）含鉄精錬鍛冶滓、磁着度 6.メタ

PL. 20 椀形鍛冶滓 欠損あり ル度 H (0) 

第52図5 鉄滓 覆土
(31) (35) 14 ， 鍛冶滓の粘土質溶解物 磁着度 1・メタル度なし

粘土質溶解物 欠損あり
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

平 87号土坑 ．平'
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血

ー平

87号土坑

1.暗灰褐色土

2. 暗灰褐色土

3.暗灰褐色土

芦》
証

三
〗
こ

93~95土坑

1.暗灰褐色土

．塁

平．

L=121. 60m 

ーヘ、＿上ーノ

紐

As-C少含

顕

l,=121. 60m 

一＼一—/_—

逗

As-Cやや多、焼土粒少含

As-C・炭化物少含

暗褐粘質土プロソク少含 ゜
1 :40 lm 

＼＼ここ：二三ニジ：（87土）

゜
3
 

10cm 

第53図 87 • 93~95号土坑、 32• 87号土坑出土遺物

32 • 87号土坑 逍物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第53図1 須恵器 32土坑底面 ロ 胎 <f, 2 mm小礫砂粒少白色鉱物 内面．青海波文

甕 底 焼還元焔良好

PL 21 体1/4 吉回 (15.9) 色灰

第53図2 土師器 87土坑底面 ロ 胎細砂粒やや多 黒色・白色鉱物 外面．ヘラ削り 内面．ヘラ

甕 底 焼酸化焔良好 ナデ、ヘラ痕残る

PL.21 底1/3 ，，， 回 (15) 色にぶい橙
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第2章 塚田村東N遺跡の調査

N ピット（第54~56図、遺構PL.8~10) 

本遺跡で検出されたピ ッ トの中で、奈良 • 平安時

代に属すると考えられるものは42基である。これら

のピットの時期判別は、土坑と同様に確認面と覆土、

遺物などからである。ここでは、土坑状の掘り込み

の中で、大きさが小さいものや掘り込みが深めのも
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のをピットとして扱う 。 しかし、ピットのなかで、

掘立柱建物や柵列といった遺構に伴うものは確認で

きず、その性格を明らかにすることはできていない。

詳細は計測表を参照されたい。
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2.暗黄褐色土 ローム粒多含、締まり弱

3.暗褐色土 ローム粒・ローム プロソク少含

゜
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第54図 6 ~17号ピ ット
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物
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第55図 21~35号ピット
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第56図 36~47 • 67~69号ピット
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

＞
 
溝跡

4号溝跡 （第57• 58図、遺構PL.10、遺物PL.21)

位置 ：Ci~Cj-107~109

方位： N-18°-W

概要：調査区域外にまで広がるため、 全容は明らか

にできなかった。規模は小さく上幅0.16~0.23m、

下幅0.1~0.16mで、深度0.06mを測る。

その他： 土器などの遺物は出土していないため、時

期判別は困難である。覆土と確認面から奈良 • 平安

時代i
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第57図 4 • 6号溝跡
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第2章塚田村東w遺跡の調査

にできなかった。本遺跡の中央を南北に分断するよ

うに、東西に走向している。深くはないものの規模

は大きく、上幅2.84~3.36m、下幅0.46~0.18mで、

深度0.66mを測る。

その他： 土器類や瓦などの遺物が出土しているが、

8~ 9世紀代であり、時期幅がある。これらの遺物

は流れ込みによるものと考えられ、時期を特定する

ことは困難である。覆土から平安時代には埋没して

いたと考えられる。また、鉄滓 (Nal2)は84号土

坑からの流れ込みの可能性が考えられる。
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第58図 4 • 6号溝跡出土遺物 （1)
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

＼ 

□/ 10(6溝） □□□ン
11 (6溝）

- -

13 (6溝）

□ 
゜

1 : 3 10cm 

第59図 4 • 6号溝跡出土遺物 (2)

4 • 6号溝跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第58図2 土師器 6溝覆土 口 胎細砂粒やや多 黒色 ・白色鉱物 外面．ヘラ削り 内面．ナデ

甍 体下～底 底 65 焼酸化焔良好

PL 21 底1/2他1/8高 (28) 色灰黄褐

第58図3 須恵器 6溝覆士 口 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 鞘輯整形 （右回転） 底部：

境 底 (7.6) 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 21 体下～底1/3 古四 (2.0) 色灰白

69 



第2章塚田村東N遺跡の調査

第58図4 須恵器 6溝覆土 口 胎粗砂粒少白色鉱物 観櫨整形底部：切り離し技

長頸壺 底 (87) 焼遥元焔良好 法不明、付け高台

PL 21 体下～底1/3高 (4 3) 色灰褐

第58図5 須恵器 6溝覆土 口 (284) 胎粗砂粒少白色鉱物 輛櫨整形内外面自然釉内

甍 底 焼還元焔良好 面：行海波文

PL 21 口～頸1/6 高 (9.4) 色黄灰

第58図6 須恵器 6溝覆土 口 胎粗砂粒少白色鉱物 外面’格子状叩きH 内面：
甕 底 焼還元焔良好 粁海波文

PL. 21 体破片 高 色灰

第58図7 須恵器 6溝底面 口 胎粗砂粒少白色鉱物 輔轄整形 内面底部に漆

甕 底 (16.0) 焼還元焔良好 状の黒色物付

PL. 21 底1/3 高 (27) 色 にぶい黄橙 舒

挿図番号 出土位置 胎土 ・焼成 ・ 製作法・桶痕 ・
粘土板（剥 布目痕（合H 鞘櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ・擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合）

第58図8 6溝覆土 胎 軟 製 不明 表

丸瓦 焼 並 桶 裏

PL 21 
小破片

色 橙 不明 接

第59固9 6溝底面 胎 並 製 2枚 表

丸瓦
破片

焼 並 桶 裏

PL 21 色 灰 なし 接

第59図10 6溝底面 胎 締 製 表

平瓦
破片

焼 密 桶 なし 裏

PL 21 色 灰 あり 接

第59図11 6溝底面 胎 並 製 表

平瓦 焼 並 桶 なし 裏

PL. 21 
破片

色にぶい赤褐 あり 接

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

回版番号 器種 残存状態 長さ

第59図12 鉄滓 6溝底面
144 

PL. 21 椀形鍛冶滓 ほぼ完

挿図番号 種別 出土位置

図版番号 器種 残存状態 長さ

第58図l 石製品 4溝底面
(7.4) 

PL. 21 砥石か 欠損あり

第59図13 石製品 6溝底面
11 7 

PL. 21 石皿状 完形

VI 畠跡

17号畠跡 （第60図、遺構PL.12、遺物PL.21)

位置： Cj~Ck-96~98 

方位： N-7°-W

幅

94 

計測値 (cm)

幅

(99) 

95 

概要：調査区域外にまで広がるため、全容は明らか

にできなかった。周囲の地形が若干落ち込んでいる

ところで検出した。畠の上を純層のAs-Bのユニッ

トが、覆っていたため、残存状態は良好であった。

サク溝は8本で、最長4.52mである。サク溝の方向は

ほぼ一致しており、サクの間隔も0.56m~0.86mで

あり、ばらつきは少ない。サク溝の幅は0.22m~0.4

mであり、深度は0.03~0.18mである。植物遺存体

や根の痕跡は確認できていない。また、畝とサクの

70 

厚さ

5.0 

厚さ

5.0 

2.6 

X 

X 

X 

X 

゜X 
゜X X 
゜X X 

乾燥時圧痕 型式名称

合 X 輛 △ 観音山窯 8世紀後葉

擦 X 叩
平行

乾 X 型

合 X 観

゜
笠懸窯 8世紀後葉

擦 X 0 [) 
横撫

3 

乾 X 型

合 X 轍 X 笠懸窯 8世紀後葉

擦 X 叩
素文

2 

乾 X 型

合 X 輛 X 吉井窯 9世紀前葉

擦 X 叩
素文

乾 X 型

重凪(g)
特徴

571 
椀形鍛冶滓 （中）含鉄精錬鍛冶滓か、磁着度 5.メ

タル度 H (0) 両吹きの可能性あり

石材 特徴

ニッ岳石
ほぼ全面が使用面

変玄武岩
平坦面は擦られている

起伏はあまり強くない。これは、As-B降下直前に

は培土等の作業が行われていなかった可能性がある。

その他 ：時期の判別できるような遺物は出土してい

ない。土師器や須恵器の破片が少量出土しているも

のの、これらは本畠より下面で確詔できる奈良 • 平

安時代の遺構に属するものであろう。サク溝や本畠

があった落ち込み全体に、 As-Bが堆積しており、

その降下年代から、本畠跡が埋没したのは1108年と

判断される。



2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

調査区域外

平 一塁ー

C

j'昇

17号畠跡

1.暗褐色土表土

2.暗灰褐色土 白色軽石． As-B少含、締まり・粘性弱

3.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

4.暗青灰褐色土 As-B同様の火山噴火物か、細粒主体、

粘性なし

5.暗桃褐色土 As-B灰、締まり強・粘性なし

6.暗灰褐色土 3層に似るがより As-Bの最多、

締まり・粘性弱

7.暗青灰褐色土 黒味強のAs-B層、締まり・粘性弱

8.暗灰褐色土 7層に似た黒色のAs-B多含、締まり・

粘性弱

9.暗白褐色土 白褐色のAs-Bを中心とした軽石層、

締まり弱・粘性なし

10.暗青灰色土 暗青灰色の軽石中心とした附、暗灰色の

灰多含、締まり ・粘性なし

11.暗褐色土 畠跡の耕作土の一部か、 As-Bなし、

As-C極少含、締まり弱

12.暗褐色土 やや黒めのAs-B多含滉土層、後に動かさ

れた土か、締まり・粘性弱

平
L=121. 90m 

•こ

0 1 :50 1 m 
| | | 

゜
1 : 100 3m 

゜
1 : 3 10cm 

第60図 17号畠跡、出土遺物

17号畠跡遺物観察表

瓢 出士位置

残存状態

底面

欠損あり ロ 粗粒：：：山岩 1平坦面は擦られている特徴

71 



第2章塚田村東w遺跡の調査

(4) 中世の遺構と遺物

本遺跡では、 As-B混土層に覆われた遺構が検出

されており、それらを中世の遺構として掲載する。

I 土坑

中世に属する土坑は29基である。ここでは、墓坑、

もしくはそれに類する土坑と考えられる 3 • 85 • 86 

As-Bの純層に覆われた17号畠よりも上層に位置す

る。本遺跡の中央部にはなく、北部と南部で検出した。

号土坑について記載する。他の土坑については計測

表を参照されたい。

5号土坑

-=  

卑 皿
平

血． ．霊

L= 12 1.80m~オー

4号土坑

認 1.暗灰褐色土 As-B主体、締まり ・粘性弱

2.暗灰褐色土 As-B多、暗褐粘質土プロック

少含、締まり・粘性弱

平．

L=12 l. 80m~こ三正三シア

7号士坑

皐 ．直

5号土坑

臨 1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

2.暗褐色土 As-B少含

調査区域外 一＝プー-十-・

□□ 1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり ・粘性弱

2.暗褐色土 暗褐粘質プロックやや多、 As-

B少含、締まり・粘性弱

3.暗褐色土 暗褐粘質プロック多、 As-B少

含、締まり・粘性弱

血．．皿'

血．．直

L=!21. 80m、こニフー

血

8号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多、暗褐粘質プロソク

少含、締まり・粘性弱

‘~—ー＿

表土

L=!21ごベニシー逗

．臨

6号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多含、

締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 As-Bやや多含、

締まり弱・粘性

やや弱

L=!21. 80m 

てこニア―
皿．

L=121. 80m 

饂

10号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多、暗褐粘質プロック

少含、締まり・粘性弱

9号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

第60図 4~10号土坑
゜

1 :40 lm 
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

3号土坑 （第62~64図、遺構PL.4、遺物PL.22)

位置： Ci~CK-105~106

長軸方位： N-17°-E 

概要：形状は楕円形を呈する。掘り込みは浅いが、

規模はやや大きい。西端中央よりやや南寄りにピッ

ト状の落ち込みが掘られている。覆土上層には多量

の礫が入れられ、その下から、骨片が出土した。上

層の礫は本土坑中央の南よりと北よりの 2箇所に多

く分布し、下層の骨片は中央南よりに分布する。骨

片は形が捉えられる大きさのものもあるが、小破片

が散らばっている状態であった。

出土遺物：すべて覆土からの出土である。須恵器蓋

(No 1)や瓦 (No3) は奈良 • 平安時代面の遺物が入

り込んだのであろう。焼締陶器甕 (No2)は常滑焼

で第II1期に属する。

重複遺構：本土坑の北側で 1号溝跡と重複し、新旧

関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、本

土坑が新しいと判断される。

その他： 出土した常滑焼より、本土坑の時期は13

世紀後半以降と判断される。また、焼骨が多く出土

することから、火葬跡との関連が考えられる。

—·~—•—•--------—· 
9 —·—·`` 9’``  
＇｀｀  9’`‘  

9’’ ------------------- `̀ ‘̀  
,,- --- --、 、
/' / ‘¥‘‘ 
/' / ¥ ‘‘ 
/ / / ¥、 ‘‘

ヽ、 、、 、、 、、 、、 、
、 ヽ

ユ．

ー

ー
ー

,’
 
／
 ／
 ／
 

ロ

｝

l

i’¥¥ 

こ＞

Cj-J06寸

＼

口

[

o

旦
L•l22. OOm 

3号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

2.暗褐色土 As-B ・白色軽石 ・暗褐粘質プ

ロック少含

3.暗褐色土 As-B極少含、締まり弱

証

゜
1 : 20 lm 

第62図 3号土坑 (1)
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SPA 

I
 
／
 

ー

／
 ／
 ／
 

ー

ー

／
クロ

l'’¥,1ー
1
1

1 /，，，，，，三□--------------ーーロ--:̀-̀-̀~̀―̀、̀‘‘̀‘‘
，，，， ／ ‘‘ ¥、，，，， ／ ＼ 、
，，，， ／ ／ ‘‘ ‘‘ 
，， ／ ‘‘ ‘ 、 、、 、

＼ ヽ、 、、 、、 、、 、

竹・-s
(J 

C) 

匂 ー2

:¥'t-16 

骨ー］7□? 
骨・-5

゜
1 : 20 lm 

エニニヒ三三二1

口／

3号土坑

゜
1 : 3 10cm ーロニ

。骨ー2

骨ー4

。り・-3

ーーーーー

平

ロ

ご
第63図 3号土坑（2)、出土遺物(1)

3号土坑 遺物観察表

挿図番号 種別 出士位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第63図1 須恵器 覆土 口 胎細砂粒少黒色・白色鉱物 輛轄整形

蓋 摘 52 焼遥元焔良好

PL. 22 摘ほぽ完 高 (1.1) 色灰

第63図2 焼締陶器 覆士 口 胎砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 内外面ナデ 常滑産第IJ1期

甕 底 焼遠元焔良好

PL 22 口破片 古I司 色灰白
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

＼一

] ¥ 

） ＼ 口
(：□＼ 

<\
6
 

8
 

7
 
□ 

口
゜

1 : 3 10cm 

第64固 3号土坑出土遺物（ 2)

3号土坑遺物観察表

挿図番号 出土位置 胎土・焼成 ・ 製作法・桶痕・
粘土板（剥 布目痕（合目 観櫨使用 ・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表 ・裏 ・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第63図3 覆士 胎 硬 製 表 X 合 X 輛 X 笠懸窯 8世紀中～後葉

平瓦 焼 粗 桶 なし 裏 X 擦 X 叩
素文

PL 22 
小破片

色 褐灰 あり 接 X 乾 X 型

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 限さ

第63図4 石製品 底面
(10.2) 9.4 3.5 変質安山岩

平坦面は擦られている

PL 22 石皿状 欠損あり

第63図5 石製品 底面
107 10.0 3.1 石英閃緑岩

平坦面は掠られている、側面に敲打痕

PL 22 石皿状 ほぼ完

第64図6 石製品 覆土
(18,4) (17.0) 2.7 緑色片岩

板状になっている

PL. 22 板碑か 破片

第64図7 石製品 底而
13.9 11.1 3.4 変質安山岩

平坦面は擦られている

PL. 22 石皿状 完形

第64図8 石製品 底面
107 33 石英閃緑岩

平坦面は擦られている

PL.22 石皿状 完形
13 9 

Cj-碕

血／（（心旦土ば＼i 早

坑士号7
 

ー

l‘
―
 

調

平．

皿 ． ．逗

L=l21. 80m穴三ニコ

□
 

A
 
p
 

早

sOm2
 

ー

――
 

L
 

16号土坑

1.暗灰褐色土 As-B少含、締まり ・粘性弱

2.暗褐色土 As-B多含、粘性弱

17号土坑

1.暗灰褐色土 As-B ・暗褐プロソク少含、締まり弱

゜
1 :40 1 m 

第65図 16 • 17号土坑
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第2章 塚田村東N遺跡の調査

調査

15号士坑

-
皿．

14号土坑

~--
ヘ~ ヽヽ
ヽ

‘̀‘‘‘:‘‘‘̀--二y'ヽ 1、/
`̀ -̀----1、l

/ ¥ l 
. I I 

乱 ＼ ｛ 
I I 
I I 
I ' 
I ii 

‘’’ ー 、ヽ
' '、ヽ

七。
2
,
3

計
．
F
 

蕊
廿
中
9
-

露 e
o
o
o
.
-
N
I
"
1
 

＜
 

十

土
蕊
ヤ
，
恥
V
-

卜
血．

L=l21. 80m 

14号土坑 ＋ 13号土坑 キ 12号土坑 -i 
．逗

2
 

1

/
 

12~15号土坑

l. 暗灰褐色土 As-B多含、粘性弱

2.暗灰褐色土 As-B多、暗褐ブロソクやや多含、締まり弱

3.暗灰褐色土 As-B多含、粘性弱

4.暗灰褐色土 As-B多含、締まり ・粘性弱

5.暗褐色土 As-C少含、締まりやや強

6.暗褐色土 As-B多、暗褐プロックやや多含、締まり弱

゜
1 :40 lm 

ロニー 〇 1 : 3 10cm 

第66図 12~15号士坑、 14• 15号士坑出土遺物

14 • 15号土坑 遺物観察表

瓦種

平瓦

胎土 ・焼成 ・

色調

胎

焼

色

並

並

灰黄

製作法 ・桶痕．

一枚作り 可能性

製

桶 し
り
な

あ

粘土板（剥

取表 ・裏 ・

接合）

表 x

裏 x

接 x

布目痕（合目

．擦消） ・瓦

乾燥時圧痕

合 x

擦 x

乾 x

観櫨使用 ・

叩き技法 ・

型式名称

観 X

u n 
型
素文

側部

面取

吉井窯

備考

9世紀前～中葉
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

]
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外
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証

51号土坑

1[》 皿

函． ．並ぶ
L=I22. 70m 

ー文こニフー

皿

立
胃
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四

詈

l

‘

-

2
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ービ

塁ロ
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sPA-

Ck-叶
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L=l22. 70m 

こ

こ：
L=l22. 50m文二／

嘉＿ーロ
泣

証＇

L=l22. 50mに二こ二「
62号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少含、

締まり弱

早． ．皿
L=l22. !Om 
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＼
 
星

]塁
ご

2
 
2
 

ー
＝
 

L
 

早．

＼

逗

皿．
L=l22. 70m 

証

口 逗

卑 ． ．露

L=I22. 60m□ 
50~59 • 61号土坑
l.暗灰褐色土 細砂粒主体、白色軽石少含、

締まり・粘性弱

2.暗褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり・

粘性弱

3.暗褐色土 As-Bやや多、白色軽石少含、

締まり弱

67号土坑

1.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり ・

粘性弱

2.暗褐色土 As-Bやや多、 As-C少含

゜
1 :40 lm 

第67図 50~59 • 61 • 62 • 67号上坑
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第2章塚田村東w遺跡の調査

85号土坑 （第68図、遺構PL.8) 

位置： Cj~Ck-91~92

長軸方位： N-0° 

概要：形状は隅丸方形を呈する。削平を受けており、

浅く残存しているにすぎない。残存状態は悪いもの

の人骨が出土しており 、頭骨の位置は北側にある。

副葬品は出土していない。

その他 ：As-B混土層に覆われており、中世に属す

るであろう。すぐ北に同様の土坑である86号土坑が

存在する。

cj討

L
"
1
2
 

L. 

9
0
m
 艮

．

四

旦 ．艮

四

86号土坑 （第68図、遺構PL.8) 

位置： Cj~CK-91~92

長軸方位 ：N-6°-E 

概要 ：形状は崩れた形の隅丸方形を呈する。85号土

坑と同様に、削平を受けており、浅く残存している

にすぎない。残存状態は悪いものの人骨が出土して

おり、頭骨の位置は北側にある。副葬品は出土して

いない。

その他 ：As-B混土層に覆われており、中世に属し、

85号土坑と時期は近いであろう 。

E
 

L
"
1
2
1. 
9
0
m
 

皿．

上

L=i21. 90m 

皿 ．且

艮．

且

．琵
た

゜
1 :20 lm 

II ピット （第69• 70図、遺構PL.8 • 10) 

10基検出した。詳細は計測表を参照されたい。

1 • 2号ビット

1.暗灰褐色土 As-Bやや多、暗褐粘質プロック少含

2.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

皿．
L=I21. 90m 

l
‘
-紅塁10
 

皿
皿
g
o
m2
 

――
 

且＇

第68図 85 • 86号土坑

゜
1 : 40 1 m 
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第69図 1 • 2号ピット
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

3号ピット

温砥

゜L=121. 90m 平。
逗 ＼ 

塁

こ

4号ヒ ッ゚ト

1:0 
L=121. 90m 

こ

饂

＼
 
『
＼

塁三
：
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ー――
 

L
 

ピット 3 • 4号

1.暗灰褐色土 As~B やや多、暗褐粘質プロソク少含

1:0: 
L=122. 60mー＼ン］

54号ピット

饂

57号ピット

睾 ．

平◎：＼
L=122. 60m＼ゾ―

52 • 54 • 57 • 58 • 60号ピッ ト
1.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり・粘性弱

2.暗褐色土 As-Bやや多、 As-C少含

』
〉

塁
〗
珈?i 

/
”
¥
|
+
,
2
 

――
 L
 

＼
 □〕SPA-

珈2
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ー――
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平．

卑． 6ロ
L=122.60m ~ 

血 ．

゜
1 :40 lm 

第70図 3 ~5 • 52 • 54 • 57 • 58 • 60号ピット

皿 溝跡 （第71• 72図、遺構PL.10• 11) 

4条検出した。いずれも規模は小さく、浅いもの

ばかりである。詳細は計測表を参照されたい。

1 

平 ． ．露---・ 
L=¥22.00m 2 

： --

1 

血 2 ．露

L=!22.;;;-~ 

盲
I
'
r
3

1 • 2号溝跡

1. 暗褐色土表土

2.暗灰褐色土 As-B多、白色軽石やや

多含、締まり ・粘性弱

As-B多、白色軽石やや多含3.暗灰褐色土

外

[

I
I

□贋闊
／
ー
ー

[

[

]

[

 

七
T
r
3

調査 区域外

調査 区域外

゜

0 1 : 50 1 m 
1 | | 

1 :JOO 3m 

第71図 1 • 2号溝跡
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第2章 塚田村東w遺跡の調査

1
|
|
U＼
ー
ー
十

卑 ．

L=I22. OOm 

こ 一

．血'

3号溝跡

1.暗褐灰色土 As-B多含、締まり・粘性弱

調

査

区

域

外

Cj-J品

調

査

区

域

外

6号住

調

査

区

域

外

皿 ．．逗

L=122. 30mー 、

3号住 5号溝跡

1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり ・粘性弱

Cj-J寸

゜

0 1 : 50 1 m 
| I l 

3m 1: JOO 

第72図

Ŵ
 
畠跡 （第73~77図、遺構PL.11• 12、遺物PL.22)

3 • 5号溝跡

ー＝＝プー―—+-
調査 区域外

--血

14枚検出した。残存状態の程度が異なるためか、

規模やサク溝の本数は様々である。畠跡は、浅い溝

状のものが複数並行で走向しているものを畠跡と認

識して記載した。詳細については計測表を参照され

たい。

塁—

2号畠

士9
I
'
r
3

育
I
,

f
3

皿
L=122. OOm 

直

2号畠跡

1.暗褐色土表土

2.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり・粘性弱

゜

0 1 : 50 1 m 
I I I 

1 :JOO 3m 

第73図 2号畠跡
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

2号土坑 19号士坑

I 

1 -万＼
＼： 

31号土＼坑 に

I 11 11 / I n fl // 45号土坑---l ¥ 

/ 
I rr・ヽ＼

I/'/ 11 11 11 II II fl I 

1 

3
号
溝

血．
L=!21. 90m 

．皿

1号畠跡

l.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少
含、締まり・粘性弱

早．
L=i21. 80m 

．霊

5号畠跡

l.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少
含、締まり・粘性弱

。
』

第74図 l • 5号畠跡

0 1 : 50 1 m 
1::-- | _i 

1:100 3m 

1 1 
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第2章塚田村東W遺跡の調査

Cj-J品
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皿 4号畠
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査
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域

外

4号畠跡

1.暗褐色土 表土

2. II音灰褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり・粘性弱

3号品跡

1.暗灰褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり・粘性弱

泣
L=l21. 90m 

皿'

卜ツビ

ど
：謬口

渇
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奇ロ5号畠
三）

ー
調

査

区

碗

外

調
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048号ヒ ッ゚ト

区 C)49号ヒ ッ゚ト
Cj菰

¥: I 
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§趾'L•122 70m~ _ 

血． ．迎＇
叫I.80m --.;;:::マ-

7号畠跡

1.暗褐色土表土

2.暗褐色土 As-B多、 As-C少含、

締まり ・粘性弱6号畠跡

1. 暗灰褐色土 As-B多、 As-C少含、

締まり・粘性弱

第75図 3 • 4 • 6 • 7号畠跡

0 1 :so 1 m 
ヒー 1 -

仁＝＝土塁三m

82 



2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物
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1.暗褐色土表土

2.暗褐色土 As-B多、 As-C少含、締まり・粘性弱

3.暗褐色上 As-Bやや多、 As-C少含、締まり ・粘性弱

4.暗灰褐色土 砂粒主体、締まり弱・粘性なし

5.暗灰褐色土 As-B多、 As-Cやや多含、締まり・粘性弱
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第76図 8 • 10~14号畠跡
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第2章塚田村東w遺跡の調査

1 
-- -

66号土坑 5号溝

］ v t-1 11 67号土坑

16号畠

L=I22 平!Om． 

／ 

゜

／

＼

｛

曾□/U
II¥

¥

 

、
こ
／
ー

0 1 : 1 2cm 

一O 1 : 3 10cm 

．注

16号畠跡

1.暗灰褐色土 As-B多含、締まり・粘性弱

゜

0 1 : 50 1 m 
1 1 | 

1 :100 3m 

第77図 16号畠跡、中世畠出土遺物

1 • 4号畠跡遺物観察表

挿図番号

図版番号

第77図1

PL. 22 
挿図番号

図版番号

第77図2

PL.22 

種別 出土位置
器種 残存状態 計測値（cm) 胎土・焼成 ・色調

須恵器 1畠底面 ロ ー 胎砂粒やや多白色 ・黒色鉱物

高杯 底 ー 焼遠元焔良好

脚上ほぼ完高 （4.1) 色灰

種別 出土位置 計測値 (cm)

器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

銅製品 4畠覆土

不明銅製品 欠損あり
(2.1) I (1.4) I 0.15 

：ク・技法等の特徴 ： 考
三¢25mmの小孔が開く 内外面盤で掘り込みが入る

特徴
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

(5)近世

近世に属する遺構は土坑で、 5基検出した。掘り

込みは深くしっかりとしているのが特徴である。2

2号土坑 （第78• 80図、遺構PL.4、遺物PL.23) 

位置： Cj~Ck-106~107 

長軸方位： N-86°-W

概要：他の土坑との重複により、形状や規模は明ら

かにできなかった。長方形を呈すると考えられる。

掘り込みはしつかりしており、墓坑である19• 20号

土坑と同じ場所に位置することから、 墓坑である可

能性が高いと考えられる。

重複遺構：東側で19号土坑と、西側で20号士坑と重

複し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状

況から、 19号土坑よりは新しく、 20号土坑よりは古

いと判断される。

号土坑以外からは、人骨や副葬品が出土しているの

で、土坑墓であると判断できる。

20号土坑 （第78• 82 • 83図、遺構PL.4、遺物PL.23 • 24) 

位置： Cj~Ck-106~107

長軸方位： N-83°-W

概要：楕円形を呈する。かなり深く掘り込まれた墓

坑である。残存状態は悪いが、人骨が出土している。

出土遺物：副葬品として、陶器皿 (No1、2)や銭

貨が重なって12枚 (No3~14)出土している。

一‘l

と］
15 

•国

L=121こ□□逗

20号土坑

1.暗褐色土 白色軽石、白褐ロームプロック多含

2.暗褐色土 白色軽石少含、粘性弱

3.暗褐色土 白色軽石 ・白褐ロームプロック ・暗褐

粘質土プロソク多含

4.暗褐色土 白褐ロームプロック・暗褐粘質土

プロック少含

5.暗褐色土 白褐ロームプロソクやや多、暗褐粘質土

プロソク少含

6.暗褐色土 白褐ロームプロック ・暗褐粘質土プロック

多含

7.暗褐色土 白褐ロームプロック・暗褐粘質土プロック

多、白色軽石少含

2号土坑

1.暗褐色土 白色軽石、白褐ロームプロソク ・暗褐粘質土ブロソク多含

2.暗褐色土 白褐ロームブロソクやや多、暗褐粘質土ブロソク少含

饂 ．

L=129. 20m 

証

゜
1 :40 lm 

゜
1 :20 lm 

第78図 2 • 20号土坑
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第2章 塚田村東w遺跡の調査

重複遺構：東側で2号土坑と重複し、新旧関係は遺

構の平面確認時と埋土断面の状況から本土坑が新し

いと判断される。

その他 ：出土した副葬品より、 17世紀に属すると判

断される。

19号土坑 （第79• 81図、遺構PL.4、遺物PL.23)

位置 ：Cj~Ck-105~107

長軸方位 ：N-83°-W

概要：長方形に近い台形を呈する。かなり深く掘り

込まれた墓坑である。残存状態は悪いが、人骨が出

士している。

出土遺物：副葬品として、銭貨が12枚 (No1~12) 

重なって出土している。

重複遺構：西側で2号土坑と重複し、新旧関係は遺

構の平面確認時と埋土断面の状況から本土坑が古い

と判断される。

その他 ：出上した銭貨と重複遺構より、本土坑の時

期は17世紀と判断される。

19号土坑

[

/

 

｀

グ

C
j

-

¥
o

f

-

．皿

早．

L•12 1. 90m 

．且‘

31号土坑 （第79• 84図、遺構PL.6、遺物PL.24• 25) 

位置 ：Cj~Ck-106~107 

長軸方位： N-9 °-E 

概要 ：調査区域外にまで広がることと、重複遺構に

より全容は明らかでない。楕円形を呈すると考えら

れる。掘り込みはしっかりとした墓坑である。残存

状態の良い人骨が出土している。

出土遺物：副葬品として、陶器皿 (No1) 

19枚 (No2~20)、

る。

や銭貨が

2箇所で、重なって出土してい

重複遺構 ：南側で45号土坑と重複し、新旧関係は遺

構の平面確認時と埋士断面の状況から本土坑が古い

と判断される。

その他：出土した副葬品と重複遺構より、本土坑の

時期は17世紀と判断される。

調査

キ
31号土坑

直

皿 ．
L=¥21. 60m 

皿'

゜
1 : 20 lm 

第79図 19 • 31号土坑
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

45号土坑 （第80• 85 • 86図、遺構PL.6、遺物PL.25• 26) 

位置 ：Cj~Ck-106~107

長軸方位 ：N-0 ° 

概要：調査区域外にまで広がるため全容は明らかで

ない。楕円形を呈すると考えられる。掘り 込みは深

く、しっかりとした墓坑である。人骨は出土してい

ないが、桶と思われる板状木製品の痕跡と副葬品が

出士している。

出士遺物：副葬品として、陶器皿が3枚 (No1~3) 

や銭貨が19枚 (No4~22)、4箇所で重なって出土

している。また、赤色漆塗膜も出土したが、膜のみ

の残存であり、図示できなかった。装飾品であった

可能性が考えられる。

重複追構 ：北側で31号土坑と重複し、新旧関係は遺

構の平面確認時と埋土断面の状況から本士坑が新し

いと判断される。

その他： 出土した副葬品より、本上坑の時期は17世

紀と判断される。

----—＿平．

調査区域外 1,^~  

．瓢
． ． 
18~22 5~16 17 

31号士坑

平

L=l21. 60m 

露

45号土坑
1.暗灰褐色土 細砂粒やや多、 As-C少含、粘性弱

2.暗灰褐色土 細砂粒やや多、 As-C・暗褐粘質土プロソク少含、

締まり・粘性弱

3.暗灰褐色土 暗褐粘質土プロックやや多含、締まり弱

4.暗灰褐色土 暗褐・白褐粘質土プロノクやや多含、締まり弱

5.暗褐色土 暗褐粘質土ブロック多含

＼

ロ

I
 茫

゜
1 :20 lm 2

 

日ロロ
□1I 

こ ＼

‘‘ 

゜
1 : 3 10cm 

第80図 45号土坑、 2号土坑出土遺物

2号土坑遺物観察表

詈
PL. 23 

挿図番号

図版番号

第80図2

瓦種

丸瓦

PL.23 

計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

長 27 胎細砂粒少白色鉱物 ヘラ削り 奈良 • 平安時

幅 (27) 焼遠元焔良好 代

厚 06 色灰

胎土・焼成・ 製作法・桶痕・
粘土板 （剥 布目痕（合目 輔櫨使用 ・

側部 1
色調 一枚作り可能性

取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法 ・ 備考

接合） 乾燥時圧痕 型式名称
面取

胎 硬 製 不明 表 X 合 X 輛 X 観音山窯 8世紀後葉～

焼 密 桶 裏

゜
擦 X 叩

素文
1 9世紀初

色 灰黄 不明 接 X 乾 X 型
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第2章塚田村東w遺跡の調査

第81図 19号士坑出土遺物 0 1 : 1 2cm 

―---|  
19号土坑遺物観察表

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

図版番号 残存状態 図版番号 残存状態

第81図1 底面
天聖元賓 1023 

第81図7 底面 寛永通賓
1714 丸屋銭

PL. 23 ほぼ完 PL 23 完形 （新党永銭）

第8]図2 底面 究永通賓
1668 正字文

第81図8 底面 寛永通賓
1716 猿江銭、繊維付着

PL 23 完形 （新寛永銭） PL. 23 完形 （新寛永銭）

第81図3 底面 究永通賓
1708 四ッ宝銭（広永）

第81図9 底面 究永通賓
1726 京都七條銭

PL. 23 完形 （新党永銭） PL 23 完形 （新党永銭）

第81図4 底面 究永通賓
1708 四ッ宝銭（座党）

第81図10 底面 党永通賓
1739 白目中字

PL 23 完形 （新寛永銭） PL 23 完形 （新寛永銭）

第81図5 底面 寛永通賓
1714 丸屋銭

第81図11 底面 寛永通賓
1739 白目中字

PL 23 完形 （新寛永銭） PL. 23 完形 （新寛永銭）

第81図6 底面 究永通賓
1714 丸屋銭

第81図12 底面 党永通賓
1739 白且中字

PL 23 完形 （新寛永銭） PL 23 完形 （新寛永銭）

8 

0 1:1 2cm 
第82図 20号土坑出士遺物（ 1) --
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

゜
1 : 3 10cm 

20号土坑遺物観察表
第83図 20号土坑出土遺物（ 2)

15 

0 1 : 1 2cm -挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土 ・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第83図1 淘器 底面 口 135 胎細砂粒少黒色鉱物 鞘轄整形飴色の灰釉内面 美浪焼 17世

皿 底 74 焼遠元焔良好 ：目痕 3箇所 紀

PL. 23 ほぼ完 古回 34 色淡黄

第83図2 陶器 底面 口 14.2 胎細砂粒少黒色鉱物 輛輔整形 飴色の灰釉だが、 美涙焼 17世

1lll 底 74 焼遥元焔良好 緑斑あり 紀

PL. 23 完 高 35 色淡黄

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

因版番号 残存状態 図版番号 残存状態

第82図3 底面
端平元賓 1234 

第83図10 底面 寛永通賓
1656 沓谷銭

PL. 23 ほぼ完 PL. 24 完形 （古寛永銭）

第82図4 底面 党永通賓
1636 芝銭

第83図11 底面 寛永通賓
1656 鳥越銭

PL. 24 完形 （古究永銭） PL 24 完形 （古究永銭）

第82図5 底面 寛永通賓
1637 水戸銭

第831§12 底面 寛永通賓
1668 正字文

PL. 24 完形 （古党永銭） PL 24 完形 （新寛永銭）

第82図6 底面 党永通賓
1637 仙台銭

第83図13 底面 寛永通賓
1668 正字文

PL 24 完形 （古寛永銭） PL. 24 完形 （新寛永銭）

第82図7 底面 党永通賓
1637 吉田銭

第83図14 底面 窃永通賓
1668 正字文

PL. 24 完形 （古窃永銭） PL. 24 完形 （新党永銭）

第82図8 底面 党永通賓
1637 松本銭

第83図15 底面 寛永通賓
1668 正字文

PL 24 完形 （古寛永銭） PL.24 完形 （新究永銭）

第83図9 底面 寛永通賓
1637 岡山銭

PL 24 完形 （古寛永銭）
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第2章 塚田村東w遺跡の調査
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2.塚田村東N遺跡の遺構と遺物

31号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第84図1 陶器 底面 口 11.6 胎細砂粒少黒色鉱物 観櫨整形長石釉外面・底部 美浪焼 17世

皿 底 6.4 焼還元焔良好 目痕 1箇所内面： H痕3箇所、 紀初頭

PL 24 ほぽ完 高 2.1 色淡黄 鉄釉で鉄絵（笹の業）

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

図版番号 残存状態 図版番号 残存状態

第84図2 底面 寛永通賓
1637 松本銭

第84図12 底面 寛永通賓
1637 岡山銭、繊維付着

PL. 24 完形 （古究永銭） PL. 25 完形 （古寛永銭）

第84図3 底面 党永通賓
1637 松本銭

第84図13 底面
不明 繊維付着

PL. 24 完形 （古窃永銭） PL. 25 完形

第84図4 底面 党永通賓
1637 松本銭

第84図14 底面
永築通賓 1408 

PL. 24 完形 （古窪永銭） PL. 25 完形

第84図5 底面 党永通賓
1637 松本銭

第84図15 底面 洪武通貨
1580~ 錘銭

PL. 24 完形 （古窃永銭） PL 25 完形 （背治か）

第84図6 底面 寛永通賓
1637 松本銭

第84図16 底面 寛永通窮
1637 吉田銭

PL. 24 完形 （古究永銭） PL.25 完形 （古寛永銭）

第84図7 底面 党永通賓
1637 岡山銭

第84図17 底面 寛永通賓
1637 松本銭

PL. 24 完形 （古党永銭） PL 25 完形 （古窃永銭）

第84図8 底面 党永通賓
1637 岡山銭

第84図18 底面 寛永通賓
1637 謁田銭

PL. 24 完形 （古寛永銭） PL.25 完形 （古寛永銭）

第84図9 底面 寛永通貨
1637 岡山銭

第84図19 底面 寛永通買
1656 沓谷銭

PL. 25 完形 （古究永銭） PL 25 完形 （古窃永銭）

第84図10 底面 党永通賓
1637 岡山銭

第84図20 底面 寛永通賓
1668 正字文

PL. 25 完形 （古寛永銭） PL 25 完形 （新寛永銭）

第84図11 底面 党永通賓
1637 岡山銭、裁維付着

PL. 25 完形 （古究永銭）

更

゜
1 : 3 10cm 

こ
更
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第85図 45号土坑出土遺物 (1)

13 

0 1:1 2cm 

-―_---」
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第2章塚田村東w遺跡の調査

22 

0 1,1 2cm 

第86図 45号土坑出土遺物（2) --
45号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土 ・焼成 ・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第85図1 陶器 底面 口 10.9 胎細砂粒少黒色鉱物 観輯整形長石釉内面 ．目 美濃焼 17世

皿 底 70 焼還元焔良好 痕3箇所 紀前葉

PL 25 ほぽ完 高 20 色淡黄

第85図2 陶器 底面 ロ 10.9 胎細砂粒少黒色鉱物 輛輯整形長石釉内面 ’目 美濃焼 17世

皿 底 67 焼還元焔良好 痕3箇所 紀前葉

PL. 25 ほぽ完 高 21 色淡黄

第85図3 陶器 底面 口 111 胎細砂粒少黒色鉱物 輔輯整形長石釉 美濃焼 17世

皿 底 7.1 焼遠元焔良好 紀前葉

PL. 25 ほぽ完 高 19 色淡黄

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

図版番号 残存状態 図版番号 残存状態

第85図4 底面 寛永通賓
1668 正字文 第86図14 底面 窃永通賓

1668 正字文
PL. 25 完形 （新寛永銭） PL.26 完形 （新窃永銭）

第85図5 底面 究永通賓
1636 芝銭 第86図15 底面 寛永通賓

1668 正字文
PL 25 完形 （古窃永銭） PL. 26 完形 （新寛永銭）

第85図6 底面 烈永通賓
1636 芝銭

第86因16 底面 寛永通賓
1668 退点文

PL 25 完形 （古究永銭） PL 26 完形 （新寛永銭）

第85図7 底面 究永通賓
1653 建仁寺銭、繊維付着 第86図17

底面 寛永通賓
1653 建仁寺銭

PL. 25 完形 （古党永銭） PL. 26 完形 （古寛永銭）

第85図8 底面 窪永通費
1656 沓谷銭 第86図18 底面 寛永通賓

1668 正字文
PL. 25 完形 （古究永銭） PL. 26 完形 （新党永銭）

第85図9 底面 寛永通賓
1656 沓谷銭 第86図19 底面 寛永通賓

1668 正字文
PL. 25 完形 （古寛永銭） PL 26 完形 （新寛永銭）

第85図10 底面 寛永通賓
1668 正字文

第86図20 底面 在永通賓
1668 正字文

PL. 25 完形 （新究永銭） PL. 26 完形 （新寛永銭）

第85図11 底面 窃永通賓
1668 正字文

第86図21 底面 寛永通究
1668 正字文

PL 26 完形 （新寛永銭） PL 26 完形 （新寛永銭）

第85図12 底面 究永通賓
1668 正字文 第86図22 底面 念仏銭

PL. 26 完形 （新究永銭） PL. 26 ほぽ完形 （小型）

第85図13 底面 究永通賓
1668 正字文

PL. 26 完形 （新寛永銭）
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物

(6)近世以降

表土直下の遺構である。近世と確定されなかった

遺構の中で、覆士や出土遺物より近世以降と考えら

I 土坑

旧陸軍前橋飛行場関連遺構である11号土坑以外は、

用途不明である。規模や形態も様々であるが、農作

れるものを掲載した。これらの遺構は本遺跡の中央

から北側で検出された。

業等に関係したものかもしれない。詳細は計測表を

参照されたい。

II号土坑

調

f 
員

査

／ヘ
顕． ．趾

区 L=l21 90m 

域

外

SPB 

＇ L=121. 90m 

．泣圧

11号土坑

A-A' 

1.暗灰褐色土 軽石少含、粘性弱

2. 暗灰褐色土 暗褐・白褐ブロソク多含、粘性弱

3.暗灰褐色土 軽石・暗褐プロノク少含、粘性弱

4. 暗灰褐色土 暗褐 ・白褐プロック少含、締まり弱

5.暗灰褐色土 暗褐・白褐ブロック少含、粘性弱

6.暗灰褐色土 暗褐プロック多、白褐プロノク少含

7.暗灰褐色土 暗褐プロ・ノク多含

B-B' 

1. 暗灰褐色土 軽石少、白褐ブロック極少含、締まりやや強・

粘性弱

2.暗灰褐色土 軽石少、白褐 ・暗褐ブロソク極少含、締まりやや

強 ・粘性弱

3.暗灰褐色土 白褐・暗褐プロック多含、粘性弱

4.暗灰掲色土 白褐・暗褐ブロック少含、粘性弱

5.暗灰褐色土 暗褐ブロソク多、白褐ブロソク少含

6.暗灰褐色土 暗褐プロソクやや多含、締まり弱

7.暗灰褐色土 軽石 ・暗褐・白褐プロック極少含、粘性弱

8.暗灰褐色土 白褐プロック極多含、粘性弱

9.暗褐色土 暗灰褐プロソクやや多含、粘性弱

10.暗灰褐色土 軽石極少含

11. 暗灰褐色土 軽石極少含、締まりやや強 ・粘性強

平

L=l21. 90m 

芦 顕

L=l21. 90m 

0 1 :40 

露

ロ 口
C-C'・ D-D' 

1.暗灰褐色土 白色軽石やや多、暗褐粘質土少含

2.暗灰褐色土 暗褐粘質土 ・白褐ローム プロック多含

lm 

第87図 11号土坑
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第2章塚田村東w遺跡の調査

11号土坑 （第87• 89図、遺構PL.5、遺物PL.26)

位置 ：Cj~Ck-96~98

概要 ：大型の円形状の掘り込みを中心として、南北

と東南東 ・西北西に張り出しを持つ。西南西の張り

出しは調査区域外にまで延びている。中心の円形の

堀り込みは直径約 2mで、その中央部は、深度1.76

mに達する。地元の方のお話によると、かつてここ

には機関銃座が置かれており、その構造は中心に丸

太を置いて、その上に機関銃を設置したという。機

口
ご2
 
2
 

ー-l
 L
 ]

 

露皐

珈
2
 
2
 

――
 L
 

49 • 60号土坑

1.暗灰褐色土 細砂粒主体、白色軽石少含、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 細砂粒主体、締まり・粘性弱

3.暗灰褐色土 細砂粒多、暗灰褐粘質土ブロノク少含、

締まり ・粘性弱

平．

早．

—―叫

．露

．直

1~122. 20m穴□三 一

調査区域外→一→こ＝—
SPA' 

66号士坑

関銃は取り外し可能で、旋回できるように据えられ

ていたという 。

遺物：流れ込みなどによる土師器・須恵器などの他

はほとんどない。金属製の薬容器 (No2)は終戦後

の遺物で、埋め戻し時の流れ込みの可能性がある。

その他： 本土坑は、地元の方のお話によると、第二

次大戦中に掘られ、終戦後埋められたという。

平．

SPA 

L=I22. 30m 

63号土坑

l. 暗灰褐色土 砂粒多、白色軽石少含、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 砂粒主体、締まり・粘性弱

3.暗灰褐色土 暗灰褐粘質土ブロソク多、砂粒やや多含、

粘性弱

ー
調

査

区

域

外

露

．注虻

．置

卑． ．SPA'

L=l22. 20mに――------/

早

L=122. 30m 

表土

64~66号土坑

1.暗灰褐色土 砂粒やや多、細砂粒 ・白色軽石少含、

締まり ・粘性弱

゜
1 :40 lm 

第88図 49 • 60 • 63~66号土坑
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2.塚田村東w遺跡の遺構と遺物
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゜
1 : 3 10cm 

第89図 近世以降土坑出土遺物

近世以降土坑 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値 (cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

(11土2) ブリキ 11土坑毅土 径 4.6 上面’品名・社名・住所記載 第一栗品株式

薬入れ 厄 0.9 裏面：用法記載 会社「メンタ

PL 26 完形 ーム」

第89図3 須恵器 63土坑覆土 ロ (155) 胎 r/, 2 mm小礫砂粒少白色鉱物 観戟整形（右回転） 口縁部 9世紀後半
塊 口～底底 底 7.8 焼還元焔やや軟 弱く外反 底部：回転糸切り

PL 26 ほぽ完他1/3高 59 色灰白 後、付け台

挿図番号 出土位置 胎士・焼成・ 製作法・桶痕・
粘土板（剥 布目痕（合目 観輯使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏 ・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称
第89図1 11土坑 胎 並 製 表 X ムロ X 鞘 X 秋間窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦 覆土 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 叩 素文 世紀前葉
PL 26 小破片 色 灰白 あり 接 X 乾 X 型
第89図4 63土坑 胎 並 製 2枚 表 X 合 X 観

゜
笠懸窯 8世紀中葉

丸瓦
底面 焼 軟 桶 裏 X 擦 X 叩 素文

PL. 26 
有段
小破片 色 浅黄 接 X 乾 X 型

第89図5 63土坑 胎 硬 製 表

゜
合 X 輛 X 中之条窯か観音山窯 8 

平瓦 覆土 焼 密 桶 不明 裏 X 擦 X 
叩 縄絡か

世紀後葉
PL. 26 小破片 色 灰 不明 接 X 乾 X 型
第89図6 63土坑 胎 並 製 表 X 合 X 轍 X 笠懸窯か秋間窯 8世紀

平瓦 覆土 焼 並 桶 不明 裏 X 擦 X 
叩回転痕 3 後葉～ 9世紀前葉

PL 26 小破片 色 灰白 不明 接

゜
乾 X 型

95 



第 2章塚田村東IV遺跡の調査

II ピット（第90図、遺構PL.10)

土坑との分類基準が曖昧な点もあるが、柱穴状の

小型の掘り込みをピットとして掲載する。これらの

ピットも覆土より近世以降と判断しているが、性格

等は不明である。建物や柵としての配列は確認でき

ていない。土坑と同様に農作業等に伴う掘り込みで

ある可能性が考えられる。

平 己 皿＼
皿 己 卜平＼

ロ血．喜卑

血 ．．直

L=l22. 90m -̀こZ―
卑．．謡

L=l22. 90m六 臨． ．泣

L=!22. 50m六

□》卜四
早．．露

L=l22. 60m ---w;-

皐・ロ

し＝12260m¥ :

叫 顕

I平｀｀
卑．．直

L=l22.60m ¥I 

1：号ヒこト 59号ピット

臨 e ~
61号ピット

［口叫
皿．．塁

L=l22. 60m ~ロ―
平．．皿

L=l22.60m ~コ
平． 俎込'

L=l22. 60m可

1血□立
L=122ご口／皿

48~51 • 53 • 55 • 56 • 59 • 61 • 62号ピット
1.暗灰褐色土 細砂粒主体、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 細砂粒多、白色軽石少含、締まり ・粘性弱

3.暗褐色土 細砂粒やや多、白色軽石少含

63号ピット

1平 。 卑

/ 64号ヒ ッ゚ト

｀〗臨 1早 口 逗

皿． 心訟：

顕 ．．泣

L=122. 50m 
皿．•四

L=122. 50m 

L=l22.50m ~三丁

｀ 
口

63~65号ビット

1.暗灰褐色土 細砂粒主体、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 細砂粒多、白色軽石少含、締まり・粘性弱

3.暗褐色土 細砂粒やや多、白色軽石少含

゜
1 :40 lm 

第90図 48~51 • 53 • 55 • 56 • 59 • 61~65号ピット
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2.塚田村東W遺跡の遺構と遺物

Ill 
畠跡

66号士坑

覆土より、近世以降と考えられるものを掲載した。

ただし、時期などについては、明らかでない。

15号畠跡 （第91図、遺構PL.12) 

位置： Cj~Cl-92~97 

方位 ：N-2°-W

概要 ：調査区域外にまで広がるため、全容は明らか

にできなかった。途中で途切れているところもある

が、サク溝は10本で、最長23.4mである。サク溝の

方向はほぽ一致している。サクの間隔は0.22m~1.4

mであ り、サク溝の幅は0.2m~0.32m、深度は0.04

~0.12mである。

喜

゜
15
号
畠

り 行叶

9号畠跡 （第92図、遺構PL.12) 

位置： Cj~Ck-83~84 

方位： N-90°

概要：検出されたサク溝は3本で、最長1.6mである。

サク溝の方向はほぼ一致している。サクの間隔は

0.38m~0.5mであり、サク溝の幅は0.2m~0.3m、

深度は0.04~0.06mである。

15号畠跡

1. 暗褐色土 細砂粒やや多 ・白色軽石少含、締まり・粘性弱

2.暗灰褐色土 細砂粒やや多、白色軽石少含、締ま り・粘性弱
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第2章塚田村東IV遺跡の調査

15号畠跡遺物観察表

挿図番号

図版番号

第91図1

種別

器種

鉄製品

銑鏃

出土位置

残存状態

覆土

ほぽ完

芦

(6.1) 

計測値 (cm)

幅 l 厚さ
0.7 I 0.6 

重址(g)

6 

特徴

碁部が折れ曲がっている 断面形正方形の基部に、四

角錐状の先端部が付く

。
,
l

、
一
—

調

査

区
Cj-8叶

域

外

．辿

9号畠跡

l.暗褐色土 砂粒 ・白色軽石少含、締まり・粘性弱

0 1 :50 1 m 
| 1 1 

゜
1 : 100 3m 

第92図 9号畠跡

(7)遺構外出土の遺物（第93図、遺物PL.26) 

ここでは、遺構確認作業中に出土した遺物をいく

つか掲載する。

陶器 (No1)は瀬戸焼で、耳壺の可能性がある。

時期は16~17世紀と考えられる。その他、棒状鉄製

品 (No2)や銭貨 (No3)がある。

I/ 

二`fl
n 

(l/ 

゜1 • 1 
2cm 

¥ ¥ 2 (1/2) ゜
1 : 2 5cm 

第93図 遺構外出土遺物 ゜
1 3 10cm 

遺構外遺物観察表

挿回番号

図版番号

第93図l
I 器形 ・技法等の特徴

PL. 26 

挿図番号

図版番号

第93図2 ロ残存状態不良断面形方形の弧状に曲がった棒状品

挿図番号

図版番号

第93図3

PL. 26 

種別 出土位置

器種 残存状態
計測値（cm) 胎土・焼成・色調

陶器 確認面 ロ一 胎緻密

耳壺か 底 （6.0) 焼退元焔良好
体下～底1/3 高 （3.3) 色灰黄

種別 出土位置 計測値 (cm)

器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

鉄製品 確認面

棒状品 欠損あり
(6.9) I 0.6 I o.6 

出土位置

残存状態
種類

確認面 究永通賓

完形 （新究永銭）
I 1668 

発行年

備考

輛輯整形（右回転） 黒褐釉 瀬戸焼 16~ □ l7世紀
特徴

備考

正字文
一
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3.塚田村東IV遺跡のまとめ

塚田村東w遺跡の調査では、縄文時代から近現代

に至るまでの幅広い資料が得られた。調査区域の全

体ですべての時代が確認できたわけではなく、また

断続的でもあるが、この地域における歴史的変遷を

知る上で、 重要な資料であることには変わりないで

あろう 。

縄文時代では、中期に属する上器片と打製石斧、

石鏃が出土した。遺構は確認できず、遺物の量も少

ないことから、本遺跡では縄文時代の土地利用は極

めて希薄であったといえよう 。

弥生時代から古墳時代中期までの遺構や遺物は確

認できず、古墳時代後期に至ってようやく、 Hr-FA

直下の畠跡が確認できた。今回の調査では、検出で

きていないものの、近くの元総社西川遺跡などでは

古墳時代の集落が確認されていることから、本遺跡

の近くには居住域もあったのだろう 。

奈良 • 平安時代は、本遺跡でも っ とも資料が多い。

もっとも古い時期に属する住居跡は 8世紀初頭の15

号住居跡で、新しい時期に属するのは 9世紀後葉の

6 • 14号住居跡である。本遺跡の調査では、住居跡

が検出される時期幅が短いが、周辺では10世紀代に

属する住居跡もみられる。8世紀前葉から中葉に属

する 4・8・9・ 11号住居跡では、羽口や鉄滓とい

った鉄生産関連遺物の出土が特徴的である。やはり

鉄生産関連遺物が出土した84• 92号土坑は時期を特

定できていないが、前述の住居跡と何らかの関連を

持っていた可能性もあろう 。8世紀前半の地方支配

制度整備期の需要に応えていたのだろうか。

8世紀後半から 9世紀前半の時期は住居跡が少な

い。本遺跡の南部で3軒検出したのみである。住居

跡のごく 一部しか検出していないため、不明な点が

多いが、カマドに瓦を使用していないようである。

9世紀第3四半期以降でも住居軒数は増加したと

はいえない。しかし、カマドに瓦を用いることが確

認できる。礫との併用もあるが、この時期からは、

3.塚田村原N遺跡のまとめ

国分僧寺などから瓦を持ち込むようになる。

9世紀末以降の住居跡は検出されていない。その

ためか、本遺跡の遺物には、灰釉陶器や羽釜の量が

少ない。

平安時代末期の遺構として、 As-B直下の畠を検

出した。これは、本遺跡の中央部付近で、地形がや

や落ち込んでいたため、 As-Bの堆積が残され、今

回の検出に繋がったのだろう 。他では検出できなか

ったが、本遺跡に広く畠が存在していたことは、想

像に難くない。

中世は、 As-Bが多く入った層直下による詔識で

あり、具体的な時期などについては不明瞭である。

遺物の少なさも 一因であろう 。この時期の遺構は、

As-B混土層が残存している、本遺跡南半部を中心

として検出された。畠跡と土坑墓が主な検出遺構で

あるが、その中で、人骨が出土した85• 86局土坑は

貴重な資料であろう 。上面が残存しておらず、副葬

品などの遺物が出土しなかったことは悔やまれる。

また、3号土坑は火葬場としての機能があったと考

えられ、時期は特定できないが、中憔の火葬遺構と

して貴重な例となった。

近世は、土坑墓の存在が目に付く 。20• 31 • 45号

士坑は、副葬された皿や銭貨の時期から17世紀後半

であると考えられる。20• 31号土坑からは人骨も出

土し、 重要な資料となった。隣接した場所で、条件

はほぼ同じと考えられるが、 45号土坑から人骨が出

土しなかったのは不思議なことである。19号士坑か

らは陶磁器が出土せず、時期が特定できない。副葬

された銭貨から18世紀以降と判断される。ここでも、

江戸時代前期では銭貨と皿を副葬するという傾向が

確認できた。

近代以降では、機関銃座である上坑が特徴である。

基本的にはこの時代も畠が広がっていたと考えられ

るが、近くに飛行場が作られたことから、その一部

を潰して作られたようである。
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第2章塚田村東w遺跡の調査

第2表塚田村東N遺跡土坑計測表

番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土遺物 備考

2 Cj~Ck-106~107 隅丸長方形か N-86° -W -x45 50 土師器、須恵器、瓦 近世、 土坑墓

3 Ci~Ck-105~106 楕円形 N-17° -E (222) X 204 
土師器、須恵器、瓦、

20 
陶器、石製品

中世

4 Ci~Cj-104~105 ほぽ円形 113 X 110 15 土師器、須恵器、瓦 中世

5 C1~Cj-101~102 楕円形 N-35° -E 132 X 108 20 土師器、須恵器 中世

6 CI~Cj-101~102 楕円形 N-80'-E (94) X 55 12 須恵器 中世

楕円形 N-0° 
土師器、須恵器、陶磁

中世7 Ci~Cj-100~101 116 X 98 52 
器

8 Cj~Ck-100~101 楕円形 N -23° -E 72X 57 12 土師器 中世， Cj~Ck-100~101 楕円形 N -60° -E 185 X 146 17 土師器、須恵器 中世

10 C1~Cj-100~101 楕円形 N-43° -E 63X 56 18 中世

突出のある円 土師器、須恵器、瓦、
近現代、機銃座11 Cj~Ck-96~98 335 X 202 176 

形 陶磁器

12 Cj~Ck-99~100 楕円形 N -6 ° -E (70) X 63 18 中世

13 Ci~Ck-99~100 隅丸長方形 N-88° -E }28X (75) 24 須恵器 中世

14 Cj~Ck-99~100 隅丸長方形 N -16'-E (250) X 144 32 土師器、須恵器、瓦 中世

15 Ci~CK-99~100 隅丸長方形 N-87° -W (220) X 143 24 土師器、須恵器、瓦 中世

16 Ci~Cj-98~100 楕円形 N-16° -E 105 X 87 25 土師器、須恵器 中世

17 Ci~Cj-98~99 楕円形か N-3°-W 58 X (55) 35 土師器、須恵器 中世

19 Ci~CK-105~107 長方形 N-7° -E 100 X 65 112 須恵器、銭貨 近世、土坑墓

楕円形 N -83° -W 
土師器、須恵器、瓦、

近世、土坑墓20 Cj~Ck-106~107 98X86 165 
陶器、銭貨

23 Ch~Cj-112~114 隅丸長方形か N-85° -W (228) X 124 25 古代

24 Ci~Cj-110~111 楕円形 N-88° -W 97X78 50 土師器 古代

25 Ci~Cj-109~110 楕円形 N -87° -E 80x63 17 古代

26 CI~Cj-108~110 ほぼ円形 102 X 95 10 古代

27 Cj~Ck-llO~lll 楕円形 N-65° -W 58X50 29 古代

28 Ch~Ck-llO~lll 楕円形 N-76° -E 118 X 90 57 土師器、須恵器 古代

29 Ch~Ck-llO~lll 不定形 N-74° -W 60X43 42 古代

30 Ci~Cj-llO~lll 不定形 N-39° -W 152 X 110 28 古代

31 Cj~Ck-106~107 楕円形か N-9° -E (62) X (55) 45 陶器、銭貨 近世、 土坑墓

32 CI~Cj-105~107 隅丸長方形 N-4° -E 132 X 62 10 土師器、須恵器 古代

33 Ci~Ck-103~105 隅丸長方形 N-5° -E 222 X 96 14 土師器、須恵器 古代

34 Cj~Ck-103~104 不定形 N-23° -W 92X45 34 土師器 古代

35 C1~Cj-108~109 隅丸長方形 N-15° -W 88X38 7 古代

36 CI~Cj-107~108 隅丸方形か N-5° -W 148 X (79) 10 土師器、須恵器 古代

37 Cj~Ck-107~108 隅丸長方形か N-78° -E (210) X 145 15 土師器、須恵器 古代

38 Ci~Cj-102~103 ほぼ円形 68X67 20 古代

39 Ci~Cj-102~103 楕円形 N-47° -W 55x55 10 土師器、須恵器 古代

40 Q~Ck-102~103 隅丸長方形 N -15° -W 162 X 71 16 土師器、須恵器 古代

43 Ci~Cj-101~102 楕円形か N-4 ° -W 46X 36 25 古代

楕円形か N-0° 88X (45) 
陶器、銭貨、土師器、

近世、土坑墓45 Cj~Ck-106~107 95 
須恵器、瓦

46 C1~Cj-102~104 楕円形か N-3° -W 474x (65) 91 土師器、羽口 古代

48 Ci~Ck-101~102 隅丸長方形 N-14'-W 91 X48 14 土師器、灰釉陶器 古代

49 Cj~Ck-82~83 隅丸長方形 N-12° -E 76X 64 6 土師器、須恵器 近世以降

50 Cj~Ck-83~84 楕円形 N -86° -E 51 X 41 21 中世

51 Ck~Cl-83~84 楕円形 N-20° -E 40X39 13 土師器、須恵器 中世

52 Cj~Cl-84~85 楕円形 N-60° -W 44X38 5 土師器 中世

53 Ck~Cl-84~85 長方形 N-90° 58X54 15 土師器、須恵器 中世

54 Ck~CI-85~86 隅丸長方形 N -0 ° 56X28 7 中世

55 Cj~Ck-85~86 隅丸長方形 N-o・ 125 X 100 7 土師器、須恵器 中世

56 Cj~CI-85~86 不定形 N-15° -E 77X 70 10 士師器 中世
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3.塚田村原N遺跡のまとめ

番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出士遺物 備考

57 Cj~CI-86~87 楕円形 N-9° -W 81 x57 23 土師器、須恵器 中世

58 Cj~Cl-87~88 楕円形 N-86° -E 81 X69 30 土師器 中世

59 Cj~Cl-87~88 楕円形 N-86° -E 70X55 38 須恵器 中世

60 Ck~Cl-87~88 楕円形 N -4° -W 78X7Q 51 須恵器 近世以降

61 Ck~Cl-88~89 円形 N-88° -E 54x 50 21 中世

62 Ck~Cl-88~89 半楕円形 N-81° -E 84X46 25 中世

隅丸長方形 N-4° -W 
土師器、須恵器、灰釉

近世以降63 Cj~Cl-89~90 217 X 138 73 
陶器、瓦、陶磁器

64 Cj~Ck-93~94 楕円形 N-35° -W 93X56 15 土師器、須恵器 近世以降

65 Cj~CI-93~94 長楕円形 N-71° -E (191) X 50 15 土師器、須恵器 近世以降

B6- Ck~CI-92~93 楕円形か N-4° -W }75 X (65) 20 土師器、須恵器 近世以降

67 Ci~Ck-93~94 楕円形 N-9° -E 84X 57 22 中世

68 C1~Ck-82~83 隔丸長方形 N-4° -E 102 X 72 19 土師器 古代

69 Cj~Ck-82~83 ほぼ円形 115 X 113 28 古代

70 Cj~Ck-81~82 ほぼ円形 31 x30 11 古代

71 Cj~Cl-81~82 楕円形 N-18° -E 80x64 10 古代

72 Cj~Ck-82~83 ほぽ円形 86X78 15 古代

73 Ck~Cl-82~83 楕円形か N-0° 40 X (14) 17 古代

74 Ck~Cl-82~83 楕円形か N-8° -E 100 X (77) 16 土師器、須恵器 古代

75 Ck~Cl-85~86 楕円形 N-50° -E 74X 65 15 古代

76 Cj~Ck-82~83 楕円形 N-60° -E 71 X 56 25 古代

77 Cj~Ck-83~84 ほぽ円形 84X 79 18 土師器、須恵器 古代

78 Cj~Ck-83~84 楕円形 N-86° -E 104X 90 21 土師器、須恵器 古代

79 Cj~Cl-84~85 ほぽ円形 77X 76 12 土師器 古代

80 Cj~Ck-84~85 楕円形 N-2° -E 11ox 100 37 土師器 古代

81 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-40'-W 78X67 13 土師器、須恵器 古代

82 Ck~Cl-85~86 ほぽ円形 92 x92 30 土師器、須恵器 古代

83 Ck~Cl-84~85 隅丸長方形か N-8° -E 186 X (100) 49 古代

84 Ci~Ck-96~97 不定形 N-2° -E 193 X 124 41 土師器、須恵器、鉄滓 古代

85 Cj~CK-91~92 隅丸長方形 N-0° ll5X80 25 中世、土坑墓

86 Cj~Ck-91~92 隅丸長方形 N-6° -E 148 X 74 24 土師器、須恵器 中世、土坑墓

87< CJ~Cl-91~93 隅丸方形か N-3°-W 266 X (165) 45 土師器、須恵器 古代

92 Ck~Cl-86~87 円形か 46X22 4 鉄滓 古代

93 Ci~Cj-103~104 不定形 N-24° -W 62X20 14 須恵器 古代

94 Cj~Ck-102~103 楕円形 N -25° -E 53X40 10 土師器 古代

95 Cj~Ck-102~103 ほぼ円形 42X42 10 古代

第3表塚田村東w遺跡ピット計測表
番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土追物 備考

1 Cj~Ck-100~101 ほぽ円形 40x38 10 士師器、須恵器 中世

2 Cj~Ck-103~104 楕円形 N -86° -E 30x26 20 土師器、須恵器 中世

3 C1~Cj-99~101 ほぼ円形 44X46 16 土師器 中世

4 Ci~Ck-99~100 ほぼ円形 44X38 14 須恵器 中世

5 Ci~Cj-100~101 楕円形 N-65° -W 22X20 44 中世

6 0~Cj-109~llO 楕円形 N -52° -W 52X46 48 土師器、須恵器 古代

7 Ci~Cj-109~llO 楕円形 N-37° -E 54x44 36 古代

8 Ci~Cj-109~llO 楕円形 N -27° -E 50X40 30 古代

， Ci~Cj-109~110 楕円形 N-55° -E 42X 30 34 土師器、須恵器 古代

10 CI~Cj-109~llO 楕円形 N-21° -E 56X 50 54 古代

11 Ci~Cj-109~110 楕円形 N-35° -E 52X45 50 土師器 古代

12 CI~Cj-109~110 楕円形 N -83° -E 32X28 32 古代

13 Q~Cj-109~llO 楕円形 N-50'-W 46X4Q 34 古代

14 C1~Cj-109~110 隅丸方形 N-88° -E 48X46 62 古代

15 Ci~Cj-109~llO 楕円形 N-40° -W 48X44 34 古代
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第2章塚田村東N遺跡の調資

番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土辿物 備考

16 C1~Cj-109~110 楕円形 N-64° -W 52X48 36 古代

17 C1~Cj-109~llO ほぼ円形 48X48 34 土師器 古代

21 Ci~Cj-102~103 ほぼ円形 40X40 52 古代

22 C1~Cj-102~103 楕円形 N -79' -E (42) X 30 14 古代

23 C1~Ck-101~103 楕円形 N-30° -W 40X36 36 古代

24 CI~Cj-100~101 楕円形 N -5 ° -E 24X22 32 古代

25 CI~Cj-100~101 ほぽ円形 18X 18 14 古代

26 Ci~Cj-100~101 楕円形 N -16° -W 22X 18 36 古代

27 Ci~Cj-99~100 隅丸長方形 N -82° -E 25X20 15 古代

28 Ci~Cj-99~100 隅丸長方形 N -83° -E 34X22 30 須恵器 古代

29 Cj~Ck-99~100 楕円形 N-23° -E 36X30 25 古代

30 Cj~Ck-99~100 楕円形 N -15° -W 36X 32 24 古代

31 C1~Cj-103~104 楕円形 N -19° -E 36x30 46 士師器、須恵器 古代

32 Ci~Cj-103~104 楕円形 N-73° -W 32X 24 12 須恵器 古代

33 CI~Cj-103~104 楕円形 N-30° -W 45X44 40 土師器、須恵器 古代

34 Cj~Ck-98~99 楕円形 N-36° -E 44X32 38 古代

35 Q~Ck-98~99 楕円形 N -15° -W 2sx20 25 古代

36 Ci~Cj-99~100 楕円形 N-90° 54X36 46 古代

37 Ci~Cj-103~104 楕円形 N-33° -W 50X40 38 土師器、須恵器 古代

38 Ci~Cj-103~104 楕円形 N-26° -W 70X50 42 古代

39 Cj~Ck-102~103 楕円形 N -69° -E 46X38 34 古代

40 Ci~Cj-100~101 楕円形 N-29° -W 34X30 10 古代

41 C1~Cj-100~101 楕円形 N -59° -E 24X 20 7 古代

42 Cj~Ck-102~103 楕円形 N-51° -W 28X 28 10 古代

43 C1~Cj-100~101 楕円形か N-2°-E 42 X (26) 22 土師器 古代

44 Cj~Ck-99~100 ほぼ円形 52X48 32 古代

45 Cj~Ck-103~104 隅丸方形か N-19° -W 38 X (20) 35 古代

46 Cj~CK-103~104 不定形 N-23° -W 46X40 42 古代

47 Cj~Ck-101~102 楕円形 N -69° -E 40X24 26 古代

48 Cj~Ck-82~83 楕円形 N-82° -W 44X30 18 土師器、須恵器 近世以降

49 Cj~Ck-82~83 楕円形 N -67° -W 42 x30 20 土師器 近世以降

50 Cj~Cl-85~86 楕円形 N-83'-W 28X26 15 土師器 近世以降

51 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-27° -W 30X27 15 近世以降

52 Cj~Ck-85~86 楕円形 N -78° -W 36X34 30 土師器、須恵器 中世

53 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-36° -E 40X32 37 土師器、須恵器 近世以降

54 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-90° 35X31 15 中世

55 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-70° -W zox 15 20 近世以降

56 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-90° 32X26 26 近世以降

57 Cj~Ck-85~86 楕円形 N-43° -W 28X24 18 土師器 中世

58 Ck~CI-85~86 楕円形 N-76° -E 38X 30 22 中世

59 Cj~Ck-86~87 楕円形 N-83° -E 38X28 24 須恵器 近世以降

60 Cj~Ck-86~87 円形 42X42 15 中世

61 Cj~Ck-86~87 楕円形 N-47° -E 46X42 20 近世以降

62 Cj~Cl-87~88 楕円形 N-10° -W 44X42 40 近世以降

63 Cj~Ck-88~89 楕円形 N-39° -W 40X38 22 近世以降

64 Cj~Ck-90~91 楕円形 N-7° -W 45X32 32 須恵器 近世以降

65 Cj~Ck-90~91 楕円形 N-24° -E 46X42 26 土師器、須恵器 近世以降

67 Cj~Ck-102~103 楕円形 N-3° -W 50 X (25) 45 土師器、須恵器 古代

68 Cj~Ck-101~102 円形 N-37° -W 48X43 52 古代

69 Ci~Ck-102~103 円形 N-85° -E 37X 35 37 古代
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3.塚田村原N遺跡のまとめ

第4表塚田村東1V遺跡溝跡計測表

番号 位置 断面形状 方位 幅 (cm) 深度 (cm) 出土辿物 備考

レンズ状 N -88° -E 
（上）16~25

土師器、須恵器 中世1 CI~Ck-105~106 ， 
（下）8～16

2 CI~Ck-103~104 ml状 N-85° -E 
（上）10~28

（下）6～16

土師器、須恵器、灰釉
4 中世
陶器

浅い逆台形状 N-15° -E 
（上）20~62

土師器、須恵器、瓦 中世3 C1~Ck-108~112 16 
（下）10~38

皿状 N-18° -W 
（上）16~23

砥石 古代4 C1~CJ -107~109 6 
（下）10~16

JIil状 N -83° -E 
（上）18~20

中世5 Ci~Cl-92~93 6 
（下）6～12

6 C1~CI-96~98 皿状 N-73° -E 
（上）336~284

（下）18~48

土師器、須恵器、瓦、
古代66 

鉄滓、石製品

第 5表塚田村東w遺跡畠跡計測表
番号 位置 長軸方位 サク溝幅(cm) サク問 (cm) 深度 (cm) 出土遺物 備考

1 C1~Cj-106~llO N -5 ° -E 40~64 80~132 3~6 土師器、須恵器、瓦 中世

2 CI~Cj-105~108 N-85'-E 18~40 18~84 2~6 須恵器 中世

3 CI~Cj-103~106 N-3° -W 40~82 84~140 6~8 土師器、須恵器 中世

N-80° -E 
土師器、須恵器、銅製

中世4 Ci~Cj -102~103 70 70 2~3 
品

5 Ci~Cj-100~104 N-4° -W 32~54 68~110 4~8 土師器、須恵器、瓦 中世

6 Ci~Cj-101~102 N -84° -E 38 6 土師器、須恵器 中世

7 Cj~Ck-82~84 N-2° -E 20~36 55~64 6~20 土師器、須恵器 中世

N -2 ° -E 
土師器、須恵器、灰釉

中世8 Cj~Ck-82~84 9~12 102~104 4~8 
陶器， Cj~Ck-83~84 N-90° 20~30 38~50 4~6 土師器、須恵器 近惟

10 Cj~Ck-83~85 N-90° 28~32 76 6~7 土師器、須恵器 中世

11 Cj~Ck-83~85 N -90° 27~34 68 6~8 土師器、須恵器 中世

12 Cj~Ck-85~87 N -82° -E 20~40 60 6~20 士師器、須恵器 中世

13 Cj~Ck-87~88 N-71° -E 26~38 32~70 8~20 土師器、須恵器 中世

14 Cj~Ck-91~92 N-83° -E 32~46 66~70 7~10 土師器、須恵器 中世

N -2° -W 
土師器、須恵器、鉄製

近世以降15 Cj~Cl-92~97 20~32 22~140 4~20 
品

16 Cj~Ck-92~94 N-4° -E 32~86 60~120 2~4 土師器、須恵器 中泄

N-83° -E 
士師器、須恵器、瓦、

As-B直下17 Cj~Ck-96~98 22~40 56~86 3~18 
石製品

18 Cj~Ck-82~86 N -7° -W 40~94 102~114 22~40 Hr-FA直下
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1.塚田中原遺跡0区の概要

1.塚田中原遺跡0区の概要

県道足門前橋線沿いの調査区であ ったため、上面

は削平を受けている箇所もあり、塚田村東W遺跡の

ような複数にわたる面調査は行えなかった。 ただし、

調査区の一部においては、 As-B混土層が残存して

いる箇所もあり、その直下で確認できた遺構もある。

2.塚田中原遺跡の遺構と遺物

(1)縄文時代の遺物 （第95図、遺物PL.38)

中期から後期初頭の土器片や、石鏃、剥片石器な

どが出土した。これらは、遺構確認面や遺構覆土中

疇□9

ここでも奈良•平安時代が主体であり、住居跡19

軒などを検出した。時期は8世紀前葉から10世紀に

至り、幅広い。最 も多いのは 9世紀後半から10世紀

前半にかけての時期である。 また、奈良三彩など重

要な遺物の出土も見られた。

から出土したが、縄文時代の遺構は確認できていな

し‘°

3 (1/1) 

0 1 : 1 2cm -

゜
1 : 3 10cm 

第95図 縄文時代出土遺物

縄文時代 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第95図1 縄文土器 1区確認面 口 胎粗砂粒多 白色・黒色鉱物、雲母 隆線による口縁部区画、区画 阿玉台1I式
深鉢 底 焼酸化焔良好 内は複列の結節沈線を側縁と

PL. 38 口破片 厚 15 色橙 する
第95図2 縄文土器 40住覆土 口 胎粗砂粒やや多赤色・白色鉱物 肥厚する口縁部、口縁下に凹 加曽利E3式

深鉢 底 焼酸化焔良好 線が施される
PL 38 口破片 厚 2.0 色明赤褐
挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

石材 特徴
図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ
第95図3 石器 16溝覆土

28 (12) 04 黒曜石 凹甚無茎の石鏃、左側の基部は欠損している
PL 38 石鏃 基部欠損

第95図4 石器 16溝覆土
(6.7) (58) 1.8 珪質頁岩

スクレイパー、側縁部に加工を施している
PL 38 剥片石器 欠損あり

第95図5 石器 26住覆土
45 4.4 0.9 黒色頁岩 加工痕のある剥片、全体的に磨耗が激しい

PL. 38 剥片石器 ほぽ完
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

(2) 竪穴住居

25号住居跡 （第96• 97図、遺構PL.29、遺物PL.38)

位置： Cm~Co-76~78

長軸方位： N-12°-W

規模・形状：本住居跡は調査区域外にまで広がるた

め、全容を明らかにすることはできなかった。検出

部で3.05mx 0.96m、形状は隅丸方形を呈すると考

えられる。検出した床面積は4.15対で、壁の高さは

0.25mである。

カマド：東壁に構築されていた。燃焼部の幅は0.8

mで、張り出しは壁から0.47mであった。

内部施設：壁溝は、東壁下のカマドより北から北壁

下で検出した。また、部分的にしか検出していない

楓 計

25号住

i]禽怜 l¥II
土坑 I

令

103号土坑 ＼ ＼¢勺パ、＇塞灰叙

忍裕

f-l03号土坑4
平． L=l2270m ．皿

｀ ＿＿一

25号住居跡

1.暗褐色土 ローム粒・焼土粒少含

2.暗褐色土 ロームブロック・焼土粒少含

3.暗褐色土 ロームブロソク少含、床土、締まり強

4.暗褐色土 焼土粒多含、粘性弱

5.暗褐色土 ロームプロソクやや多含

6.暗褐色土 ロームプロック多含

7.暗褐色土炭化物少含

8.暗褐色土 ロームプロックやや多含

ヽ

が、土坑が1茎あり、規模l.08mX0.98mで、深度

0.23mであった。

床面：平坦で、固く締ま っていた。

出土遺物：上師器坪 (No1、2)、須恵器坪 (No3)、

須恵器盤 (No4) は土坑 lから出土した。

重複遺構 ：本住居跡は、北壁付近で103号土坑と重

複し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状

況から、本住居跡が古いと判断される。

その他：出土している土師器・須恵器坪より、本住

居跡の時期は 9世紀前葉と判断される。

カマド
旱 L=J2270m 証

｀ カマド

1.暗褐色土焼土粒多含

2.暗褐色土 焼土粒多、灰やや多含

3.暗褐色土焼土粒少含

4.暗褐色土 焼土粒やや多、 As-C少含、締まり

やや強・粘性弱

5.暗褐色土 焼土粒やや多、ローム粒少含

6.暗褐色土 焼土粒・灰やや多含

7.暗褐色土 焼土粒・灰やや多含、締まり弱

8.暗褐色土 灰多、焼土粒少含

9.暗褐色土 灰多、焼土粒やや多含

10. 暗褐色土 灰やや多、焼土粒少含

11.暗褐色土 灰やや多、ロームプロソク少含

0 1 :60 1 m 
| | | 

第96図 25号住居跡
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物
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第97図 25号住居跡出土遺物
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25号住居跡遺物観察表
挿図番号 種別 出土位置

計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考図版番号 器種 残存状態
第97図1 土師器 土坑1 口 13.0 胎砂粒少白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ヘラナデ、底

杯 底 84 焼酸化焔良好 部ヘラ削り 内面．体部放射
PL 38 ほぼ完 高 38 色明褐 状ミガキ、底部螺旋状ミガキ
第97図2 土師器 土坑1 口 (138) 胎砂粒少 白色・ 黒色鉱物 外面：口縁部横ヘラナデ、体

坪 底 焼酸化焔良好 部～底部ヘラ削り 内面：横
PL 38 口～底1/4 高 4.0 色明赤褐 ナデ
第97図3 須恵器 土坑1 口 11 7 胎細砂粒少白色鉱物 観櫨整形 （右回転） 底部：

杯 底 70 焼還元焔良好 回転糸切り
PL. 38 口～底3/4 古四 3.1 色黒褐
第97図4 須恵器 土坑1 口 胎 が5mm小礫粗砂粒少白色・黒色鉱物 饒輯整形 （右回転） 底部：

盤 底部ほぽ完 底 14.2 焼還元焔良好 回転ヘラ削り、付け商台
PL. 38 高台2/3 高 (2.8) 色橙

26号住居跡 （第98~101図、遺構PL.29、遺物PL.38~40)

位置： Cs~Ct-72~73

長軸方位： N-15°-W

規模・形状：本住居跡の北東部は、調査区域外であ

るため、明らかにできなかった点もある。また、重

複遺構により、形状が一部不明瞭である。3.75mX3.

35mの隅丸正方形に近いが、西壁の一部が突き出

るなど、不定型なところもある。床面積は検出部で

9.5可で、壁の高さは0.46mである。

カマド：東壁の南よりに検出された。燃焼部の幅は

0.8m、壁からの張り出しは0.92mであった。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出していない。本

住居跡中央部から南寄りに、床面から掘り込みがあ

る土坑を 3基検出した。

床面 ：平坦で固く締まっていた。

出土遺物：出土した遺物の量は、本遺跡の中では極

めて多い。しかし、時期に幅があ り、覆土からの出

土が多いことから、住居廃絶後に投棄等があった可

能性が高い。土師器甕 (No25)は掘り方土からの出

上であった。土坑 lからは土師器甕 (No26)、須恵

器壺 (No29)が、土坑3からは錘などの鉄製品 (No

39 • 40)が出土した。特徴的な遺物として、土師器

甕 (No26)は、県外からの搬入品と考えられ、須恵

器甕 (No33~35)には漆が付着していた。また、

鉄製の錘 (No39)は、比較的類例の少ない資料であ

ろう 。

重複遺構 ：本住居跡は、南壁付近で29号住居跡と重

複し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状

況から、本住居跡が新しいと判断される。

その他：出土した土師器は8世紀前葉から中葉にか

けての資料である。本住居跡は 8世紀前葉に機能を

終え、中葉に廃棄等を受けた可能性が考えられるが、

断定できない。そのため、本住居跡の時期は 8世紀

前葉から中葉と考えたい。
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第101図 26号住居跡出土遺物 (4)

26号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第98図1 土師器 覆土 口 (133) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～ 外面残存不良

杯 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面’ナデ

PL 38 口～底2/5 古四 4.1 色橙
第98図2 土師器 覆土 口 02.6) 胎 c/,3mm小礫砂粒やや多黒色・白色鉱物 口唇部やや内湾 外面：口縁

坪 底 焼酸化焔良好 部横ナデ、体部～底部ヘラ削

PL 38 口～底1/5 裔 (49) 色橙 り 内面：横ナデ

第98図3 土師器 毅土 口 (136) 胎 </! 3mm小礫細砂粒少 白色，黒色鉱物 口縁部は弱く直立する 外面
杯 底 焼酸化焔良好 ：口縁部横ナデ、体部～底部

PL. 38 口～底1/3 高 3.9 色明赤褐 ヘラ削り 内面：横ナデ

第98図4 土師器 覆土 口 (12 2) 胎砂粒やや多 黒色・白色鉱物 口縁部は弱く直立する 外面

坪 底 焼酸化焔良好 '口縁部横ナデ、体部～底部

PL. 38 口～底1/6 古回 34 色橙 ヘラ削り 内面：横ナデ

第98図5 土師器 覆土 口 (118) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 口縁部弱く直立する 外面'

坪 底 焼酸化焔良好 口縁部横ナデ、体部～底部へ

PL 38 口～底1/3 古回 (34) 色橙 ラ削り 内面’横ナデ

第98図6 土師器 覆土 口 13.9 胎砂粒少 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～

杯 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：ヘラナ

PL 38 完形 高 4.4 色橙 デ

第99図7 土師器 覆土 口 03.2) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 口縁部は外傾する 外面：ロ

杯 底 焼酸化焔良好 縁部横ナデ、体部～底部ヘラ

PL. 38 口～底2/5 高 3.1 色橙 削り 内面：ナデ

第99図8 土師器 土坑3 口 12 6 胎砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 口縁部直立 外面：口縁部横

杯 底 焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL. 38 ほぼ完 古向 37 色橙 内面：ナデ

第99図9 土師器 覆土 口 12.9 胎砂粒少黒色・白色鉱物 口縁部は直立し、わずかに外反

坪 底 焼酸化焔良好 外面．口縁部横ナデ、体部～底

PL. 38 口～底1/4 高 38 色橙 部ヘラ削り 内面．横ナデ
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第99図10 土師器 覆土 口 131 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～

埒 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面．ナデ

PL 38 口～底1/2 古回 33 色 にぶい黄橙

第99図11 土師器 覆土 口 13.0 胎砂粒少黒色・白色鉱物 口縁部は直立 外面’口縁部

杯 底 焼酸化焔良好 横ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL. 38 口～底3/4 高 36 色にぶい橙 内面．ナデ

第99図12 土師器 覆土 口 124 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～

杯 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面’横ナデ

PL. 38 ほぼ完 高 3.1 色橙

第99図13 土師器 覆土 口 (130) 胎 4J3mm小礫砂粒やや多黒色・白色鉱物 口縁部は弱く直立外面．ロ
杯 底 焼酸化焔良好 縁部横ナデ、体部～底部ヘラ

PL. 38 口～底1/4 高 32 色橙 削り 内面．横ナデ

第99図14 土師器 毅士 口 (120) 胎砂粒やや多 黒色 ・白色鉱物 口縁部は弱く直立する 外

坪 底 焼酸化焔良好 面．口縁部横ナデ、体部～底

PL. 38 口～底1/3 古回 35 色にぶい褐 部ヘラ削り 内面：ナデ

第99図15 土師器 覆土 口 (12 3) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 口縁部直立 外面：口縁部横

坪 底 焼酸化焔良好 ナデ、体部～底部ヘラ削り

PL. 38 口～底1/4 高 (30) 色にぶい橙 内面．横ナデ

第99図16 土師器 覆土 口 13.4 胎 </>3mm小礫砂粒少白色・黒色鉱物 口唇部内湾 外面：口唇部横ナデ、

坪 底 焼酸化焔良好 体部～底部ミガキ 内而’体部格

PL. 38 口～底1/2 古回 5.2 色橙 子状ミガキ 底部螺旋状ミガキ

第99図17 土師器 覆土 口 (188) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 口縁部は弱く内湾 外面：ロ

坪 底 焼酸化焔良好 縁部横ナデ、体部～底部ヘラ

PL. 38 口～底1/2 高 72 色にぶい橙 削り 内面：横ナデ

第99図18 土師器 覆土 口 172 胎粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 (86) 焼酸化焔良好 ラ削り 内面’口縁部横ナデ、

PL 39 口～底5/6 高 229 色灰黄 体部ナデ

第99図19 土師器 覆土 口 胎 </J4mm小礫粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：頸部横ナデ、体部ヘラ

甕 底 70 焼酸化焔良好 削り 内面：横ヘラナデ

PL. 39 頸～底5/6 古回 (20.7) 色橙

第99図20 土師器 覆土 口 胎砂粒やや多 黒色 ・赤色・白色鉱物 外面：体部ヘラ削り 内面：

甕 底 91 焼酸化焔良好 横ナデ

PL. 38 体～底2/5 高 (149) 色明赤褐

第99図21 土師器 覆土 口 胎粗砂粒多 白色・ 黙色 ・赤色鉱物 外面：体部ヘラ削り 内面：

甕 底 (56) 焼酸化焔良好 横ナデ

PL. 39 体～底1/4 古回 (18.2) 色 にぶい黄橙

第99図22 土師器 毅土 口 (22.2) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：口縁部横ナデ

PL. 39 口～体上1/2 高 (6.6) 色橙

第100図23 土師器 覆土 口 (24.3) 胎粗砂粒やや多 黒色 ・白色・赤色鉱物 外面：口縁部横ナデ、ヘラ痕

甕 底 焼酸化焔良好 残る体部ヘラ削り 内面：

PL.39 口～体上1/5 高 (97) 色橙 ナデ

第100図24 土師器 覆土 口 胎砂粒やや多 黒色・白色鉱物 外面．体部ヘラ削り 内面：

斐 底 8.4 焼酸化焔良好 横ナデ

PL 39 体～底1/4 高 14.9 色橙

第100図25 土師器 掘り方 口 14.4 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ヘラナデ

PL. 39 口～体上3/5 高 (52) 色明赤褐

第100図26 土師器 土坑1 口 (160) 胎 ,f,3mm小礫砂粒少黒色・白色鉱物 外面：口唇部横ナデ、 体部粗 他地域からの

甕 底 焼酸化焔良好 い条痕 内而：口縁部横方向 搬入品か

PL 39 口～体1/4 古i>'l (70) 色灰白 の条痕、体部縦横条痕

第100図27 須恵器 土坑1・3 口 149 胎 ,t,3mm小礫砂粒少白色・黒色鉱物 輻櫨整形（右回転） 底部：
坪 底 107 焼還元焔良好 回転ヘラ切り後、回転ナデ調

PL. 39 ほぼ完 古回 39 色灰 整

第100図28 須恵器 覆土 口 胎 </)4mm小礫砂粒少 白色・黒色鉱物 鞘轍成形（右回転） 底部：

高台付杯 底 (88) 焼遥元焔良好 回転ヘラ切り後、付け高台

PL. 39 口～底1/8 古回 (1.9) 色灰

第100図29 須恵器 覆土 口 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 鞘輯整形外面：自然釉

長頭壺 底 焼遥元焔良好

PL. 39 体1/5 高 (22) 色灰

第100図30 須恵器 覆土 口 胎 <f,4mm小礫細砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 鞘櫨整形有段の高台

長頸壺 底 (12.0) 焼還元焔良好

PL. 39 高台1/2 高 (2.3) 色灰白

第100図31 須恵器 覆土 口 168 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 鞘轄整形（右回転） 外面'

蓋 摘 53 焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ切り

PL 39 摘～口1/2 高 29 色灰オリープ

第100図32 須恵器 覆土 口 (20.0) 胎 rp2mmの小礫 白色鉱物 雛櫨整形 口縁部折り返し

甕 底 焼遥元焔良好 内面’自然釉

PL 39 口1/6 高 (4.0) 色灰
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第100図33 須恵器 覆土 口 胎 </,3mmの小礫 白色鉱物 外面：平行叩き目 内面：ナ 内面に漆付着

甕 底 焼遠元焔良好 デ

PL 40 体破片 古回 色灰

第100因34 須恵器 覆土 ロ 胎 </>3mmの小礫 白色鉱物 外面：平行叩き目 内面：ナ 内面に漆付着

甕 底 焼還元焔良好 デ

PL. 40 体破片 高 色灰

第101図35 須恵器 覆土 口 胎 ,j,3mmの小礫 白色鉱物 外面：平行叩き目 内面：ナ 内外面に漆付

甕 底 焼遠元焔良好 デ 着

PL. 40 体破片 高 色灰

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重械(g)

第101図36 鉄製品 覆士
(8.0) 1.4 06 6 

刀子の柄。刃部はほぽ欠損

PL 40 刀子 刃部欠損

第101図37 鉄製品 覆土
(62) (29) 0.5 16 

基部を折り曲げる鎌

PL. 40 鎌 欠損あり

第101図38 鉄製品 覆土
(3.3) 0.5 0.4 1 

頭部の折り曲げなどは見られないが、角釘状の棒状品

PL. 40 棒状品 欠損あり

第101図39 鉄製品 土坑3
33 3.4 2.9（高） 73 

短い円柱形の本体の上に、紐通しが付く。底部は平坦

PL. 40 錘 完形 で、上部は紐通し取り付けのためか凹凸がある

第101図40 鉄製品 土坑3
(71) (4.1) 0.8 28 

扁平で厚みのある板状品

PL. 40 板状品 欠損あり

第101図41 鉄滓 覆土
56 4.3 17 56 

椀型鉄滓（極小） 鍛錬鍛冶滓、磁着度3.メタル度

PL. 40 椀型鉄滓 完形 （△） 

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第101図42 石製品 覆土
12.5 6.3 50 粗粒輝石安山岩

先端部・側縁部に敲打痕、平坦面は擦られている

PL. 40 膊編石か ほぼ完

27号住居跡 （第102• 103図、遺構PL.29、遺物PL.40)

位置： Cr~Cs-72~73

南壁方位： N-23°-E 

規模 ・形状：本住居跡は、調査区域外にまで広がる

ため、全容は明らかでない。検出部で東西2.95mX 

南北2.47mで、隅丸方形状となるであろう。壁の高

さは0.25mである。

カマド ：検出されていない。しかし、東部より礫が

出土し、貯蔵穴と考えられる土坑が存在することか

ら東壁に構築された可能性がある 。

内部施設 ：壁溝は検出できなかった。貯蔵穴と考え

られる土坑が、南東部東壁よりに検出された。規模

は0.52mX0.46m、深度0.17mを測る。

床面：検出部では、平坦で固く締まっていた。

出土遺物 ：床面直上より土師器甕 (No1) が出土し、

貯蔵穴からは、須恵器長頸壺 (No2) が出土した。

その他 ：出土した土師器甕から、本住居跡の時期は

9世紀中葉と判断される 。
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第102図

27号住居跡

1.暗褐色土

言I

》藩盆ー：＜ 唇。こ
2. 暗褐色土

上 3. 暗褐色土

目
4.暗褐色土

5. 暗褐色土

6. 暗褐色土

号I 7.暗褐色土

` :」員
27号住居跡

As-C・ローム粒多、焼土粒少含、

締まり強

黒味強、焼土粒 ・焼土ブロ ック・ロ

ーム粒少含、粘性強

As-C・焼土粒・ローム粒含、床土、

締まり・粘性強

ローム粒多含、締まり・粘性強

黒味強、焼土粒・灰少含

ローム粒多、炭化物・ブロック少含

ロームブロックやや多含、締まり強

0 1 : 60 1 m 
| | | 
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第103図 27号住居跡出土遺物

27号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第103図1 土師器 床直上 口 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面．体部ヘラ削り 内面：

甕 底 焼酸化焔良好 横ナデ、輪積痕残る

PL. 40 体1/5 高 (13 8) 色にぶい褐

第103図2 須恵器 貯蔵穴 口 (45) 胎砂粒少白色鉱物 観櫨整形

長頸壺 口～頸ほぼ 底 焼還元焔良好

PL 40 完 高 (4.8) 色オリープ灰

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布目痕 （合目 観櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏 ・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第103図3 覆土 胎 並 製 表 X 合 X 輛 X 吉井窯 8世紀後葉～ 9

平瓦
破片

焼 密 桶 なし 裏 X 擦 部分 叩 タテ撫 2 世紀前葉

PL. 40 色にぶい褐 あり 接粘土帯 乾 X 型

28号住居跡 （第104・105図、遺構PL.29・30、遺物PL.40• 41) 

位置： Da~Db-71~73

長軸方位： N-4°-W

規模 ・形状：本住居跡は中心部を調査することがで

きなかったため、東部と西端部のみしか検出できて

いない。規模は4.18mX3.32m、面積推定9.72対で、
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隅丸長方形を呈すると考えられる。上面はかなり削

平を受けており、壁の高さは0.17mである。

カマド：東壁の南よりで検出された。燃焼部の幅は

0.82mで、張り出しは壁から0.57mであ った。

内部施設：壁溝やピットは検出できなかった。南東



2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

角に0.62mX0.44m、深度0.13mの貯蔵穴があった。

床面 ：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物：カマドや貯蔵穴からの出士が多い。床面

直上からは、土師器甕 (No2)が出土した。カマド

からは土師器甕 (No1)、須恵器坪 (No3)、須恵器

塊 (NQ6、7)が出土し、貯蔵穴からは須恵器坪 (No

4)、須恵器椀 (No5、9)が出土した。

重複遺構：本住居跡のカマド南部で、 122号土坑と

重複し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の

状況から、本住居跡が新しいと判断される。

その他： 出土した土師器甕や須恵器から 9世紀中葉

と判断される。
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ロームプロック少含
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カマド

1.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

ローム粒少、 As-C含、

締まり強

焼土粒・炭化物含、

締まり弱

3.暗灰褐色土砂質性あり、締まり弱

濯乱）

砂質土、 As-C極少含

ロームプロックやや多含

床層、締まり強

灰・焼土粒少含、締ま り弱

焼土粒 ・灰やや多含

灰やや多、焼土粒少含、

締まり ・粘性弱

灰多含、締まり・粘性弱

2.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗掲色土

28号住居跡

1.暗褐色土 As-C多、ローム粒少含、締まり強

2.暗褐色土 As-C・ローム粒少含

3.暗灰褐色土 ローム粒極少含、締まり強

4.暗褐色土 ロームプロソクやや多含、床土、締まり強
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第104図 28号住居跡、出土遺物（ 1)

6
 

117 



第3章塚田中原遺跡0区の調査

10 

゜
1 : 3 

＼二三二／

• 10cm 

l - -
l 

- l 
- l - -

- , - -

I - -

ー：— -
ロニニコニロー
---------, -------

三二：
---- 禰・奮

i // 

-.-蜘< 1ロニロ
t二／ r二、 8

第105図 28号住居跡出土遺物（2)

28号住居跡遣物観察表

挿図番号 種別 出土位骰
計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第104図l 土師器 カマド 口 (18.2) 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、ヘラ痕

斐 底 焼酸化焔良好 残る 体部ヘラ削り 内面．

PL 40 口～体上1/6 古回 (50) 色橙 横ヘラナデ

第104図2 土師器 床直上 口 (194) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 40 口～体上1/8高 (56) 色橙

第104図3 須恵器 カマド 口 130 胎砂粒少黒色・白色鉱物 鞘輯整形（右回転） 口縁部

均 底 46 焼還元焔やや軟 弱く外反底部’回転糸切り

PL 40 口～底1/2 高 6.0 色灰白

第104図4 須恵器 貯蔵穴 口 14.0 胎砂粒少黒色・白色鉱物 鞘轄整形（右回転） 口縁部

杯 口～底底 底 6.7 焼還元焔やや軟 外反底部：回転糸切り

PL. 40 ほぽ完他3/5高 4.6 色灰白

第104図5 須恵器 貯蔵穴 口 14.6 胎 ,j,3mm小礫粗砂粒少 白色・黒色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 口縁部

椀 底 6.8 焼還元焔やや軟 外反底部：回転糸切り後、

PL. 40 口～底7/8 古回 53 色灰黄褐 付け高台

第104図6 須恵器 カマド 口 (14 8) 胎細砂粒やや多 黒色・白色鉱物 輛輯整形（右回転） 口縁部外反

椀 口～底底 底 69 焼酸化焔良好 底部’回転糸切り後、付け高台

PL 40 ほぽ完他1/4 古回 5.2 色 にぶい黄褐 外面’イ本部の一部ヘラ削り

第105図7 須恵器 カマド 口 胎細砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 底部：

塊 底 (78) 焼還元焔やや軟 回転糸切り後、付け高台

PL. 40 体～底1/2 高 (28) 色にぶい橙

第105図8 須恵器 覆土 口 胎 が6mm小礫砂粒やや多 白色・黒色鉱物 幅輯整形（右回転） 底部・

椀 底 (7.2) 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 40 体～底1/8 高 (4.3) 色灰白

第105図9 須恵器 貯蔵穴 口 (19.7) 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 口縁部

境 口～底 底 9.1 焼還元焔良好 弱く外反底部：回転糸切り

PL 41 底完他1/4高 96 色灰白 後、付け高台

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第105図10 石製品 カマド
(10.8) (8.0) 65 石英閃緑岩

先端部に敲打痕、平坦面は擦られている

PL 41 廊緬石か 欠損あり

29号住居跡 （第106図、遺構PL.29、遺物PL.41)

位置： Cs~Ct-72~73

南壁方位： N-81°-W

規模 ・形状：本住居跡は重複により、不明なところ
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が多い。 検出した規模は東西3.2mX南北1.22mで、

隅丸方形状を呈する可能性がある。床面積は不明で、

壁の高さは0.4mである。



カマド ：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

南西部の床下に土坑が検出された。検出した規模は

1.32m X0.9m、深度0.6mであった。

床面：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物：ほとんど出士していない。薦編石 (No1) 

2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

は土坑1からの出土である。

重複遺構 ：本住居跡は南壁付近を除くほとんどが26

号住居跡と重複し、新旧関係は遺構の平面確認時と

埋土断面の状況から、本住居跡が古いと判断される。

その他：重複関係より、本住居跡の時期は 8世紀前

葉以前であろう 。

一＇ 1-

26号住
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平 ．L=123.40m ．泣
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29号住居跡

1.暗褐色土 As-Cやや多含

2.暗褐色土 As-C・焼土粒少含

3.暗褐色土 ローム粒少含、床土、締まり強

4.暗褐色土 As-C・焼土粒 ・ロームブロック少含、

締まりやや強

5.暗褐色土 焼土粒・ロームブロソク少含

6.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒少含

7.暗褐色土 As-C・焼土粒少含、締ま り強

8.暗褐色土 As-C少含

9.暗褐色土 焼上粒．灰やや多含、締まり弱

10.暗褐色土 ロームプロ ックやや多含

□ 
0 1 :60 1 m 
| | | 

゜
1 : 3 10cm 

第106図 29号住居跡、出土遺物

29号住居跡遺物観察表

瓢 出士位置

残存状態

土坑 1

欠損あり

計測値 (cm)

長さ I 幅

16.6 I 7.0 

竪

2.6 

石材 特徴

雲母石英片岩
聞縁部に敲打痕、平坦面は擦られている

31号住居跡 （第107~110図、 遺構PL.30、逍物PL.41• 42) 

位置 ：Ei~Ej-53~54

長軸方位 ：N-86°-E

規模 ・形状：本住居跡は重複が激しく、不明瞭なと

ころもある。規模は4.78mX4.3mと考えられ、形状

は西壁が短い隅丸台形であろう。面積は14.91吋検出

し、壁の高さは0.64mである。

カマド：東壁中央よりやや南に構築されていた。燃

焼部の幅は0.68m、張り出しは壁から0.97mであっ

た。崩落した袖が一部残されているが、礫や瓦は、

カマドから出土していない。しかしカマドから離れ

たところで瓦が出土しているので、構築材として使

われていた可能性はある。

内部施設：壁溝やピットは検出できなかった。貯蔵

穴がカマド南袖近くで検出されたほか、床下からは

多数の土坑状の落ち込みが検出された。本住居跡の

土坑として扱うが、重複しているほかの住居跡に帰

属する可能性もある。

床面：比較的平坦で、固く締まっていた。

出上遺物：須恵器杯 (No6)、須恵器甕 (No22) は

床面直上から出土した。土師器坪 (No1)、土師器甕

(No 4)、須恵器坪 (No7)、須恵器塊 (Nol3)、瓦 (No

23)は掘り方土から出士した。カマドからは士師器

甕 (No3、5)が出土し、貯蔵穴からは須恵器坪 (NQ

8)、須恵器碗 (NolO)が出土した。

重複遺構 ：本住居跡は南東部以外の大半で重複があ
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31号住居跡

1.暗褐色土

貯蔵穴

1.暗褐色土

2.暗褐色土

As-C多、焼土粒やや多

含

As-C・焼士粒多、黄褐

土粒・炭化物やや含

As-C・焼土粒・焼土 ・

黄褐ブロック ・炭化物少

含

As-C・焼土粒極少含

As-C・黄褐土プロック

少含、締まり強

黒味強、 As-C・黄褐粒

少含、床土、締まり強

As-C少、黄褐プロック

極少含、締まり強

黄褐プロック多、 As-C

少含

黄褐ブロック少、 As-C

ローム粒極少含

黒味強、 As-C少、黄褐

ブロック極少含

黄褐ブロyク多、 As-C・

焼土粒やや多含、締まり

強

12.暗褐色土 焼土粒・黄褐プロック ・

暗褐ブロックやや多含

13.暗褐色土 黒味強、 As-C・黄褐プ

ロックやや多含

暗褐ブロックやや多含、

締まり ・粘性強

灰多、ローム粒 ・焼土粒

やや多含

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色士

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.黒褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

10.暗褐色土

11.暗褐色土

14.暗褐色土

15.暗褐色土

16. 

17. 

灰層

暗褐色土

18.暗褐色土

19.暗褐色土

20.暗褐色土

21.暗褐色土

22.暗褐色土

23.暗褐色土

24.暗褐色土

焼土粒多、黄褐ブロソク ・

灰少含、締まり強

黄味強、ローム粒少含、

締まり・粘性強

ローム粒・焼土粒少含

ローム粒・黒褐粘質土プ

ロック少含

焼土粒少、ローム粒極少

含

焼土粒・ローム粒少含、

締まり強

黄褐粘質土ブロックやや

多含、締まり強

黒味強、粘質土・ローム

粒少含、締まり強

ローム粒少含

ローム粒少含、締まり強
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る。 33• 34 • 35 • 44号住居跡と重複し、新旧関係

は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、本住居

跡がもっとも新しいと判断される。

ピット 1

1.暗褐色土 黒味強、 As-C・ローム粒やや多含

2.暗褐色土 焼土粒多、炭化物やや多含

3.暗褐色土 As-C・黄暗褐プロソク・焼土粒少含

4.暗褐色土 灰 ・ローム粒やや多含

5.暗褐色土 黄褐ブロソク少含、締まり強

土坑 1

1.暗褐色土 黒味強、 As-C・ローム粒やや多含

2.暗褐色土 灰非常に多、焼土粒少含、締まり弱

3.暗褐色土 黄褐粘質土プロソク多、焼土粒やや多含

4.暗褐色土 焼土粒多、灰やや多含、締まり弱

5.暗褐色土 粘質土・焼土粒多含、締まり・粘性強

6.暗褐色土 焼土粒多、炭化物やや多含、締まり弱

土坑2

1.灰層

2.暗褐色土 焼土粒多、灰やや含、締まり弱

3.暗褐色土 黄褐粘質土プロック多、灰やや多含、粘性強

2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

その他：出土した土師器甕や須恵器の様相から、本

住居跡の時期は 9世紀中葉と判断する。

土坑3

1.暗褐色土 ロームブロソク多、焼土粒少含、締まり強

2.暗褐色土 As-C・焼土粒少含、締まり強

3.暗褐色土 ロームプロック少含、締まり弱

4.暗褐色土 ロームプロックやや多含

5.暗褐色土 ロームプロック多含

6.暗褐色土 ロームプロック少含

土坑4

1.暗褐色土 焼土粒少含、締まり弱

2.暗褐色土 ローム粒・黄褐粘質土プロック少含、

締まり弱 ・粘性強

土坑5

1. 暗褐色土 ロームプロックやや多含、締まり強

2.暗褐色土 ロームプロノク多、焼土粒・灰少含

3.暗褐色土 ロームプロック多含、締まり弱

4.暗褐色土 ロームプロック多含
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カマド

1.黒褐色土 As-C多含

2.暗褐色土 As-C多含

3.暗褐色土 焼土粒多、焼土ブロック ・As-C少含

4.暗褐色土 As-C多、焼土粒少含

5.暗褐色土 焼土ブロノク・焼土粒多含、締まり・粘性弱

6.暗褐色土 5層より黒味強、焼土粒多、灰やや多含

7.暗褐色土 粘質土 ・焼土粒． As-C少含、締まり ・粘性強

8.暗褐色土 As-C多、焼土粒やや多含、締まり・粘性強

9.暗褐色土 As-C・焼土粒多、炭化物少含

10.暗褐色土 9層より黒味強、As-C少、焼土プロック ・灰極少含

11.暗褐色土焼土粒 ．As-C少含

12.暗褐色土 焼土プロック・ローム粒多含

13.暗褐色土 焼土粒・黄褐プロソク・炭化物やや多含

14.暗褐色土 焼土粒多、灰・ローム粒やや多含、粘性強

15.暗褐色土 As-C極少含、砂質性強、粘性なし

16.暗褐色土 焼土プロソク多含

17.黒褐色土 ローム粒極少含

18.暗褐色土 灰非常に多、ローム粒 ・焼土粒やや多含

19.暗褐色土 黄褐プロソク多含、粘性強

20.暗褐色土 焼土粒多、黄褐プロック・灰少含

21. 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少含、締まり ・粘性強

゜
1 :30 lm 

第108図 31号住居跡カマド
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第3章塚田中原遺跡0区の調査
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第109図 31号住居跡出土遺物（ 1)
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物
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第110図 31号住居跡出上遺物 (2)

31号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土 ・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第109図1 士師器 掘り方 口 (128) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～

坪 底 (80) 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：横ナデ

PL 41 口～底1/4 古回 (3.9) 色橙

第109図2 土師器 毅土 口 (18.8) 胎細砂粒やや多 黒色・白色鉱物 口縁部やや内湾外面．口縁

鉢 底 (10.6) 焼酸化焔良好 部横ナデ、体部～底ヘラ削り

PL. 41 口～底1/6 高 96 色 にぶい赤褐 内面・ナデ

第109図3 土師器 カマド 口 (18.6) 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、頸部指

甕 底 焼酸化焔良好 頭圧痕・ヘラ痕、体部ヘラ削

PL 41 日～体上半1/6 古回 (5.8) 色褐 り 内面：横ナデ

第109図4 土師器 掘り方 口 (20.6) 胎砂粒やや多 白色・赤色・黒色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL 41 口～体上1/8 古回 (59) 色橙
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

第109図5 土師器 カマド 口 (190) 胎砂粒やや多 黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部へ

甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面’頚部指頭状圧

PL. 41 口～体1/4 古1田 07.9) 色にぶい橙 痕、体部ナデ、輪積痕残る

第109図6 須恵器 床直上 口 12.9 胎砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部'

切 底 6.8 焼遠元焔やや軟 回転糸切り

PL. 41 口～底3/4 高 3.5 色灰オリープ

第109図7 須恵器 掘り方 口 (11.6) 胎細砂粒少白色・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 口縁部

坪 底 (7.0) 焼遠元焔良好 弱く外反底部：回転糸切り

PL 41 口～底1/3 高 3.0 色灰

第109図8 須恵器 貯蔵穴 口 (13.2) 胎 </>2mm小礫細砂粒やや多 白色・黙色鉱物 輛輯整形（右回転）底部．回

坪 底 (7. 0) 焼還元焔良好 転糸切り 内外の底部と体部

PL 41 口～底1/3 高 4.3 色灰白 の間に輪積痕状のヒビが入る

第109図9 須恵器 覆土 口 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 輛轄整形（右回転） 底部：

均 底 58 焼還元焔良好 回転糸切り 外面：底部付近

PL 41 体～底ほぼ完 高 (1.9) 色灰白 は袂りが入り、高台状になる

第109図10 須恵器 貯蔵穴 口 (15 5) 胎 </!5mm小礫細砂粒やや多 黒色・白色鉱物 饒輯整形（右回転） 底部：

碗 底 8.8 焼還元焔やや軟 回転糸切り後、 付け高台

PL. 41 口～底1/2 高 71 色灰白

第109図11 須恵器 覆土 口 (16.0) 胎 ,f,4mm小礫砂粒少黒色 ・白色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部 ：

塊 口～底底 底 9.4 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台、島

PL. 41 3/4 他1/6 高 68 色灰 台に棒状の圧痕

第109図12 須恵器 覆土 口 胎細砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

椀 底 (86) 焼還元焔良好 切り離し技法不明、付け高台

PL. 41 体～底1/4 高 (5.3) 色灰

第109図13 須恵器 掘り方 口 (16.0) 胎粗砂粒少白色鉱物 観櫨整形

椀 底 焼還元焔良好

PL. 41 口～体1/4 高 (5.3) 色灰

第109図14 須恵器 覆土 口 04.3) 胎砂粒少白色 ・黒色鉱物 観轍整形（右回転） 底部：

皿 底 (7.6) 焼遠元焔良好 回転糸切り

PL 41 口～底1/4 蘭 18 色灰

第109図15 須恵器 覆土 口 (124) 胎砂粒やや多 白色・黒色・赤色鉱物 輛輯整形（右回転）口唇部は直

皿 底 (76) 焼還元焔やや軟 立し、断面三角形底部：回

PL 41 口～底1/4 高 (3.4) 色灰白 転ヘラ切り後、付け高台

第109図16 須恵器 覆土 ロ 胎 粗砂粒少 白色 ・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部：

長頸壺 底 (8.1) 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台 外

PL 41 体～底1/3 高 (11.5) 色 灰黄 面：体部下半ヘラ削り

第109図17 灰釉陶器 覆土 口 胎細砂粒少白色鉱物 輛輯整形 内外面に施釉 猿投窯か

長頸壺 底 焼還元焔良好

PL. 41 頸1/3 高 (67) 色灰

第llO図18 須恵器 覆土 口 胎砂粒少白色 ・黒色鉱物 観輯整形（右回転） 外面：

蓋 摘 (4.7) 焼遥元焔良好 天井部上半回転ヘラ削り

PL. 41 摘～天井1/6 高 (15) 色灰

第llO図19 須恵器 覆土 口 (13 8) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 外面：

蓋 摘 焼遠元焔良好 天井部上半ヘラ削り

PL 41 天井～口1/6 古団 (2.9) 色灰白

第110図20 須恵器 覆土 口 胎細砂粒少白色 ・黒色鉱物 鞘輯整形外面：残存部全体

菟 摘 3.9 焼遠元焔良好 に自然釉

PL 41 摘のみ完 高 (2.3) 色灰黄褐

第110図21 須恵器 獲土 口 (23.2) 胎粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輛植整形 口唇部折り返し

甕 底 焼還元焔良好

PL. 42 口1/6 高 (37) 色灰白

第110図22 須恵器 床直上 口 胎 か4mm小礫粗砂粒少白色・黒色鉱物 内外面ナデ
甕 底 焼還元焔良好

PL. 42 体破片 高 色灰

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法 ・桶痕・
粘土板（剥 布目痕（合目 轍櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏 ・ ．擦消） ・瓦 叩き技法 ・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第110図23 掘り方 胎 硬 製 2枚 表 X ムロ △ 輔

゜
笠懸窯 ・非陶土質 8世

丸瓦
破片

焼 並 桶 裏

゜
擦 X 叩

横撫
3 紀後葉～ 9世紀前葉

PL. 42 色 暗灰 なし 接 X 乾 X 型

挿回番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重屈(g)

第llO図24 鉄製品 覆土
(105) (1.2) 05 15 

やや幅広の柄の刀子

PL. 42 刀子 欠損あり

第llO図25 鉄製品 覆土
(40) (08) 045 2 

刀子の柄の先端部付近か、先が細くなっている

PL. 42 刀子か 欠損あり

第110図26 鉄製品 覆土
(4.0) 13 05 4 

刀子の柄か、やや扁平の棒状品

PL. 42 棒状品 欠損あり
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

第llO図27 鉄製品 覆土
(4.8) 0.9 0.3 3 

I細くてやや薄い板状品
PL. 42 板状品 欠損あり
第110図28 鉄製品 覆土

(127) 13 0.5 14 
Iエ具か、先端部はやや広がる

PL. 42 ヘラ状品 柄部欠損
第110図29 鉄製品 覆土

(2.8) 0.6 05 2 
1断面四角形の棒状品

PL. 42 棒状品 欠損あり

32号住居跡 （第111~116図、遺構PL.30、遺物PL.42~45)

位置： Eh~Ei-53~55

長軸方位 ：N-87°-E

規模 ・形状 ：本住居跡は、規模3.65mX 2.6mで、

やや小型の隅丸長方形を呈する。床面積は7.0m',壁

の高さは0.39mである。

カマド：東壁の南に構築されていた。礫や瓦が出土

しており、構築材として使われていたことがわかる。

また、位置は動いているが、カマドで使われたと考

えられる石製品 (No27) も出土している。燃焼部の

幅は0.75m、張り出しは壁から0.8mであった。

内部施設 ：壁溝やピットは検出できなかった。貯蔵

穴の可能性のある土坑が北東角にあり、規模は0.93

mX0.87m、深度0.36mであった。

また、その他にも床面から確認できる土坑が1基 （土

坑 l)、床下に 1基（土坑2) を検出した。

床面 ：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物 ：須恵器杯 (No2)、須恵器耳皿 (No4、5入

灰釉陶器塊 (No6、7)、瓦 (Nol7、20)が床面直

上から出土した。須恵器羽釜 (No9、11、13)、瓦 (No

18、19)、石製品 (No27) はカマドから、須恵器羽

釜(NolO)はカマドから床にかけて、須恵器羽釜 (NQ

14)と須恵器短頸壺 (Nol5)はカマドと土坑2で出

土した。また、鉄滓 (No24)の出土があった。

重複遺構 ：本住居跡の南壁付近で145号士坑と重複

し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況

から、本住居跡が新しいと判断される。

その他： 出土した須恵器羽釜から、本住居跡の時期

は、 10世紀後葉と判断される。
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32号住居跡

1.暗褐色土 As-C多、炭化物 ・ローム粒少、焼土粒・黄褐プ
ロック極少含

2.暗褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物少含、締まりやや強
3.暗褐色土 黄褐粘質土ブロック非常に多、 As-C少含、

締まりやや強
4.暗褐色土 ローム粒極少含、粘性強
5.暗褐色土 ロームブロック少含、締ま り強
6.黄褐色土 暗褐粘質土プロソク含、床土、締まり・粘性強
7.暗褐色土 ローム粒少含、締まり弱 ・粘性強
8.暗褐色土 暗褐粘質土ブロソクやや多含、締ま りやや強・粘

性強

土坑3
寧 ．L=I24.80m ．卑’

＼ 

早 ．L=l25.!Om 露

土坑3

1.暗褐色土 ローム粒少、焼土粒極少含
2.暗褐色土 ローム粒・ロームブロソクやや多含

0 1 :60 1 m 
| | | 

第111図 32号住居跡
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土坑 l

1.暗褐色土 ロームブロックやや多、

締まり・粘性やや強

2.黄褐色土 暗褐プロソクやや多、

締まりやや強・粘性強

0 1 :60 1 m 
| 1 | 

0 1 : 30 lm 

カマド

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

10.暗褐色土

11.暗褐色土

12.暗褐色土

13.暗褐色土

14.黒褐色土

15.暗褐色土

16.暗褐色土

17.暗褐色土

18.暗褐色土
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口ーム粒・焼土ブロノク少含、締まり強

黄褐粘質土プロノク多含

As-C・黄褐プロソク少含

As-C・炭化物 ・焼土粒少含、締まり弱

As-C多、黄褐プロソク少含、粘性弱

As-C多、ローム粒少含

黄褐粘質土プロック多、 As-C少含、締まり強

黒味強、焼土粒・ローム粒極少含、粘性弱

黒味強、焼土粒多、黄褐ブロソク少、 As-C極少含、粘性弱

粘質土、暗褐プロック・炭化物少含、締まり強

黒味強、焼土粒・灰少、ローム粒極少含

焼土粒多含

焼土粒 ・焼土ブロック少含、締まり弱

灰多、焼土粒少含、締まり弱

暗褐ブロック極少含

灰多、黄褐プロック少含、締まり弱

灰 ・黄褐ブロノクやや多含、締まり強

暗褐プロノクやや多含、締まり・粘性強
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第112図 32号住居跡掘り方、カマド、出士遺物（ 1)
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32号住居跡出土遺物 (2)
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第114図 32号住居跡出土遺物 （3)
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物
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第115図 32号住居跡出土遺物 （4)
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第116図 32号住居跡出土遺物 (5)

32号住居跡 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第112図l 土師器 覆土 口 (153) 胎 ,j, 6mm小礫粗砂粒少白•黒 ・赤色鉱物 内外面横方向のナデ

甕 底 焼酸化焔良好

PL. 42 口～体上1/4 高 (8.0) 色 にぶい黄褐

第112図2 須恵器 床直上 口 116 胎 </,3mm小礫粗砂粒やや多白 • 黒 · 赤色鉱物 観輯整形 （右回転） 口縁部

坪 底 50 焼酸化焔良好 弱く外反 底部：回転糸切り

PL 42 ほぽ完 高 33 色橙

第112図3 須恵器 覆土 口 (10.0) 胎粗砂粒やや多 白色・黒色・赤色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部：

坪 底 (58) 焼酸化焔良好 回転糸切り、紐状の粘土が付

PL 42 口～底1/3 古回 31 色浅黄橙 着

第112図4 須恵器 床直上 口 10.0 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 観輯整形 （右回転） 底部：

耳皿 底 4.8 焼還元良好 回転糸切り 外形：底部付近

PL 42 完形 高 3.1 色灰白 は袂りが入り高台状となる

第112図5 須恵器 床直上 口 (96) 胎 ,p4mm小礫砂粒少白色鉱物 観雛整形 （右回転） 底部：

耳皿 底 6.0 焼遠元良好 回転糸切り後、付け高台、高

PL. 42 ほぼ完形 商 34 色灰 台端部に 1条の沈線が巡る

第112図6 灰釉陶器 床直上 口 (14 9) 胎緻密 輻櫨整形 （右回転） 底部： 虎渓山 1号窯

境 底 (86) 焼還元良好 回転ヘラナデ調整 内外面体 式期

PL 42 口～底1/3 高 7.5 色浅黄橙 部下半まで施釉、刷毛途り

第112図7 灰釉陶器 床直上 口 胎緻密 観輯整形 （右回転） 底部： 大原 2号窯式

塊 体～底1/2 底 80 焼遥元良好 回転ヘラナデ調整 内外面体 期

PL 42 底ほぼ完 高 (20) 色灰白 部下半まで施釉、漬け掛け
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2.坂田中原遺跡0区の遺構と遺物

第112図8 灰釉陶器 覆土 口 胎細砂少白色・黒色鉱物 輛轄整形 （右回転） 底部： 光ヶ丘 1号窯

塊 底 72 焼還元良好 回転ヘラナデ調整 内面：体 式期

PL. 42 体～底1/2 古回 (22) 色灰 部下半まで施釉

第112図9 須恵器 カマド 口 (21 O) 胎粗砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 輔櫨整形

羽釜 底 焼還元焔良好

PL. 42 口～体1/3 古回 (1 0. 1) 色灰

第113図10 須恵器 カマド・床 口 (20.4) 胎 (/,6mm小礫粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輛輯整形外面．体部下半へ

羽釜 直上 底 (7.8) 焼酸化焔良好 ラ削り

PL. 42 口～底1/2 古回 25.6 色にぶい黄褐

第113図11 須恵器 カマド 口 202 胎粗砂粒少 白色 ・黒色 ・赤色鉱物 饒轄整形外面：体部ヘラ削

羽釜 底 5.5 焼酸化焔良好 り

PL 43 口～底5/6 高 235 色灰黄

第113因12 須恵器 カマド・覆土 口 (25.7) 胎 か 4mm小礫粗砂粒やや多白 • 黒 ・ 赤色鉱物 観輯整形外面：体部ヘラ削
羽釜 底 焼酸化焔良好 り 内面．横ナデ

PL 43 口～体1/4 高 169 色 にぶい黄褐

第113図13 須恵器 カマド 口 (18.0) 胎 の7mm小礫枡砂粒少白色・黒色鉱物 饒轍整形外面：体部下半へ
羽釜 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 43 口～体1/4 古回 (15.1) 色灰褐

第113図14 須恵器 土坑2 口 胎 <J,6mm小礫粗砂粒少 白・赤・黒色鉱物 輛櫨整形外面：体部ヘラ削

羽釜 底 (5.4) 焼酸化焔良好 り

PL 42 体～底1/2 高 (103) 色暗褐

第113図15 須恵器 土坑2 口 (132) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 輔輯整形 口唇部折り返し

短頸壺 底 焼還元焔良好

PL 43 口～体1/2 高 (17 5) 色黄灰

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法 ・桶痕・
粘土板 （剥 布目痕 （合目 輛櫨使用 ・

側部
瓦種 取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・ 備考

図版番号 残存状態 色調 一枚作り可能性
接合）

第114図16 覆土 胎 硬 製 2枚 表

丸瓦
破片

焼 並 桶 裏

PL. 43 色 黄灰 なし 接

第114図17 床直上 胎 並 製 表

平瓦
破片

焼 並 桶 あり 裏

PL. 43 色 灰黄 なし 接

第114図18 カマド 胎 並 製 表

平瓦 焼 並 桶 なし 裏

PL 43 
破片

色 灰白 あり 接

第115図19 カマド 胎 硬 製 表

平瓦 焼 並 桶 不明 裏

PL 43 
破片

色にぶい黄橙 不明 接
第115図20 床直上 胎 並 製 表

平瓦 焼 並 桶 あり 裏

PL. 43 
破片

色にぶい褐 あり 接

第115図21 覆土 胎 締 製 表

平瓦 焼 並 桶 なし 裏

PL 44 
破片

色 黒 あり 接

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第115図22 鉄製品 覆土
(8.1) 1.1 1.0 

PL. 44 釘 先端部欠損

第115図23 鉄製品 覆土
(20) 15 03 

PL 44 板状品 欠損あり

第116図24 鉄滓 覆士
(8.0) (7.3) 35 

PL. 44 椀型鉄滓 欠損あり

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態 長さ

第116図25 石製品 覆土
(6.1) 

PL. 44 砥石 欠損あり

第116図26 石製品 土坑3
(115) 

PL 45 薦編石か 欠損あり

第116図27 石製品 カマド
(204) 

PL 44 柱状品 欠損あり

33号住居跡 （第117図、遺構PL.30、遺物PL.45)

位置： Ei~Ej-52~54

北壁方位： N-82°-W

幅

3.1 

(139) 

8.0 

規模・形状：本住居 跡は、北部を除いた大半が重複

厚さ

1.8 

(60) 

7.2 

X 

゜X 
゜X X 
゜X X 
゜X 
゜゚X 
X 

゜X X 

乾燥時圧痕 型式名称
面取

合 X 輛

゜
笠懸窯か吉井窯 8世紀

擦 X u n タテ撫 3 後葉～ 9世紀前薬

乾 △ 型

合

゜
鞘

゜
吉井窯か藤岡窯 8世紀

擦 なし 叩 縄絡消 3 後葉

乾 X 型

合 X 観 X 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

擦 X 
叩 縄絡

2 世紀初頭

乾 X 型

合 X 輛 X 吉井窯 8世紀後葉～ 9

擦 部分
叩 縄絡全消

2 世紀前葉

乾 X 型

合 X 鞘 X 笠懸窯・非陶土質 9世

擦 X ＂ ［］ 浅木目 1 紀前葉

乾 X 型

合 X 轍 X 吉井窯 9世紀前葉

擦 X 
型叩 タテ削

2 

乾 X 

重最(g)
特徴

20 
頭部折り曲げの角釘

1 
扁平で薄い板状品

263 
椀型鉄滓（中） 精錬鍛冶滓、磁着度3.メタル度

（△） 

石材 特徴

砥沢石
手持ち砥石か、欠損部を除く、ほぼ全面が使用面

石英閃緑岩
側縁部に敲打痕、平坦面は擦られている

粗粒輝石安山岩
断面四角形の柱状に整形された石製品。樋状の扶

りが入る。被熱している

遺構によって切られているため、不明な点が多い。

検出部で東西4.lmX南 北1.52mの隅丸方形状とな

る可能性が考えられる。床面積は不明で、壁の高さ
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

は0.7mである。

カマド：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面：残存部の床は平坦で、やや固く締まっていた。

出土遺物：本住居跡に明確に帰属させることのでき

る遺物は少ない。カマドの支脚のような形態の石製

品 (No6)は、残存部端にある床面直上からの出土

である。

ー'|

．謎＇

6゚ 

33号住居跡

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

ローム粒多含、締まりやや強

砂質性強、黄褐粘質土プロックやや多含、締ま

／ 
りやや強 ・粘性強

／ ―-□-三
31号住 2

 

33号住

0 1:60 lm 
| | | 

重複遺構：本住居跡中央より南で31号住居跡と、北

西部で149号土坑と重複し、新旧関係は遺構の平面

確認時と埋土断面の状況から、本住居跡が古いと判

断される。また、本住居跡より古い44号住居跡が、

下に存在している。

その他：重複遺構が多く、時期の特定は困難である

が、重複関係と出士遺物より、本住居跡の時期は 9

世紀前半と判断される。
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0 1 : 2 
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As-C多、焼土粒極少含

焼土粒・ローム粒少、 As-C極少含

As-C少、焼土粒極少含、粘性弱

ローム粒少含、床土、締まり強

I I 

り―ーニ＿＿〖］
I I 5 (1/2) 

6
 

5cm 

l 

u D―ーロロり
I | 4(l/2) 

゜
1 : 3 10cm 

第117図 33号住居跡、出土遺物

33号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎士・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第117図1 須恵器 覆土 口 胎砂粒少白色・黒色鉱物 輛轄整形

長頸壺 底 焼還元焔良好

PL. 45 頸1/3 古四 (7.8) 色灰

第117図2 須恵器 覆土 口 (16.6) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 外面：

蓋 摘 焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ削り

PL. 45 天井～口1/8 高 (20) 色灰オリーブ

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重益(g)

第117図3 鉄製品 覆土
(11.0) 0.8 0.4 5 

やや長めの柄を持つ細い刀子

PL. 45 刀子 刃部欠損

第117図4 鉄製品 覆士
(4.9) (1.4) 0.5 5 

刃部と柄部が共に欠損している

PL. 45 刀子 欠損あり

第117図5 鉄製品 覆土
(4.6) (1.1) 0.5 3 

刃部と柄部が共に欠損している

PL. 45 刀子 欠損あり

挿図番号 種別 出土位骰 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第117図6 石製品 床直上
(11.8) (69) (64) 安山岩質凝灰岩

角錐状に整形されている。被熱したような形跡も

PL. 45 支脚か 欠損あり あり、カマドの支脚か
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

34号住居跡 （第118・119図、遺構PL.30、遺物PL.45)

位置 ：Ei~Ek-52~54

西壁方位： N-12°-W

規模 ・形状：本住居跡は、重複遺構により全容は明

らかにできなかった。検出部で南北3.44mX東西3.4

mの隅丸正方形に近い形状を呈すると考えられる。

床面積は不明で、壁の高さは0.49mである。

カマド ：検出されていない。

内部施設 ：壁溝が北西角付近から、西壁下にかけて

検出された。貯蔵穴、ピットは検出できなかった。

また、重複により規模は明らかでないが、北東角の

床下から、土坑状の落ち込みが検出されている。

床面：ほぼ平坦で、固く締まっていた。

出土遺物 ：床面直上からの出土はなかった。

重複遺構 ：本住居跡の東側で31• 33号住居跡、 149

号土坑と重複し、新旧関係は遺構の平面確認時と埋

土断面の状況から、本住居跡が古いと判断される。

また、南部で35号住居跡と重複し、本住居跡が新し

いと判断される。

その他 ：重複が激しく 、遺物が少ないため、時期判

断は困難である。しかし、重複関係から本住居跡の

時期は33号住居跡より古い9世紀前半と考えたい。

[
、
一

[
、
一

34号住

---
――三-166号土坑
|g 

・心＇

31号住

< マ
----

、 \—· --- ------­
、,1,_――,--
|g 

149号士坑

迎'

31号住

塁 L=I25.20m 霊言 31号住

土坑 l
平 ．L=l24.60m ．芦

、ここ⇒—ノ―

34号住居跡

1.暗褐色土 As-C多、ローム粒やや多含

2.暗褐色土 ローム粒多含

3.暗褐色土 黄褐土多、黄褐砂質土ブロノク極少含

4.暗褐色土 黒味強、粘質土・ローム粒極少含、締まり弱・粘性強

5.暗褐色土 ローム粒極少含、締まりやや強

6. 暗褐色土 ローム粒多含

7.暗褐色土 6層よ り黒味強、ローム粒多含

8.暗褐色土 ロームプロック少含、 As-C極少含、床土、締まり強

9.暗褐色土 黄褐粘質土プロック多含、締まりやや強

土坑 l

1.暗褐色土 白黄褐粘質土プロノク多、 As-C少含

0 1 :60 1 m 
| | | 

第118図 34号住居跡
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第119図 34号住居跡出土遺物

34号住居跡

挿図番号

図版番号

第119図l

PL. 45 

第119図2

PL. 45 

挿図番号

図版番号

第119図3

PL. 45 

遺物観察表

瓢須恵器
杯

須恵器

蓋

出土位置

残存状態

覆土

瓦種

平瓦

体～底1/6

覆土

計測値(cm) 胎土 ・焼成・色調

胎土 ・焼成・

色調

胎

焼

色

口
底
蘭
一
口
摘
高

灰

締

密

暗

(7.0) 

(l. 7) 

(1 7. 6) 

(2.1) 

製

桶

胎
焼
色
一
胎
焼
色

砂粒少

遠元焔

灰

細砂粒少 白色・ 黒色鉱物

還元焔良好

灰

器形 ・技法等の特徴

底部：

備考

製作法・桶痕 ・

一枚作り可能性

不明

不明

白色・黒色鉱物

良好

粘土板 （剥

取表・裏 ・
接合）

表 〇

裏 x

接 x

布目痕 （合目

．擦消） ・瓦

乾燥時圧痕

合 x

擦 x

乾 x

観櫨整形 （右回転）

回転糸切り

饒轍整形 （右回転） 外面：

天井部上半回転ヘラ削り

輛輯使用・

叩き技法・

型式名称

観 x

叩

型
素文

側部

面取
備考

吉井窯・非陶土質 8世

紀後葉～ 9世紀前葉

35号住居跡 （第120図、 遺構PL.30)

位置 ：Ej~EK-53~54

南壁方位： N-81°-W  

規模 ・形状：本住居跡は、ほとんどが重複遺構によ

り失われているため、不明なことが多い。検出部で

の計測で、東西1.45mX南北1.13mあり、形状や床

面積は不明である。壁の高さは0.56mである。

カマド ：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

:：

□『
計

E
0
8
.ga
"
T

•

V
ヨ
5

床面 ：残存しているところでは、固く締まっていた。

出土遺物：図示可能な遺物は出土していない。

重複遺構：本住居跡の東部では31号住居跡と攪乱が、

北部には34号住居跡があり、さ らに残存部中央には

166号土坑が存在する。新旧関係は遺構の平面確認

時と埋土断面の状況から、本住居跡が古いと判断さ

れる。

その他： 重複関係より、本住居跡の時期は 9世紀前

半以前と判断される。

35号住居跡

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

黒味強、黄褐土やや多含、締ま り強、

黒味強、ロ ーム粒多含

粘質土 ・黄褐プロ；；ク少含、締まりやや強・粘性強

As-C少含、床土、締まり強

黄褐粘質土ブロック主体、締まり・粘性強

0 1 :60 1 m 
| | | 

第120図 35号住居跡
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

36号住居跡 （第121• 122図、遺構PL.30、遺物PL.45)

位置： Ej~El-52~54

北壁方位： N-87°-W  

規模・形状：本住居跡は調査区域外にまで広がるた

め、全容は明らかでない。検出部で東西3.02mX南

北2.95mあり、隅丸長方形状を呈すると考えられる。

床面積は不明で、壁の高さは0.33mである。

カマド：部分的に検出した。燃焼部の幅は不明で、

張り出しは壁から0.44m検出した。袖の構築材には

礫と瓦が使われていた。

内部施設： 壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。
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床面：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物：遺物の量は少なかった。瓦 (No2、 3)

はカマドの袖部より出土した。また、覆土からであ

るが、鉄滓 (No6)が出土した。

重複遺構 ：本住居跡の西部で37号住居跡と重複し、

新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、

本住居跡が新しいと判断される。

その他：出土した遺物は少ないが、図示できなかっ

た遺物に羽釜の小破片があり、本住居跡の時期は 9

世紀後葉から10世紀前半と判断される。
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36号住居跡

1.暗褐色土 ロームプロ ック・炭化物少含

2.暗褐色土 ロームブロック ・暗褐粘質土ブロソク少含

3.暗褐色土 暗褐粘質土プロ）ク多含

4.暗褐色土 ローム粒・焼土粒少含

5.暗褐色土 ロームブロックやや多、焼土粒少含

6.暗褐色土 焼土粒 ・ロームブロソク少含

7.暗褐色土 ロームプロ ックやや多、焼土粒少含

8.暗褐色土 ロームブロ ックやや多、焼土粒・ 炭化物少含

9.暗褐色土焼土粒多含

10.暗褐色土 灰やや多、焼土粒 ・ロームプロソク少含、締まり・粘性弱

11.暗褐色土 ロームブロ ックやや多、焼土粒・ 灰少含

12.暗褐色土 灰多含、締まり・粘性弱

13.暗褐色土 灰 ・ロームブロックやや多含、締ま り弱

14.暗褐色土 ローム粒・焼土粒少含

15.暗褐色土 焼土粒やや多、ロームブロック少含

16.暗褐色土 灰やや多、焼土粒少含、締まり強、粘性弱

17.暗褐色土 ロームプロ ）ク・焼土粒やや多含

18.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒．灰少含

19.暗褐色土 ロームプロック・灰少含

20.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒少含

21.暗褐色土 ロームプロック ・焼土粒・灰少含

22.暗褐色土 ロームプロノクやや多含、床土、締まり強

¥__-
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1 : 3 10cm 

第121図 36号住居跡、出土遺物 （1)
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第122図 36号住居跡出土遺物 (2)

36号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎士・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第121図1 須恵器 覆土 口 胎粗砂粒少 白色・黒色鉱物 観輯整形（右回転） 底部．

杯 底 (9.0) 焼遥元焔良好 回転糸切り

PL. 45 体下～底1/6 高 (1.9) 色灰白

挿図番号 出土位置 胎土 ・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布目痕（合目 帷輯使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第122図2 カマド 胎 締 製 表

゜
合 X 楠 ？ 笠懸窯 8世紀後薬～ 9

平瓦
破片

焼 密 桶 あり 裏 X 擦 X 叩
横撫

2 世紀初

PL. 45 色 灰 あり 接 X 乾 X 型

第122図3 カマド 胎 並 製 表

゜
合 X 輛 X 秋間窯 9世紀前葉

平瓦 焼 並 桶 不明 衷 X 擦 〇
型叩 縄絡T

PL 45 
破片

色 灰白 不明 接 X 乾 △瓦端か

136 



2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重屈(g)

第122図4 鉄製品 覆土
(4.1) (13) 0.4 2 

刀子の刃部か

PL 45 板状品 欠損あり

第122図5 鉄製品 覆土
(4.6) 0.6 0.6 3 

断面形楕円形の棒状品

棒状品 欠損あり

第122図6 鉄滓 覆土
(27) (2.4) 07 3 

鍛錬鍛冶滓、磁着度 3.メタル度（△）

鍛冶滓 欠損あり

37号住居跡 （第123図、遺構PL.30、遺物PL.45)

位置： Ek~El-52~54

北壁方位： N-82°-W

規模・形状：本住居跡は調査区域外にまで広がるこ

とと、厘複遺構により、不明な点が多い。検出部で

東西3.6mX南北2.6mあり、隅丸長方形を呈すると

考えられる。床面積は不明であり、壁の高さは0.3m

である。

カマド：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴は検出できなかった。ピッ

才
葛`

゜37号住
"2!1 

-----¥、-/
／ 

-—·· 
犀｀` _`j--、一ニ―-J..-----).,__

36号住

｀ 

謳

平． L•I25. 20m ．平＇

ーー ： 

ピット 1
平．•こ

L=l24.90m ~「

トらしきものを 1基、北西角で検出した。径0.18m

で、深度0.27mを測る。

床面： 平坦で、固く締まっていた。

出土遺物：出土遺物は少ない。須恵器塊 (No1)は

床面直上からの出土である 。

重複遺構：本住居跡の東側で36号住居跡と重複し、

新旧関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、

本住居跡が古いと判断される。

その他：重複遺構と出土遺物より、本住居跡の時期

は 9世紀前半と考える。

37号住居跡

1.暗褐色土 ロームブロック・ As-C・暗褐粘質土ブロック少含

2.暗褐色土 ロームブロソク・暗褐粘質土ブロノク少含

3.暗褐色土 ロームブロックやや多含

4.暗褐色土 ロームブロソク・ As-C・焼土粒・炭化物少含

5.暗褐色土 暗褐粘質土ブロソクやや多、ロームプロソク少含

6.暗褐色土 ロームブロソク・暗褐粘質土ブロック ・As-C少含

7.暗褐色士 暗褐粘質土ブロソクやや多含

8.暗褐色土 ロームプロソク少含、床土、締まり強

ピット 1

1.暗褐色土 ロームプロック多含、粘性強
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第123図 37号住居跡、出土遺物

37号住居跡

挿図番号

図版番号

第123図1

PL. 45 

遺物観察表

種別

器種

須恵器

塊

出土位置

残存状態

床直上 口

体下～底2/3 底

高台欠損 高

計測値(cm)

(1.5) 

胎土 ・焼成・色調

胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物

焼還元焔良好

色褐灰

器形・技法等の特徴

輛櫨整形（右回転） 底部：

回転糸切り後、付け高台

備考

38号住居跡 （第124~126図、遺構PL.30・31、遺物PL.45・46)

位置： Ej~El-51~52 南壁方位： N-85°-W
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

規模・形状：本住居跡は、調査区域外にまで広がる

ことと、重複遺構により、全容は明らかでない。検

出部で東西3.2mX南北1.45mであった。形状は隅丸

方形状であろう。壁の高さは0.35mである。

カマド： 一部検出した。燃焼部の幅は不明で、壁か

らの張り出しは、検出部で0.53mであった。

内部施設：壁溝やピットは検出されなかった。貯蔵

穴は南東角にあり、規模は0.7mX0.52mで、深度0.28

mであった。 他に、床面で土坑が2基、床下から土

坑が2基検出された。

床面：平坦で、やや固く締まっていた。

出土遺物 ：掘り方土からの出土では、須恵器塊 (No.

6)があった。貯蔵穴からは、土師器甕 (Nol、2)、

須恵器塊 (No3、5)、須恵器羽釜 (NolO)があっ

た。また、須恵器椀 (No7) は貯蔵穴と掘り方土か

らの出土であった。須恵器甕 (Noll) は土坑3から

の出土である。

重複遺構：本住居跡の中央から北西部にかけて42号

住居跡と重複し新旧関係は遺構の平面確認時と埋土

断面の状況から、本住居跡が古いと判断される。ま

た、東壁で43号住居跡と重複するが、本住居跡が新

しい。

その他：貯蔵穴出土遺物より、本住居跡の時期は10

世紀前葉と判断される。
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38号住居跡
1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土
4.暗褐色土

5.暗褐色土
6.暗褐色土
7.暗褐色土

8.暗褐色土
9.暗褐色土
10.暗褐色土

11.暗褐色土

12.暗褐色土
13.暗褐色土
14.暗褐色土

15.暗褐色土
16.暗褐色土

17.暗褐色土

18.暗褐色土

19.暗褐色土
20.暗褐色土
21.暗褐色土

22.暗褐色土

23.暗褐色土
24.暗褐色土

25.暗褐色土
26.暗褐色土

As-Cやや多、ロームプロック・焼土粒・炭化物少含
ロームブロックやや多、 As-C・焼土粒・炭化物少含
ロームプロック多含

ロームプロックやや多含、床土、締まり・粘性強

As-C・ロームブロソク・炭化物・焼土粒少含
ロームプロックやや多、 As-C・炭化物・焼土粒少含
As-C・ロームプロソク ・暗褐粘質土ブロック ・炭化物少含
焼土粒やや多、炭化物・ロームプロソク少含

ロームプロック・焼土粒・炭化物少含

ロームブロック多、焼土粒・炭化物少含

焼土粒 ・ローム ブロックやや多、炭化物少含、粘性弱

炭化物多含

灰多含、締まり強・粘性弱

灰・ロームブロックやや多、焼土粒少含、粘性弱

灰・ロームブロック・焼土粒少含、粘性弱

ロームブロック・灰やや多、焼土粒少含、粘性弱

ロームブロックやや多、灰・焼土粒少含、締まり弱

灰やや多、焼土粒・ロームプロック少含、粘性弱

ロームブロックやや多、焼土粒・炭化物少含、締まり・粘性弱

灰・ロームブロソクやや多、焼土粒少含、締まり弱

ロームブロックやや多、焼土粒 ．灰少含

灰やや多、焼土粒・ロームブロック少含、粘性弱

灰多、ロームブロック少含、粘性弱

灰やや多、焼土粒・ローム粒少含、粘性弱

ロームブロックやや多、炭化物・焼土粒少含、粘性弱

ロームプロックやや多、焼土粒 ・灰少含

貯蔵穴・土坑2

1.暗褐色土 ロームブロソクやや多、炭化物少含

2.暗褐色土 ロームプロック多、炭化物少含
3.暗褐色土 ロームプロック多、焼土粒・炭化物少含
4.暗褐色土 ロームブロックやや多、灰・炭化物・焼土粒少含
5.暗褐色土 ロームプロック多含、締まり弱

土坑 l
l.暗褐色土

2.暗褐色土
3.暗褐色土

ロームブロックやや多、 As-C・焼土粒少含
ロームプロックやや多含

ロームプロック・炭化物少含

0 1 :60 1 m 
| | | 

土坑4

l. 暗褐色土

2.暗褐色土
3.暗褐色土

第124図 38号住居跡

ロームブロックやや多、締まり強

ロームプロックやや多、焼土粒・炭化物少含、締まり・粘性弱

ロームブロック多含
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物
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第125図 38号住居跡出土遺物 （1)
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第3章塚田中原遺跡0区の調査
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第126図 38号住居出土遺物（ 2)
38号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第125図1 土師器 貯蔵穴 口 08.8) 胎砂粒やや多 白色・黒色・赤色鉱物 外面・口縁部横ナデ、体部へ
甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ヘラナデ

PL. 46 口～体上2/5 高 (78) 色橙

第125図2 土師器 貯蔵穴 口 胎 ,p 3mm小礫砂粒やや多白• 黒・赤色鉱物 外面’体部ヘラ削り 内面'
甕 底 焼酸化焔良好 ヘラナデ

PL. 46 体1/3 古回 (13.9) 色 にぶい赤褐
第125図3 須恵器 貯蔵穴 口 (13.2) 胎砂粒やや多黒色・白色鉱物 饒轄整形（右回転） 口唇部

椀 底 (6.0) 焼酸化焔良好 外反底部：切り離し技法不

PL. 45 口～底1/3 高 4.8 色灰白 明、付け高台

第125図4 須恵器 覆土 口 14.0 胎粗砂粒やや多 黒色 ・白色鉱物 輛輯整形 （右回転） 底部：

椀 底 66 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 45 口～底3/4 高 50 色灰白

第125図5 須恵器 貯蔵穴 口 145 胎 q,3mm小礫砂粒少白色・ 黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 口縁部
境 底 70 焼遠元焔良好 外反底部：回転糸切り後、

PL. 45 口～底7/8 古回 4.9 色灰白 付け高台
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

第125図6 須恵器 掘り方 口 (14 0) 胎砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 観櫨整形（右回転） 口縁部

碗 底 (5.6) 焼還元焔やや軟 弱く外反底部・回転糸切り

PL. 45 口～底1/3 古四 5.6 色黄灰 後、付け高台

第125図7 須恵器 貯蔵穴・掘 口 (138) 胎 1>2mm小礫砂粒やや多 白色鉱物 鞘輯整形（右回転） 口縁部
境 り方 底 焼還元焔やや軟 弱く外反

PL 46 口～体1/3 商 (4.5) 色灰

第125図8 須恵器 覆土 口 胎 粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 （身部） 観轄整形 （右回転） 底部' 身部と高台部

境 底 6.7 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台 で胎土異なる

PL. 46 体～底3/5 高 (2.7) 色灰白

第125図9 灰釉陶器 覆土 口 (16.0) 胎砂粒少白色鉱物 観輯整形外面：体部まで施 光ヶ丘 1号窯

境 底 7.4 焼還元良好 釉 内面：体部・底部付近ま 式期

PL 46 口～底1/3 高 5.4 色灰白 で施釉刷毛塗り

第125図10 須恵器 貯蔵穴 口 (202) 胎 </!5mm小礫粗砂粒やや多白・黒色鉱物 輔轄整形

羽釜 底 焼還元焔良好

PL. 46 口～体上1/6 古回 (5.2) 色灰白

第125図11 須恵器 土坑3 口 胎粗砂少 白色・黒色鉱物 外面：平行叩き目 内面：青

甕 底 焼還元焔良好 海波文

PL. 46 体破片 高 色灰

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法 ・桶痕 ・
粘土板（剥 布目痕（合目 鞘轄使用・

側部

図版番号
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

残存状態 接合）

第125図12 土坑4 胎 並 製 不明 表

丸瓦
破片

焼 並 桶 裏

PL. 46 色 黄灰 不明 接

第125図13 土坑3 胎 締 製 不明 表

丸瓦
破片

焼 密 桶 裏

PL 46 色オリープ黒 不明 接

第125図14 土坑3 胎 並 製 2枚 表

丸瓦 焼 並 桶 裏

PL. 46 
破片

色 浅黄橙 なし 接

第125図15 土坑3 胎 硬 製 不明 表

平瓦
破片

焼 並 桶 裏

PL 46 色 明赤褐 不明 接

第125図16 貯蔵穴 胎 硬 製 不明 表

平瓦 焼 並 桶 裏

PL. 46 
破片

色 灰 あり 接

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅

第126図17 鉄製品 カマド覆士
50 18 

PL. 46 壺金 先端部欠損

第126図18 鉄製品 覆土
(4.2) 0.4 

PL 46 棒状品 欠損あり

39号住居跡 （第127~129図、遺構PL.31、遺物PL.46.47) 

位置 ：Ek~Em-50~52

南壁軸方位： N-83°-E 

規模・形状 ：本住居跡は調査区域外にまで広がるた

め、不明瞭な点もある。検出部で東西3.3mX南北2.7

mあり、隅丸方形状を呈すると考えられる。検出し

た床面積は3.7m',壁の高さは0.3mである。

カマド：貯蔵穴と考えられる土坑の位置や東壁際に

焼土粒を検出したことより、東壁に構築されていた

と考えられる。瓦が出土しており、構築材に使用さ

れていた可能性がある 。

内部施設：壁溝やピットは検出できなかった。貯蔵

穴は南東角にあり、 0.38mX0.3m、深度0.12mで

厚さ

0.8 

0.4 

X 

゜X X 
゜X X 
゜X 
゜X X 
X 

゜X 

乾燥時圧痕 型式名称

＾ ロ

X 輛 X 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

擦 X 叩
素文

3 世紀初

乾 X 型

合 X 饒 X 笠懸窯 8世紀後葉～9

擦 X 叩
素文

2 世紀前葉

乾 X 型

合 X 観

゜
秋間窯 8世紀後葉～ 9

擦

゜
"「l X 世紀前葉

乾 X 型
横撫

合 X 輻 X 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

擦 X n n 
素文

3 世紀前葉

乾 X 型

合 X 観 X 吉井窯 9世紀中葉

擦 X 叩 2 

乾 X 型
素文

重最(g)
特徴

13 
頭部を環状に整形している、先端は折り曲げられてい

る

2 
断面四角形の棒状品、釘か

あった。また、床下より土坑を 2基検出した。

床面：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物：須恵器塊 (No5)、瓦 (No9) は床面直

上からの出土である。瓦 (No8) は掘り方土からの

出土であった。瓦 (No7) は床面から掘り方にかけ

ての出土であった。土師器甕 (No1)、須恵器杯 (No

2)、須恵器塊 (No3)、瓦 (N叫 1) は貯蔵穴からの

出土であった。土坑 1からは灰釉陶器小瓶 (No6)、

土坑2からは須恵器塊 (No4) が出土した。

その他：貯蔵穴出土の土師器甕などより、本住居跡

の時期は10世紀前葉と判断する。
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士坑2・貯蔵穴

ト 4卜 4
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39号住居跡

1. 暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

土坑 l

1. 暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

As-C多、炭化物・焼土粒 ・ロームブロノク少、締ま

り強

ロームブロノク多、ローム粒・炭化物やや多、 As-C

少含、締まり強

As-C・ローム粒少含、締まり強

ロームプロックやや多含、締まり強

ロームブロック・暗褐粘質土プロックやや多、 As-C

少含、締まり強

ロームプロック・灰少、 As-C極少含、床土、締まり

強

粘質土、黄褐粘質土ブロック多含、締まり ・粘性強

黄褐粘質土ブロック非常に多、炭化物少含、締まり ・

粘性強

灰多、焼土粒極少含、締まり弱

As-C・ローム粒少含、締まりやや強

ロームブロック少含、締まり弱

ロームプロック少含
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39号住居跡、出土遺物 (1)

142 
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第128図 39号住居跡出土遺物（ 2)
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12 (1/2) 

゜0 1:2 5cm 

0 1:3 10cm 

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第127図1 土師器 貯蔵穴 口 (18 8) 胎粗砂粒やや多 赤色・白色・黒色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部へ
甕 底 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ヘラナデ、

PL 47 口～体1/4 高 (16.0) 色赤褐 輪積痕

第127図2 須恵器 貯蔵穴 口 胎粗砂粒やや多 白色・黒色・赤色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部：

杯 底 (60) 焼酸化焔良好 回転ヘラ切り後ナデ調整

PL. 46 体～底1/3 高 (25) 色 にぶい黄褐
第127図3 須恵器 貯蔵穴 口 (15.4) 胎 r/J4mm小礫砂粒少 白色 ・黒色鉱物 帷櫨整形（右回転） 口縁部

碗 底 (6.4) 焼遥元焔やや軟 外反底部 ’回転糸切り後、

PL. 46 口～底1/3 高 46 色灰白 付け高台

第127図4 須恵器 土坑2 口 (14 0) 胎 </>3mm小礫粗砂粒少 白色 ・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 口縁部
碗 口～底底 底 7.4 焼遠元焔良好 外反底部 ：回転糸切り後、

PL. 46 完他1/4 古四 5.0 色 暗灰黄 付け高台

第127図5 須恵器 床直上 口 胎砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部 '

椀 底 (80) 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 46 体下～底1/3裔 (27) 色灰白

第127図6 灰釉陶器 土坑 l 口 53 胎緻密 輛輯整形 内面上部施釉

小瓶 口～頸ほ 底 焼還元焔良好

PL 46 ぽ完 高 (33) 色灰白

挿図番号 出土位置 胎土 ・焼成 ・ 製作法 ・桶痕・
粘土板（剥 布目痕（合目 輛櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称
第127図7 床直上 ・ 胎 並 製 2枚 表 X 合 X 輛

゜
笠懸窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦 掘り方 焼 並 桶 あり 裏

゜
擦 X 

叩 タテ撫 3 世紀初
PL 47 破片 色灰オリープ なし 接 X 乾 なし 型
第128図8 掘り方 胎 並 製 不明 表

゜
合

゜
観 ？ 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

平瓦
破片

焼 並 桶 裏 X 擦 X 叩
素文

1 世紀初
PL. 47 色にぶい黄褐 不明 接 X 乾 なし 型
第128図9 床直上 胎 硬 製 表

゜
合 X 観 X 吉井窯 9世紀前葉

平瓦
破片

焼 並 桶 あり 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫

3 ヘラ文字「山亡」
PL 47 色オリープ黒 なし 接 X 乾 なし 型
第128図10 覆土 胎 硬 製 表

゜
ムロ X 輛 X 吉井窯 9世紀前葉

平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫

3 

PL. 47 
破片

色オリープ黒 あり 接 X 乾 なし 型
第129図11 貯蔵穴 胎 硬 製 表

゜
合 X 観 X 吉井窯 9世紀前葉

平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫 ヘラ文字「コ長（力）物文」

PL 47 
破片

色オリ ープ黒 あり 接 X 乾 なし 型

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ I 幅 I 厚さ I重最(g)

第129図12 鉄製品 覆土
(5.3) 0.5 I 0.5 5 

頭部折り曲げの角釘

PL 47 釘 先端部欠損

40号住居跡 （第130~133図、遺構PL.31、遺物PL.47~49)

位置 ：El~En-50~52

北壁方位 ：N-3°-E

規模 ・形状 ：一部は重複遺構や攪乱により失われて

いる。規模は4.3mX3.56mで、面積12.62可である。
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壁の商さは0.5mである。

カマド ：東壁中央より南側で検出した。燃焼部の幅

は0.55m、壁からの張り出しは1.4mであった。直接

カマドに伴わないが、瓦が出土していることから、



袖の構築材として使われた可能性がある。

内部施設：壁溝は北東角からカマドにかけての東壁

下、一部の南壁下、北西角を含む一部の西壁下で検

出した。貯蔵穴は南東角にあり、 l.04mX0.72m、

深度0.14mであった。ピットは検出できなかった。

また、土坑を 4基検出した。

床面 ：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物：須恵器塊 (Na6)は床面直上より出土し

た。カマドからは、須恵器坪 (NQ4、5)、須恵器塊

(Na 7、8)、須恵器甕 (N叫7)、貯蔵穴からは、須恵

乱
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

器塊 (No.9)、瓦 (No.18)が出土した。緑釉陶器椀

(No.14)や瓦 (No.20)は壁溝から出土した。

重複遺構：北東部で167号土坑と重複し、新旧関係

は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、本住居

跡が古いと判断される。また、西壁で41号住居跡と

重複するが、本住居跡が新しい。

その他：古めの様相をもつ遺物も出士しているが、

カマドや貯蔵穴から出土した遺物の様相より、本住

居跡の時期は10世紀前葉と判断される。

平． L=l24.50m aェ：

-T 

[

ぶ

T

〔
+ 40号住居跡
； l.暗褐色土 As-C・ロームプロックやや多、
廿 焼土粒少含

_L 2．暗褐色土 ロームプロックやや多、 As_C.

焼土粒・炭化物少含

3.暗褐色土 As-C・ロームプロックやや多含

4.暗褐色土 ロームブロックやや多含

5.暗褐色土 As-C・ロームプロック ・暗褐粘

質土ブロソク少含

6.暗褐色土 As-C・ローム粒少含

7.暗褐色土 ロームプロック・焼土粒 ・炭化物

少含、床土、締まり強

8.暗褐色土 ロームプロ・ノクやや多含

9.暗褐色土 焼土粒・ロームプロソク少含

10. 暗褐色土 焼土粒 ・炭化物・ローム粒少含

11.暗褐色土 As-Cやや多、ロームプロック・

焼土粒少含

12.暗褐色土 ロームプロックやや多、 As-C少含

13.暗褐色土 ロームプロックやや多含

14.暗褐色土 As-C・ロームプロック ・焼土粒

少含

且 ． 貯蔵穴且虻

L=124. 90m、-- / 
土坑2

早 ．L=I25.OOm ．平＇

< 3

士坑3
卑 ．L=I25.OOm ．顕

了下ミミ一↓ーニプ

土坑2

．皿 1.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒． As-C少含

2.暗褐色土 ロームブロックやや多、焼土粒少含

3.暗掲色土 ロームブロック少含、締まり・粘性弱

土坑3

1. 暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒少含

2.暗褐色土 ロームブロック・焼上粒少含

0 1:60 lm 
| | | 

第130図 40号住居跡
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カマド

1. 暗褐色土 ロームプロソクやや多、 As-C・焼土粒少含

2.暗褐色土 As-Cやや多、ロームプロソク・焼土粒少含

3.暗褐色土 ロームプロソク・焼土粒 ．As-C少含

4.暗褐色土 ロームブロソク多、 As-C・焼土粒少含

5.暗褐色土 焼土粒やや多、ロームプロック少含、粘性弱

6.暗褐色土 焼土粒・ロームブロソク少含

7.暗褐色土 焼土粒やや多、灰少含、粘性弱

8.暗褐色土焼土粒． As-C少含

9.暗褐色土 焼土粒やや多、 As-C・ロームプロソク少含

10.暗褐色土 ロームプロックやや多、 As-C・焼土粒少含

11.暗褐色士 As-C・ロームプロック・焼土粒少含

12.暗褐色土 ロームブロックやや多、焼土粒 ．As-C少含

13.暗褐色土 ロームプロソクやや多、As-C・焼土粒・炭化物少含

14.暗褐色土 ロームブロソクやや多、焼土粒少含

15.暗褐色土 ロームプロック多含

16.暗褐色土 ロームプロック ・炭化物少含

17.暗褐色土 灰やや多、炭化物・ロームブロソク少含、粘性弱

18.暗褐色土 灰やや多、ロームプロック少含、粘性弱
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第131図 40号住居跡カマ ド、出土遺物 (1)
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第132図 40号住居跡出土遺物 （2)
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第133図 40号住居跡出士遺物 (3)

40号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第131図1 土師器 覆土 口 (12.5) 胎砂粒やや多 白色・黒色 ・赤色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部～

杯 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：横ナデ、

PL 47 口～底1/4 高 37 色明赤褐 黒色化

第131図2 土師器 覆土 口 (14.2) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部～

均 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面 ’横ナデ

PL. 47 口～体1/3 高 (4.7) 色明赤褐

第131図3 須恵器 覆士 口 120 胎 ip4mm小礫砂粒少白色 ・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 口縁部

均 底 57 焼還元焔良好 弱く外反底部：回転糸切り

PL. 47 口～底4/5 高 37 色灰白

第131図4 須恵器 カマド 口 12.2 胎粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部：

坪 口～底底 底 5.7 焼退元焔良好 回転糸切り 内面 ：口唇部に

PL 47 完他1/2 喬 33 色灰 1条の沈線が巡る

第131図5 須恵器 カマド 口 胎粗砂粒やや多 白色・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 口縁部

坪 体～底底 底 56 焼還元焔やや軟 弱く外反底部：回転糸切り

PL 47 完 他1/4 高 (25) 色黄灰

第131図6 須恵器 床直上 口 132 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 口縁部

境 底 71 焼還元焔やや軟 弱く外反底部：回転糸切り

PL 47 口～底1/2 高 5.3 色灰白 後、付け高台

第131図7 須恵器 カマド 口 (13.4) 胎 が3mm小礫細砂粒少白色・黒色鉱物 観鑢整形（右回転） 口縁部

塊 底 (8.0) 焼還元焔良好 弱く外反底部：回転糸切り

PL. 47 口～底1/4 商 57 色黄灰 後、付け高台

第131図8 須恵器 カマド 口 (12.8) 胎 か4mm小礫粗砂粒やや多白色 ・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 口縁部

塊 口～底底 底 65 焼酸化焔良好 外反底部：回転糸切り後、

PL岱 完他2/5 高 49 色 にぶい黄橙 付け高台

第131図9 須恵器 貯蔵穴 口 (158) 胎砂粒やや多 白色 ・黒色・赤色鉱 輛轄整形（右回転） 底部．

塊 口～底底 底 6.8 焼酸化焔良好 切り離し技法不明、付け高台

PL 48 完他1/6 高 62 色橙
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

第131図10 須恵器 覆土 口 (13.5) 胎 rp5mm小礫粗砂粒少 白色・黒色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 底部：
皿 口～底底 底 6.5 焼酸化焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 48 完他1/3 高 3.2 色灰白

第131図11 灰釉陶器 カマド・土 口 13.4 胎細砂粒少白色鉱物 輛輯整形 内外面体部まで施 光ヶ丘 1号窯

境 坑2 底 4.2 焼還元良好 釉刷毛塗り 内面：焼成時付 式期

PL 48 ほぼ完 高 43 色灰白 着した高台痕あり

第131図12 灰釉陶器 覆土 口 胎砂粒少白色鉱物 輛輯整形 内面：体部施釉 大原 2号窯式

椀 底 (7.4) 焼還元良好 刷毛塗り 期

PL. 48 体～底1/3 高 (3.2) 色灰白

第132図13 灰釉陶器 掘り方 口 胎砂粒少白色鉱物 観轄整形 内面：底部付近 光ヶ丘 1号窯

椀 底 8.8 焼還元良好 まで施釉刷毛塗り、焼成時 式期

PL. 48 底完 古回 (1.6) 色灰白 付着した高台痕あり

第132図14 緑釉陶器 壁溝 口 9.2 胎砂粒少白色鉱物 観轄整形 内外面全面施釉 近江産、口唇

稜坑 口～底底 底 52 焼還元良好 閥台端部 l条の沈線が巡る 部油煙付着

PL. 48 完他1/2 高 3.0 色暗オリープ

第132図15 須恵器 カマド・貯 口 (16.6) 胎粗砂粒やや多白色•黒色・赤色鉱物 饒輯整形

羽釜 蔵穴 底 焼酸化焔良好

PL 48 口～体1/4 瀾 (128) 色 にぶい黄橙

第132図16 須恵器 土坑4 口 胎粗砂粒やや多 白色・赤色・黒色鉱物 輛櫨整形か外面：横ナデ後、

羽釜 底 (91) 焼酸化焔良好 ヘラ削り 内面：横ナデ

PL 48 体下～底1/2 高 (8.7) 色橙

第132図17 須恵器 カマド 口 (14.7) 胎 cp3mm小礫粗砂粒少白色鉱物 輛轄整形

小型甕 底 焼逗元焔良好

PL. 48 口～体1/4 高 (4.9) 色灰

挿図番号 出土位置 胎土・焼成 ・ 製作法 ・桶痕 ・
粘土板（剥 布目痕（合目 輛櫨使用 ・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表 ・襄． ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合）
第132図18 貯蔵穴 胎 並 製 2枚 表

丸瓦 焼 並 桶 あり 裏

PL 48 
小破片

色にぶい橙 なし 接
第132図19 土坑4 胎 硬 製 2枚か 表

丸瓦 焼 並 桶 裏

PL 48 破片 色 黒褐 不明 接
第132因20 壁溝 胎 並 製 なし 表

丸瓦
破片

焼 粗 桶 裏

PL 48 色 橙 あり 接
第133図21 土坑4 胎 並 製 表

平瓦 破片 焼 並 桶 なし 裏
PL. 49 色 灰白 あり 接
第133図22 覆土 胎 並 製 表

平瓦 焼 粗 桶 なし 裏
破片

PL. 48 色にぶい黄橙 あり 接

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

図版番号 器種 残存状態 長さ

第133図23 鉄製品 覆土
(2.5) 

PL. 48 棒状品 欠損あり

第133図24 鉄製品 覆土
(4.2) 

PL 48 鉄鏃か 欠損あり

41号住居跡 （第134図遺構PL.31、遺物PL.48・49)

位置 ：Em~En-50~52

北 壁方位 ：N-86°-E 

幅

04 

0.9 

規模 ・形状 ：重複により 、一部分しか残存していな

い。形状は隅丸方形状となる可能性がある。検出部

で南北4.4mX東西1.09m、面積は不明で、壁の高さ

は0.3mである。

カマド ：残存部東端で、灰層や袖の残痕を検出した

ことから、東壁に構築されたと考えられる。

内部施設：壁溝は、北東角と北壁下、南壁下の一部

で検出した。貯蔵穴は南東角に0.5mX0.44m、深度

厚さ

04 

07 

X 

゜X 
゜゚X 
X 

x 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

乾燥時圧痕 型式名称

合 X 観

゜
笠懸窯 8世紀後葉 9世

擦 X 叩
横撫

3 紀初

乾 なし 型

合 X 態 X 笠懸窯 8世紀後葉9世

擦

゜
叩 紀初

乾 なし 型
素文

ノロ X 轍 X 非陶上質 9世紀中葉、

擦 X 叩浅平行全 1 薄作

乾 〇瓦か？ 型 面

合 X 観 X 藤岡窯非陶土質 9世

擦 X 叩 1 紀中葉、薄作
木目

乾 なし 型

合 X 観 X 非陶土質 9世紀、薄作

擦 X 叩 1 
素文

乾 △ 型

重最(g)
特徴

2 
断面正方形の棒状品

3 
工具の可能性もある。先端部は欠損しているが、四角

錐状

0.18mの規模で検出した。ピットは検出できなかっ

た。また、床下から土坑 lを検出 した。

床面 ：平坦で、固く締まっていた。

出土遺物 ：土師器坪 (No1)、須恵器坪 (No3、4)

は床面直上から出土した。カマドから須恵器蓋 (No

6)、貯蔵穴から須恵器塊 (No5)が出土した。

甫複遺構：東壁付近で40号住居跡と、中央より西側で

18号溝跡と重複し、新旧関係は遺構の平面確認時と

埋土断面の状況から、本住居跡が古いと判断される。

その他 ：出土遺物の様相より、本住居跡の時期は 8

世紀後葉と判断される。
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査
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18号溝
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諏□鯰

平'
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謳． L=i25.OOm ．血'
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41号住居跡

1.暗褐色土 As-C・ローム粒やや多、焼土粒少含

2.暗褐色土 ロームブロソクやや多、焼土粒． As-C少含

3.暗褐色土 ロームプロック・ As-C少含

4.暗褐色土 ロームプロックやや多、焼土粒 ．As-C少含

5.暗褐色土 As-C・ローム粒・焼土粒少含

6.暗褐色土 As-C・ローム粒少、焼土粒極少含

7.暗褐色土 As-C・ローム粒少含

8.暗褐色土 ロームプロックやや多、 As-C・焼土粒・灰少含

9.暗褐色土 As-C・焼土粒少含

貯蔵穴

1.暗褐色土 ロームブロソク・焼土粒・炭化物少含

2.暗褐色土 ロームプロックやや多含

3.暗褐色土 ロームプロック少含

0 1:60 lm 
| I | 

10.暗褐色土 ロームブロック ・焼土粒やや多、灰． As-C少含、

締まり弱

11. 暗褐色土 As-C少含、粘性弱

12.暗褐色土 As-C・焼土粒 ・ローム粒少含

13.暗褐色土 ロームプロソク ・焼土粒やや多、 As-C・灰少含

14.暗褐色土 As-C・焼土粒・ローム粒・灰少含

15.暗褐色土 ロームプロック多、灰少含

16.暗褐色土 焼土粒やや多、ロームプロソク・ As-C少含

17.暗褐色土 ロームブロソク多含、床土、締まり強

18.暗褐色土 灰 ・ロームブロックやや多含、締まり強

19.暗褐色土 灰多、焼土粒少含、床土、締ま り強

20.暗褐色土 灰やや多、焼土粒少含、締まり強

21.暗褐色土 ロームプロソクやや多含
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第134図 41号住居跡、出土遺物
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

41号住居跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第134図l 土師器 床直上 口 胎砂粒やや多 白色・黒色・赤色鉱物 外面．口縁部横ナデ、体部～

坪 底 (10.8) 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：体部放

PL 48 体～底1/5 古四 (23) 色橙 射状ミガキ

第134図2 土師器 掘り方 口 (200) 胎砂粒やや多 黒色 ・白色・赤色鉱物 外面：口縁部横ナデ、頸部輪

甕 底 焼酸化焔良好 栢痕、体部ヘラ削り 内面：

PL. 48 口1/8 高 (4.2) 色明赤褐 横ナデ

第134図3 須恵器 床直上 口 (11.9) 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 糖輯整形（右回転） 底部：

杯 底 (6.9) 焼遠元焔良好 回転ヘラ切り後、ナデ調整

PL 49 口～底1/2 高 3.6 色灰

第134回4 須恵器 床直上 口 (11.8) 胎細砂粒少白色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

坪 底 (6.8) 焼還元焔良好 回転ヘラ切り

PL. 49 口～底2/5 高 36 色灰

第134図5 須恵器 貯蔵穴 口 160 胎砂粒やや多 白色 ・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部'

境 底 90 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 49 口～底3/4 古回 7.1 色灰黄

第134図6 須恵器 カマド 口 (21 7) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 外面：

蓋 摘 焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ削り

PL. 49 天井～口1/6高 (27) 色灰

42号住居跡 （第135図、遺構PL.30• 31、遺物PL.48• 49) 

位置： Ej~El-51~52

南壁方位： N-77°-W 

規模・形状：本住居跡は大半が調査区域外にまで広

がるため、不明瞭なところが多い。規模は東西3.18

m X 1.25mで、 壁の高さは0.43mである。残存して

いる面積は1.89対で、隅丸方形状を呈するであろう。

カマド：検出されていない。

内部施設： 壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面：残存部では、平坦でやや固く締まっていた。

出土遺物：須恵器塊 (No1)は床面直上より出土し

た。

重複遺構：南部の大半で38号住居跡と、南東端で43

号住居跡と重複し、新旧関係は遺構の平面確認時と

埋土断面の状況から、本住居跡が新しいと判断され

る。

その他：出士遺物は少なく、時期判断は困難である。

重複遺構や出土した須恵器椀から考えると、本住居

跡の時期は10世紀前葉以降と判断される。

調査区域外
＼塁

42号住居跡

1.暗褐色土 As-Cやや多、ロームプロソク・焼土粒・炭化物少含

2.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒少含

3.暗褐色土 As-C・ロームブロソクやや多、焼土粒・炭化物少含

4.暗褐色土 ロームブロック・ As-C少含、床土、締まり強

5.暗褐色土 As-Cやや多、 As-B・焼土粒・炭化物少含

6.暗褐色土 暗褐粘質土プロック多、 As-C・ロームブロソク少含、

粘性強

7.暗褐色土 ロームブロックやや多、 As-C少含
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

42号住居跡 遺物観察表
挿図番号 種別 出土位置

計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考図版番号 器種 残存状態
第135図l 須恵器 床直上 口 (15.0) 胎砂粒少 白色・ 黒色鉱物 観櫨整形

碗 底 焼逗元焔良好
PL. 49 口～体1/8 高 (4.3) 色灰
第135図2 須恵器 覆土 口 胎砂粒やや多 白色・ 黒色鉱物 鞘櫨整形 （右回転） 底部'

坑 底 (7.6) 焼遠元焔やや軟 回転糸切り後、付け高台
PL. 49 底1/3 高 (2.0) 色浅黄

43号住居跡 （第136図、遺構PL.30• 31、逍物PL.49)

位置： Ej~Ek-51~52

東壁方位： N-0° 

規模 ・形状：本住居跡はほとんど残存していない。

規模などは不明で、壁の高さは0.08mである。

カマド：検出されていない。

内部施設：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面 ：わずかしかないが、やや固く締まっていた。

出土遺物：土師器台付き甕 (No1)は床面直上から

出土した。

重複遺構：東端以外は38• 42号住居跡と重複し、新

旧関係は遺構の平面確眩時と埋土断面の状況から、

本住居跡が古いと判断される。

その他：わずかな遺物で、時期判断は困難であるが、

出土した士師器台付き甕より、本住居跡の時期は 9

世紀代と判断される。

＼ ¥¥ 1: 9 9 
/I 

38号住

皿 上43号住
瓜＋2-古

皿 ．皿
L=125 20m rデ

0 1:60 lm 
| I | ゜

1 : 3 10cm 

第136図 43号住居跡、出土遺物

43号住居跡 遺物観察表
挿図番号 I 種別 出土位置

計測値(cm) 胎士・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考
図版番号 I 器種 残存状態
第136図l I土師器 床直上 口 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面：体部～底ヘラ削り、脚

台付き甕 底 (66) 焼酸化焔良好 部横ナデ 内面’ヘラナデ、
PL. 49 | 体下～底1/2 高 (5.3) 色にぶい赤褐 ヘラ痕残る

44号住居跡 （第137図、遺構PL.30)

位置： Ei~Ej-52~54

北壁方位： N-82°-W

規模 ・形状 ：本住居跡は、他の住居跡の下にあり、

わずかな残痕をとどめているに過ぎない。規模や形

状、面積は不明で、壁の高さは0.22m残っていた。

カマド：検出されていない。

内部施設 ：壁溝や貯蔵穴などは検出できなかった。

床面 ：不明

出土遺物：出上していない。

重複遺構 ：本住居跡より新しい31• 33号住居跡が上

面にある。

152 

その他： 遺物の出土が無く 、時期は判断できない。

埋土と重複関係から、 9 世紀前半以前の奈良 • 平安

時代に属すると考える。
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

(3)竪穴状遺構

2号竪穴状遺構 （第138• 139図、遺物PL.49)

位置： Ed~Ee-56~57

長軸方位：不明

概要：調査区域外にまで広がるため、全容は明らか

にできなかった。検出部で東西2.84mX南北2.4mあ

り、形状はやや不定形に感じられるが、隅丸方形状

となる可能性がある。掘り込みはしつかりしており、

深度0.68mを測る。遺物は、覆土中からやや多く出
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2号竪穴状遺構
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土している。

重複遺構 ：本遺構の西部で16号溝跡と重複し、新旧

関係は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、本

遺構が新しいと判断される。

その他：出土した遺物は 9世紀前半に属するものが

多い。しかし、覆土からの遺物ばかりであり、 16号

溝跡との重複関係を踏まえると、より新しい時期と

なる可能性がある。

2号竪穴状遺構

1.暗褐色土 As-C多、ローム粒やや多含、締まり強

2.暗褐色土 As-C・ローム粒多含

3.暗褐色土 黒味強、ローム粒 ・炭化物少含

4.暗褐色土 黒味強、黄褐プロック多含
0 1 :60 1 m 
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第139図 2号竪穴状遺構出土遺物 (2)

2号竪穴状遺構逍物観察表

挿図番号 種別 出士位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第138図1 土師器 覆土 口 05.0) 胎砂粒少 白色・黒色鉱物 外面：口縁部横ナデ、体部～

坪 底 (11.0) 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面：体部放

PL. 49 口～底1/6 高 (37) 色明赤褐 射状ミガキ

第138図2 須恵器 覆土 口 126 胎粗砂粒少白色・黒色鉱物 輛盤整形（右回転） 底部．

杯 底 68 焼還元焔良好 回転糸切り

PL 49 口～底1/2 高 35 色灰

第138図3 須恵器 覆土 口 胎砂粒少白色・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部'

坪 底 71 焼遥元焔良好 回転糸切り

PL. 49 底完 高 (15) 色灰

第138図4 須恵器 覆士 口 胎砂粒少白色鉱物 輛轄整形（右回転） 底部 ．

塊 底 (8.4) 焼遠元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 49 体～底1/2 百回 3.7 色灰

第138図5 須恵器 覆土 口 胎細砂粒少白色・黒色鉱物 輛鑢整形（右回転） 底部'

塊 体～底底 底 7.2 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 49 ほぽ完他1/3高 (3.2) 色褐灰

第138図6 須恵器 覆土 口 胎 </i5mm小礫粗砂粒少白色鉱物 輛輯整形底部：切り離し技

境 底 (8.4) 焼還元焔良好 法不明、付け高台

PL. 49 体～底1/4 吉回 (57) 色灰褐

第138図7 灰釉陶器 覆土 口 胎細砂粒少白色鉱物 観輯整形外面．上部自然釉 井ヶ谷78号窯

長頸壺 底 焼還元焔良好 式期

PL. 49 体1/5 尚 (59) 色灰白

第138図8 灰釉陶器 覆土 口 胎細砂粒少 輛輯整形（右回転） 外面： 井ヶ谷78号窯

平瓶 底 (62) 焼還元焔良好 全体施釉 式期

PL 49 体～底1/4 古回 (3.4) 色灰オリープ

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布目痕（合目 輛輯使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第138図9 覆土 胎 並 製 2枚 表 X 合

゜
観

゜
吉井窯か藤岡窯 8世紀

丸瓦
破片

焼 密 桶 裏

゜
擦 なし 叩

横撫
3 後葉～ 9世紀前葉

PL. 49 色 浅黄 なし 接 X 乾 X 型

第139図10 覆土 胎 並 製 表 X ムロ X 輛

゜
笠懸窯・非陶土質 8世

平瓦 焼 並 桶 あり 裏 X 擦 部分 叩 紀後葉

PL. 49 
小破片

色 灰白 なし 接 乾 型
横撫

X X 
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

第139図11 覆土 胎 並 製 2枚 表 X 合 X 輛

゜
笠懸窯 8世紀後葉～ 9

平瓦 焼 密 桶 あり 裏

゜
擦 X 叩

横撫
世紀初

PL. 49 小破片 色 褐灰 なし 接 X 乾 X 型

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重益(g)

第139図12 鉄製品 覆土
(4.8) (1.2) 0.4 4 

頭部折り 曲げの角釘

PL.49 釘 先端部欠損

第139図13 鉄製品 覆土
(35) 07 065 3 

頭部折り曲げの角釘

PL49 釘 先端部欠損

第139図14 鉄製品 覆土
(27) 05 03 2 

頭部折り曲げの角釘

PL49 釘 先端部欠損

第139図15 鉄製品 覆土
(1.4) 0.4 0.3 1 

断面正方形の棒状品

PL49 棒状品 欠損あり

第139図16 鉄製品 覆土
(2.9) 0.4 0.4 1 

断面長方形の棒状品。両端はそれぞれ異なる方向にillJ

棒状品 欠損あり げられている

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第139図17 石製品 覆土
(5.7) (8.0) 44 変質安山岩

平坦面は擦られている

PL 49 煎編石か 欠損あり

(4)土 坑

本遺跡では、 0-5区の一部を除いて、同一面で

複数の時代の遺構調査を行っているため、どの時期

に属するか不明なものが多い。土坑の規模や形状、

覆土は様々であった。出士遺物には、奈良•平安時

代の土師器・須恵器が多いが、流れ込みのような覆

翠

又--ノ

卑

L=l22. 40m 

SPA 

L=122. 40m 

．皿

亨
89号土坑

1.暗褐色土 ロームブロック多

含

2. 白黄褐色土砂質性強、暗褐

ブロック少含、

締まり強

紐

93号土坑

皐口謳＼

卑．．泣

]0122. 60m 
一 ＿

土中の遺物が多いため、一部明瞭なものを除いて、

時期判断は控えたい。

士坑の中で、遺物の出士が多いなど、特徴のある

101・104・143・145号土坑については記述する。その

他の土坑についての詳細は、計測表を参照されたい。

叩 直

血
L0122. 60m 

塁

92号土坑

1.暗褐色土 As-C極少、ローム粒少含

2.暗褐色土 ロームブロック少含

90号土坑

1. 暗褐色土 As-C・ロームプロック多含、

締まり強

2. 暗褐色土 ローム粒やや多含、締まり弱
平

93号土坑

1.暗灰褐色土 細砂粒やや多含、締まり・

粘性弱

2.暗褐色土 ロームブロック多含
平

L=122 60m 

94号土坑

1.暗褐色土 ローム粒少含

2.暗褐色土 ロームブロックやや多含

第140図 89 • 90 • 92~94号土坑

露

．注ぶ

゜
1 : 40 lm 
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

調査区域外

平

L=l22. 40m 

顕

饂 ＇

-1,  r 

皿

皿．
L=122. 20m 

．皿

91号土坑

1.暗褐色土 ローム粒多、白色軽石少含、締まり強

2.暗褐色土 ロームプロック多含、締まり弱

3.暗褐色土 黒味強、黄掲土少含、締まり弱

4.暗褐色土 黄褐プロック多含、締まりやや強

5.暗褐色土 ローム粒少含、締まり弱

謡
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／
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I

L
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血
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'
1
1

.

レ^，
95号士坑

-／ ---' 
調

羹 1: 骨:I 
域

外

泣

平 ．

L=l22. 60m 

．注ぶ

こニニニニニニ三ニニニニ
95号土坑

1.暗褐色土 ローム粒． As-C少含、締まり弱

2.暗褐色土 ローム粒やや多含、締まり弱

3.暗灰褐色土 ロームブロックやや多含

4.暗褐色土 ロームプロックやや多含、締まり強

゜
1 :40 lm 

第141図 91 • 95 • 96号土坑
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

調査区域外

＼
 

95号土坑

早

卑．

＼
 

99号土坑

平．

L二122.60m 

証

¥ 2 一—-」-/ 号—土坑

98号土坑

1.暗褐色土 ローム粒少含

2.暗褐色土 ロームプロック少含

哀゚

乱~匂血：＼＼．" ¥ 

［ l1口↓坑］］
歪I 乱忍

g 
平 直

卜 95号土坑
→ 

ど
L=l22 60m 立． ．立

L=122 60m で

97号土坑

1.暗褐色土 ローム粒少含、締まり弱

2.暗褐色土 焼土粒・ロームプロック少含 調査区域外

早

100号士坑

平 。 ．皐＼

平．．掟A'
L=I22. 60m 

こ

99 • 100 • 102号土坑
1. 暗褐色土 ローム粒少含

2.暗褐色土 ロームブロックやや多含、

締まりやや強

3.暗褐色土 ローム粒・焼土粒少含

4.暗褐色土 ロームブロックやや多含

5.暗褐色土 ローム粒少含

6.暗褐色土 ロームプロソクやや多含、

締まりやや強

•平＇

＼
 皿．

L=122. 60m 

•平'

＼こニニニニ／＿＿

゜
1 :40 lm 

第142図 97~100 • 102号土坑
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で_---
＼マニ
= I ― 

1(90 

＼口1

2(91土）

／ 

／
 

／
 

3(91土）

、ロニ~ I I 4(91上）

I 
6(91土）

--:--ロ

＼
 

゜
1 : 2 5cm 

゜
1 : 3 10cm ゜8(92土）（1/2) ／ 

第143図 90~92 • 95号土坑出土遺物
90~95号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第143図1 土師器 90士坑底面 口 127 胎砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 外面’口縁部横ナデ、体部～

坪 底 焼酸化焔良好 底部ヘラ削り 内面’ナデ

PL 50 完形 高 4.0 色橙

第143図2 土師器 91土坑覆土 ロ 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 外面．体部ヘラ削り 内面：

台付き甍 底 焼酸化焔良好 ナデ

PL. 50 体下1/4 高 (3.2) 色 にぶい赤褐
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

第143図9 軟質陶器 95土坑底面 ロ 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 内外面横ナデ

片口鉢 底 焼還元焔軟質

PL 50 口破片 古回 色灰

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕・
粘土板 （剥 布目痕（合目 饒櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法 ・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第143図3 91土坑 胎 並 製 2枚 表 X 合 ？ 饒

゜
吉井窯か藤岡窯 8世紀

丸瓦 覆土 焼 並 桶 裏 △ 擦 部分 0 |J 浅平行叩 2 後葉～ 9世紀前葉
PL. 50 破片 色にぶい褐 なし 接

゜
乾 X 型

第143図4 91土坑 胎 並 製 表 X ノロ X 観 X 吉井窯か藤岡窯 8世紀

平瓦 覆土 焼 並 桶 寄木 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫

2 後薬～ 9世紀前業

PL 50 小破片 色 灰白 不明 接 X 乾 X 型
第143図5 91土坑 胎 並 製 表 X ムロ X 雛 X 笠懸窯・非陶土質 9世

平瓦 狡土 焼 並 桶 なし 裏 X 擦

゜
叩 木目叩

3 紀前葉

PL 50 破片 色にぶい黄 あり 接 X 乾 X 型

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 原さ 重屈(g)

第143回8 鉄製品 92土坑狡土
(76) 0.9 0.6 4 

残存状態不良の棒状品

PL. 50 棒状品 欠損あり

挿図番号 種別 出士位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第143因6 石製品 91土坑覆土
(1.9) (8.3) (1.8) 頁岩

陸の端部がわずかに残る

PL. 50 硯 欠損あり

第143図7 石製品 91土坑覆土
(12 7) (17 8) (8.4) 粗粒輝石安山岩

中央部が窪む

PL. 50 凹石状 欠損あり

101号土坑 （第144図、遺構PL.32、遺物PL.50)

位置： Ck~Cl-77~78

概要：本土坑の上面は、削平を受けている可能性が

ある。平面で確認した形状はやや不定型であるが、

掘り込みはしつかりとしていた。北東部にかわらけ

が 2点、北部底面からは銭貨が2枚出士した。

人骨は出土していないものの、遺物から考えると、

墓坑の可能性が考えられる。

その他：出土した銭貨は11世紀代の渡来銭であるが、

かわらけの1lilょり、本土坑の時期は15世紀後半と判

断する。

ー

皿．

平．

L=i22. 50m 

▽ 

゜
1 :20 1 m 

直

口

101号土坑

1.暗褐色土 白褐粘質プロソク多、

焼土粒少含、締まり

弱

塁 2.暗褐色土 褐色粘質プロノク少

含、締まり弱

3.暗褐色土 褐色粘質プロソク少

含

第144図 101号土坑、出土遺物

゜
1 : 3 10cm 

0 1 : 1 2cm 

I …――1_,•一9 9 ,J 
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第3章

101号土坑

塚田中原遺跡0区の調査

遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土 ・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第144図1 かわらけ 覆土 口 12.4 胎砂粒やや多 白色 ・黒色 ・赤色鉱物 観櫨整形（左回転） 底部：

皿 底 64 焼酸化焔良好 回転糸切り

PL 50 ほぽ完 高 35 色浅黄橙

第144図2 かわらけ 覆土 口 78 胎砂粒やや多 白色 ・赤色 ・黒色鉱物 鞘輯整形（右回転） 底部．

皿 底 5.3 焼酸化焔良好 回転糸切り

PL 50 ほぽ完 高 2.3 色浅黄橙

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

挿図番号 出土位置
種類 発行年 備考

図版番号 残存状態 図版番号 残存状態

第144図3 底面 嘉祐通賓
1056 

第144図4 底面 熙寧冗賓

PL. 50 一部欠損 （真） PL. 50 完形 （俵）
1068 

104号土坑 （第145図、遺構PL.32、遺物PL.50)

位置 ：Co~Cp-74~75

概要 ：本土坑の上面は、 10号溝跡により、削平を受

けている。また、調査区域外にまで広がるため、全

容は明らかにできなかった。底面に近い部分しか残

存していないものと考えられる。本土坑からは人骨

と銭が出上したことから、墓坑である事が判明した。

しかし、陶磁器などの出土はなかった。

重複遺構：本土坑上面には、それよりも新しい10号

溝跡が存在する。

その他： 10~11世紀代の渡来銭が出土したのみであ

り、時期の判定は困難である。 10号溝跡は、 As-B

混土層を覆土とする中世の溝跡と考えられる。本土

坑も11世紀以降で中世に属すると考えられる。

104号土坑

／／ク ．I／’―7ヽ、
骨
四元～ー II 

旦'

皿 ．， ．皿
l 

L=122. 10m _: / 

＼ 
゜

1 :20 lm 

第145図

調査区域外

／ 三
¥/  

早．．翌
L=¥22. 70m 

〔

血

皿

0 1 : 1 2cm 

一104号土坑

挿図番号

図版番号

第145図1

PL. 50 

第145図2

PL. 50 

遺物観察表

出土位置

残存状態

底面

完形

底面

完形

種類

咸平元賓

皇宋通賓

（家）か

発行年

998 

1039 

備考

判読困難

104号 土坑、出土遺物

ロ」
血．．霊

L=I23. 40m 

一＼ニェニソ-

皿

トレンチ

＼
 

皿．．霊
L=I23. 40m 

¥ 3 ノ

103号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

As-B少含

ロームプロック少含

105 • 106号土坑

1.暗褐色土 As-C多含、締まりやや強

2.暗褐色土 As-C少含、締まりやや強

3.暗褐色土 砂質土・軽石粒少含、締まりやや強 ゜
1 :40 lm 

第146図 103 • 105 • 106号土坑
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

108号土坑

108号士坑
I 

~ 109号土坑 -t'Jc 107号土坑 ーi

直

平 1(110呉＋t古 'l逗＼
平． ．注ぶ

1°123. 40m 

辻

躙

ヽ

露

皿．
L0123. 40m 

下

．置

113号土坑
睾

L=l23. 40m 

ヘぐゴ一刀 7
 

112号土坑

塁 。 立＼

臨

L=I23. 40m 

塁

｀ 115号土坑□□》 臨

皿． ．泣

L=l23.60m ~こ三ニア

．瞑

平

し□立

血 ．逗
L=123. 40m 

ヘこニ――ゲ

L 23ロニ．皐

114号士坑

平 0三
臨．．謡

L=I23.40m ~ 

皐 ／ ／ ～八ヽ 露＼

攪乱

旱． ．露

L=i23. 60m 

六 ― l-7

107~117号土坑

1.暗褐色土 As-C多含、締まりやや強

2.暗褐色土 As-C少含、締まりやや強

3.暗灰褐色土 As-C少含、締まりやや強

4.暗褐色土 黒味強、 As-C多含、締まりやや強

5.暗褐色土 黒味強、 As-C極少含、締まりやや強

6.暗褐色土 黒味強、締まりやや強

7.暗褐色土 As-Cやや多含、締まりやや強

8.暗褐色土 粘質土 ・As-Cやや多含、締まりやや強

9.暗灰褐色土 砂質土、ロームブロック・炭化物やや多含、

締まり弱・粘性なし

10.暗褐色土 砂質土、黄褐粘質土ブロ・ノク多含、締まり強

早 ゜
118号士坑

9号溝

睾 ．

L=123. 40m 

|
l
l、
`

―

軍ヽ`
＇ー／

ヽ

‘

,

‘
 

、入
ヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ

9
1
1
1
1
9入

置

118号土坑

1.暗褐色土 As_C少含

2.暗褐色土 ローム粒少、 As-C極少含

3.暗褐色土 ロームプロックやや多含

゜
1 :40 lm 

第147図 107~118号土坑
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

l‘
―
 118号土坑

9号溝

平

L=I23. 40m 

．謡

調森区域外

早`》叫＼
饂 Ll23ロロ 旱

犀

皿言
〗

ー
I
r
_
1

、

皿

ロ

ー
／
、

l

_

＼
 

芦

言
冒平

早 瞑 L=I23. 20m 

L=J23. 30m亨

二
119号土坑

1.暗褐色土 As-C ・ローム粒

少含

2.暗褐色土 黒褐プロックやや

多含

L= I 25. OOm ~ 

半 ．塁
L=l25. 40m 

一124号土坑1.暗灰褐色土砂質土、締まり強・

粘性なし

120号土坑

1.暗褐色土 砂質土 ・暗褐粘

質土プロック少、焼土粒 ．

炭化物極少含、締まり弱

卑 ．露

～ 

旦

＼
 
証＇

証

L=I25. !Om六

126号土坑

1.暗褐色土 白色軽石 ・黄褐粒

やや多含、粘性弱

121号土坑

1.暗褐色土砂質土、締まり・

粘性弱

125号土坑

□-¥ :〈□‘□
L=124. 90m 

→ 

123号土坑

L=!23ご／／皿

128号土坑

1.暗褐色土 Hr-FAブロック多含、

As-C極少、締まり弱

2.暗褐色土 黒味強、ローム粒 ．

焼土粒少含、締まり弱

皐 ．

坑

塁

3 ＼
口

皐

/

0↑
↓
l
 
局コ

、

褐

性

含

黄

粘

少

・

・
極

石

強

石

軽

り

軽

色

ま

色

白

締

白
ヽ

土

含

土

強

坑

色

多

色

り

土

褐

粒

褐

ま

号

暗

色

暗

締

5
 
2
 
1

1

2

 
131 号土坑 →— 1 32号土坑

平． 証

f-129号土坑 ＋ 130号士坑 → 
皿 ． 2 ．置

L=J25. IOm ーテ＝シ一迄/-

129 • 130号土坑

1.暗褐色土 As-C・焼土粒 ・黄褐プロッ

ク少含、締まり強

2.暗褐色土 As-C・焼土粒 ・炭化物やや

多含、締まり強

3.暗褐色土 As-C・焼土粒少含、粘性弱

4.暗褐色土 黒味強、 As-C少含

L=J25. JOm―ー

謎

今ニロ〕皿
SEA 芦

L=l25. 10m ~ミニ

135号土坑

1.暗褐色土 As-C多含、締まり弱

2.暗褐色土 Hr-FAプロック多含

131 • 132号土坑

1.暗褐色土 As-C多、黄褐粒含、

締まり強

2.暗褐色土 As-C極少含

3.暗褐色土 As-C多、焼土粒少

含、締まり強

4.暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒少

含、粘性弱

134号土坑

平 □》早＼
平 皿

L二125.JOm ―--上ノ一一‘―・

133号土坑

1. 暗褐色土炭化物少、 As-C• 
ローム粒極少含、粘

性弱

卑 □い＼
L=125. 10¥ /芦

134号土坑

1. 暗褐色土 As-C・焼土粒 ・暗褐粘

質土プロック少含

2.暗褐色上 As-C極少含、締まり強

゜
1 :40 1 m 

第148図 119~126 • 128~135号土坑

162 



2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

調査 区域外

血 ． 訟

136号土坑 +137号土坑

皿． ．直
L0125. lOm --Cニこ

136 • 137号土坑
1.暗褐色土 As-C・ローム粒

多、焼土粒少含

ローム粒多含、

粘性弱

2.暗褐色土

＼
 

卑
L=I25. !Om 

138号土坑 ＋ 

138 • 139 • 140号土坑
1.暗褐色土 As-C・焼土粒多含、締まり強

2.暗褐色土 ローム粒・焼土粒少含、締まり

強

ローム粒・焼土粒・炭化物少含、

締まり・粘性弱

ローム粒極少含

As-C粒・焼土粒 ・炭化物少含、

粘性弱

焼土粒・ローム粒少含

3.暗褐色土

早

¥

‘、ー／ー／ー

、ヽ

¥
,9

、
d

ヽ
ヽ

<
[

／
 ／
 

，
 

／
 

平 ．

平 ．
L=125. OOm 

露

＼ 
142号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

As-C多、ローム粒

やや多含、締まり強

As-C・ローム粒多

含

黒味強、ローム粒 ・

炭化物少含

黒味強、黄褐プロッ

ク多含

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

SPA 

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

139号土坑 + 140号土坑
．謎

．直

fil'.i. I 2 3 I 4 ．紐A'

L=I24.80m ~三
5 

143号土坑

1.灰層 黒色の灰主体、焼土粒． As-C

極少含、締まり ・粘性弱

2.暗褐色土 炭化物・焼土粒含、締まり

弱

炭化物多、骨片・焼土粒や

や多含

黒色の灰多、 As-C少含

As-C少含、粘性弱

平 露＿

｀
い
11,ローー↑

ーーーー

ーー／

ー
ー

調査 区 域外

平 ．一―-- - -----ー •平

LcJ24.50m ~ニニ／

141号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

早

144号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

As-C多、ローム粒や

や多含、締まり強

As-C・ローム粒多含、

粘性弱

黒味強、ローム粒 ・炭

化物少含、締まり強

黄褐粘質土プロック・

暗褐砂質土少含、締ま

り強

黄褐粘質土ブロック多

含、締まり・粘性強

塁＼
平．．血

L=l25. OOm --.._=＝ニーシた

焼土粒多、炭化物 ・ロー

ム粒やや多含

焼土粒少、黄褐粘質土ブ

口ノク極少含、締まり ・

粘性強

゜
1 :40 lm 

第149図 136~144号土坑

143・145号土坑 （第149・150図、遺構PL.33、遺物PL.50・51)

概要： 143号土坑は、 16号溝跡の上に位置している。

炭化物や人の焼骨が出土していることから、火葬跡

と考えられる。しかし、土器類は小破片が出土した

のみで、時期は平安時代に属するとしかいえない。

145号土坑は調査区域外にまで広がるため、全容

は明らかにできなかった。やや崩れているが、隅丸

長方形か長円形に近い形状を呈すると考えられる。

掘り込みは浅いが、中央には灰層が広がっている。

遺物は土師器や須恵器の坪が多く、土師器杯の4点

(No 1~4) 

性が強い。

や須恵器杯の 3点 (NolO~12)は共通

これらの遺物は意図的な廃棄が考えられ

る。出土した土師器・須恵器杯より、本土坑の時期

は9世紀第4四半期と判断される。
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

145号土坑

l.暗灰褐色土

皿．

32号住

平

L=l25. !Om 

32号」—--ここ二三三孔ん←工ぞS: I 

．皿

証

匈

魯

尽

袈

攻

2.暗灰褐色土

3.暗灰褐色土

4.暗灰褐色土

5.暗灰褐色土

6.暗灰褐色土

7.暗灰褐色土

8.暗褐色土

炭化物 ・As-Cやや多、焼土粒

・焼土プロ ック少含、締まりや

や強

As-C多、炭化物 ・焼土粒少含、

締まりやや強

炭化物・灰多、暗褐粘質土プロ

ックやや多含、締まり・粘性弱

灰多、炭化物少、軽石粒極少含

炭化物・灰やや多含、粘性弱

炭化物 ・灰多含、締まり・粘性

弱

灰多、炭化物やや多含、締まり

・粘性弱

As-C・黄褐土極少含、締まり強

゜
1 : 40 lm 
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2.坂田中原遺跡0区の遺構と遺物

145号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第150図1 土師器 覆土 口 (11 2) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 外面’口縁部横ナデ、底部へ

坪 底 (80) 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 50 口～底1/4 古回 (3.3) 色赤褐

第150図2 土師器 覆土 口 (127) 胎砂粒やや多 黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、底部へ

坪 底 70 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 50 口～底2/5 高 33 色橙

第150図3 土師器 覆士 口 (12 4) 胎砂粒少黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、底部へ

坪 底 (7.0) 焼酸化焔良好 ラ削り 内面．横ナデ

PL. 50 口～底1/6 古四 30 色明赤褐

第150図4 土師器 覆土 ロ (11.6) 胎砂粒少黒色・白色鉱物 外面：口縁部横ナデ、底部へ

坪 底 78 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ナデ

PL. 50 口～底1/4 高 30 色橙

第150図5 須恵器 覆土 口 (14 0) 胎細砂粒やや多 黒色 ・白色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 底部'

均 口～底 底 6.8 焼還元焔良好 回転糸切り

PL. 50 底完他1/4高 2.9 色灰白

第150図6 須恵器 底面 口 02.2) 胎細砂粒少白色鉱物 鞘轄整形（右回転） 底部：

坪 底 (7 1) 焼遠元焔良好 回転糸切り

PL. 50 口～底1/2 高 29 色灰

第150図7 須恵器 底面 口 132 胎 ,j,4mm小礫砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輔櫨整形（右回転） 底部．
坪 底 8.0 焼還元焔良好 回転糸切り

PL. 50 口～底2/3 古回 3.7 色灰白

第150図8 須恵器 襄土 口 (116) 胎砂粒少白色・黒色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 底部：

坪 口～底 底 6.2 焼遠元焔良好 回転糸切り

PL. 50 底完他1/2高 32 色灰

第150図9 須恵器 底面 口 胎細砂粒少白色鉱物 輔轄整形（右回転） 底部：

杯 底 (70) 焼還元焔良好 回転糸切り 外面’底部付近

PL. 50 体～底1/4 高 (19) 色灰 に切り離しの糸痕が残る

第150図10 須恵器 覆土 口 12.4 胎 ¢2mm小礫砂粒少白色鉱物 饒輯整形（左回転） 底部：

坪 口～底 底 6.0 焼酸化焔良好 回転糸切り

PL. 51 底完他1/2 古回 4.0 色灰褐

第150図11 須恵器 底面 口 13.1 胎 ¢5mm小礫砂粒少 白色・黒色鉱物 鞘轍整形（右回転） 底部：

均 口～底底 底 6.8 焼還元焔良好 回転糸切り

PL. 51 ほぽ完他1/2 古四 3.9 色褐

第150図12 須恵器 底面 口 (12.4) 胎砂粒少白色 ・黒色鉱物 輛轄整形（左回転） 底部：

坪 底 6.0 焼退元焔良好 回転糸切り

PL. 51 口～底3/4 古回 3.8 色灰褐

第150図13 須恵器 覆土 口 (11.6) 胎細砂粒少白色鉱物 鞘輯整形

短頸壺 底 焼遠元焔良好

PL. 51 口～体1/4 高 (4.0) 色灰白

第150図14 須恵器 覆土 口 胎 I/J4mm小礫粗砂粒少 白色・黒色鉱物 雛輯整形外面．叩き目が部

壺類か 底 (116) 焼還元焔良好 分的に見られる

PL 51 体～底1/4 吉回 (6.0) 色褐灰

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ 重址(g)

第150図15 鉄製品 覆士
(8.2) (1.2) 0.3 12 

刃部と柄部が共に欠損している

PL. 51 刀子 欠損あり

第150図16 鉄製品 覆土
(29) (12) 0.4 2 

形状不整形に残存している板状品

板状品 欠損あり

調査区域外

146号士坑 —=プ-—+-

皿 ： 皐

平 直

L=l25. !Om 

146号土坑
<

1.暗褐色上 焼土粒少、 As-C・炭化物

極少含、粘性弱

2.暗褐色土 炭化物・ローム粒． As-C

少含

□j=¥ 
L=125ごピニニ血
147号土坑

1.暗褐色土 As-C・焼土粒少含

2.暗褐色土 As-C極少含

V
d
S
 

ー

1
八
り
ン
|
'
晏0
N

訃

．

闘

150号土坑

1.暗褐色土 焼土粒 ・ロームプロ ッ

ク少含、粘性弱

2.暗褐色土 暗褐粘質土 ・プロ ック

やや多含

0 1 :40 

9

竺
"
1

lm 

第151図 146 • 147 • 150号上坑
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査
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L=¥25. 20m 
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口
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皿．

2.暗灰褐色土

芦

卑． ．直

L=!25.20m-c二三□三丁
149号土坑

1.暗灰褐色土

148号土坑

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

7.暗褐色土

8.暗褐色土

9.暗褐色土

10. 暗褐色土

11.暗褐色土

皿．

粘質土、暗褐粘質土プロノク含、締まり・粘性弱

黒味強、ローム粒やや多含、締まり弱

粘質土、黒味強、ローム粒極少含、締まりやや強

ローム粒多、焼土粒少含

ローム粒・黄褐粘質土プロソク・灰やや多含

粘質土、黒味強、ローム粒多、灰やや多含、締まりやや強・粘性強

灰多、焼土プロソク ・焼土粒少含、締まり・粘性弱

焼土粒・ローム粒やや多含

焼土粒・黄褐粘質土プロソク少含、締まり強

粘質土、ローム粒多含、締まり・粘性強

焼土粒極少含、締まり・粘性強

口：：
旱． ．淀

L=I25. 20m - ―ー二二三ア
2 

151号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

As-C・ロームプロック ・

焼土粒少含、粘性弱

炭化物少含

153号士坑

平 。

函． ．塁

L=125.20m~ 

152号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

八
砂質土、 As-C・ローム粒

少含、締まり・粘性弱

砂質土、暗褐粘質土プロソ

ク・ローム粒少含、粘性弱

153号土坑

l.暗褐色土

2.暗褐色土

L二 し 「芦

旱 ．．立

L0125.20m~一

154号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

155・ 156号土坑

ロロ：
l55号土坑十 l56号土坑

平． ．謡

L=l25.30m ~ 

152号土坑

早．0饂＼
As-C・ローム粒少含

炭化物 ・暗褐粘質土プ

ロック少含

平

154号士坑

。 血＼

155 • 156号土坑

1.暗褐色土 As-C・ロームブロック少含

2.暗褐色土 ロームプロックやや多含

3.暗褐色土 暗褐粘質土プロックやや多含

4.暗褐色土 ロームプロ ック少含

5.暗褐色土 ロームブロックやや多、

焼土粒少含

暗褐粘質土ブロック・

焼土粒少含

暗褐粘質土ブロック少含

6.暗褐色土

7.暗褐色土

As-C・ローム粒少含、粘性弱

暗褐粘質土プロック・ローム粒

少含

平

As-C・ローム粒少含、枯性弱

暗褐粘質上プロック・ロームプ

ロック少含

157 • 158号土坑

二 ］
157号土坑+ 158号土坑

盆． ．逗

L=l25. 30mこ

157 • 158号土坑

1.暗褐色土焼土粒 •As-C ・炭化物

少含

ロームブロックやや多含

暗褐粘質土プロノク多、

炭化物少含

炭化物少含

ロームブロック少含

暗褐粘質土ブロックやや

多、焼土粒少含

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5.暗褐色土

6.暗褐色土

卑

平 ．．置

L=l25. 30m ~ 

159号土坑

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

As-C・ロームブロック・

焼土粒少含

ロームプロックやや多、

As-C・焼土粒少含

暗褐粘質土プロックやや多、

ロームプロック少含

゜
1 :40 lm 

第152図 148 • 149 • 151~159号土坑
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

旦訟 ．芦

L• I25.30m ~ 

160号土坑

1.暗褐色土 ロームプロック・焼土粒

少含、締まり ・粘性弱

2.暗褐色土 ロームプロック少含、締

まり・粘性弱

芦

口
＼
 

SPA-

L=¥25ごロニ三早
163号土坑

1.暗褐色土 ロームプロソクやや多、

焼土粒少含

2.暗褐色土 ロームプロックやや多、

As-C・焼土粒少含

3.暗褐色土 暗褐粘質土ブロック・ロ

ームブロック少含

三〕：
平．

L二125.30mー文こニンヽ ベノ―` ノ―-

161号土坑

1.暗灰褐色土砂質土、ローム

プロック少含、

締まり ・粘性弱

SPA 

叫'

平

竿

L=!25. 20m六；
．直

ニ
165号土坑

1.暗褐色土 砂質土、ローム粒少含、

締まり・粘性弱

攻

L-125三ゾ
164号土坑

1.暗褐色土 As-C・ロ ームブロック少含

2.暗褐色土 ロームブロソクやや多含

3.暗褐色土 暗褐粘質土ブロノクやや多含

4.暗褐色土 As-Cやや多、ロームプロソ

ク・焼土粒少含

5.暗褐色土 暗褐粘質土プロノクやや多、

ロームプロック少含

亙 ．

＼
 芦

調査区域外

皐 ．鉦凶:

L=I25.30m~ 

162号土坑

1. 暗褐色土 砂質土、炭化物少含、締

まり・粘性弱

2.暗褐色土砂質土、ロームプロック

少含、締まり ・粘性弱

3.暗褐色土 As-C・ロームブロック

少含

4. 暗褐色土 ロームプロックやや多含

5.暗褐色土 ロームブロソク少含

臨．

31号住

L 125 20m □ 
166号土坑

1.暗灰褐色土 砂質土、暗褐プロック・

ロームプロック少含

2.暗褐色土 黄褐粘質土プロソク・暗灰

褐色プロック少含、締まり

・粘性強

卑 証

攪乱

平． 亭

l ，た

168号土坑

l. 暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒 ．

炭化物少含

/’―``  

-タ,. 7¥、

平 〖、二＼
誼'

L-124ご` l: 土坑

169号土坑

1.暗褐色土 黒味強、ローム粒多、

As-C少含

2.暗褐色土 黒味強、ロームブロソク多、

ローム粒・焼土粒少含、締

まり・粘性強

゜
1 :40 lm 

第153図 160~166 • 168 • 169号土坑
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査
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至L=124.50m 

/ ///://ク――――``‘‘‘‘‘\、、~\
( -------------、‘‘
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旱 ．＼ ／ ＼ I 俎正、¥ l / 

¥‘、 167号土坑 /I / 

¥ ‘ ‘‘‘/  / / / 
‘ ‘ ‘/  / / 

¥ ‘‘‘‘̀ ‘̀ -------ー／／ぷ／
＼ 臼
、＿一／

‘‘ヽ—_―
‘‘-----------—一 冷

4＼ ＼ こ
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1 (118土）

／ロニロ‘
かー3
 

ー‘、,¥̀4
 

ー

ロ

ー

-

l
 

ロI I 

．注

167号土坑

1. 暗褐色土 As-Cやや多、ローム粒 ・炭化物

・焼土粒少含

2.暗褐色土 As-Cやや多、ロームプロソク・

焼土粒 ・炭化物少含

3.暗褐色土 As-C・ロームブロック少含

4.暗褐色土 ロームプロックやや多、 As-C

少含

゜
1 :40 lm 

-— ----, 
ヽ l

／二主三ミ
3(129土）

＼ 口／

` 
5 (136・ 137土）

口 □三―
ロニニ二］／

| 

こ ：
9 (159土）

゜
1 : 3 10cm 

第154図 167号土坑、 118~159号土坑出土遺物
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

118~159号土坑遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第154図2 須恵器 128土坑覆土 口 (11.0) 胎砂粒少白色・赤色鉱物 観櫨整形内面：黒色横ミ 内黒椀

塊 底 焼酸化焔良好 ガキの後、縦ミガキ

PL 51 口～体1/8 古回 (3.5) 色にぶい橙

第154図3 須恵器 129土坑覆土 口 胎 ¢3mm小礫砂粒少白色鉱物 鞘輯整形（右回転）

蓋 摘 (48) 焼遠元焔良好

PL 51 摘～天井1/4 古回 (20) 色灰

第154図5 須恵器 136 • 137土 口 胎粗砂粒少 白色・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部'

椀 坑覆土 底 (6.8) 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 51 体～底1/4 凝 (4.6) 色灰

第154図7 須恵器 146士坑覆土 口 (12.8) 胎 ip6mm小礫粗砂粒少白色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

杯 口～底底 底 6.4 焼酸化焔良好 回転糸切り

PL. 51 完他1/4 高 38 色褐灰

第154図8 須恵器 159土坑覆土 口 胎 が2mm小礫砂粒やや多 白・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

椀 体～底底 底 66 焼酸化焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 51 完他1/3 古回 (3.3) 色灰白

挿図番号 出士位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布目痕（合目 観輯使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称
第154図1 118土底面 胎 硬 製 2枚 表 X 合 X 輔

゜
吉井窯 8世紀後薬～ 9

丸瓦 焼 密 桶 裏 X 擦 X nn 
横撫

世紀前葉

PL. 51 
小破片

色 灰 なし 接 △ 乾 X 型
第154図4 131士覆土 胎 並 製 2枚 表 X 合 X 鞘 ？ 秋間窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦
小破片

焼 密 桶 裏 X 擦 X 
叩 タテ撫 2 世紀前葉？

PL. 51 色 灰白 なし 接 X 乾 X 型
第154図6 144土底面 胎 硬 製 表

゜
合 X 鞘 X 笠懸窯 9世紀前葉、

平瓦
小破片

焼 並 桶 寄木 裏 X 擦 X 
叩 太平行 3 「コ長（力）万」文字

PL. 51 色 褐灰 あり 接 X 乾 X 型
第154図9 159土覆土 胎 並 製 表 X ノロ X 観 X 非陶土質 9世紀、薄作

平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 叩
木目

PL 51 
小破片

色にぶい橙 あり 接 X 乾 なし 型

(5) ピット（第155~158図、遺構PL.34~35、遺物PL.51)

本遺跡では、 59基のピット状の遺構を検出した。

一部列上に列ぶ可能性も見受けられたが、掘立柱建
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ヽ107号ピット
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"
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104号ヒ ッ゚ト

睾o」
L-122塁｀ 平

＼霊]三
：
塁

詈
2
 
2
 
――
 

L
 

物や柱列と断定することはできなかった。詳細は計

測表を参照されたい。

＼
芦こ
口
四

芸
2
 
2
 

ー
――
 

L
 

110号ヒ ッ゚ト

L=l22. 40m 

:0:¥ 
六

103~110号ピソト

1.暗褐色土 ロームプロックやや多含、締まり・粘性弱

2. 暗褐色土 ローム粒多含、締まり弱

3. 暗褐色土 ロームブロック多含、締まりやや強

4. 白黄褐色土 砂質性強、暗褐プロック少含、締まり・粘性弱

第155図 103~110号ピット

、ミ
106号ピット

叩． “ピノト

置．平

L=l22.40m~こ天7号ヒ° ノト
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1 :40 lm 
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

血．
L=122. 40m 

．泣

l.=122. 40m 
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享
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汀
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一

口
□汀
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伽?i
 
2
 
ー
l
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111~120号ピット

1.暗褐色土 ロームプロック少含、締まり ・粘性弱

2.黄褐色土 暗褐プロソク・ローム粒やや多含、締まり強

3.暗褐色土 ローム粒やや多含、締まり強

4.暗褐色土 ローム粒やや多、焼土粒極少含、締まり強

5.暗褐色土 ロームプロック少含、締まり弱

6.暗褐色土 ロームプロックやや多含、締まり弱

7.暗褐色士 ロームブロソク少含

8.暗褐色土 ロームブロックやや多含

9.暗褐色土 白黄褐砂質土プロック多含、粘性弱

10.暗褐色土 炭化物・ローム粒少含

11.暗褐色土 ローム粒少含

12.暗褐色土 ロームプロック少含

13.暗褐色土 白黄褐砂質土ブロソクやや多含、粘性弱

14. 暗褐色土 ロームブロック少含、締まり弱

15.暗褐色土 ロームプロックやや多含

121号ピット
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亨

16.暗褐色土 ローム粒少含、締まり弱

17.暗黄褐色土 ロームブロソク主体、締まり強

18.暗褐色土 ローム粒少含、粘性弱

19.暗褐色土 ロームブロックやや多含、粘性弱

20.暗褐色土 ロームプロック少含、粘性弱、

21.白黄褐色土 白黄褐砂質土プロック多含、粘性弱

[.:[ 12. 4 

I 19号ヒ ッ゚ト

皿 c 皿＼

平 ．．逗

)m 

汀
→ 123号ピット
皿 ．こ）．早

且．．且
L=122. 50m 

l28号ヒ ッ゚ト

，心早 c 塁＼

平．．淀A'
L=I23. 40m 

六

120号ピット

｀八平．．露L=l22. 40m 

十—ーメ
124号ヒ°ット
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］ L1225¥ [ュ
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ー
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121 • 122 • 125号ピット
1.暗褐色土 ロームプロック少含

2.暗褐色土 ロームブロック多含

3.暗褐色土 ロームプロ・ノクやや多含

4.暗褐色土 ロームプロソク少含

5.暗褐色土 ロームブロック少含、締まり強

6.暗黄褐色土 白黄褐砂質土プロック多含、締まり強 ・粘性弱

第156図 111~128号ピット

128号ピット

1.暗掲色土 As-C多含、締まり強

2.暗褐色土 As-Cやや多含

゜
1 :40 lm 
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物
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卑 c -¥

塁．．謡
L0125.20m ~へ

153号ピット
2 

1.暗褐色土 As-C多含、粘性弱

2.暗褐色土 1層より黒味強、

As-C少含

：こ／
135号ビット来 136号ヒ万ト
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129~151号ピット

1.暗褐色土 As-C少含

2.暗褐色土砂質土、締まり強 ・粘性なし

3.暗褐色土 砂質土、暗褐プロック少含、締まり強

4.暗褐色土 ローム粒含、締まり強

5.暗褐色土 As-C少含、締まり強

6.暗褐色土 As-Cやや多、ローム粒少含、締まり強

7.暗褐色土 砂質土、 暗褐粘質土ブロソク少含、締まり強

8.暗褐色土 粘質土、締まり・粘性強

9.暗褐色土 砂質土、As-C少含、締まり強

10. 暗褐色土 As-C・暗褐粘質土ブロソク・炭化物少含、締まり強

11.暗灰褐色土 砂質土、 As-C少含、締まり強

12. 暗灰褐色土砂質性強、締まり弱
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154号ピット

1.暗褐色土 As-C・焼土粒 ．

炭化物少含、締ま

り強

2.暗褐色土 ローム粒極少含、

締まり・粘性強

152号ピソト

1. 暗褐色土焼土粒少、As-C

極少含、 粘性弱

第157図 129~155号ピッ ト

`

x

s

P

A

＿
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ー

S
P
A
-
s
P
A-
om 
4
 
？
 
2
 

――
 L
 

ご

I旱 1̀
平．．芦

l.=123. 60m 

汀
142号ピット

平 。 早＼

SPA SPA' ． ． 

L=I23.60m ¥三丁

｀ノト：i

L=I23.60m ~ 

ー／
150・151号ヒ ッ゚ト

皐 こ □□
150号ピット＋151号ピ ッ゚ト

皐． •平
L=l23. 40m六

155号ピット

平 R 平＼

L可25l：ぺ 皐
155号ピット

l.暗褐色土 砂質性強、As-C

やや多含、締まり

・粘性弱

2.暗褐色土 粘質土、 1層より

黒味強、As-C少

含、締まり強

゜
1 :40 lm 
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

156号ピット

皿 ゜ 卑＼

皿． ．塁
L=!25. !Omこ

＼
 
塁

平□▽
 

立

皿

珈

5
 
2
 
――
 

L
 

156号ピソト 157号ピ ット

1.暗褐色土 As-C・焼土粒 1.暗褐色土炭化物・ As-C

少含、締まり強 少含

2.暗褐色土粘質土、 As-C 2.暗褐色土 炭化物少含

少含、締まり・ 3.暗褐色土 暗褐粘質土

粘性強 ブロソク少含

160号ヒ ッ゚ト

:0:¥ 
L=l25. 30mーし
一161号ピット平． ◎ ・皐＇

L=l25.2]口 顕

160号ピ ソト 161号ピット

1.暗褐色土 As-C・暗褐粘 1.暗褐色土 As-C・ローム

質土ブロソク ・ ブロック少含

ロームブロック 2.暗褐色土 ロームプロック

少含 少含

2.暗褐色士 ロームプロック

少含

｀ 卜〉

I 
／ 

四万八 鬱
L=125 2皿0m， 饂

1 ¥ 

言
L=125 2卑0m 謳

v 
158号ピット

159号ピット

1.暗褐色土 ローム粒11ヽ 今

1.暗褐色土 ロームプ

ツ己

ロック・

2.暗褐色土 暗褐粘質土プロ

炭化物少含

ック少含

2.暗褐色土 ロームブロック

3.暗褐色土 ロームプロック

やや多含

少含

口
゜

二―

2 

1 40 lm 

゜
1 • 3 10cm 

第158図 156~161号ピ ット 、ピ ット出土遺物

ピット 遺物観察表

冒第158図 1 羽口
PL. 51 

挿図番号
瓦種

図版番号

第158図2

1平瓦
PL. 51 

計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

長 (3.7) 胎粗砂粒やや多 白色鉱物 外面：ナデか 先端部の一部

外イ至 一 焼酸化焔良好 は滓化・還元

内径一 色褐 化している

胎士・焼成・ 製作法・桶痕 ・
粘土板 （剥 布目痕 （合目 輛輯使用・

側部 1
色調 一枚作り可能性

取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法 ・ 備考

接合） 乾燥時圧痕 型式名称
面取

胎 並 製 表 X ムロ X 輛

゜
吉井窯か藤岡窯 8世紀

焼 密 桶 なし 裏 X 擦

゜
叩
描塩

ー 中葉

色 橙 不明 接 X 乾 X 

(6)溝跡

本遺跡では、 11条の溝跡を検出した。調査区の幅

が狭いため、部分的にしか検出できなかったものが

多い。

覆土や遺物から、 9• 10 • 11 • 12 • 15 • 18号溝跡

は中世に属すると判断できる。しかし、これらの溝

172 

跡でも掘削は奈良 • 平安時代にまで遡る可能性もあ

ろう。また、遺物や覆土から8• 13 • 14 • 16号溝跡の

掘削が行われた時期や埋没した時期は奈良•平安時

代に属するであろう。詳細は計測表を参照されたい。



2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

＼
 

表 土

平

L=J22. 70m 

．皿

8号溝跡

1.暗灰褐色土 砂質性強、 As-C・小礫少含、粘性弱

2.暗褐色土 砂質性強、ロームプロ ック多含、締まり・粘性弱

3.暗褐色土 As-C ・ロームプロックやや多含、締まり強

゜

0 1 : 50 1 m 
| | | 

1 :)00 3m 

cj砧

CJーよ ／／ニロ

I I 2 

I 1 

／ 

ーーロ
＼ 

3
 

一''...........'/―

｝ 
I □5 

゜
1 : 3 10cm 

第159図 8号溝跡、出土遺物
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第3章塚田中原遺跡0区の調査

8号溝跡遺物観察表

挿図番号 出土位置 胎士・焼成・ 製作法 ・桶痕．
粘土板（剥 布目痕 （合目 輻櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表 ・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第159図1 裂土 胎 並 製 不明 表 X ムロ X 輛 ？ 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦
破片
焼 並 桶 裏 X 擦 X 叩

素文
2 世紀初

PL 51 色 黄灰 不明 接 X 乾 X 型

第159図2 底面 胎 硬 製 不明 表 X 合 X 帷 ？ 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

丸瓦 焼 並 桶 裏

゜
擦 X n |J 世紀初

PL. 51 
破片
色 灰 不明 接 X 乾 X 型

素文

第159図3 底面 胎 締 製 表 X 合 X 鞘 X 践音山窯 8世紀後葉～

平瓦 焼 密 桶 なし 襄 X 擦 X 
叩 細縄絡 9世紀前葉

PL. 51 
破片
色 黄灰 あり 接 X 乾 X 型

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 原さ

第159図4 石製品 覆土
(8.1) (4.2) (36) ひん岩

平坦面は擦られている

PL. 51 薦編石か 欠損あり

第159図5 石製品 毅土
(7.1) (5.9) (28) 溶結凝灰岩

平坦面は椋られている

PL 51 應編石か 欠損あり

9 • 10号溝跡 （第160~163図、遺構PL.36、遺物PL.51• 52) 

位置： Co~Ct-73~75

概要 ：東西に流れる大溝である。 9• 10号溝跡は、

走向はやや異なるが、規模や覆土は似かよっており、

何らかの関連が伺える。10号溝跡の南壁に人骨や礫

などがまとまって出土した地点がある。近くには、

中世の墓坑である104号土坑があることから、遺構

としては確認できなかったが、 10号溝跡に切られた

墓坑が存在した可能性が考えられる。

覆土の状況から 9号溝跡が、 10号溝跡よりも新し

いが、各溝跡とも出土した遺物は少なく、時期の特

定は困難である 。奈良 • 平安時代の土師器 ・ 須恵器

の破片や瓦などが出土しているほか、軟質陶器の破

調査区域外 ―-――辻A.

9号溝

岱＇
ぷ

攪乱

＼
 

L=123. 70m 

ぷ,g 

卑 ．L=I23.70m 塁

9号溝

10号溝跡

1.暗灰褐色土砂質土、 As-Bやや多、ローム

粒少含、枯性なし

2.暗灰褐色土 1層より砂質性弱、 As-B多、

灰褐粒やや多含、締ま り強

3.暗灰褐色土 砂質土、 As-B・ローム粒やや

多含、粘性なし

4.暗灰褐色土 砂質性強、ローム粒極少含、締

まり弱

5.暗灰褐色士 砂質士、炭化物極少含、粘性な

し

6.暗褐色土 ロームプロックやや多含、締まり

強

7.暗褐色土 ローム粒多含、締まり強

8.暗褐色土 As-Bやや多、ロームプロノク少

含、締ま り・粘性強

9.暗褐色土 ロームプロック多含、締まり・粘

性強

0 1 :50 1 m 
| | | 

第160図 10号溝跡 ゜
1 : 100 3m 
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号
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1
.
暗
灰
褐
色
土
砂
質
土
、
A
s
-
B
少
含
、
締
ま
り
強

2.
暗
褐
色
土
砂
質
土
、
ロ
ー
ム
粒
・
炭
化
物
極
少
含
、
粘
性
な
し

3
.
暗
褐
色
土
砂
質
土
、
A
s
-
B
・
炭
化
物
少
含
、
締
ま
り
弱
、
粘
性
な
し

4.
暗
褐
色
土
砂
竹
土
、
ロ
ー
ム
粒
・
炭
化
物
少
含
、
締
ま
り
や
や
強
、
粘
性
な
し

] 7 5  

第
16
1
図

5
.
暗
掲
色
土

6.
暗
褐
色
土

7
.
暗
褐
色
土

8.
暗
褐
色
土

謎

暗
褐
ブ
ロ
ッ
ク
・
白
黄
褐
粘
質
土
ブ
ロ
ソ
ク
含
、
締
ま
り
・
粘
性
強

砂
質
土
、
ロ
ー
ム
プ
ロ
ソ
ク
や
や
多
含
、
締
ま
り
や
や
強
、
粘
性
な
し

細
砂
粒
か
ら
な
る
砂
質
土
、
炭
化
物
少
含
、
粘
性
な
し

砂
質
土
、
ロ
ー
ム
粒
少
含
、
粘
性
な
し

0
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

片も少量出土している。また、覆土にはAs-Bが含

まれている。このことから9• 10号溝跡は中世に埋

没したと考えられる。

I 

ロニニロ
1 (9溝）

¥ : / / 

国
2 (JO溝）

ー、

二二、
―-/- ( 

---―̀‘ ， 
一、一―/‘-==

.) C—- l ----' l 
l 
l 、

ー
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
〗
ー

ロ

l
'ヽ9
．ー

け

‘A

翌丁肇疇
・ー

／
 

4 (10溝）

□□□]/ 

3 (10溝）

゜
3
 

10cm 

第162図 9 • 10号溝跡出土遺物 （1)
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

¥'//  

＼ニーニー
7 (9 • 10溝）

口
ー
ロ
[
I
I
I

ーー1_
_
_
 1

1

 

I I I I 

8 (9 • 10溝）

ロニロ
9 (9 • 10溝）

゜
1 : 3 10cm 

第163図 9 • 10号溝跡出士遺物 （2)
9 • 10号溝跡遺物観察表
挿図番号 種別 出土位置

計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考
図版番号 器種 残存状態

第162図2 須恵器 10溝毅土 口 胎砂粒少白色・黒色鉱物 輛轍整形（右回転） 底部．

椀 底 (llO) 焼還元焔良好 回転ヘラ切り

PL. 51 体下～底1/6高 (23) 色灰
第162図3 軟質陶器 10溝覆土 口 (330) 胎粗砂粒やや多 白色・赤色・黒色鉱物 内外面横ナデ

片口鉢 底 焼酸化焔やや軟

PL. 52 口～体1/6 高 (9.9) 色にぶい褐

第163図7 須恵器 9・10溝覆土 ロ 胎粗砂粒少黒色・白色鉱物 鞘轄整形（右回転） 底部：

坪 底 (72) 焼還元焔良好 回転糸切り

PL 52 体下～底1/2高 (17) 色灰
第163困8 軟質陶器 9・0溝覆土 ロ (25.4) 胎砂粒少 白色・黒色鉱物 内外面横ナデ

内耳鍋 底 焼酸化焔やや軟

PL 52 口～体1/6 高 (9.1) 色灰褐

挿図番号 出土位置 胎土・焼成・ 製作法・桶痕．
粘土板（剥 布H痕（合目 輻櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称
第162図1 9溝覆土 胎 並 製 表 X ＾ ロ

X 輛 X 秋間窯 9世紀前葉
平瓦
小破片

焼 並 桶 寄木 裏 X 擦 X 
叩 縄絡消 2 

PL. 51 色 灰 あり 接 X 乾 X 型
第162図4 10溝覆土 胎 並 製 不明 表 X 合 X 輛

゜
笠懸窯 9世紀前葉～中

丸瓦
破片

焼 並 桶 裏 X 擦 X 叩
素文

2 葉
PL 52 色 黄灰 あり 接 X 乾 X 型
第162図5 10溝底面 胎 並 製 表

゜
合 X 輔

゜
笠懸窯 8世紀後築～ 9

平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 叩 世紀初

PL 52 
破片

色 灰 あり 接 X 乾 X 型
素文
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

第163図 9 • 10溝覆胎 並 製 表 X ノロ X 輻

゜
笠懸窯 8世紀中葉

平瓦土 焼 並 桶 あり 裏 X 擦 部分 叩
素文

2 

PL. 52 破片 色 灰 なし 接 X 乾 〇瓦側 型

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ 幅 厚さ

第163図6 石製品 10溝覆土
11.3 89 38 

粗粒輝石安山岩 側縁部に敲打痕、平坦面は擦られている
PL. 52 煎編石か ほぽ完

11号溝跡 （第164図遺構PL.36)

位置： Di~Dj-66~69

方位： N-50°-E 

概要：調査区が狭かったため、上端まで確認するこ

とができなかった。調査区域内では、溝幅2.5mまで

確認したが、実際は 3mを超える可能性が高い。深

度も 1.44m検出したが、上面は削平されている こと

＼
 

畜
、ヽ、ヽ

皐

L=I23. 80m 

も含めて考えると、より深かったであろう。断面形

態は、緩やかなU字形であった。

遺物が出土していないため、時期の特定は困難で

ある。覆土にはAs-Bが含まれるので、埋没は中世

に属すると考える。

11号溝跡

1.暗褐色土攪乱層

2.暗褐色土 炭化物極少含

3.暗褐色土 ロームブロック・細砂粒少含、粘性弱

4.暗褐色土 細砂粒からなる砂質土、締まり弱・粘性なし

5.暗褐色土 細砂粒やや多、ロームブロック少含

6.暗褐色土 ローム粒． As-C少含

7.暗褐色土 ロームプロックやや多含

調査区域外

-----―—迎

ヽ｀`
 ー
ー
ー

，
 

ー

ー

ー

攪乱

表士

／ aヽ 窯

早'

平．＿．皿

L=l23. 50m＼二／

12号溝跡

1. 暗灰褐色土 小礫・ローム粒 ・炭化物少含、締まり強

2.暗褐色土 砂質土、暗褐粘質土プロソク・炭化物少含、

焼土粒極少含、締まりなし

3.暗褐色土 砂質土、黄褐粘質土ブロソク多含、締まり

なし

0 1 : 50 1 m 
| | | 

第164図 11 • 12号溝跡
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2.塚田中原遺跡0区の遺構と遺物

＼
 塁

/ I 
/ I 
／ I 
/ I 
/ I 

調査区域外

函

L=!23. 50m 

．
 

13号溝

ー

謎'

13号溝跡

1. 暗褐色土 ロームブロック多含、粘性弱

2.暗褐色土 As-Cやや多、ローム粒少含、締まり強

3.暗褐色土 As-C・黄褐粘質土プロック少含、締ま り強

号II 
号I

＋ 

恣

歪I塁
g 
上

攪乱

塁•

ー

｀

一

・斜

• 4 

攪乱

．
 
3
 

◎
 

＇ 

I
I
 

．
 
ー

ー

ー

ー

1
_
1
1
ー

ー

1
1ー
．
 

6
 

L-]23〕口／平

14号溝跡

1.暗褐色土 As-C・炭化物やや多含、粘性弱

2.暗褐色土 As-C・炭化物・焼土粒少含

3.暗褐色土 黄褐粘質土ブロック少含、締ま り・粘性強

15号溝跡

1.暗灰褐色土 砂質土、 As-Bやや多含

2.暗褐色土 As-B多含、締まり弱

3.暗灰褐色土 As-B多含、暗褐砂質土プロソクやや多含、

締まり弱・粘性なし

4.暗褐色土 暗褐粘質土ブロ ソクやや多、締まり強
0 1 :50 1 m 
| 1 1 

□ (13溝）

＼ 
2 (13溝）

三三三三／
—←ー一 4 (14溝）

゜
1 : 3 10cm 

第165図 13~15号溝跡、 13• 14号溝跡出土遺物（ 1)
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口

ロ。
6 (14溝）

1 : 3 10cm 

第166図 13 • 14号溝跡出土遺物 （2)

13 • 14号溝跡遺物観察表
挿図番号 種別 出土位置

計測値(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考
図版番号 器種 残存状態

第165図1 土師器 13溝覆土 口 (11.8) 胎砂粒やや多黒色 ・白色鉱物 外面’口縁部横ナデ、底部へ

杯 底 (86) 焼酸化焔良好 ラ削り 内面：横ヘラナデ

PL 52 口～底1/4 高 29 色橙

第165図2 須恵器 13溝覆士 口 (130) 胎細砂粒少 白色・黒色鉱物 輛輯整形 （右回転） 底部：

坪 底 (70) 焼遠元焔やや軟 回転糸切り

PL 52 口～底1/8 高 3.0 色灰白

第165図3 須恵器 14溝覆土 口 12.7 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 観轄整形 （右回転） 底部： 内外面口唇部

坪 底 76 焼還元焔良好 回転糸切り ・内面一部に

PL 52 ほぽ完 高 3.7 色灰 油煙付滸

第165図4 須恵器 14溝覆土 口 (150) 胎細砂粒やや多 白色・ 黒色鉱物 饒輯整形 （右回転） 底部： 内面スレ、転

皿 口～底底 底 88 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台 用硯か

PL 52 完他1/8 高 29 色灰白

第166図5 須恵器 14溝覆土 口 胎粗砂やや多 白色・黒色鉱物 内外横ナデ外面：波状文

甕 底 焼還元焔良好

PL. 52 口破片 高 色灰

挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)
石材 特徴

図版番号 器種 残存状態 長さ I 幅 | 厚さ
第166図6 石製品 14溝覆土

(10.2) 4.6 4.5 砥沢石
すべての面が使用されている。線状の切り込みが

PL. 52 砥石 欠損あ り 入る

16号溝跡 （第167図、遺構PL.36、遺物PL.52• 53) 

位置 ：Ed~Ef-55~57

方位 ：N-16°-E

概要 ：調査区域外にまで広がるため、全容は明 らか

でない。 また、本溝跡は、平面確認時の形状が溝状

であったため、溝跡として取り扱うが、凹凸が多く、

掘り込みはしつかりとしていない。本溝跡の検出部

南よりでは、遺物が集まっているが、底面からでは

なく、覆土上層からの出土が多い。そのため、遺物

は流れ込みが多いであろう 。本溝跡出上の遺物で、

もっとも注目されるのは、奈良三彩の蓋 (No7)で

あろう 。やはり覆土上層からの出上であり、流れ込

180 

みによると考えられる 。

董複関係：北東部で143号土坑と、南東部で2号竪

穴状遺構と童複し、新旧関係は遺構の平面確認時と

埋上断面の状況から、本溝跡が古いと判断される。

その他 ：遺物の分布は、 2号竪穴状遺構と何らかの

関連がある可能性も否定できない。遺物の時期をみ

ると、奈良三彩蓋 (No7)は、 8世紀後半に属する

と考えられるが、他の遺物は、 9~10世紀代が多い。

2号竪穴状遺構とほぼ同じ時期である可能性が考え

られ、 10世紀代には埋没しただろう 。
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16号溝

＼
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調

査

区

域

外

泣

L=125. OOm 

16号溝跡

1.暗褐色土 As-Cやや多、焼土粒・ローム粒少含、締まりやや強 ・粘性弱

2.暗褐色土 As-C ・ローム粒やや多、焼土粒少含、締まりやや強・粘性弱

3.暗褐色土 ロームプロック少含、締まり弱

4.暗褐色土 黄褐粘質土プロソク多含、締ま り・粘性強

5.暗褐色土 ローム粒多含

6.暗褐色土 黄褐粘質土プロック多含、粘性強
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第167図 16号溝跡、出土遺物
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16号溝跡遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土・焼成・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第167図l 須恵器 覆土 口 胎砂粒少 白色・赤色鉱物 観輯整形内面：黒色横ミ 内黒塊

坪 底 (78) 焼酸化焔良好 ガキ

PL 52 体～底1/6 古向 (23) 色明褐

第167図2 須恵器 覆土 口 (11.4) 胎 ¢7mm/lヽ 礫粗砂粒少 白色・焦色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

塊 底 (5.9) 焼遥元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 52 口～底1/2 高 67 色灰

第167図3 須恵器 覆土 口 148 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 鞘櫨整形（右回転） 底部：

椀 底 6.8 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 52 口～底7/8 高 6.2 色灰白

第167図4 須恵器 覆土 口 胎砂粒少白色・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部：

椀 底 7.0 焼遥元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 52 体～底2/3 高 (33) 色灰白

第167図5 須恵器 覆土 口 胎 </,6rnm小礫砂粒やや多白色・黒色鉱物 鞘輯整形（右回転） 底部：

椀 体～底底 底 66 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 52 ほぼ完他1/4 古回 (3 1) 色灰白

第167図6 須恵器 覆土 口 (17.8) 胎砂粒少焦色・白色鉱物 輛輯整形 （左回転） 外面：

蓋 摘 焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ削り

PL 52 天井～口1/4高 (3.1) 色黄灰

第167図7 奈良三彩 覆土 口 4.4 胎細砂粒少赤色・黒色鉱物 饒櫨整形（右回転） 外而：

蓋 口～底口 摘 1.4 焼還元焔良好 天井部回転ヘラ削り 内外全

PL 52 1/2 他完 古向 1.6 色白 体施釉、内面は透明釉 （白）

第167図8 須恵器 覆土 口 胎粗砂粒少白色鉱物 観櫨整形（右回転） 外面： 搬入品か

盆士 底 焼酸化焔良好 回転ヘラ削り 内面：指頭圧

PL. 52 体上3/4 古回 (4.6) 色橙 痕

挿図番号 出土位置 胎土・焼成 ・ 製作法 ・桶痕 ・
粘土板（剥 布目痕（合目 鞘輯使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏 ・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第167図9 覆土 胎 硬 製 表

゜
合 X 輔 X 観音山窯 8世紀後葉～

平瓦 焼 密 桶 なし 裏 X 擦 X n n 
平行

9世紀前葉 文字判読困難

PL. 52 
小破片

色 黄灰 あり 接 X 乾 X 型

第167図10 覆土 胎 並 製 表 X 合 X 輛 X 吉井窯か藤岡窯 9世紀前

平瓦 焼 密 桶 なし 裏 X 擦 X 
叩型 木目叩

葉

PL. 52 
破片

色にぶい褐 あり 接 X 乾 X 

第167図11 底面 胎 硬 製 表 X 合 X 輻 X 秋間窯 9世紀中葉

平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 叩
素文

1 

PL 53 
小破片

色 灰 あり 接 X 乾 X 型

．塁'

も

調査区域外

平． ．証凶'

L=l25.;;,;六直弓六ー：

17号溝跡

1.暗褐色土 As-C・ローム粒・暗褐粘質土プロック少含、

締まりやや強

0 1 : 50 1 m 
I I I 

第168図 17号溝跡
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18号溝跡 （第169図、遺構PL.37、遺物PL.53)

位置： Em~Eo-49~52

方位 ：N-0° 

概要 ：本溝跡は、塚田中原遺跡0区と引間松葉遺跡

III区の境目に存在する。走向は南北 を向いており、

計画的に掘られたと考えられる 。現在でも 、地割り

はすぐ側を境にして、大字塚田と大字引間に分かれ

るが、その区割りは、少なくともこの溝跡が掘られ

たときにまで遡る可能性が確認できた。

重複関係：南東部で41号住居跡と重複し、新旧関係

は遺構の平面確認時と埋土断面の状況から、本溝跡

が新しいと判断される。

その他： 図示した遺物は 8世紀代のものであるが、

これは、本溝跡が掘られたときに破壊された41号住

居跡の遺物の可能性がある。本溝跡の底面から出士
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しているが、直接本溝跡に伴うとは断定できない。

したがって、 どの時期から掘り込まれたのかは明ら

かでない。出上遺物には、土師器や須恵器の他、 陶

器も含まれており、覆土の様相を合わせて考えると、

埋没は中世に属する可能性が高いだろう。

18号溝跡

1.暗灰褐色土

2.暗灰褐色土

3.暗灰褐色土

4.暗灰褐色土

5.暗灰褐色土

砂質土、ローム粒 ．As-B極少含、粘性なし

細砂粒からなる砂質土、ローム粒極少含、粘性なし

細砂粒から成る砂質土、ローム粒少含、粘性なし

砂質土、黒褐土粒極少含、粘性なし

粘質土、暗灰褐砂質土ブロソク少含、ローム粒極少、

締まり・粘性強

6.暗灰褐色土 黒褐プロック少含、締まりやや強

7.暗灰褐色土 粘質土、ローム粒少含、締まりやや強

8.暗灰褐色土 粘質土、黄褐プロック多含、締まり ・粘性強

9.黒褐色土 暗灰褐砂質土プロソク・ As-Cやや多含、粘性弱
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18号溝跡、出上遺物

18号溝跡 遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測個(cm) 胎土・焼成 ・色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第169図1 須恵器 底面 口 (11.8) 胎細砂粒少白色鉱物 帷輯整形（右回転） 底部：

坪 底 7.0 焼還元焔良好 回転ヘラ切

PL. 53 口～底1/2 高 3.4 色灰 り

第169図2 須恵器 底面 口 12.1 胎砂粒少白色・赤色鉱物 饒輯整形（右回転） 底部 ．

杯 底 72 焼還元焔良好 回転ヘラ切り 外面 ’体部～

PL. 53 口～底1/2 高 2.8 色灰 底部に自然釉

第169図3 須恵器 覆土 口 (128) 胎砂粒少白色鉱物 輛輯整形（左回転） 外面：

器 摘 29 焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ削り

PL 53 摘～口1/3 古回 30 色 オリープ灰

第169図4 須恵器 穫土 ロ (13.6) 胎 r/>2mm小礫砂粒少 白色・黒色鉱物 輔轄整形（左回転） 外面：
蓋 摘～口摘 摘 40 焼還元焔良好 天井部上半回転ヘラ削り

PL. 53 完他1/4 高 35 色灰白
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挿図番号

図版番号

第169図5

種別

器種

鉄製品

鎌か

出土位置

残存状態

覆土

欠損あり

些

(44) 

計測値 (cm)

口 重批 (g)

15 

特徴

鎌の刃部か。三日月状で、 上辺は厚く、下辺は薄く作

られている

(7) 畠跡 （第170~172図、遺構PL.37)

本遺跡からは、 6枚の畠跡を検出した。1• 4号

畠跡は、覆土にAs-Bが多く含まれている。純層で

はないため、中世に属するであろう 。2 • 3号畠跡

は、直交するように交わっている。平面確認時や覆

土の様相より、 2号畠跡が新しいと判断されるが、

時期は明らかにできなかった。As-Bは含まれず、

奈良 • 平安時代に属する可能性もあろう 。 5 • 6号

畠跡は、覆土にHr-FAが入る ことから、古墳時代の

畠跡である。詳細は計測表を参照されたい。

c輩

輩ヽ

攪乱

c,喜

9号洗

表 土

卑

L=l23. 60m 

卜品→ 卜畠十 卜畠4

1号畠跡

1.暗褐色土 小礫 ．ローム粒・炭化物極少含

2.暗褐色土 砂質土、暗褐粘質土プロ ック・炭化物少含、焼土粒極少含

3.暗褐色土 砂質土、暗褐粘質土プロック多含、粘性弱
0 1 : 50 1 m 
| 1 1 

゜
1 : 100 3m 

第170図 1号畠跡
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2号畠跡

1.暗灰褐色土 砂質土、 As-B少、ローム粒極少含、粘性なし

2.暗褐色土 砂質土、 As-B極少含、粘性なし

3.暗褐色土 ロームプロック ・As-C極少含
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外

109号土坑—i
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L=l23. 40m 

/|，， 1~-

3号畠跡

1.暗褐色土 As-Cやや多含、粘性弱

0 1:50 lm 
| 1 1 

゜
1: 100 3m 

第171図 2 • 3号畠跡
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5号畠跡

1.暗褐色土 As-Cやや多含、粘性弱

2.暗褐色土 Hr-FAブロック、締まり、粘性弱
トレンチ

--9畜
"¥ 

§ 

L0!25. 70m 

芦

4号畠跡

1.暗灰褐色土 砂質土、As-Bやや多含、粘性なし

2.暗灰褐色土 砂質土、 As-B多含、締まり弱 ・粘性なし

0 1 :50 1 m 
| | | 

0 1: 100 3m 

第172図 4~6号畠跡

(8)遺構外出土遺物 （第173~175図、遺物PL.53)

本遺跡の試掘や遺構確認作業中に出土し、遺構と

の関係を明らかにすることができなかった遺物を掲

載した。土師器、須恵器をはじめとして、灰釉陶器

卑

L=I25. 20m ---=='.: l ヽ
．直

マ
6号畠跡

1.暗褐色土 Hr-FAプロック多含、 As-C極少、締ま り・

粘性弱

や瓦など、本遺跡の住居跡などでも多く出土してい

る遺物が見られる。
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こ／一土、 1, 4 (5区確）

6 (3区確）
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

ロロニジ一
14(2区確）

ロニ□□□ 13 (6区確）

゜
1 : 3 10cm 

第175図 遺構外出土遺物（3)

遺構外遺物観察表

挿図番号 種別 出土位置
計測値(cm) 胎土 ・焼成 ・色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態

第167図1 須恵器 5区確認面 口 (160) 胎砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輛櫨整形（右回転） 底部：

塊 口～底底 底 84 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 52 完他1/4 高 63 色灰白

第167図2 須恵器 5区確認面 口 (16.7) 胎砂粒少 白色・黒色鉱物 観櫨整形（右回転） 底部：

椀 底 (80) 焼遥元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL. 52 口～底1/4 高 62 色灰

第167図3 須恵器 2区確認面 口 胎 細砂粒やや多 白色・赤色・黒色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部．

塊 体～底底 底 6.6 焼酸化焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 52 ほぼ完他1/4高 (3.3) 色橙

第167図4 須恵器 5区確認面 口 04.6) 胎細砂粒少黒色・白色鉱物 輛輯整形（右回転） 底部：

皿 口～底底 底 8.0 焼還元焔良好 回転糸切り後、付け高台

PL 52 ほぽ完他1/8高 2.9 色灰

第167図5 灰釉陶器 1区試掘 口 (16.0) 胎細砂粒少白色鉱物 鞘輯整形 内外面施釉

長頸壺 底 焼還元焔良好

PL 52 口1/6 高 (2.6) 色灰白

第167図6 須恵器 3区確認面 口 胎細砂粒やや多 白色・黒色鉱物 輔櫨整形

長頸壺 底 焼還元焔良好

PL. 52 頸5/6 高 (9.5) 色灰白

第167図7 須恵器 2区確認面 口 胎細砂粒少白色鉱物 輛輯整形外面：体部下半へ
症・ギ 底 7.0 焼還元焔良好 ラ削り

PL. 52 体～底2/5 高 (11 5) 色黄灰

第167図8 羽口 1区確認面 長 (84) 胎 粗砂粒やや多 赤色・白色・黒色鉱物 外面：ヘラナデ 外面の一部は

外径 (5.8) 焼酸化焔良好 滓化・還元化

PL. 52 破片 内径 (2.2) 色 にぶい黄橙 している

挿図番号 出土位置 胎士・焼成・ 製作法・桶痕・
粘土板（剥 布目痕（合目 観櫨使用・

側部
瓦種

色調 一枚作り可能性
取表・裏・ ．擦消） ・瓦 叩き技法・

面取
備考

図版番号 残存状態 接合） 乾燥時圧痕 型式名称

第174図9 5区確認面 胎 並 製 2枚 表 X 合 X 鞘 ？ 笠懸窯 8世紀後葉～

丸瓦
破片

焼 並 桶 裏

゜
擦 X 

型叩 タテ削
3 9世紀初

PL 53 色 灰 接 X 乾 X 

第174図10
鎧
5区確認面 胎 並 製 表 合 輔 吉井窯 9世紀前葉印

焼 並 桶 裏 擦 " n 籠つぎ

PL. 53 
瓦当 破片

色 灰黄 接 乾 型

第174図11 6区確認面 胎 並 製 表 X ムロ X 輛 X 笠懸窯 8世紀創中葉

平瓦
破片

焼 並 桶 なし 裏 X 擦

゜
叩
素文

2 

PL 53 色 灰 あり 接 X 乾 なし 型

第174図12 1区確認面 胎 軟 製 表

゜
合 X 輛 X 笠懸窯 8世紀後葉～ 9

平瓦 焼 密 桶 なし 裏 X 擦 X 
叩 全格子

世紀初

PL 53 
破片

色にぶい黄褐 あり 接 X 乾 X 型

第175図13 6区確認面 胎 並 製 表 X 合 X 観 X 笠懸窯 8世紀前葉～ 9
平瓦 焼 並 桶 なし 裏 X 擦 X 叩 世紀初

PL. 53 
破片

色にぶい黄褐 あり 接 X 乾 なし 型
木目

第175図14 2区確認面 胎 並 製 表 X ＾ ロ X 輛 X 秋間窯 8世紀前葉後葉
平瓦 焼並還元 桶 なし 裏 X 擦

゜
叩 3 ~9世紀初ヘラ文字

破片 縄絡
PL. 53 色オリーブ あり 接 X 乾 なし 型 「大」
挿図番号 種別 出土位置 計測値 (cm)

特徴
図版番号 器種 残存状態 長さ I 幅 | 庫さ I 重乱(g)

第174図15 鉄製品 6区確認面
(5.1) 0.9 0.5 6 

頭部折り曲げの角釘

PL. 53 釘 ほぽ完
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3.塚田中原遺跡0区のまとめ

塚田中原遺跡0区では、塚田村東N遺跡のように

上面の残存状態が良好でなかったため、複数の面を

捉えるような調査はほとんどできなかった。しかし、

一部では、 As-B（混土）やHr-FAが検出され、そ

の下から遺構が見つかった箇所もある。また、遺物

も含めると、縄文時代、古墳時代、奈良•平安時代、

中世といった、幅広い資料を得ることができた。

縄文時代は遺物が出土したのみであった。中期の

士器片や石鏃、剥片石器が出土しているが、数量は

少ない。

古墳時代では、 Hr-FAを覆土とする畠跡が2枚検

出できた。塚田村東w遺跡の北端で検出した畠跡と

同様のものである。本遺跡では、遺構や遺物でこの

時期に属する資料は他になく、集落からはやや離れ

ているようである。

奈良•平安時代は、やはり遺構や遺物が多い。 住

居跡は 8世紀前葉から10世紀代にまでみられ、遺物

も豊富であった。26号住居跡は 8世紀前半に位置付

けたが、 8世紀前葉から中葉にいたる遺物が出土し

ていることから、住居廃絶後の廃棄を想定した。こ

れらの物の中には、鉄製錘や鉄滓、漆付着士器など

やや特殊な遺物が出土したことが特徴である。これ

らがすべてこの住居跡に伴うとは考えられないが、

付近に工房的性格を持った遺構の存在が想定される。

8世紀後半以降の住居跡としては、 31号住居跡と重

複している住居跡群や25号住居跡、 41号住居跡が考

えられる。しかし、 33• 34 • 35 • 44号住居跡は重複

よりこの時期に属するとしたが、遺物が少なく詳細

は不明である。建て替えが続けられた結果であろう 。

それらとは別に41号住居跡は、 10世紀の40号住居

跡に切られているが、 8憔紀後葉の住居跡であり、

また、住居跡との重複のない25号住居跡は 9世紀

前葉に属する。これからのことから本遺跡では、 8

世紀後半から 9世紀前半で同時期に建っていた住居

跡は 1、2軒であった。

9世紀後半以降は住居跡が多い。特徴的な住居跡

3.塚田中原遺跡0区のまとめ

としては、耳皿が2枚出土した32号住居跡や緑釉陶

器が出土した40号住居跡が挙げられる。灰釉陶器や

瓦などと合わせて、国分僧寺との関連を思わせる遺

物である。また、 10世紀に属する32• 36号住居跡で

は、鉄滓が出土している。鉄滓の量は少なく、鉄生

産との関連があったとしてもかなり小規模であった

だろう 。8世紀前半の塚田村東N遺跡における鉄生

産とは違った様相である。

住居跡以外で、重要な遺構としては、 16号溝跡が

挙げられる。溝としては、規模や形態がはっきりと

していないが、遺物の中にある奈良三彩は重要な遺

物である。奈良三彩の時期は 8世紀後半と考えられ、

国分僧寺で伝世したものが持ち込まれ、他の遺物と

共に廃棄されたのだろう。 16号溝跡の周囲には、同

じように遺物の多い2号竪穴状遺構や、性格が不明

であるが焼骨や炭化物がまとまっている143号土坑

が存在するなど、特異な様相が感じられる。

本遺跡の中世では、土坑墓と溝跡が主な遺構であ

る。土坑墓では、 101• 104号土坑と、 10号溝跡が挙

げられる。10号溝跡の南壁下の一部は、上坑として

調査をすることができなかったが、人骨の出土など

を考えると、 10号溝跡に切られた土坑が存在してい

たものと考えられる。これら 3基の土坑の中で、時

期が特定できたのは、 15世紀後半のかわらけが出士

した101号土坑だけである。しかし、他の土坑墓も

中世に属すると考えられるだろう 。9~11 • 18号

溝跡は規模も大きく、区画にも関わる存在であった

可能性も考えられる。本遺跡の調査では、ごく 一部

しか検出できていないため、範囲や性格などは明ら

かにしていない。周辺の調査による検出も合わせた

確認が必要である。
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第 3章塚田中原遺跡0区の調企

第6表塚田中原遺跡0区土坑計測表
番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土逍物 備考

89 Ci~Cj-78~79 隅丸長方形 N -90° 11ox23 19 

90 Ci~Cj-78~79 隅丸長方形 N-12° -W 85X 55 90 土師器、須恵器

91 Ci~Ck-78~80 隅丸方形か N-20° -W 280 X (210) 155 
土師器、須恵器、瓦、石

製品

92 Cl~Ch-75~77 隅丸長方形 N -20° -E 165 X 130 12 須恵器、陶磁器、鉄製品

93 Cl~Cm-76~77 隅丸長方形 N-30° -W 55X25 15 須恵器

94 Cl~Cm-76~77 楕円形 N-36° -E 116 X 128 18 

95 Cl~Cm-76~78 隅丸長方形か N-23° -E (440) X 178 35 土師器、須恵器、陶器

96 CK~CI-76~78 楕円形 N-4'-W 175 X 60 7 

97 Cl~Cm-76~,78 楕円形か N-17° -E 495 X 190 40 

98 Ck~Cm-76~78 方形か N-21° -E 127 X (92) 13 

99 Ck~CI-77~78 隅丸長方形 N-15° -E 115 X 95 15 

100 Ck~CI-77~78 楕円形 N-61° -W 52X48 15 

IOI Ck~CI-76~78 不定形 N-13° -E 200 X 100 60 かわらけ、古銭

102 Ck~Cl-77~78 楕円形か N-66° -W 154 X (75) 26 

103 Cn~Co-76~77 不明 N-29° -E 70X 23 24 

104 Co~Cp-74~75 不定形 N-20° -E (46) X (32) 13 人骨・古銭

105 Db~Dc-71~72 ほぼ円形 67X65 14 

106 Db~Dc-71~72 隅丸長方形 N-14° -E 87X60 ， 
107 Db~Dc-71~72 隅丸長方形 N-0° (135) X 43 13 

108 Db~Dc-71~72 楕円形か N -9 ° -E (60) X 45 13 

109 Db~Dc-71~72 楕円形 N-16° -W 76X52 15 

110 De~Dd-71~72 楕円形 N -68° -W 6QX48 13 須恵器

111 De~Dd-70~71 楕円形 N-14° -E }22 X 74 18 須恵器

112 Dd~De-70~71 楕円形 N -73° -W 50X40 24 土師器、須恵器

113 Dd~De-70~71 楕円形 N -50° -E 65X55 13 

114 Dd~De-70~71 隅丸長方形 N-84° -E 45x39 19 

115 De~Df-69~70 楕円形 N-82° -E 75x 44 24 須恵器

116 Df~Dg-69~70 楕円形か N-4° -W 82X82 50 

117 De~Df-69~70 楕円形か 7l X (42) 12 

118 Cs~Cu-72~74 隅丸長方形か N-90° 360 X (152) 38 瓦

119 Cs~Ct-74~74 隅丸長方形か N-90° 90X80 25 

120 Ct~Da-71~72 隅丸長方形か N-7° -W 5QX45 35 

121 Cs~Ct-73~74 隅丸長方形 N-12° -E 69X 22 18 

122 Da~Db-76~77 楕円形 N-33° -E 57x47 30 須恵器

123 Cs~Ct-72~74 楕円形か N -7° -W 70X36 31 

124 Ee~Ef-55~56 楕円形 N -42° -E 72 X67 14 

125 Ee~Ef-55~56 楕円形 N-18° -W 56X47 15 須恵器

126 Ee~Ef-55~56 楕円形 N -76° -E 56X47 12 須恵器

128 Ef~Eg-55~56 隅丸長方形 N-14° -E 96X60 19 土師器、須恵器、瓦

129 Ef~Eg-55~56 楕円形か N-71'-W 80X55 15 

130 Ef~Eg-55~56 楕円形 N-27° -E 90X85 17 土師器

131 Ef~Eg-55~56 楕円形 N -79° -E 50X35 22 土師器、須恵器

132 Ef~Eg-55~56 楕円形か N-79° -E 40 X40 22 土師器

133 Ef~Eg-55~56 楕円形 N-78° -W 62X3Q 10 

134 Ef~Eg-55~56 楕円形 N-79° -W 46X42 28 土師器 古墳時代後期か

135 Ee~Ef-54~55 楕円形 N-50° -E 93X60 14 

136 Ee~Ef-54~55 楕円形か N-79° -W (50) X 29 10 須恵器

137 Ee~Ef-54~55 円形か 37x (36) 15 須恵器

138 Ef~Eg-54~55 不定形 N-54° -W 130 X 56 20 土師器

139 Ef~Eg-54~55 楕円形 N-46° -W 93X 52 25 

140 Ef~Eg-54~55 楕円形か N -30° -W (100) X65 21 

141 Ed~Ef-56~57 隅丸長方形か N-64° -W 110X80 14 

142 Ed~Ee-56~57 楕円形か N-20° -W 105 X 55 15 

143 Ed~Ef-55~56 楕円形か N -0 ° 120 X (60) 8 土師器

144 Eh~Ei-52~53 楕円形 N-65° -W 92X57 13 土師器、須恵器、瓦

145 Eh~EI-53~54 不定形 N-15° -W (330) X 150 25 土師器、須恵器、鉄製品

146 Eh~Ei-53~54 楕円形 N-30° -W 75x 59 29 須恵器

147 Eh~Ei-52~53 楕円形か N-60° -W 100 X 65 25 須恵器

190 



3.塚田中原遺跡0区のまとめ

番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土遺物 備考

148 EI~Ej-53~54 楕円形 N-0° 130 X 120 50 土師器、須恵器

149 Ei~Ej-52~53 隅丸長方形 N-88° -W 157 X 116 20 
土師器、須恵器、灰釉

陶器

150 E1~Ej-52~53 楕円形か 95 X (50) 14 土師器、須恵器

151 Ej~El-52~53 楕円形 N-53° -W 97X88 13 土師器、須恵器、瓦

152 Ej~Ek-52~53 楕円形 N-73° -W 46X36 17 

153 Ek~EI-52~53 ほぼ円形 38X 35 35 

154 Ek~El-52~53 楕円形 N-18° -E 40X 33 10 

155 Ek~EI-51~52 楕円形 N-35° -W 36X 33 30 

156 Ek~El-51~52 隅丸方形 N-62° -E 65X 54 21 須恵器、瓦

157 Ek~El-51~52 楕円形 N -86° -W 32 X 28 19 土師器、須恵器

158 Ek~El-51~52 楕円形 N -62° -W 40X 30 18 

159 Ek~El-51~52 楕円形 N-66° -W gox 82 29 土師器、須恵器、瓦

160 El~Em-52~53 桁円形 N-64° -E 75x72 25 土師器、須恵器

161 El~Em-52~53 楕円形 N-64° -W 75X 64 12 須恵器

162 Ek~Em-52~53 隅丸方形か 115X (1Q5) 43 土師器、須恵器

163 Ek~El-52~53 楕円形 N-54° -E 95x 91 41 土師器、須恵器

164 Ej~Ek-52~53 楕円形 N-14° -E 80X 62 48 土師器、須恵器

165 Ej~Ek-52~53 隅丸長方形 N-85° -E 230 X 105 12 土師器、須恵器

166 Ej~Ek-53~54 楕円形 N-4° -W 132 X 102 55 土師器、須恵器

167 El~En -52~53 楕円形 N-88° -E 213X 175 50 

168 EJ~Ek -51~53 楕円形 N-8°-E 83 X (82) 6 

169 Ei~Ej-53~54 楕円形 N-35° -W 9QX 70 43 土師器、須恵器

第7表塚田中原遺跡0区ピット計測表
番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土遺物 備考

103 Cj~Ck-77~78 楕円形 N-65° -E 4QX25 42 

104 Cj~Ck-77~78 楕円形 N-38° -W 54x39 24 

105 Cj~Ck-77~78 楕円形 N-31° -W 42X33 62 

106 Cj~Ck-77~78 楕円形 N-43° -W 38X30 20 

107 Cj~CK-77~78 楕円形 N-18° -W 39x35 40 

108 Cj~Ck-77~78 楕円形 N-64° -W 55x30 32 

109 Cj~Ck-78~79 楕円形 N-75'-E 46X45 55 

llO CJ~Ck-78~79 楕円形 N-23° -W 52X45 15 

111 Ci~Cj-79~80 隅丸長方形 N-28° -W 32X27 36 

112 CJ~Ck-79~80 楕円形 N-80° -W 25X 22 34 

113 Cj~Ck-79~80 隅丸長方形 N -15° -W 28X26 30 

114 Cl~Cm-77~78 隅丸長方形 N-31° -E 26X 24 55 

115 Ck~Cl-77~78 楕円形 N -87° -E 32 X 27 28 

116 Ck~Cl-77~78 楕円形 N -20° -W 33x 28 45 須恵器

117 Ck~Cl-77~78 隅丸長方形 N-81° -W 32X 29 45 

118 Cj~Ck-77~78 隅丸長方形 N-57° -E 36X23 18 

119 Cj~Ck-77~78 隅丸長方形 N-26° -E 28X20 40 

120 Ck~Cl-77~78 楕円形 N-22° -E 37x 30 50 

121 Ck~CI-77~78 楕円形 N -87° -E 35x 27 34 

122 Ck~CI-77~78 隅丸方形 N-73° -W 24X 24 36 

123 Ck~CI-77~78 隅丸長方形 N-8° -W 24X 21 35 

124 Ck~Cl-76~77 隅丸長方形 N-9'-E 38X 29 40 瓦

125 Ck~Cl-77~78 楕円形 N -72° -W 25X 25 55 

126 Cl~Cm-76~77 隅丸長方形 N-40° -W 30X 25 31 

127 Cl~Cm-76~77 隅丸長方形 N-50° -W 19 X 18 16 

128 Db~Dc-71~72 楕円形 N-51° -E 42X 36 14 

129 De~Dd-69~70 楕円形 N-63° -W 30X 27 23 

130 De~Dd-71~72 楕円形 N-60° -W 39X 34 12 

131 De~Dd-71~72 楕円形 N-22° -E 45X 29 45 

132 De~Dd-71~72 ほぼ円形 33X29 21 

133 De~Dd-70~71 楕円形 N-60'-W 4QX 30 12 

134 De~Dd-70~71 楕円形か N-50° -W 32 X (20) 23 

135 Dd~De-70~71 隅丸長方形か N -55° -E 26X25 10 

136 Dd~De-70~71 楕円形 N -55° -E 48X37 13 

137 Dd~De-70~71 隅丸長方形 N -8° -W 30x22 22 
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第3章 塚田中原遺跡0区の調査

番号 位置 形状 長軸方位 長径x短径 (cm) 深度 (cm) 出土遺物 備考

138 De~Df-69~70 楕円形 N-72° -E 33 X 33 40 

139 De~Df-69~70 楕円形 N -69° -W 26X25 22 

140 De~Df-69~70 楕円形か 53 X20 16 

141 Df~Dg-68~70 不定形 N -50° -W 41 X28 25 

142 Df~Dg-68~69 楕円形 N -82° -W 36X32 17 

143 Df~Dg-68~69 楕円形 N -34° -E 30X25 15 

144 Df~Dg-68~69 楕円形 N-65° -W 18X 15 13 

145 Df~Dg-68~69 楕円形 N-72° -W 2ox 17 22 

146 Df~Dg-68~69 楕円形 N-12° -E 26X21 17 

147 Df~Dg-68~69 楕円形 N-57° -W 22X 19 16 

148 Df~Dg-68~69 ほぽ円形 24X2Q 17 

149 Df~Dg-69~70 楕円形 N -81° -W 23X 17 16 

150 Dd~De-69~70 楕円形 N-19° -E 2ox20 11 

151 Dd~De-69~70 楕円形 N-19° -E 25X 15 8 

152 Ef~Eg-55~56 楕円形 N-74° -W 30x27 8 

153 EI~Ej-52~53 楕円形 N-71° -W 37x35 8 

154 EI~Ej-52~53 楕円形 N-71° -E 22X20 15 土師器、須恵器

155 Eh~Ei-52~53 楕円形 N-65° -E 26X21 12 土師器、羽口

156 EI~Ej-52~53 楕円形 N-64° -W 52X 38 16 土師器

157 EI~Ej-52~53 楕円形 N-7° -E 54X 53 22 

158 Ek~El-52~53 ほぼ円形 N-52° -W 35X 33 32 土師器

159 Ej~Ek-52~53 楕円形 N -82° -E 32X 30 20 

160 Em~En-51~52 楕円形 N-55° -E 35X 33 14 

161 Ek~El-52~53 ほぽ円形 25X 23 25 

第 8表塚田中原遺跡 0区溝跡計測表
番号 位置 断面形状 方位 幅 (cm) 深度 (cm) 出士遺物 備考

8 Ci~Cj-77~80 皿状 N -0 ° 
（上）140~320

13~44 
士師器、須恵器、瓦、

（下）45~148 石製品

Co~Ct-73~75 逆台形状 N-87° -W 
（上）320~422 土師器、須恵器、瓦、

中世， 
（下）94~146

40~120 
陶磁器

10 Co~Cs-74~75 浅い逆台形状 N-17° -E 
（上）245~

132 
土師器、須恵器、瓦、

中世
（下）146~ 陶磁器、石製品

11 Di~Dj-66~69 レンズ状 N-50° -E 
（上） （218)~(250) 

144 中世
（下）35~56

12 Da~Db-71~72 逆台形状 N -4° -W 
（上）62~67

23 中世
（下）36~48

13 De~Dg-69~71 皿状 N-80'-E 
（上）110~200

34 土師器、須恵器
（下）60~71

14 De~Dg-68~70 U字状 N-50° -W 
（上）60~90

48 
土師器、須恵器、石製

（下）13~32 品

15 Ef~Eg-55~56 皿状か N-21° -W 
（上）95~

23 土師器、須恵器 中世
（下）67~

16 Ed~Ef-55~57 皿状 N -16° -E 
（上）239~ 土師器、須恵器、瓦、

古代
（下）120~

58 
灰釉陶

17 Ee~Eg-55~57 皿状 N-0° 
（上）100~107

12 
器、奈良三彩

古代
（下）79~98 土師器、須恵器

18 Em~Eo-49~52 レンズ状 N-0° 
（上）336~284

110 
士師器、須恵器、瓦、

中世
（下）118~126 陶器、鉄製品

第9表 塚田中原遺跡0区畠跡計測表
番号 位置 長軸方位 サク溝幅(cm) サク間 (cm) 深度 (cm) 出土逍物 備考

1 Cr~Db-71~74 N-6° -E 20~32 120~225 3~11 土師器、須恵器 中世

2 Db~Df-69~72 N -39° -E 8~46 60~210 10~30 

3 Db~Df-70~72 N-60° -W 6~48 22~100 50~90 

4 Ed~Ef-55~57 N-60'-E 22~38 75~85 6~9 
土師器、須恵器、瓦、

中世
灰釉陶器

5 Ee~Ef-55~56 N -37° -W 12~28 85~llO 5~6 Hr-FA直下

6 Eh~Ej-52~54 N-51° -W 12~26 70~llO 5~8 Hr-FA直下
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第4章 引間松葉遺跡III区の調査
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第4章 引間松葉遺跡1l1区の調査
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第176図 引間松葉遺跡Ill区位置
図

P 193の写真

引間松葉遺跡m-2区の発掘調査
風景
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